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序　文

　市原市は千葉県の中央部に位置し、「王賜」銘鉄剣や上総国分僧寺・

国分尼寺に代表される埋蔵文化財の宝庫として知られています。

　現在「国分寺台」の名で親しまれる住宅地の一帯に、土地区画整理事

業が計画されたのは昭和４５年のことでした。事業地内には多数の埋蔵文

化財が存在し、その記録保存のため、昭和４７年から６３年までの１６年間に

わたって、４３遺跡の発掘調査が進められてきました。

　今回報告する「台遺跡Ｃ地点」は、弥生時代中期から奈良時代初頭を

中心とする集落跡の発掘調査成果をまとめたものであります。

　本書が、学術的な資料としてはもとより、広く市民の皆様に活用して

いただけることを期待しています。

　最後に、発掘調査から整理報告にいたるまで多大なご協力をいただき

ました旧市原市国分寺台土地区画整理組合の方々、旧国分寺台遺跡調査

団の方々をはじめ、関係各位に厚く御礼申し上げます。

  平成２２年２月１0日

  市原市教育委員会

  教育長　山崎正夫



例  言

１．本書は、市原市国分寺台土地区画整理事業に先行して実施した埋蔵文化財発掘調査の調査報告書
である。

２．本書に所収したのは以下の遺跡である。
台遺跡Ｃ地点　市原市根田１丁目地先　市原市埋蔵文化財分布地図遺跡番号７２４－⑨

３．発掘調査は、市原市教育委員会の委託を受け、千葉県教育委員会・市原市教育委員会の指導のも
と、昭和５３年度末葉から５４年度前半にかけて上総国分寺台遺跡調査団の平野考古学研究所が主体
となって行なった。調査面積は１２，０００㎡であり、担当者は以下のとおりである。

　　平野元三郎　谷島一馬　對馬郁夫　浅利幸一　
４．整理・報告事業は平成２０年４月１日～平成２２年３月まで、市原市教育委員会埋蔵文化財調査セン
ターでおこなった。担当は木對和紀である。

５．本書の原稿執筆は第Ⅲ章以外を木對和紀が行った。また第Ⅲ章については、１５号遺構（終末期古
墳）主体部出土人骨・歯牙分析結果を聖マリアンナ医科大学　星野敬吾・平田和明両氏が執筆した。

６． 出土人骨の鑑定・歯牙分析については聖マリアンナ医科大学に、石質肉眼同定についてはパリノ・
サーヴェイ株式会社に、石鏃実測については創和システム株式会社に委託した。

７．土層断面図の説明文は、複数の調査員が行っており統一性がなかった。色調と成分は調査担当者
の原文そのままとし、他は文書表現を統一した。

８．遺構番号はそれぞれ割り振られていたが、数基の遺構に対しては一部重複した遺構番号が付され
ていたため、新規に振りなおした。その対照については、新旧番号一覧表に示している。

９．遺構図版については、紙面の都合上、可能な限り遺構を取りこむ方法で遺構図版を作成した。重
複が激しい個所では、スクリントーンなどによる表現方法を用いた。

１０．平面図と土層断面図の「Ｋ」は撹乱を表している。
１１．委託以外のガラス玉類の微量な重量測定には、島津理化器械株式会社製電子分析てんびんＡＥＬ
－２００を使用した。

凡  例

１．本書で示す北は座標北である。また、水準は海抜からの高さを示す。
２．本書で使用した国土地理院発行の地図は、１：５０，０００千葉・姉崎である。
３．本書掲載の遺構縮尺は、大型方形周溝墓１：２００・１：１００、古墳・方形周溝墓・住居跡・土壙墓等１：
８０を原則とした。ただし遺物出土状況等、更に詳細図が必要と判断された遺構については、適時
縮尺を変え掲載した。遺物は、土器・支脚１：４、土器断面・瓦・土玉・管状土錘・石器１：３、鉄器１：
２、石鏃、旧石器、古銭、玉類、有孔円盤、紡錘車１：１とした。拓影図は原則１：３としたが、土師器・
弥生土器の底部木葉痕など、一部実測図との整合関係で１：４対処としている。

４．土器の器面色調については、小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖　２００１年度版』日本色研事業
株式会社発行による。

５． 挿図におけるスクリントーンの用例については下記によるか、または図中に示した。

遺構

遺物

炉・火床

赤彩

焼土

黒色処理

粘土・カマド

スス付着・油煙

貝

剥離

断面
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第９６図  １１７～１２０号遺構実測図      １６２
第９７図  １１７・１１８号遺構出土遺物実測図      １６３
第９８図  １２１号遺構実測図・１１８・１１９・１２０号遺構
  出土遺物実測図      １６６
第９９図  １２２～１２４号遺構実測図・１２１号遺構
  出土遺物実測図      １６７
第１００図  １２２号遺構実測図・１２２・１２３号遺構
  出土遺物実測図      １６８
第１０１図  １２５号遺構実測図・１２５号遺構出土遺物
  実測図      １７０
第１０２図  １２６～１２９号遺構実測図・１２５号遺構

  出土遺物実測図      １７１
第１０３図  １２７・１２９号遺構実測図・１２６号遺構
  出土遺物実測図      １７３
第１０４図  １２７・１２９号遺構出土遺物実測図      １７４
第１０５図  １３０～１３８号遺構実測図・１３１・１３４号遺構
  出土遺物実測図      １７６
第１０６図  １３９～１４７号遺構実測図・１３４号遺構
  出土遺物実測図      １７９
第１０７図  １４８～１６２号遺構実測図      １８１
第１０８図  １６３～１６９号遺構実測図・１６５・１６９号遺構
  出土遺物実測図      １８５
第１０９図  １７０～１７２号遺構実測図・１７２号遺構
  出土遺物実測図      １８８
第１１０図  １７３～２１６号遺構実測図      １９０
第１１１図  １７３～204・206～２１６号遺構実測図      １９１
第１１２図  ２１７・２１８号遺構実測図      １９９
第１１３図  ２１９号遺構実測図・２１７・２１８号遺構
  出土遺物実測図      ２００
第１１４図  ２２０号遺構実測図・２２０号遺構出土遺物
  実測図      ２０２
第１１５図  ２２１号遺構実測図      ２０４
第１１６図  ２２２～２２６号遺構実測図・２２４号遺構
  出土遺物実測図      ２０５
第１１７図  ２２７～２３２号遺構実測図      ２０７
第１１８図  台遺跡Ｃ地点溝実測図      ２０９
第１１９図  １０・２３１・２３４～２３６・２３８・２３９・２４４
  ・２４８・２５０・２５１号遺構実測図      ２１０
第１２０図  ２３３・２３４号遺構出土遺物実測図      ２１２
第１２１図  ２３４～２３６号遺構出土遺物実測図      ２１３
第１２２図  ２３６号遺構出土遺物実測図      ２１４
第１２３図  ２３６・２３８・２４４号遺構出土遺物実測図      ２１６
第１２４図  台遺跡遺構外出土遺物実測図１      ２１９
第１２５図  台遺跡遺構外出土遺物実測図２      ２２０
第１２６図  台遺跡遺構外出土遺物実測図３      ２２２
第１２７図  台遺跡遺構外出土遺物実測図４      ２２３
第１２８図  台遺跡遺構外出土遺物実測図５      ２２４
第１２９図  台遺跡遺構外出土遺物実測図６      ２２５
第１３０図  台遺跡遺構外出土遺物実測図７      ２２６
第１３１図  台遺跡遺構外出土遺物実測図８      ２２７
第１３２図  律令制墳墓      ２４４
第１３３図  房総における終末期方墳１      ２４５
第１３４図  房総における終末期方墳２      ２４６
第１３５図  中世墳墓と出土遺物１      ２４８
第１３６図  中世墳墓と出土遺物２      ２４９
第１３７図  中世墳墓と出土遺物３      ２５０
第１３８図  台遺跡 C地点周辺の終末期方墳１      ２５２
第１３９図  台遺跡 C地点周辺の終末期方墳２      ２５３
第１４０図  台遺跡 C地点周辺の終末期方墳と
  出土遺物      ２５４
第１４１図  台遺跡 C地点周辺の律令制墳墓１      ２５５
第１４２図  台遺跡 C地点周辺の律令制墳墓２      ２５８



遺構図版目次
扉  台遺跡周辺航空写真（昭和３６年撮影）
図版１  台遺跡調査前風景１ （南よりＢ地点方面を望

む）
  同２ （南より１号線方面を望む）
  台遺跡Ｃ地点同３ （南より）
  御林跡遺跡埋め戻し後、台遺跡Ｂ地点方面を望

む
  御林跡遺跡埋め戻し中に台遺跡Ｃ地点を望む
  御林跡遺跡より台遺跡Ｃ地点を望む（北西より）
  １号方形周溝墓周辺　（北より）
  １号主体部調査状況　（南より）
図版２  １号西側周溝内土壙全景　（北西より）
  ２号方形周溝墓全景　（手前は３４号住居跡　南

西より）
  ３号方形周溝墓全景　（北西より）
  ４号方形周溝墓全景　（手前は土坑群　北東よ

り）
  ４号周溝内土壙全景　（東より）
  ５号方形周溝墓全景　（南東より）
  ５号東側周溝
  ５号主体部調査状況　（南より）
図版３  ５号主体部完掘調査状況　（東より）
  ６号方形周溝墓全景　（東より）
  ７号方形周溝墓全景　（南東より）
  ７号全景　（北西より）
  ７号主体部完掘状況　（西より）
  ８号方形周溝墓周辺　（手前は８４号住居跡　南

より）
  ８号南側周溝
  ８号西側周溝　（南より）
図版４  ９号方形周溝墓全景　（手前は７９号住居跡　南

東より）
  ９号主体部完掘状況　（中央左は７８号土坑　東

より）
  １０号方形周溝墓全景　（南東より）
  １１号方形周溝墓全景　（左手前は８９号土坑　北

西より）
  １２号方形周溝墓全景　（手前は９８号住居跡　南

東より）
  １３号方形周溝墓全景　（南より）
  １３号主体部調査状況　（南西より）
  １４号方形周溝墓全景１　（南西より）
図版５  １４号全景２　（南西より）
  １４号主体部　（手前Ａ　奥Ｂ　南東より）
  １４号主体部　（右Ａ　左Ｂ　西より）
  １５号方墳・地下式横穴墓周辺　（南西より）

  １５号羨道部調査状況　（南西より）
  １５号羨道部完掘状況　（南西より）
  １５号玄門構造
  １５号玄門越しの玄室内状況
図版６  １５号天井部から見た玄室内人骨状況　（拡大）
  １５号玄門方向から見た玄室内人骨状況　（拡大）
図版７  １５号玄室内人骨状況　（手前が玄門方向・拡大）
  １５号玄室内人骨状況　（左が玄門方向・拡大）
図版８  １５号天井部から見た玄室内人骨状況　（手前が

玄門方向）
  １５号玄室内人骨出土状況　（左が玄門方向）
  １６号方形区画改葬墓全景　（南より）
  １６号地下式小型横穴全景　（南より）
  １６号玄室部拡大　（南東より）
  １６号玄室内　（天井部より）
  １７号改葬系区画墓全景　（中央は６８号住居跡　

南より）
  １８号改葬系区画墓全景　（南東より）
図版９  １９号改葬系区画墓全景　（中央は２４０号溝　北よ

り）
  ２０号住居跡全景　（南東より）
  ２１号住居跡調査区内完掘状況１　（南西より）
  ２１号調査区内完掘状況２　（南東より）
  ２２号土坑全景　（南西より）
  ２１号住居跡周辺　（北西より）
  ２３号住居跡全景　（南東より）
  ２４号土坑全景　（南東より）
図版１０  ２５号住居跡完掘状況　（南東より）
  ２５号カマド調査状況１　（南東より）
  ２５号カマド調査状況２　（南東より）
  ２６号住居跡土層断面　（南東より）
  ２６号完掘状況　（南東より）
  ２６号北コーナー遺物出土状況
  ２６号遺物出土状況　（南より）
  ２６号カマド調査状況　（南東より）
図版１１  ２７号土坑全景　（南東より）
  （奥から）２８号・２９号住居跡　（南東より）
  ３０号住居跡土層断面　（南より）
  ３０号完掘状況　（南東より）
  ３１号住居跡完掘状況１　（南東より）
  ３１号完掘状況２　（北西より）
  ３２号土坑全景　（西より）
  ３３号住居跡全景（右は３４号住居跡　南東より）
図版１２  ３３号炉内遺物出土状況　（北より）
  ３４号住居跡全景　（南東より）
  ３４号遺物出土状況１　（南東より）



  ３４号遺物出土状況２　（南東より）
  ３４号カマド左脇遺物出土状況　（東より）
  ３４号周辺　（北西より）
  ３５号住居跡全景　（南東より）
  ３５号カマド　（南より）
図版１３  ３６号住居跡（中央）全景・３７号溝（中央左）　（南

東より）
  ３８号土坑全景　（北東より）
  ３９号土坑全景　（東より）
  ４０号土坑全景　（南より）
  ４１号（中央）・４２号（右）土坑全景　（南西より）
  ４２号（中央）・４３号（右上）・４４号（左）土坑　

（西より）
  ４５号土坑全景　（西より）
  ４６号（右）・４７号（左）土坑全景　（南東より）
図版１４  ４８号土坑全景　（北より）
  ４９号土坑全景　（南西より）
  ５０号土坑全景　（南より）
  ５１号土坑全景　（東より）
  ５２号土坑全景　（北西より）
  ５４号・５５号住居跡土層断面　（南東より）
  ５４号・５５号住居跡全景　（南東より）
  ５３号周辺　（北西より）
図版１５  ５６号住居跡完掘状況　（南東より）
  ５６号（手前）・５７号住居跡付近　（南より）
  ５７号完掘状況　（南西より）
  ５８号住居跡全景　（南より）
  ５８号付近　（中央は５号方形周溝墓主体部　南

より）
  ５８号遺物出土状況　（南より）
  ５９号住居跡全景　（左は５号方形周溝墓東側周

溝　南東より）
  ５９号遺物出土状況１　（北より）
図版１６  ５９号遺物出土状況２　（西より）
  ５９号Ｐ６付近遺物出土状況　（南より）
  ６０号住居跡全景　（南東より）
  ６０号遺物出土状況１　（南東より）
  ６０号遺物出土状況２　（南東より）
  ６０号カマド　（東より）
  ６１号住居跡全景　（南より）
  ６１号遺物出土状況　（北より）
図版１７  ６１号カマド　（東より）
  ６２号住居跡全景　（中央は７号方形周溝墓主体

部　南より）
  ６２号遺物出土状況１　（北より）
  ６２号遺物出土状況２　（北東より）
  ６２号遺物出土状況３　（南東より）
  ６２号南壁遺物出土状況１

  ６２号南壁遺物出土状況２
  ６３号（右）・６４号（左）住居跡　（北西より）
図版１８  ６５号住居跡完掘状況　（南より）
  ６５号カマド　（北東より）
  ６６号土坑全景　（南より）
  ６７号土坑全景　（南東より）
  ６８号住居跡付近調査風景　（手前は１７号改葬系

区画墓）
  ６８号全景　（南より）
  ６９号住居跡全景　（北東より）
  ６９号付近　（中央は２３４号溝　北西より）
図版１９  ６９号カマド　（南東より）
  ７０号住居跡全景　（南より）
  ７０号カマド　（南東より）
  ７０号カマド調査状況　（南より）
  ７１号住居跡全景　（南より）
  ７１号Ｐ３・Ｐ４付近遺物出土状況　（東より）
  ７１号完掘状況　（南より）
  ７２号住居跡全景　（南東より）
図版２０  ７２号周辺　（南西より）
  ７３号土坑（中央上）・７４号住居跡全景　（北西よ

り）
  ７４号炉付近遺物出土状況　（東より）
  ７４号遺物出土状況　（東より）
  ７５号住居跡全景　（南東より）
  ７５号カマド遺物出土状況１　（南東より）
  ７５号カマド遺物出土状況２　（南東より）
  ７６号住居跡全景　（南東より）
図版２１  ７７号住居跡全景　（南東より）
  ７７号周辺　（北東より）
  ７９号住居跡全景　（南東より）
  ７９号遺物出土状況　（南東より）
  ７９号カマド付近遺物出土状況　（東より）
  ７９号周辺　（南東より）
  ８０号（右）・８１号（左）土坑全景（南東より）
  ８２号住居跡全景　（東より）
図版２２  ８２号床面　（手前に８３号土坑のプランが見える

東より）
  ８２号遺物出土状況２　（北より）
  ８２号住居跡・８３号土坑全景　（南東より）
  ８２号周辺　（南東より）
  ８４号住居跡全景　（南より）
  ８４号Ｐ３付近遺物出土状況　（東より）
  ８４号遺物出土状況　（東より）
  ８４号（手前）周辺　（北東より）
図版２３  ８５号土坑全景　（北東より）
  ８６号土坑全景　（南東より）
  ８７号土坑全景　（南東より）



  ８８号土坑断面　（南西より）
  ８９号土坑全景　（北より）
  ９０号住居跡全景　（南より）
  ９１号住居跡全景１　（南より）
  ９１号全景２　（手前は２３４号溝　西より）
図版２４  ９１号Ｐ２付近遺物出土状況１　（北より）
  ９１号Ｐ２付近遺物出土状況２　（南東より）
  ９１号遺物出土状況　（東より）
  （手前から）９１号・９２号・９３号住居跡　（西より）
  ９２号住居跡全景　（南より）
  ９２号カマド　（南より）
  ９２号カマド調査状況　（南より）
  ９２号カマド遺物出土状況　（南より）
図版２５  ９３号住居跡全景　（南より）
  ９３号カマド　（南東より）
  ９４号住居跡全景　（西より）
  ９５号住居跡全景　（南より）
  ９５号遺物出土状況　（南より）
  ９６号住居跡全景　（南東より）
  ９６号遺物出土状況　（南より）
  ９７号住居跡全景　（西より）
図版２６  ９７号（手前）周辺　（北東より）
  ９８号住居跡全景　（南東より）
  ９８号カマド遺存状況　（南東より）
  ９９号住居跡周辺　（北東より）
  ９９号住居跡全景　（南西より）
  ９９号遺物出土状況１　（南西より）
  ９９号遺物出土状況２　（西より）
  ９９号遺物出土状況３　（南西より）
図版２７  ９９号南西コーナー遺物出土状況　（左は２３４号溝）
  ９９号北東コーナー遺物出土状況
  ９９号完掘状況　（南東より）
  ９９号カマド調査状況１　（南東より）
  ９９号カマド調査状況２　（南西より）
  １００号住居跡周辺　（中央は２４５号溝　南東より）
  １００号全景　（南東より）
  １００号カマド　（南東より）
図版２８  １０１号住居跡周辺　（南より）
  １０１号全景　（南西より）
  １０１号遺物出土状況１　（南東より）
  １０１号遺物出土状況２　（南より）
  １０１号Ｐ４付近遺物出土状況　（南より）
  １０１号完掘状況　（南より）
  １０１号カマド　（南より）
  １０１号住居跡カマド調査状況　（西より）
図版２９  １０２号住居跡全景　（南より）
  １０２号カマド　（西より）
  １０２号カマド調査状況　（南より）

  １０３号住居跡全景　（南より）
  １０３号遺物出土状況　（南より）
  １０３号Ｐ２付近遺物出土状況　（北西より）
  １０３号遺物出土状況　（北より）
  １０３号カマド　（南より）
図版３０  １０４号横溝木棺墓全景　（北西より）
  １０６号住居跡周辺　２４１号溝（中央）・２３４号溝

（右）（南東より）
  １０６号全景　（東より）
  １０６号カマド　（南より）
  １０７号住居跡完掘状況　（東より）
  １０８号住居跡周辺　（中央は２４６号溝　南東より）
  １０８号（奥）・１０９号（手前）住居跡全景　（南東

より）
  １０８号カマド　（南西より）
図版３１  １０９号住居跡全景　（南より）
  １０９号カマド　（南より）
  １０９号カマド調査状況　（南より）
  １１０号（奥）土坑全景　（南より）
  １１１号～１１５号住居跡全景１　（東より）
  １１１号～１１５号住居跡全景２　（南より）
  １１２号土坑（中央）・１１５号住居跡全景　（中央奧

は２４０号溝）
  １１３号住居跡全景　（南西より）
図版３２　 １１３号遺物出土状況１　（中央は２３４号溝　北東

より）
  １１３号遺物出土状況２　（北東より）
  １１３号完掘状況　（北東より）
  １４号方周内１１６号土坑を望む　（北東より）
  １１６号土坑全景　（東より）
  １１７号住居跡全景　（南より）
  １１７号遺物出土状況１　（北西より）
  １１７号遺物出土状況２　（南東より）
図版３３  １１８号～１２０号住居跡全景　（南西より）
  １１８号遺物出土状況　（南より）
  １１８号カマド　（北西より）
  １１８号カマド調査状況　（北西より）
  １１９号（左）・１２０号（右）住居跡全景　（南東より）
  １１９号遺物出土状況１　（南より）
  １１９号遺物出土状況２　（東より）
  １２１号住居跡全景　（左に２４２号溝　南西より）
図版３４  １２１号南コーナー遺物出土状況
  １２２号住居跡全景　（南東より）
  １２２号Ｐ８内遺物出土状況　（北より）
  １２２号Ｐ９内遺物出土状況　（南東より）
  １２２号カマド　（南東より）
  １２３号住居跡全景　（南東より）
  １２３号Ｐ２付近遺物出土状況　（南東より）



  １２４号土坑土層断面　（北より）
図版３５  １２５号住居跡全景　（南西より）
  １２５号カマド付近遺物出土状況　（南より）
  １２５号Ｐ８内遺物出土状況１　（北西より）
  １２５号Ｐ８内遺物出土状況２　（南より）
  １２５号住居跡カマド　（南西より）
  １２５号カマド調査状況　（南西より）
  （奧から）１２６号・１２７号・１２８号住居跡全景　（南

より）
  １２６号（右）・１２７号（左）カマド　（東より）
図版３６ （奥から）１２６号・１２７号カマド　（南より）
  １２７号遺物出土状況　（東より）
  １２７号全景　（南東より）
  １２９号住居跡全景　（南西より）
  １２９号カマド調査状況　（南西より）
  １３０号土坑全景　（北より）
  １３１号住居跡・１３２号地下式土壙全景　（南東よ

り）
  １３２号全景　（北東より）
図版３７  １３３号土坑全景　（北東より）
  １３４号住居跡全景（左）　（中央に１３９号溝　北東

より）
  １３４号カマド　（東より）
  １３５号（奥）・１３６号（手前）土坑全景　（北西より）
  １３５号（手前）・１３６号（奥）土坑全景　（南東より）
  １３７号（奥）・１３８号（手前）土坑全景　（北より）
  １３７号（手前）・１３８号（奥）土坑全景　（南より）
  １４０号土坑全景　（北より）
図版３８  １４１号（左）・１４３号（中央）土坑周辺　（西より）
  １４６号側壁抉り込み土坑　（南より）
  １４６号（左）・１４７号（中央）土坑周辺　（西より）
  １４８号土坑全景　（東より）
  １４９号土坑全景　（南東より）
  （手前から）１５１号・１５０号・１５２号土坑全景　（東より）
  １５３号土坑全景　（北東より）
  １５４号（中央）土坑全景　（南東より）
図版３９  １５５号（中央）・１５６号（手前）土坑全景　（南東

より）
  １５５号（手前）・１５６号（奥）全景　（北西より）
  １５６号土坑全景　（南東より）
  １５６号（奥）・１５７号（手前）土坑全景　（北東より）
  １５７号全景　（南東より）
  １５８号土坑全景　（北より）
  １５９号土坑全景　（北より）
  １６０号土坑全景　（西より）
図版４０  １６１号土坑全景　（南西より）
  １６２号土坑全景　（東より）
  １６３号土坑全景　（南西より）

  １６４号（右）・１６５号（左）土坑全景　（南東より）
  １６５号（中央）・１６４号（奥）全景　（南より）
  １６５号周辺　２４５号溝（左）・２３４号溝（右）　（南

東より）
  １６６号土坑全景　（北西より）
  土坑群　右側の深い土坑が１６７号　（東より）
図版４１　 １６７号土坑全景１　（北西より）
  １６７号全景２　（南東より）
  １６８号土坑全景　（南東より）
  １６９号側壁抉り込み土坑全景　（南東より）
  １６９号周辺　（南より）
  １６９号全景　（北西より）
  １６９号全景　（北東より）
  １７０号土坑全景　（北西より）
図版４２　 １７０号（手前）・１７１号（中央）　土坑全景　（南

東より）
  土坑群　（手前から）　１７０号・１７１号　（南東より）
  １７２号住居跡全景　（南東より）
  １７２号完掘状況　（南東より）
  １７２号カマド　（南東より）
  土坑群　左は１７２号　（北東より）
  １７３号竪穴状土坑全景　（北東より）
  １７４号土坑全景　（北西より）
図版４３  １７５号土坑全景　（西より）
  土坑群　１７５号周辺　（北より）
  １７８号土坑全景　（北西より）
  １７９号土坑全景　（北西より）
  土坑群　１７９号（中央左）周辺　（北東より）
  １８０号土坑（中央）全景　（北西より）
  １８１～１８４号土坑全景　（南東より）
  １８５（中央）・１８６号（右）土坑周辺　（南西より）
図版４４  １８５号全景　（東より）
  １８７号・１８８号（中央奥）周辺　（北より）
  １９０号土坑全景　（北東より）
  １９２号土坑全景　（東より）
  １９３号土坑全景　（北西より）
  １９４号（右上）・１９５号（中央）土坑全景　（東より）
  １９６号（中央）・１９１号（手前）・１９５号（右）・

１９７号（上）土坑全景　（北西より）
  １９７号地下式土壙全景１　（北西より）
図版４５  １９７号全景２　（北西より）
  １９８号土坑全景　（北西より）
  １９９号土坑（中央）全景　（南西より）
  ２００号土坑（中央）周辺　（西より）
  ２０１号土坑（中央）全景　（奥は２０３号土坑　西

より）
  ２０２号土坑（中央）全景　（南より）
  土坑群　２０２号（手前左）周辺　（南東より）



  ２０３号全景　（南西より）
図版４６  ２０４号（中央）・２０５号（右上）・２０６号（右下）

土坑全景　（西より）
  土坑群　２０７号（中央）周辺　（南東より）
  ２０７号土坑全景　（南東より）
  ２０８号土坑全景　（右上は２０６号　南東より）
  ２０９号土坑全景　（北西より）
  ２１０号土坑全景　（西より）
  ２１１号（右上）・２１２号（右下）土坑全景　（南より）
  ２１３号土坑全景　（東より）
図版４７  ２１４号土坑全景　（南東より）
  ２１７号住居跡全景　（南東より）
  ２１７号カマド　（南東より）
  ２１７号・２１８号住居跡全景　（南東より）
  ２１９号住居跡全景　（南東より）
  ２１９号カマド　（南東より）
  ２２０号住居跡全景　（南西より）
  ２２０号カマド　（南西より）
図版４８  ２２０号カマド周辺遺物出土状況　（南東より）
  ２２１号土坑全景　（南西より）
  遺跡南側遺構検出状況１　（南東より）
  遺跡南側遺構検出状況２　（南より）
  遺跡南側遺構調査状況１　（南東より）
  遺跡南側遺構調査状況２　（東より）
  ２２４号土坑全景１　（南より）
  ２２４号全景２　（南東より）
図版４９　 ２２６号溝（中央）　（北西より）
  ２２７号土坑全景　（北東より）
  ２２８号土坑全景　（南東より）
  ２２９号土坑全景　（北東より）
  調査区南西端２２９号周辺
  ２３３号溝（右）・２４４号溝（左）　（南西より）
  ２３４号溝　（南西より）
  ２３４号溝　（左は２４４号溝　南西より）
図版５０  ２３４号溝（中央）　（南西より）
  ２３５号溝（右）　（南東より）
  ２３５号（右）・２３６号溝（左）　（南東より）
  ２３５号溝（中央）　（北西より）

  ２３５号溝土層断面　（北西より）
  ２３５号溝西側起点付近土層断面　（北西より）
  ２３６号溝（中央）　（右手前は１０３号住居跡　南東

より）
  ２３６号溝　（中央左は１０３号住居跡　東より）
図版５１  ２３６号溝　右上は１０３号住居跡　（南西より）
  ２３６・２４０号溝の交差付近遺物出土状況　（北西

より）
  ２３６号溝　遺物出土状況１　（北東より）
  ２３６号溝　遺物出土状況２　（北西より）
  ２３６号溝　遺物出土状況３　（北東より）
  ２３７号溝　（右手前は７９号住居跡　南東より）
  ２３８号溝　（左は８４号住居跡　北東より）
  ２３８号溝　（手前は８４号住居跡　北東より）
図版５２  ２３６号溝（奥）・２３９号・２４０号溝　（南より）
  ２４０号溝　（中央は１９号改葬系区画墓　北より）
  ２３４号溝（中央）・２４１号溝（右）　（北東より）
  ２４４号溝（左）・２３３号溝（中央）　（南より）
  ２４４号溝（Ｖ字溝）周辺１　（東より）
  ２４４号溝（Ｖ字溝）周辺２　（西より）
  ２４４号溝東側起点
  ２４４号溝土層断面
図版５３  ２５１号溝検出状況　（南東より）
  ２５０号（左）・２５１号（右）溝土層断面　（西より）
  ２５２号溝（右）・２５３号溝（左）付近　（東より）
  ２２５号溝（中央）周辺　（東より）
  ５６号住居跡周辺調査風景　（南より）
  ３５号住居跡付近作業風景　（北西より）
  ５８号住居跡周辺調査風景　（北西より）
  ９７号住居跡周辺調査風景　（北より）
図版５４  １００号住居跡周辺作業風景　（北西より）
  ２３５号溝周辺作業風景　（南より）
  埋め戻し状況１　（南西より）
  埋め戻し状況２　（南より）
  諏訪台古墳群４０１６号出土改装骨１
  諏訪台古墳群４０１６号出土改装骨２
  諏訪台古墳群４０１６号出土改装骨３
  諏訪台古墳群４０１６号出土改装骨４

遺物図版目次
図版５５  ５－１～４・６・８～１０・６－１・２・４・７－２・９－１・１０－２・１１－１・

１３－１・１６－２
図版５６  ２０－４～１２・２１－１・５・７・２５－１・３～５・２６－２
図版５７  ２６－３・５・６・８・２９－１～４・３０－１～４・３４－１～３・５・６・３５－

１
図版５８  ３５－２・３・１０・５４－３～５・５６－１～６・５７－２・３・５８－１
図版５９  ５９－１頸部・５９－１胴部・５９－３・６０－１～７・６１－１・６２－１・２

図版６０  ６２－３・４・１０・６３－１・６５－１・４・７～１２・１５・６８－５～９
図版６１  ６８－１０・６９－１・２・７０－２・７１－５・７２－１・２・７４－１・３～８・７５

－１・２
図版６２  ７５－３・６・７６－１・３・７７－５・８・７９－１～５・７～９・８２－４・７・

８４－２
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Ⅰ  調査経緯と遺跡の概要
１　調査に至る経緯と経過
　昭和３０年代後半から４０年代にかけて、我国は高度経済成長期の真只中にあり、市原市は京葉工業地
帯を抱えた首都圏に位置したことから、そのベッドタウンとしての大規模宅地造成が立て続けに計画
された。その一つが、およそ３８０ヘクタールに及ぶ国分寺台土地区画整理事業である。
  事業の先陣を切り、昭和４５年には市原市国分寺台土地区画整理組合が設立され、これに対応する発
掘調査機関として、市原市国分寺台埋蔵文化財調査会のもとに上総国分寺台遺跡調査団が結成された。
  調査は翌昭和４７年から開始され、当初３ヶ年計画で事業地内の遺跡の調査が終了する予定であった。
しかし、当時把握していた事業地内の遺跡は、蓋を開けてみれば予想を遥かに超えた規模であり、調
査面積と調査期間の大幅な変更が余儀なくされた。最終的には昭和６３年までの１７年間の歳月をかけ、
上総国分寺・尼寺をはじめとする４３遺跡、面積にして５３７，２７０㎡分の発掘調査が終了した。
  整理作業については、事業地内の発掘調査を最優先としたことや、報告書刊行に伴う費用負担の問
題等からほとんど進捗しなかったが、平成７年度の市原市と市原市国分寺台土地区画整理組合との協
議の結果、費用負担の問題も解決し再開されることとなった。
  今回報告する台遺跡Ｃ地点は、昭和５４年度に上総国分寺台遺跡調査団（団長　滝口　宏）のもと、
当時副団長であった平野元三郎が代表を務める平野考古学研究所が中心となって調査を実施した、そ
の成果をまとめたものである。

２　遺跡の位置と概要
  台遺跡Ｃ地点の主体は市原市役所の北西約５００ｍ、現在の根田１丁目に所在し、西側は台遺跡Ｂ地点、
市道１号線を挟んで北側は台遺跡Ａ地点、Ａ地点北西の小さな範囲をＤ地点、さらに地続きの台地先
端部はＥ地点として調査が実施されている。この内Ｂ地点１２，６００㎡分については、既に調査報告書が
刊行済みである（半田２００３）。
  台遺跡Ｃ地点は、標高２０ｍ前後の台地上に位置し、地続きのＢ地点をはじめ市道１号線に分断され
たＡ・Ｄ・Ｅ地点を含めた非常に広範囲な遺跡の一部である。さらに南には谷を隔てて辺田古墳群
（木對２００２）・御林跡遺跡（木對２００８）、南西には根田代遺跡（大村２００５）、南東には長平台遺跡（小橋
２００６）が存在している。これら周辺遺跡の詳細は、既に報告書刊行済みでもあり、改めては述べないが、
弥生時代中期から古墳時代中期末葉まで集落が一時も途切れることなく継続して営まれるのは、周辺
では谷を隔てて隣接する御林跡遺跡だけのようである。
  今回報告する台遺跡Ｃ地点は、遺構密度と集落の連続性こそ御林跡遺跡には及ばないが、遺構の分
布年代は御林跡遺跡を超え、断片的ながらも弥生時代中期から奈良時代初頭を経て古代末葉まで下る
ものである。しかしながら、古墳時代後期の６世紀前半から６世紀末葉のおよそ１世紀の間、台遺跡
Ｂ地点を含めて集落が無人状態になるところは御林跡遺跡と共通しており、なぜそのような状況にな
るのかの原因は不明であるが、その類似性には十分な留意が必要であろう。



第１図  国分寺台地区の旧地形と調査遺跡（１／１２，０００）
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第２図  周辺遺跡と旧地形（１／６，０００）
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３　調査・整理の方法
 （１）グリッド・水準
  公共座標に基づく２０ｍ方眼を使用しているが、さらに小グリッドには分割されていない。また、平
面図は全て平板測量によって作成されている。また、水準は基準点から求められており、数値は海抜
からの高さを表している。
 （２）遺物
  検出された遺物は整理作業の過程において、遺構ごとに種別及び総数と総重量の把握に努めた。そ
の結果、総数１9，０３４点、重量にして４４４，８５８.７ｇの土器片と、４５６点、重量にして４０，６６9.８ｇの礫・石
器を検出し、詳細については第１表にまとめた。縄文土器99７点、重量２３，５２9.２ｇ、弥生土器４，８２７点、
重量１０６，１７１.５ｇ、土師器１２，６８０点、重量２9８，０４１.６ｇ、須恵器４４７点、重量１４，１０9.9ｇが最も多く出
土した土器である。
 （３）遺構番号について
  遺構番号については、調査時点の遺構平面図の中に、既にいくつか重複しているものが存在したた
め、混乱を避けるため新規に付した。方形周溝墓・改葬系区画墓を優先し、その後に竪穴住居をはじ
めとする各種遺構を北側から南にかけて、また、西から東へと流れるように配し、併せて遺構規模・
性格等についてもまとめて、第２表の新旧番号一覧表を作成した。

  文献等
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︲ �︲

新
番
号

旧
番
号

性
格

土
師
器

重
量

須
恵 器

重
量

弥
生
土
器

重
量

手
づ

く
ね
重
量

ミ
ニ

チ
ュ
ア
重
量

早
期

撚
糸
紋

系
重
量
早
期

条
痕

文
系
重
量
前
期

繊
維

重
量

そ
の
他

縄
文

重
量

中 近
世

土
器

重
量

土
器
合
計

重
量

礫
重
量

石
器

重
量

礫
・
石
器

合
計

重
量

玉
類

重
量

金 属 器
重
量
土
製 品

重
量

剥
片
重
量

１
２号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

１０
１６
６.
０

２
9２
.０

３
２８
.０

１
１１
１.
０

１６
３9
７.
０

０
０.
０

２
５号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

９
２３
５.
０

３
４８
.０

9６
１２
５２
.０

５
１３
８.
０

１１
３

１６
７３
.０

１
１２
５.
０

１
１２
５.
０

３
１３号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

０
０.
０

０
０.
０

４
３号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

１８
２５
０.
０

４9
５８
５.
０

４
１３
２.
０

１
７.
０

７２
9７
４.
０

１
３３
０.
０

１
３３
０.
０

５
１号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

６４
１８
9０
.０

６
２３
１.
０

３５
６

５０
６０
.０

２６
６２
9.
０

４５
２

７８
１０
.０

２
７７
.０

１
７４
０.
０

３
８１
７.
０

６
１４号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

１
9.
０

２７
４８
３.
０

１
１５
.０

１０
４６
9.
０

３9
9７
６.
０

２
４５
.０

１
２.
７

３
４７
.７

７
４号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

５9
６２
０.
０

２
３０
.０

５８
７9
８.
０

１２
２４
７.
０

１３
１

１６
9５
.０

０
０.
０

８
な
し

方
形
周
溝
墓

０
０.
０

０
０.
０

９
１１号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

２
9８
.０

２
６６
.０

１１
３０
１.
０

５
１２
０.
０

１
３１
.０

２１
６１
６.
０

０
０.
０

１０
８号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

１７
２２
４.
０

１８
３４
０.
０

１
６０
.０

３６
６２
４.
０

１１
６１
０.
０

１
３０
.０

１２
６４
０.
０

１１
６号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

１１
３３
9.
０

２４
３０
１.
０

１
１０
.０

４
１２
８.
０

４０
７７
８.
０

２
７６
.０

２
７６
.０

１
４２
.０

１２
１２号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

０
０.
０

０
０.
０

１３
７号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

５７
７６
４.
０

４
9０
.０

２６
３２
７.
０

３
６１
.０

9０
１２
４２
.０

５
３２
9.
０

１
６７
.０

６
３9
６.
０

１４
１２号

方形
周溝

墓
方
形
周
溝
墓

０
０.
０

０
０.
０

１５
７号

地下
式土

坑
方
墳

０
０.
０

０
０.
０

１６
１号

地下
式土

坑
改
葬
系
区
画
墓

３
１２
６.
０

２
１０
８.
０

３
２６
.０

６
１１
２.
０

１４
３７
２.
０

１
５８
０.
０

１
５８
０.
０

１７
１０号

方形
周溝

墓
改
葬
系
区
画
墓

１１
１9
０.
０

１
３０
０.
０

１２
４9
０.
０

０
０.
０

１８
な
し

改
葬
系
区
画
墓

０
０.
０

０
０.
０

１9
な
し

改
葬
系
区
画
墓

０
０.
０

０
０.
０

２０
１
号

住
居
跡

７８
７４
５.
０

３
７５
.０

１１
５

３７
１１
.０

１9
５５
４.
０

１
８３
.０

２１
６

５１
６８
.０

１
３０
.０

１
０.
9

２
３０
.9

２
２２
０.
０

２１
２
号

住
居
跡

２６
７

４６
３８
.０

８
２８
５.
０

３８
６１
３.
０

１9
４７
０.
０

３３
２

６０
０６
.０

３
１０
.０

３
１０
.０

２２
３
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２３
８
号

住
居
跡

６２
４７
０.
０

３
６４
.０

８２
9７
３.
０

１５
３２
５.
０

１
２２
.０

１６
３

１８
５４
.０

１
１６
０.
０

１
１６
０.
０

２４
２２
号

土
坑

１9
１６
０.
０

４
５５
.０

２７
２３
０.
０

４
５０
.０

５４
４9
５.
０

０
０.
０

２５
９
号

住
居
跡

１２
４

１８
１５
.０

１
４４
.０

３３
５9
５.
０

４
9８
.０

１６
２

２５
５２
.０

１
４３
.０

１
２１
０.
０

２
２５
３.
０

１
１１
６.
０

２６
７
号

住
居
跡

１０
４

４４
２６
.０

５
２１
9.
０

１７
１２
８.
０

３１
9６
３.
０

１５
７

５７
３６
.０

１
１１
６.
０

１
２２
５０
.０

２
２３
６６
.０

１
４.
２

２７
２１
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２８
３
号

住
居
跡

１２
１３
５.
０

７
６０
.０

１9
１9
５.
０

０
０.
０

２9
４
号

住
居
跡

４
２１
６.
０

４
２１
６.
０

０
０.
０

３０
５
号

住
居
跡

９
１５
３.
０

１
9.
０

３８
７６
０.
０

１
８.
０

８
３１
9.
０

５７
１２
４9
.０

２
１１
２.
０

２
１１
２.
０

１
２８
.０

３１
１２
Ａ・
Ｂ
号
住
居
跡

１３
１７
６.
０

１
４４
.０

9１
１１
０８
.０

５
５9
.０

１１
０

１３
８７
.０

２
６８
.０

１
１８
５.
０

３
２５
３.
０

３２
２４
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

３３
７３
号

住
居
跡

０
０.
０

０
０.
０

３４
１１
号

住
居
跡

１５
６

５６
７１
.０

４
４５
.０

１５
３２
０.
０

１４
３４
１.
０

１８
9

６３
７７
.０

１
３１
.０

１
３１
.０

１
４.
０

３５
１０
号

住
居
跡

9０
３9
７７
.０

１
７.
０

２
１３
.０

１
２０

２
４６
.０

１
７.
０

9７
４０
７０
.０

０
０.
０

３６
２３
号

住
居
跡

４０
５9
２.
０

２
４３
.０

３
４８
.０

３
６７
.０

４８
７５
０.
０

０
０.
０

３７
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

３８
２３
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

３9
５
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４０
８
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４１
９
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４２
１０
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４３
１６
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４４
１１
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４５
１２
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４６
１４
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４７
１４
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４８
１４
Ｃ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

４9
６
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

５０
７
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

５１
１７
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

５２
１８
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

５３
６
Ｃ
号

住
居
跡

０
０.
０

０
０.
０

５４
６
Ａ
号

住
居
跡

６１
１０
２０
.０

８７
１３
１３
.０

６
１０
０.
０

１５
４

２４
３３
.０

１
１０
.０

２
３６
０.
０

３
３７
０.
０

１
４４
.０

５５
６
Ｂ
号

住
居
跡

２
４０
.０

４
１４
７.
０

６
１８
７.
０

１
６０
.０

２
３.
５

３
６３
.５

５６
２４
号

住
居
跡

２４
２６
０.
０

３３
６

１０
６６
８.
０

７
１０
６.
０

３６
７

１１
０３
４.
０

３
３１
１.
０

１
３２
１.
０

４
６３
２.
０

５７
１３
号

住
居
跡

３８
６１
０.
０

１
１１
.０

１６
３9
３.
０

４
9３
.０

５9
１１
０７
.０

１
３１
５.
０

１
9５
.０

２
４１
０.
０

５８
１４
号

住
居
跡

４１
８０
５.
０

１４
３２
０.
０

６０
８０
２.
０

２
５０
.０

１１
７

１9
７７
.０

２
２１
５.
０

２
２１
５.
０

５9
１５
号

住
居
跡

４
１６
２.
０

１
１４
.０

１9
７

５２
６０
.０

８
１７
9.
０

２１
０

５６
１５
.０

７
５０
５.
０

３
４9
５.
０

１０
１０
００
.０

６０
１７
号

住
居
跡

８２
８０
０５
.０

１
１２
.０

１
２３
.０

８４
８０
４０
.０

１
７３
.０

１
７３
.０

６１
１６
号

住
居
跡

４３
６１
０.
０

６
２０
５.
０

１
２６
.０

１
１２
.０

５１
８５
３.
０

１
８.
０

１
８.
０

１
３４
.１

６２
３４
号

住
居
跡

１9
２０
０.
０

１
１０
.７

２３
３

８9
０６
.２

８
１７
８.
７

２６
１

9２
9５
.６

０
０.
０

６３
３２
号

住
居
跡

３０
３５
０.
０

１２
４６
０.
２

２
４４
.８

４４
８５
５.
０

０
０.
０

６４
３３
号

住
居
跡

６５
８４
５.
０

１
３２
.０

２２
４３
２.
０

１
４２
.０

８9
１３
５１
.０

１
４０
.０

１
４０
.０

６５
３５
号

住
居
跡

４４
２

１０
７３
9.
５

４
１５
８.
６

３３
３５
３.
４

３
３７
.１

４８
２

１１
２８
８.
６

２
６０
８.
６

２
６０
８.
６

１
５.
３

１
１9
０.
０

第
１
表
 
台
遺
跡
Ｃ
地
点
遺
構
別
遺
物
集
計
表
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新
番
号

旧
番
号

性
格

土
師
器

重
量

須
恵 器

重
量

弥
生
土
器

重
量

手
づ

く
ね
重
量

ミ
ニ

チ
ュ
ア
重
量

早
期

撚
糸
紋

系
重
量
早
期

条
痕

文
系
重
量
前
期

繊
維

重
量

そ
の
他

縄
文

重
量

中 近
世

土
器

重
量

土
器
合
計

重
量

礫
重
量

石
器

重
量

礫
・
石
器

合
計

重
量

玉
類

重
量

金 属 器
重
量
土
製 品

重
量

剥
片
重
量

６６
３１
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

６７
３２
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

６８
６9
Ａ・
Ｂ
号
住
居
跡

２７
１１
０.
０

１８
５

３７
9１
.８

１
１６
.０

１
１８
.０

８
１６
８.
０

２２
２

４１
０３
.８

９
６０
０.
０

１
２３
.０

１０
６２
３.
０

６9
７０
号

住
居
跡

１１
１７
５.
０

９
１４
２.
０

３
５５
.０

２３
３７
２.
０

１
８０
.０

１
８０
.０

７０
２５
号

住
居
跡

７３
１４
４9
.０

１
１６
.０

１２
２４
７.
０

４
１２
０.
０

9０
１８
３２
.０

４
１４
６.
０

１
１３
１５
.０

５
１４
６１
.０

７１
６６
号

住
居
跡

１５
８

２５
６８
.０

４
１８
9.
０

２８
３１
２.
０

１
２０
.０

１9
１

３０
８9
.０

１
１０
.０

１
７５
.０

２
８５
.０

１
３.
５０
１

５.
４

７２
２０
号

住
居
跡

６
１８
０.
０

１
２２
.０

４０
７８
０.
０

４７
9８
２.
０

０
０.
０

１
１７
４.
０

７３
２9
号

土
坑

１１
８０
.０

２
１８
.０

１３
9８
.０

０
０.
０

７４
１８
号

住
居
跡

２
２６
.０

１０
１

３9
６２
.０

１
１０
.０

１０
４

３9
9８
.０

２
２9
６.
０

２
２9
６.
０

７５
１9
号

住
居
跡

１５
２

８１
５５
.０

２
３４
.０

１８
２9
１.
０

１
４５
.０

１７
３

８５
２５
.０

２
４７
.０

２
４７
.０

７６
２２
号

住
居
跡

9７
２４
１８
.０

２
１４
.０

１４
２３
５.
０

３
１０
４.
０

１１
６

２７
７１
.０

６
２３
０.
０

６
２３
０.
０

７７
２１
号

住
居
跡

７３
１２
０５
.０

２
２３
８.
０

５４
１０
７３
.０

４
１０
０.
０

１
５.
０

１３
４

２６
２１
.０

２
１４
０.
０

３
１６
２２
.０

５
１７
６２
.０

１
６３
.０

７８
な
し

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

７9
３７
号

住
居
跡

３０
７

７７
５４
.０

３
１５
３.
０

１７
３０
５.
０

３
9０
.０

３３
０

８３
０２
.０

７
４０
５.
０

１
６１
.２

８
４６
６.
２

１
２.
７

１
０.
３

８０
３７
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

８１
３７
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

８２
７２
号

住
居
跡

２9
１７
６.
０

３
３５
.０

２３
１５
４０
.０

５５
１７
５１
.０

１
２２
.０

２
１７
３.
０

３
１9
５.
０

８３
１
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

８４
３６
号

住
居
跡

１５
２9
３.
０

１１
１

２５
２9
.０

５
9５
.０

１３
１

２9
１７
.０

３
３０
８.
０

３
３０
８.
０

１
４２
.０

８５
１１
０号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

８６
３３
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

８７
３４
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

８８
な
し

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

８9
３５
号

土
坑

１４
１０
４.
０

９
１４
３.
０

３
６9
.０

２６
３１
６.
０

０
０.
０

9０
２9
号

住
居
跡

１４
６

１9
７１
.０

４
３３
.０

２１
３３
３.
０

１３
２８
１.
０

１８
４

２６
１８
.０

３
２２
５.
０

３
２２
５.
０

9１
２８
号

住
居
跡

１２
５

２７
０６
.０

１
１.
０

２４
５０
８.
０

５
１２
３.
０

１５
５

３３
３８
.０

３
４１
３.
７

３
４１
３.
７

9２
２７
号

住
居
跡

１４
３

５０
０６
.０

３
３５
.０

３０
６１
７.
０

１
３３
.０

４
9２
.０

１８
１

５７
８３
.０

４
２５
０.
０

４
２５
０.
０

9３
２６
号

住
居
跡

２３
８

２６
７８
.０

３
４７
１.
０

４
７４
.０

１４
２9
０.
０

２５
9

３５
１３
.０

１１
２１
０.
０

２
１４
9５
.０

１３
１７
０５
.０

１
１.
７

9４
３１
号

住
居
跡

１５
６

４０
１０
.０

３２
9３
８.
０

３
５７
.０

１9
１

５０
０５
.０

２
２７
.０

２
２７
.０

9５
３０
号

住
居
跡

２４
３５
３.
０

５１
１9
１０
.０

１２
２４
４.
０

８７
２５
０７
.０

１
２１
.０

１
２１
.０

9６
４２
号

住
居
跡

１
７.
０

２9
１

9０
６9
.０

３
６３
.０

２9
５

9１
３9
.０

２４
７０
５.
０

１
１６
６.
０

２５
８７
１.
０

１
２9
.０

9７
３８
号

住
居
跡

６６
１０
9５
.０

２
３８
.０

２６
２

５３
０9
.０

３
７８
.０

１
３６
.０

３３
４

６５
５６
.０

２
２７
9.
０

６
６６
２.
０

８
9４
１.
０

9８
７１
号

住
居
跡

１
１３
.０

１
１０
.０

１
２７
.０

３
５０
.０

１
9.
０

１
9.
０

99
４３
号

住
居
跡

５０
８

２１
２9
８.
３

２
１9
３.
８

４9
４５
６.
9

２０
２２
３.
５

１
８.
０

５８
０

２２
１８
０.
５

９
１７
０.
０

１
２７
０.
０

１０
４４
０.
０

６
１１
.１
０
１

２５
.５

１０
０
４４
号

住
居
跡

１０
６

１５
１０
.０

１
４０
.０

９
２２
２.
０

７
１０
２.
０

１
２６
.０

１２
４

１9
００
.０

０
０.
０

１０
１
４１
号

住
居
跡

２０
9

１６
４５
０.
０

４
9４
.０

１
８.
０

２１
４

１６
５５
２.
０

８
６０
０.
０

８
６０
０.
０

２
６.
9０

１０
２
４０
号

住
居
跡

２２
６

３４
０７
.０

１０
３０
０.
０

４
４０
.０

１
２１
.０

２４
１

３７
６８
.０

３
２１
.０

３
２１
.０

３
２３
.２
０

１０
３
３9
号

住
居
跡

４５
０

１１
０２
８.
０

１５
３６
５.
０

１9
２０
０.
０

４８
４

１１
５9
３.
０

１０
２７
０.
０

１
３３
.０

１１
３０
３.
０

２
１１
.１
０
１

１６
.０

１
７６
２.
０

１０
４
１３
号

横
溝
木
棺
墓

９
１9
７.
０

９
１9
７.
０

０
０.
０

１０
５
３８
号

土
坑

１８
１８
２.
０

０
０.
０

２
４０
.０

２
４０
.０

１０
６
６３
号

住
居
跡

５６
１２
０１
.０

１
３9
.０

１７
２０
9.
０

２
２８
.０

７６
１４
７７
.０

０
０.
０

１０
７
５３
号

住
居
跡

９
１１
9.
０

１
３６
.０

１
７.
０

１１
１６
２.
０

０
０.
０

１０
８
４６
号

住
居
跡

１８
１

３６
６9
.０

３
３４
.０

３
３６
.０

８
１４
３.
０

１9
５

３８
８２
.０

１７
１２
５０
.０

１７
１２
５０
.０

１０
9
４７
号

住
居
跡

３６
６

５9
７５
.０

４
３６
.４

３
３４
.６

４
６9
.１

２
9０
.０

３７
9

６２
０５
.１

０
０.
０

１１
０
４０
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１１
１
４9
Ａ
号

住
居
跡

６５
７

１０
７０
０.
０

６
２０
０.
０

２２
３４
５.
０

１
１６
.０

１
１9
.０

６８
７

１１
２８
０.
０

１４
６１
５.
０

１
４２
.０

１５
６５
７.
０

１
３.
７０

１
２６
.０

１１
２
１１
１号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１１
３
５０
号

住
居
跡

４２
３

9１
４４
.０

１３
８３
１.
０

４
５５
.０

４４
０

１０
０３
０.
０

２
２０
.０

２
２０
.０

１１
４
４８
号

住
居
跡

０
０.
０

１
８9
５.
０

１
８9
５.
０

１１
５
４9
Ｂ
号

住
居
跡

７9
１２
５５
.０

４
４０
.０

８３
１２
9５
.０

０
０.
０

１１
６
１４
号

フ
ラ
ス
コ
状
ピ
ッ
ト

０
０.
０

０
０.
０

１１
７
５５
号

住
居
跡

４６
６７
１２
.０

２
５１
.０

４８
６７
６３
.０

０
０.
０

１
１３
１.
０

１１
８
５１
号

住
居
跡

１１
１

５７
７２
.０

３
１５
０.
０

２
５４
.０

２
３５
.０

１１
８

６０
１１
.０

１
４.
０

１
４.
０

１１
9
５２
Ｂ
号

住
居
跡

２３
１２
０７
.０

２３
１２
０７
.０

０
０.
０

１２
０
５２
Ａ
号

住
居
跡

２１
２７
9.
０

１
１０
.０

２
２７
.０

２４
３１
６.
０

０
０.
０

１２
１
５４
号

住
居
跡

８
１４
６.
０

２
８9
.０

１０
４

２２
１３
.０

１
１9
.０

１１
５

２４
６７
.０

１
６２
.０

１
６２
.０

１２
２
６０
号

住
居
跡

１４
４

７9
０４
.０

１
２６
.０

１４
５

７9
３０
.０

１
２9
７.
０

１
２9
７.
０

２
３9
.０

１２
３
６１
号

住
居
跡

１３
１２
２６
.０

１３
１２
２６
.０

０
０.
０

１２
４
４３
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１２
５
５６
号

住
居
跡

２１
８

８３
５０
.０

５
２４
７.
０

２
１６
.０

２２
５

８６
１３
.０

０
０.
０

１
４.
７０

１２
６
５７
号

住
居
跡

２８
３

４9
６６
.０

１
１５
.０

２
４9
.０

２８
６

５０
３０
.０

０
０.
０

１
８.
２０

１２
７
５８
Ａ
号

住
居
跡

１１
9

５７
9５
.７

１
２８
.４

１
７.
３

１
１８
.８

１２
２

５８
５０
.２

１
７.
７

１
４３
２.
０

２
４３
9.
７

２
１４
.６

１
３８
０.
０

１２
８
５８
Ｂ
号

住
居
跡

０
０.
０

０
０.
０

１２
9
５9
号

住
居
跡

２１
２

４０
５9
.０

９
３６
３.
０

２
４１
.０

２２
３

４４
６３
.０

１
７０
.０

１
７０
.０

１３
０
４２
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１３
１
７４
号

住
居
跡

１
４０
.０

１
３２
.０

２
７２
.０

０
０.
０

１３
２
２
号

地
下
式
土
坑

０
０.
０

０
０.
０
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新
番
号

旧
番
号

性
格

土
師
器

重
量

須
恵 器

重
量

弥
生
土
器

重
量

手
づ

く
ね
重
量

ミ
ニ

チ
ュ
ア
重
量

早
期

撚
糸
紋

系
重
量
早
期

条
痕

文
系
重
量
前
期

繊
維

重
量

そ
の
他

縄
文

重
量

中 近
世

土
器

重
量

土
器
合
計

重
量

礫
重
量

石
器

重
量

礫
・
石
器

合
計

重
量

玉
類

重
量

金 属 器
重
量
土
製 品

重
量

剥
片
重
量

１３
３
１１
9号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１３
４
４５
号

住
居
跡

２５
６

４０
７８
.０

２
１７
.０

１０
１８
０.
０

２
５１
.０

２７
０

４３
２６
.０

１
２.
２

１
２.
２

３
３７
６.
０

１３
５
８9
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１３
６
８9
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１３
７
9３
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１３
８
9３
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１３
9
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

１４
０
9６
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
１
9５
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
２
１２
１号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
３
１２
０号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
４
８４
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
５
８４
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
６
１０
号

地
下
式
土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
７
１０
８号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
８
１０
７号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１４
9
１０
０号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
０
８０
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
１
８０
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
２
８０
Ｃ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
３
７9
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
４
８５
Ｆ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
５
８５
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
６
８５
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
７
８５
Ｃ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
８
８５
Ｄ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１５
9
８５
Ｅ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
０
８７
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
１
１１
７号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
２
１１
６号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
３
７７
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
４
７６
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
５
７６
Ａ
号

土
坑

５
１０
０.
０

３
８８
.０

８
１８
８.
０

１
２9
０.
０

１
１9
１.
０

２
４８
１.
０

１
１６
.０

１６
６
７８
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
７
７５
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
８
７４
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１６
9
９
号

地
下
式
土
坑

３１
２３
１.
０

１
４０
.０

３２
２７
１.
０

１
１５
.０

１
１５
.０

１７
０
４４
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１７
１
４４
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１７
２
６２
号

住
居
跡

１３
１

３４
３８
.０

２
１9
.０

１３
３

３４
５７
.０

１
9５
.０

１
9５
.０

１
３６
.０

１７
３
１
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１７
４
４６
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１７
５
４７
号

土
坑
？
木
棺
墓

０
０.
０

０
０.
０

１７
６
５２
Ｃ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１７
７
５２
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１７
８
５２
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１７
9
４9
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
０
４9
Ａ
号

土
坑

３８
７２
８.
０

３８
７２
８.
０

０
０.
０

１８
１
５１
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
２
５１
Ｃ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
３
５０
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
４
５１
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
５
１２
号

地
下
式
土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
６
５３
Ｄ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
７
５３
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
８
５４
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１８
9
５４
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
０
５８
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
１
５８
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
２
６０
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
３
５４
Ｃ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
４
５６
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
５
５８
Ｃ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
６
３
号

地
下
式
土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
７
４
号

地
下
式
土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
８
１１
３号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１9
9
６１
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０
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新
番
号

旧
番
号

性
格

土
師
器

重
量

須
恵 器

重
量

弥
生
土
器

重
量

手
づ

く
ね
重
量

ミ
ニ

チ
ュ
ア
重
量

早
期

撚
糸
紋

系
重
量
早
期

条
痕

文
系
重
量
前
期

繊
維

重
量

そ
の
他

縄
文

重
量

中 近
世

土
器

重
量

土
器
合
計

重
量

礫
重
量

石
器

重
量

礫
・
石
器

合
計

重
量

玉
類

重
量

金 属 器
重
量
土
製 品

重
量

剥
片
重
量

２０
０
１０
１号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
１
６２
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
２
６４
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
３
６３
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
４
６５
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
５
６５
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
６
６５
Ｃ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
７
５
号

地
下
式
土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
８
６６
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２０
9
６７
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２１
０
８
号

地
下
式
土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２１
１
な
し

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２１
２
な
し

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２１
３
７０
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２１
４
７０
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２１
５
６８
Ａ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２１
６
６８
Ｂ
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２１
７
６４
号

住
居
跡

１８
４

２０
99
.０

１４
７４
０.
０

１9
８

２８
３9
.０

１
１３
.０

１
１３
.０

２１
８
６５
号

住
居
跡

１３
１

２６
４４
.０

２
５０
.０

１
１２
.０

１
9.
０

１３
５

２７
１５
.０

２
３１
.０

１
１３
.０

３
４４
.０

２１
9
６７
号

住
居
跡

０
０.
０

０
０.
０

２２
０
６８
号

住
居
跡

１１
１

５８
８６
.１

６
７０
.０

４
４9
.６

１２
１

６０
０５
.７

１
２１
.9

１
２１
.9

２２
１
６
号

地
下
式
土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２２
２
１０
５号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２２
３
１０
４号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２２
４
１１
４号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

１
０.
６０

２２
５
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２２
６
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２２
７
9２
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２２
８
9１
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２２
9
9０
号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２３
０
１１
８号

土
坑

０
０.
０

０
０.
０

２３
１
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２３
２
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２３
３
４
号

溝
０

０.
０

０
０.
０

１
４５
.０

２３
４
２
・
８
号
溝

３３
６

４３
２５
.０

１9
３０
9.
０

６３
9６
１.
０

８６
１７
７０
.０

１
６9
.０

５０
５

７４
３４
.０

１２
１２
０５
.０

１
３１
４.
０

１３
１５
１9
.０

１
０.
１０
１

８.
２

１
9０
.０

２３
５
１
号

溝
２

４７
.０

２
１３
４.
０

１４
３０
9.
０

４
８０
.０

２２
５７
０.
０

０
０.
０

２３
６
３
・
５
号
溝

３３
８

４9
６６
.０

１６
２３
５.
０

８６
１１
６３
.０

４２
８６
８.
０

４８
２

７２
３２
.０

１２
４２
9.
０

４
１６
２.
０

１６
５9
１.
０

１
３０
.０

１
１３

２３
７
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２３
８
６
号

溝
１１

１３
9.
０

１
４.
０

４
１２
５.
０

１
６０
.０

１７
３２
８.
０

１
７２
.０

４
２３
６.
０

５
３０
８.
０

２３
9
１３
号

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
０
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
１
７
号

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
２
９
号

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
３
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
４
な
し

溝
２9

４６
６.
０

３３
１６
６３
.１

８
２７
３.
０

７０
２４
０２
.１

１
４.
０

１
４.
０

２４
５
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
６
１０
号

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
７
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
８
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２４
9
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２５
０
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２５
１
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２５
２
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

２５
３
な
し

溝
０

０.
０

０
０.
０

円
形
土
坑

群
表
採

２３
２３
０.
０

１
２０
.０

３
２８
.０

２７
２７
８.
０

０
０.
０

西
墓
址
群
表
採

１０
１

１８
５０
.０

１０
２７
１.
０

３
５４
.０

６
１１
４.
０

１７
７７
４.
０

１３
７

３０
６３
.０

５
２２
５.
０

６
６４
２.
０

１１
８６
７.
０

８
１３
０５
.０

墓
址
群

表
採

５８
７４
５.
０

２
１３
２.
０

１
１４
.０

３
７２
.０

４
１０
７.
０

６８
１０
７０
.０

１
６８
.０

１
４４
.０

２
１１
２.
０

１
１9
０.
０

南
墓
址
群
表
採

７２
１４
9５
.０

８
１9
9.
０

８
４２
０.
０

２１
５０
５.
０

９
４9
８.
０

１１
８

３１
１７
.０

０
０.
０

１
１.
２

１
9２
.０

表
採

表
採

２３
７６

３８
０１
５.
０
１７
０

４9
６６
.０

８５
３

１５
9８
３.
０

７
１３
０.
０

４２
０

１０
３9
３.
６

３０
７７
０.
５

３８
５６

７０
２５
８.
１
１０
１

６０
５３
.０

４１
５７
８１
.４

１４
２

１１
８３
４.
４

２
１７
.４
０
３

７.
５

１８
１８
３４
.9

４
１１
.８

合
計

１２
６８
０

２9
８０
４１
.６

４４
７

１４
１０
9.
9

４８
２７

１０
６１
７１
.５

３
５１

１
１６

０
０

３
５０

１０
１８
７.
０

9８
４

２３
２9
２.
２

７9
２9
３9
.５

１9
０３
４

４４
４８
５８
.７

３４
２

１８
４１
１.
9
１１
４

２２
２５
７.
9

４５
６

４０
６６
9.
８

２０
８５
.８
１６
１３
１.
１

５４
６３
０４
.9

６
２５
.１
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第３図  現地形と保存遺跡・周辺の重要遺跡（１／２０，０００）
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第４図  台遺跡Ｃ地点遺構配置図１
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第５図  台遺跡Ｃ地点遺構配置図２
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第６図  台遺跡Ｃ地点遺構配置図３
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新
遺
構
№

旧
遺
構

№
時
期

性
格

方
台
部
規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

東
側
周
溝

西
側
周
溝

（
 
）は
推
定

南
側
周
溝

北
側
周
溝

主
体
部

備
考

１
２
号
方
形

周
溝
墓

宮
ノ
台
方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
東
西
）８
.８
４ｍ

方
台
部
短
径（
南
北
）８
.５
６ｍ

Ｎ
－
４７
°－
Ｅ

長
さ
３.
７２
ｍ

幅
０.
9８
～
１.
１６
ｍ

深
さ
２１
.２
～
２２
.２
㎝

長
さ
６.
１9
ｍ

幅
０.
9０
～
１.
５０
ｍ

深
さ
１５
.０
～
３４
.５
㎝

長
さ
６.
７６
ｍ

幅
０.
9１
～
１.
４9
ｍ

深
さ
１５
.５
～
３７
.５
㎝

長
さ
６.
４３
ｍ

幅
１.
０２
～
１.
２６
ｍ

深
さ
２9
.５
～
３9
.０
㎝

主
要
主
体
部
は
、長
径
３.
０４
ｍ
 短
径
１.
３６
ｍ
 深

さ
１６
.２
～
２３
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
５７
°－
Ｗ
。

周
溝
内
土
坑
は
長
径
２.
１８
ｍ
 短
径
１.
０４
ｍ
 深
さ

２３
.０
～
３２
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
３８
°－
Ｅ
。

東
側
周
溝
は
２６
号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
、西
・
南
側
周

溝
・
主
要
主
体
部
は
２３
号
竪
穴
と
重
複
す
る
。調
査

時
遺
構
Ｎ
ｏ
土
坑
２
は
西
側
周
溝
内
土
坑
。

２
５
号
方
形

周
溝
墓

宮
ノ
台
方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
南
北
）１
１.
７０
ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）１
１.
００
ｍ

Ｎ
－
３７
°－
Ｅ

残
存
長
４.
５４
ｍ

幅
０.
9２
～
１.
０６
ｍ

深
さ
３０
.０
～
４２
.０
㎝

長
さ
9.
３ｍ

幅
０.
9０
～
１.
０３
ｍ

深
さ
１８
.２
～
３８
.０
㎝

残
存
長
６.
３０
ｍ

幅
０.
７２
～
１.
０８
ｍ

深
さ
２０
.０
～
２８
.３
㎝

残
存
長
６.
５８
ｍ

幅
１.
４５
～
１.
9５
ｍ

深
さ
２５
.０
～
４１
.５
㎝

東
側
周
溝
は
１６
号
方
形
区
画
改
葬
墓
・
３６
号
竪
穴

に
、西
側
周
溝
は
２３
３号
に
、北
側
周
溝
は
２５
号
竪

穴
に
、南
側
周
溝
は
１６
号
方
形
区
画
改
葬
墓
・
２３
３

号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

３
１３
号
方
形

周
溝
墓

不
明

方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
南
北
）８
.１
６ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）７
.７
０ｍ

Ｎ
－
２８
°－
Ｅ

長
さ
６.
５５
ｍ

幅
０.
9５
～
１.
１４
ｍ

深
さ
２６
.５
～
３８
.１
㎝

長
さ
４.
２５
ｍ

幅
０.
７２
～
０.
８６
ｍ

深
さ
１６
.４
～
３9
.9
㎝

長
さ
５.
9２
ｍ

幅
０.
9３
～
１.
３０
ｍ

深
さ
１４
.２
～
３５
.８
㎝

長
さ
４.
１４
ｍ

幅
０.
9４
ｍ

深
さ
１３
.１
㎝

４
３
号
方
形

周
溝
墓

宮
ノ
台
方
形
周
溝
墓
方
台
部
内
径（
東
西
）9
.４
０ｍ

Ｎ
－
６２
°－
Ｗ

残
存
長
６.
７６
ｍ

幅
０.
9６
～
１.
１４
ｍ

深
さ
１８
.０
～
３８
.０
㎝

残
存
長
７.
７４
ｍ

幅
０.
８３
～
１.
１０
ｍ

深
さ
２１
.０
～
４６
.０
㎝

長
さ
５.
７４
ｍ

幅
１.
０５
～
１.
３４
ｍ

深
さ
記
載
無
し

主
要
主
体
部
は
、長
径
１.
9０
ｍ
短
径
１.
４３
ｍ
 深
さ

２７
.５
～
３０
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
６２
°－
Ｗ
。

周
溝
内
土
坑
は
長
径
１.
６０
ｍ
 短
径
０.
８６
ｍ
 深
さ

測
定
値
無
し
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
６9
°－
Ｗ
。

調
査
時
遺
構
Ｎ
ｏ
土
坑
１9
は
北
側
周
溝
内
土
坑
、

規
模
か
ら
見
て
主
体
部
の
可
能
性
有
り
。

５
１
号
方
形

周
溝
墓

宮
ノ
台
方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
東
西
）１
７.
６０
ｍ

方
台
部
短
径（
南
北
）１
５.
４０
ｍ

Ｎ
－
５9
°－
Ｗ

長
さ
１２
.２
５ｍ

幅
１.
６０
～
２.
２０
ｍ

深
さ
２9
.５
～
１０
８.
０㎝

長
さ
１３
.６
５ｍ

幅
２.
００
～
２.
４５
ｍ

深
さ
１１
.０
～
9５
.０
㎝

長
さ
１２
.４
０ｍ

幅
１.
9０
～
２.
３０
ｍ

深
さ
５１
.9
～
１２
６.
５㎝

長
さ
１４
.9
０ｍ

幅
３.
１０
～
４.
００
ｍ

深
さ
５０
.５
～
６８
.０
㎝

主
体
部
は
、長
径
３.
４６
ｍ
 短
径
２.
５４
ｍ
深
さ
５０
.５

～
８８
.０
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
７２
°－
Ｅ
。

東
側
周
溝
は
４
号
方
形
周
溝
墓
西
側
周
溝
を
削
平

し
５9
号
竪
穴
と
重
複
す
る
。西
側
周
溝
は
５６
号
竪

穴
と
重
複
す
る
。南
側
周
溝
は
７１
号
竪
穴
・
２３
５号

溝
に
削
平
さ
れ
る
。北
側
周
溝
は
１６
号
方
形
区
画

改
葬
墓
・
５７
号
竪
穴
・
２３
５号
溝
と
重
複
す
る
。主
体

部
は
５８
号
竪
穴
・
２３
５号
溝
と
重
複
す
る
。

６
１４
号
方
形

周
溝
墓

宮
ノ
台
方
形
周
溝
墓
方
台
部
内
径（
南
北
）１
４.
００
ｍ

Ｎ
－
４
°－
Ｗ

長
さ
７.
７０
ｍ

幅
０.
７８
～
０.
9２
ｍ

深
さ
１１
.０
～
６２
.７
㎝

２３
３号
溝
に
削
平

残
存
長
６.
８０
ｍ

幅
０.
８２
～
１.
４４
ｍ

深
さ
３１
.２
～
５０
.８
㎝

長
さ
８.
７２
ｍ

幅
０.
８５
～
１.
１３
ｍ

深
さ
８.
２～
５２
.８
㎝

主
体
部
は
、長
径
２.
６３
ｍ
 短
径
１.
３２
ｍ
 深
さ
４.
１

～
9.
５㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
８７
°－
Ｗ
。

東
側
周
溝
は
２３
４号
溝
に
、南
側
周
溝
は
１７
号
改
葬

系
区
画
墓
に
削
平
さ
れ
る
。北
側
周
溝
は
３１
号
竪

穴
・
３２
号
土
坑
と
重
複
し
、２
３４
号
溝
に
削
平
さ
れ

る
。調
査
時
段
階
は
１０
号
方
形
周
溝
墓
で
調
査
さ

れ
て
い
る
が
、そ
の
後
１４
号
方
形
周
溝
墓
に
改
変

さ
れ
て
い
る
。

７
４
号
方
形

周
溝
墓

宮
ノ
台
方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
南
北
）１
０.
７４
ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）１
０.
０８
ｍ

Ｎ
－
３５
°－
Ｗ

長
さ
７.
７８
ｍ

幅
０.
６３
～
１.
１５
ｍ

深
さ
３５
.9
～
５２
.０
㎝

長
さ
８.
７４
ｍ

幅
１.
２０
～
１.
６０
ｍ

深
さ
３9
.３
～
４８
.０
㎝

長
さ
８.
２３
ｍ

幅
０.
9５
～
１.
４０
ｍ

深
さ
２７
.５
～
３9
.６
㎝

長
さ
６.
７３
ｍ

幅
１.
０３
～
１.
３５
ｍ

深
さ
１７
.０
～
２４
.9
㎝

主
要
主
体
部
は
、長
径
２.
６８
ｍ
 短
径
１.
１６
ｍ
 深

さ
２２
.５
～
４２
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
６３
°－
Ｅ
。

竪
穴
内
土
坑
は
長
径
２.
０３
ｍ
 短
径
０.
８８
ｍ
 深
さ

４３
.３
～
４４
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
６３
°－
Ｗ
。

東
側
周
溝
は
６３
号
竪
穴
と
重
複
し
６５
号
竪
穴
に
削

平
さ
れ
る
。西
側
周
溝
は
６１
号
竪
穴
、南
側
周
溝
は

６２
号
竪
穴
と
重
複
す
る
。調
査
時
遺
構
Ｎ
ｏ
土
坑

３０
Ｂ
は
６２
号
竪
穴
内
土
坑
、規
模
か
ら
見
て
主
体

部
の
可
能
性
大
。

８
無
し

不
明

方
形
周
溝
墓
不
明

不
明

調
査
区
域
外

残
存
長
３.
５５（
７.
８０
）ｍ

幅
３.
２８
ｍ

深
さ
３８
.０
～
６６
.０
㎝

残
存
長
３.
４０
ｍ

幅
２.
２５
～
２.
５４
ｍ

深
さ
３２
.５
～
３６
.５
㎝

調
査
区
域
外

調
査
時
段
階
は
大
型
方
形
周
溝
墓
と
し
て
調
査
さ

れ
る
。方
位
は
推
定
。

９
１１
号
方
形

周
溝
墓

久
ヶ
原
方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
東
西
）１
０.
７６
ｍ

方
台
部
短
径（
南
北
）１
０.
３３
ｍ

Ｎ
－
６０
°－
Ｗ

残
存
長
５.
9６
ｍ

幅
０.
８７
～
１.
３０
ｍ

深
さ
３６
.０
～
５２
.５
㎝

残
存
長
４.
０６
ｍ

幅
１.
１４
～
１.
２０
ｍ

深
さ
４８
.０
㎝

長
さ
７.
9５
ｍ

幅
０.
７０
～
１.
７０
ｍ

深
さ
３６
.０
～
５２
.５
㎝

長
さ
７.
７０
ｍ

幅
１.
１２
～
１.
３０
ｍ

深
さ
３８
.０
～
４１
.５
㎝

主
体
部
は
、長
径
３.
４６
ｍ
 短
径
１.
７８
ｍ
 深
さ

２６
.０
～
２9
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
99
°－
Ｅ
。

東
側
周
溝
は
７9
号
竪
穴
・
２３
５号
溝
・
２３
８号
溝
に
、

西
側
周
溝
は
７５
号
竪
穴
・
２３
５号
溝
に
、北
側
周
溝

は
７５
号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
る
。

第
２
表
 
台
遺
跡
Ｃ
地
点
新
旧
番
号
一
覧
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新
遺
構
№

旧
遺
構

№
時
期

性
格

方
台
部
規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

東
側
周
溝

西
側
周
溝

（
 
）は
推
定

南
側
周
溝

北
側
周
溝

主
体
部

備
考

１０
８
号
方
形

周
溝
墓

宮
ノ
台
方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
東
西
）１
１.
２５
ｍ

方
台
部
短
径（
南
北
）１
０.
０８
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｗ

残
存
長
５.
２０
ｍ

幅
０.
７０
～
０.
８０
ｍ

深
さ
１9
.０
～
２１
.５
㎝

長
さ
４.
４５
ｍ

幅
０.
８６
～
０.
9８
ｍ

深
さ
２２
.３
～
２８
.５
㎝

残
存
長
１.
８４
ｍ

幅
０.
9０
～
１.
０６
ｍ

深
さ
１５
.３
～
２３
.５
㎝

残
存
長
６.
５６
ｍ

幅
０.
9６
～
１.
１８
ｍ

深
さ
２２
.３
～
３５
.０
㎝

主
体
部
は
、長
径
２.
８７
ｍ
 短
径
１.
５０
ｍ
 深
さ

１８
.０
～
２３
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
５８
°－
Ｗ
。

東
側
周
溝
は
、７
６号
竪
穴
・
２３
６号
溝
に
削
平
さ
れ

る
。西
側
周
溝
は
9２
・
9３
号
竪
穴
に
、南
側
周
溝
は

9４
号
竪
穴
に
、北
側
周
溝
は
２３
６号
溝
に
削
平
さ
れ

る
。

１１
６
号
方
形

周
溝
墓

宮
ノ
台
方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
東
西
）８
.５
２ｍ

方
台
部
短
径（
南
北
）８
.４
８ｍ

Ｎ
－
５７
°－
Ｗ

残
存
長
５.
５６
ｍ

幅
１.
１０
～
１.
２６
ｍ

深
さ
３０
.０
～
３１
.５
㎝

長
さ
３.
８６
ｍ

幅
０.
７３
～
１.
３２
ｍ

深
さ
８.
５～
１４
.０
㎝

長
さ
４.
６１
ｍ

幅
０.
７８
～
０.
9４
ｍ

深
さ
２０
.０
～
２０
.５
㎝

残
存
長
５.
８２
ｍ

幅
０.
６６
～
０.
9０
ｍ

深
さ
１８
.０
～
２０
.０
㎝

北
側
周
溝
は
８9
号
土
坑
に
削
平
さ
れ
る
。

１２
１２
号
方
形

周
溝
墓

不
明

方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
南
北
）9
.４
２ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）9
.３
２ｍ

Ｎ
－
４６
°－
Ｗ

長
さ
８.
６８
ｍ

幅
０.
４７
～
０.
７４
ｍ

深
さ
７.
9～
１9
.３
㎝

長
さ
７.
００
ｍ

幅
０.
８２
～
１.
１７
ｍ

深
さ
１４
.２
～
２３
.２
㎝

長
さ
１０
.１
２ｍ

幅
０.
６８
～
１.
７２
ｍ

深
さ
７.
６～
２３
.２
㎝

長
さ
５.
9０
ｍ

幅
０.
６８
～
１.
０１
ｍ

深
さ
８.
７～
２５
.５
㎝

主
体
部
は
、残
存
長
１.
８６
ｍ
 短
径
０.
99
ｍ
 深
さ

１６
.５
～
２２
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
４８
°－
Ｅ
。

東
・
西
側
周
溝
、主
体
部
は
２３
４号
溝
に
削
平
さ
れ

る
。調
査
時
段
階
で
１２
号
方
形
周
溝
墓
は
遺
構
番

号
が
重
複
し
て
い
た
の
で
、本
遺
構
を
１２
号
Ａ
方

形
周
溝
墓
と
し
た
。

１３
７
号
方
形

周
溝
墓

久
ヶ
原
方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
東
西
）１
３.
１５
ｍ

方
台
部
短
径（
南
北
）１
１.
２０
ｍ

Ｎ
－
１７
°－
Ｗ

残
存
長
７.
２２
ｍ

幅
１.
０８
～
１.
６０
ｍ

深
さ
２７
.５
～
４２
.０
㎝

長
さ
１０
.１
７ｍ

幅
１.
２０
～
１.
３４
ｍ

深
さ
１０
.０
～
５9
.０
㎝

長
さ
１０
.８
２ｍ

幅
０.
７３
～
１.
０７
ｍ

深
さ
１７
.５
～
５４
.０
㎝

長
さ
9.
８５
ｍ

幅
０.
9８
～
１.
３３
ｍ

深
さ
２８
.５
～
５２
.５
㎝

主
体
部
は
、長
径
３.
７５
ｍ
 短
径
１.
9２
ｍ
 深
さ

２８
.０
～
４２
.５
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
８０
°－
Ｅ
。

東
側
周
溝
は
１０
３号
竪
穴
・
２３
６号
溝
に
、西
側
周
溝

は
１０
１号
竪
穴
に
、南
側
周
溝
は
２４
０号
溝
に
、北
側

周
溝
は
２３
６・
２４
０号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

１４
１２
号
方
形

周
溝
墓

不
明

方
形
周
溝
墓
方
台
部
長
径（
南
北
）１
２.
３８
ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）（
１２
.３
０）
ｍ

Ｎ
－
２５
°－
Ｗ

長
さ
８.
9０
ｍ

幅
０.
８８
～
１.
０9
ｍ

深
さ
３9
.４
～
４３
.８
㎝

長
さ
9.
５７
ｍ

幅
０.
9２
～
１.
２０
ｍ

深
さ
２２
.５
～
６０
.５
㎝

長
さ
9.
８４
ｍ

幅
０.
６６
～
１.
２８
ｍ

深
さ
２８
.３
～
５６
.４
㎝

長
さ
８.
9７
ｍ

幅
０.
８０
～
１.
８０
ｍ

深
さ
２５
.０
～
７２
.５
㎝

主
体
部
Ａ
は
、長
径
３.
２０
ｍ
 短
径
１.
７５
ｍ
 深
さ

４４
.７
～
５４
.０
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
８２
°－
Ｅ
。主
体
部
Ｂ
は
、長
径

２.
５４
ｍ
 短
径
１.
５２
ｍ
 深
さ
１３
.６
～
４０
.２
㎝
。

主
軸
方
位
Ｎ
－
７８
°－
Ｗ
。

東
側
周
溝
は
１２
５・
１２
６号
竪
穴
に
、西
側
周
溝
は

１２
２号
竪
穴
に
、南
側
周
溝
は
１２
9号
竪
穴
に
、北
側

周
溝
は
１２
５号
竪
穴
・
１１
６号
土
坑
に
削
平
さ
れ
る
。

調
査
時
段
階
で
、１
２号
方
形
周
溝
墓
は
遺
構
番
号

が
重
複
し
て
い
た
の
で
、本
遺
構
を
１２
号
Ｂ
と
し

た
。

１５
７
号
地
下

式
土
坑

不
明

方
墳・
地
下
式

横
穴
墓

Ｎ
－
１１
°－
Ｅ

（
短
径
よ
り
）

羨
道
部
は
最
大
長
５.
７６
ｍ
 最
大
幅
３.
４８
ｍ
 深
さ

１４
０.
０㎝
（
最
大
）。

玄
室
は
長
径
１.
9８
ｍ
 短
径
１.
9６
ｍ
。

開
口
部
は
幅
０.
５２
ｍ
 高
さ
測
定
値
無
し
。

東
側
に
２０
０号
土
坑
と
重
複
す
る
。玄
室
内
は
コ

の
字
形
の
棺
台
座
。左
側
・
長
さ
１.
８６
ｍ
幅
７４
.０
～

８０
.０
㎝
。中
央
部
は
長
さ
１.
８８
ｍ
幅
８０
.０
㎝
。右
側

は
長
さ
１.
9６
ｍ
幅
５８
.０
～
６０
.０
㎝
。頭
蓋
骨
３
体

検
出
。い
づ
れ
も
高
さ
は
測
定
値
無
し
。主
体
部
構

造
は
地
下
式
横
穴
墓
。

１６
１
号
地
下

式
土
坑

奈
良

方
形
区
画
改

葬
墓

方
台
部
長
径（
南
北
）６
.9
４ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）６
.６
８ｍ

Ｎ
－
７
°－
Ｗ

長
さ
８.
３４
ｍ

幅
０.
７２
～
１.
１０
ｍ

深
さ
８.
０～
４０
.０
㎝

長
さ（
８.
５２
）ｍ

幅
０.
８２
～
０.
9２
ｍ

深
さ
１５
.０
～
２４
.０
㎝

長
さ
８.
２４
ｍ

幅
０.
７9
～
０.
9ｍ

深
さ
５.
５～
１9
.８
㎝

長
さ
７.
７４
ｍ

幅
０.
８８
～
０.
9５
ｍ

深
さ
８.
５～
２６
.５
㎝

羨
道
部
は
長
径（
東
西
）１
.８
６ｍ
 短
径（
南
北
）

１.
４８
ｍ
 深
さ
７６
.０
㎝（
最
大
）。
玄
門
部
は
奥
行

き
０.
２２
ｍ
 幅
１.
００
ｍ
、玄
門
部
分
～
玄
室
床
面
の

高
さ
は
9.
０～
9.
５㎝
。玄
室
は
長
径（
東
西
）１
.６
６

ｍ
 短
径（
南
北
）１
.１
４ｍ
。玄
室
中
央
部
は
長
径

（
南
北
）０
.６
２ｍ
 短
径（
東
西
）０
.５
２ｍ
 深
さ
東

１３
.５
㎝
 西
１9
.０
㎝
 南
１０
.０
㎝
 北
２０
.０
㎝
。玄
室

中
央
部
主
軸
方
位
は
Ｎ
－
１１
－゚
Ｗ
。

２
号
方
形
周
溝
墓
東
・
南
側
周
溝
、５
号
方
形
周
溝

墓
西
側
周
溝
、３
５号
竪
穴
、３
７・
２３
５号
溝
と
重
複
す

る
。入
口
部
に
３
条
の
溝
が
存
在
す
る
が
、深
さ
は

測
定
値
無
し
。玄
室
内
天
井
部
ま
で
の
高
さ
は
測

定
値
無
し
。

１７
１０
号
方
形

周
溝
墓

奈
良

改
葬
系
区
画

墓
方
台
部
長
径（
南
北
）６
.５
４ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）６
.３
４ｍ

Ｎ
－
１２
°－
Ｅ

長
さ
７.
０４
ｍ

幅
０.
５７
～
０.
７４
ｍ

深
さ
１０
.０
～
２０
.０
㎝

長
さ
８.
３４
ｍ

幅
０.
７７
～
１.
００
ｍ

深
さ
２.
０～
１9
.０
㎝

長
さ
７.
１２
ｍ

幅
０.
６４
～
０.
８２
ｍ

深
さ
9.
０～
１５
.５
㎝

長
さ
７.
７０
ｍ

幅
０.
７４
～
０.
８０
ｍ

深
さ
２０
.０
～
２３
.０
㎝

６
号
方
形
周
溝
墓
南
側
周
溝
・
６８
号
竪
穴
を
削
平

す
る
。

１８
無
し

奈
良

改
葬
系
区
画

墓
方
台
部
長
径（
南
北
）６
.７
６ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）６
.７
０ｍ

Ｎ
－
５１
°－
Ｗ

長
さ
７.
４２
ｍ

幅
０.
６２
～
０.
７８
ｍ

深
さ
１７
.６
～
４２
.０
㎝

長
さ
７.
８５
ｍ

幅
０.
６２
～
０.
６５
ｍ

深
さ
測
定
値
無
し

Ａ
長
さ
５.
７７
ｍ

幅
０.
６５
～
０.
６６
ｍ

深
さ
２４
.５
㎝

長
さ
７.
７３
ｍ

幅
０.
５9
～
０.
７４
ｍ

深
さ
２２
.０
～
２８
.０
㎝

9０
・
9５
号
竪
穴
を
削
平
す
る
。南
側
周
溝
、開
口
。

Ｂ
長
さ
１.
9８
ｍ
幅
０.
４５
～
０.
４７
ｍ
深
さ
２０
.１
㎝

１9
無
し

奈
良

改
葬
系
区
画

墓
方
台
部
長
径（
南
北
）５
.０
１ｍ

方
台
部
短
径（
東
西
）４
.9
9ｍ

Ｎ
－
１４
°－
Ｗ

長
さ
５.
５６
ｍ

幅
０.
４２
～
０.
４８
ｍ

深
さ
３４
.０
～
３５
.０
㎝

長
さ
５.
７６
ｍ

幅
０.
３４
～
０.
５０
ｍ

深
さ
２１
.５
～
２８
.０
㎝

長
さ
５.
５５
ｍ

幅
０.
３５
～
０.
５３
ｍ

深
さ
２６
.０
～
３０
.５
㎝

長
さ
５.
9５
ｍ

幅
０.
３８
～
０.
４9
ｍ

深
さ
１６
.５
～
１８
.５
㎝

１０
３号
竪
穴
・
２４
０号
溝
と
重
複
す
る
。
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

２０
１
号

久
ヶ
原

住
居
跡

長
径
６.
５４
ｍ

短
径
５.
８０
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
６６
㎝
 
Ｐ
２ 
４０
㎝
 
Ｐ
３ 
４２
㎝
 
Ｐ
４ 
５9
㎝
 

Ｐ
５ 
４２
㎝
 
Ｐ
６ 
３２
㎝
 
Ｐ
７ 
３４
㎝
 
Ｐ
８ 
８㎝
 

Ｐ
9 
２５
㎝
 
Ｐ
１０
 １
9㎝
 
Ｐ
１１
・
P１
２は
測
定
値
無
し

Ｐ
１３
 ２
４㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２５
°－
Ｅ

長
径
０.
４８
ｍ
 短
径
０.
２８
ｍ

深
さ
５
㎝
。

東
 
８.
０㎝

西
 
２５
.０
㎝

南
 
３１
.０
㎝

北
 
３４
.０
㎝

ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
１５
～
４２
㎝
。

２３
３号
溝
と
重
複
す
る
。
Ｐ
１
・
３
・
４
・
５
は
主
柱
穴
。

２１
２
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
５.
６８
ｍ

短
径
３.
５６
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２０
㎝
 
Ｐ
２ 
１５
㎝
 
Ｐ
３ 
１9
㎝
 
Ｐ
４ 
２０
㎝
 

Ｐ
５ 
２０
㎝
 
Ｐ
６ 
６３
㎝
 
Ｐ
７
 測
定
値
無
し
 

Ｐ
８ 
５０
㎝
 
Ｐ
9 
４４
㎝
 
Ｐ
１０
 ２
４㎝
 
Ｐ
１１
 ２
２㎝

カ
マ
ド
未
検
出

東
 
５３
.０
㎝

西
 
５６
.０
㎝

南
 
５２
.０
㎝

北
 
３５
.０
㎝

検
出
面
で
は
全
周
。

深
さ
６
～
１２
㎝
。

北
壁
に
粘
土
散
布
、
北
カ
マ
ド
。
Ｐ
１
・
２
・
３
主
柱
穴
。

２２
３
号

不
明

土
坑

長
径
０.
８２
ｍ

短
径
０.
６８
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｅ

無
し

東
 
１３
.０
㎝

西
 
１１
.５
㎝

南
 
１３
.０
㎝

北
 
１３
.０
㎝

２３
８
号

弥
生

住
居
跡

残
存
長
径
６.
４０
ｍ

短
径
６.
２０
ｍ

Ｎ
－
７
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
６０
㎝
 
Ｐ
２ 
７４
㎝
 
Ｐ
３ 
２４
㎝
 
Ｐ
４ 
５9
㎝
 

Ｐ
５ 
３５
㎝
 
Ｐ
６ 
６０
㎝
 
Ｐ
７ 
３４
㎝
 
Ｐ
８ 
３０
㎝
 

Ｐ
9 
４２
㎝
 
Ｐ
１０
 ２
０㎝
 
Ｐ
１１
 ３
9㎝
 
Ｐ
１２
 測
定
値

無
し
 
Ｐ
１３
 ２
６㎝

炉
未
検
出

東
 
１０
.０
㎝

西
 
８.
０㎝

北
 
２２
.０
㎝

削
平
以
外
ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
６
～
１３
㎝
。

１
号
方
形
周
溝
墓
南
側
周
溝
・
主
体
部
を
削
平
す
る
。

Ｐ
２
～
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

２４
２２
号

不
明

土
坑

長
径
２.
６２
ｍ

短
径
１.
9２
ｍ

Ｎ
－
１５
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
５１
.５
㎝

東
側
を
２５
号
竪
穴
、
２３
５号
溝
と
重
複
す
る
。

２５
９
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
８０
ｍ

短
径
４.
４０
ｍ

Ｎ
－
４２
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５３
㎝
 
Ｐ
２ 
６２
㎝
 
Ｐ
３ 
５８
㎝
 
Ｐ
４ 
３０
㎝
 

Ｐ
５ 
１７
㎝
 
Ｐ
６ 
１０
㎝
 
Ｐ
７ 
４㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
６.
０㎝

西
 
７.
０㎝

南
 
２３
.０
㎝

北
 
２８
.０
㎝

削
平
以
外
ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
６
～
９
㎝
。

２
号
方
形
周
溝
北
側
周
溝
を
削
平
し
、
２４
号
土
坑
と
接
し
て
存
在
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

２６
７
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
７８
ｍ

短
径
４.
６２
ｍ

Ｎ
－
４０
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２9
㎝
 
Ｐ
２ 
４８
㎝
 
Ｐ
３ 
４３
㎝
 
Ｐ
４ 
５４
㎝
 

Ｐ
５ 
１８
㎝
 
Ｐ
６ 
８㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
３３
.０
㎝

西
 
４６
.０
㎝

南
 
２８
.０
㎝

北
 
３７
.０
㎝

削
平
以
外
ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
３
～
８
㎝
。

１
号
方
形
周
溝
墓
東
側
周
溝
を
削
平
す
る
。
Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
１
ヵ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
２
㎝
を
測
る
。

２７
２１
号

不
明

土
坑

長
径
１.
７７
ｍ

短
径
１.
１０
ｍ

Ｎ
－
４３
°－
Ｅ

無
し

東
２６
.５
㎝

西
２７
.７
㎝

南
２４
.７
㎝

北
３１
.２
㎝

２８
３
号

久
ヶ
原

住
居
跡

残
存
長
径
４.
１５
ｍ

残
存
短
径
１.
２８
ｍ

－
Ｐ
１ 
１１
㎝

炉
・
カ
マ
ド
未
検
出

西
６.
０㎝

検
出
面
で
は
全
周
。

深
さ
４
～
１０
㎝
。

２9
４
号

古
代
末

住
居
跡

残
存
長
径
３.
３８
ｍ

残
存
短
径
１.
４０
ｍ

－
無
し

炉
・
カ
マ
ド
未
検
出

南
 
３０
.０
㎝

無
し

３０
５
号

久
ヶ
原

住
居
跡

残
存
長
径
５.
５５
ｍ

残
存
短
径
１.
６８
ｍ

－
Ｐ
１ 
４６
㎝
 
Ｐ
２ 
１８
㎝
 
Ｐ
３ 
５１
㎝
 
Ｐ
４ 
２５
㎝
 

Ｐ
５ 
６㎝
 
Ｐ
６ 
２㎝
 
Ｐ
７ 
１６
㎝

炉
・
カ
マ
ド
未
検
出

西
 
３７
.０
㎝

南
 
３８
.０
㎝

検
出
面
で
は
全
周
。

深
さ
６
～
１０
㎝
。

３１
１２
Ａ
号
宮
ノ
台

住
居
跡

長
径（
６.
６４
）ｍ

残
存
短
径
４.
２８
ｍ

Ｎ
－
４０
°－
Ｅ

無
し

炉
・
カ
マ
ド
未
検
出

東
 
２２
.０
㎝

南
 
１８
.０
㎝

削
平
以
外
残
。

深
さ
９
～
１４
.５
㎝
。

６
号
方
形
周
溝
墓
北
側
周
溝
・
２４
４号
Ｖ
字
溝
と
重
複
し
、
２３
３号
溝
に
削

平
さ
れ
る
。
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新
遺
構
№
旧
遺
構
№

時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

３１
１２
Ｂ
号
宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
７.
００
ｍ

残
存
短
径
４.
７０
ｍ

Ｎ
－
４１
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
６２
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
６３
㎝
 
Ｐ
３ 
４７
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
６４
㎝
 
Ｐ
５ 
１５
㎝
 
Ｐ
６ 
１６
㎝
 
Ｐ
７ 
１５
㎝
 

Ｐ
８ 
１７
.５
㎝
 
Ｐ
9 
１２
㎝
 
Ｐ
１０
 ２
２㎝
 
Ｐ
１１
 １
３㎝
 

Ｐ
１２
 ３
０㎝
 
Ｐ
１３
 ２
８.
５㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２７
°－
Ｅ

残
存
長
径
０.
６５
ｍ

残
存
短
径
０.
４８
ｍ

深
さ
８.
５㎝
。

東
 
１.
０㎝

西
 
６.
０㎝

南
 
１.
０㎝

北
 
測
定
値
無
し

削
平
以
外
残
。

深
さ
１０
～
１７
㎝
。

６
号
方
形
周
溝
墓
北
側
周
溝
・
２４
４号
溝
と
重
複
し
、
２３
３号
溝
に
削
平
さ

れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
３
は
主
柱
穴
。

３２
２４
号

不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
８３
ｍ

短
径
１.
８０
ｍ

Ｎ
－
１８
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４６
㎝

深
さ
 
５０
.４
㎝

北
側
を
６
号
方
形
周
溝
墓
北
側
周
溝
と
削
平
す
る
。

３３
７３
号

久
ヶ
原

住
居
跡

残
存
長
径
５.
１５
ｍ

残
存
短
径
２.
9４
ｍ

－
Ｐ
１ 
３５
.４
㎝
 
Ｐ
２ 
３２
㎝
 
Ｐ
３ 
３.
６㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
１７
°－
Ｅ

長
径
０.
８４
ｍ
 短
径
０.
６５
ｍ

深
さ
１０
.５
㎝
。

東
 
４.
５㎝

南
 
３.
４㎝

深
さ
４.
５～
８.
３㎝
。

２３
３・
２３
４号
溝
・
３４
号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
、
東
及
び
南
側
の
一
部
が
存
在

す
る
。

炉
内
の
１
ヶ
所
か
ら
炭
化
物
検
出
。

３４
１１
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
４.
８３
ｍ

短
径
４.
６０
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２８
㎝
 
Ｐ
２ 
２２
㎝
 
Ｐ
３ 
５６
㎝
 
Ｐ
４ 
４５
㎝
 

Ｐ
５ 
４０
㎝
 
Ｐ
６ 
３３
㎝
 
Ｐ
７ 
２9
㎝
 
Ｐ
８ 
２３
㎝
 

Ｐ
9 
２５
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２.
０㎝

西
 
１３
.０
㎝

南
 
１２
.０
㎝

北
 
１１
.０
㎝

全
周
。

深
さ
７
～
１３
㎝
。

Ｐ
２
～
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
１０
㎝
を
測
る
。

３５
１０
号

奈
良

住
居
跡

長
径
３.
７１
ｍ

短
径
３.
２８
ｍ

Ｎ
－
３２
°－
Ｗ

無
し

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２１
.０
㎝

西
 
１9
.０
㎝

南
 
１４
.０
㎝

北
 
２０
.０
㎝

ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
６
～
１０
㎝
。

１６
号
方
形
区
画
改
葬
墓
と
重
複
す
る
。

３６
２３
号

鬼
高
５Ｃ

住
居
跡

長
径
３.
６２
ｍ

短
径
３.
６０
ｍ

Ｎ
－
２６
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２１
㎝
 
Ｐ
２ 
１６
.２
㎝
 
Ｐ
３ 
４６
.9
㎝
 

Ｐ
４ 
５9
.１
㎝
 
Ｐ
５ 
８５
.２
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

西
 
２9
.０
㎝

南
 
２.
０㎝

北
 
２9
.２
㎝

カ
マ
ド
付
近
か
ら
北
東
コ
ー

ナ
ー
に
か
け
て
溝
無
し
。

深
さ
６.
３～
１３
㎝
。

２
号
方
形
周
溝
南
側
周
溝
を
削
平
し
、
１６
号
方
形
区
画
改
葬
墓
・
２３
５号

溝
に
削
平
さ
れ
る
。

３７
無
し

不
明

溝
長
さ
４.
００
ｍ

幅
０.
9５
～
１.
０４
ｍ

深
さ
０.
２４
㎝

Ｎ
－
５３
°－
Ｗ

無
し

１６
号
方
形
区
画
改
葬
墓
と
重
複
す
る
。

３８
２３
号

不
明

土
坑

長
径
１.
０５
ｍ

短
径
０.
9４
ｍ

Ｎ
－
５
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
４9
.５
㎝

２
号
方
形
周
溝
墓
南
側
周
溝
と
重
複
す
る
。

３9
５
号

不
明

土
坑

長
径
１.
１８
ｍ

短
径
１.
０５
ｍ

Ｎ
－
４７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１５
.9
㎝

東
・
西
 
測
定
値
無
し

南
 
２７
.７
㎝

北
 
２３
.４
㎝

４０
８
号

不
明

土
坑

長
径
１.
００
ｍ

残
存
短
径
０.
８８
ｍ

Ｎ
－
３０
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３０
.４
㎝

４１
号
土
坑
と
重
複
す
る
。

４１
９
号

不
明

土
坑

長
径
０.
99
ｍ

残
存
短
径
０.
５４
ｍ

Ｎ
－
１５
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３８
.４
㎝

４０
・
４２
号
土
坑
と
重
複
す
る
。

４２
１０
号

不
明

土
坑

長
径
１.
１４
ｍ

短
径
１.
０４
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
４０
.9
㎝

４１
・
４４
号
土
坑
と
重
複
す
る
。

４３
１６
号

不
明

土
坑

長
径
０.
9３
ｍ

短
径
０.
9０
ｍ

Ｎ
－
１５
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
１9
.７
㎝



︲ �� ︲

新
遺
構
№
旧
遺
構
№

時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

４４
１１
号

不
明

土
坑

長
径
０.
9８
ｍ

残
存
短
径
０.
５８
ｍ

Ｎ
－
９
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２４
.３
㎝

南
側
を
４２
号
土
坑
、
北
側
を
４５
号
土
坑
と
重
複
す
る
。

４５
１２
号

不
明

土
坑

長
径
０.
9２
ｍ

残
存
短
径
０.
７６
ｍ

Ｎ
－
８４
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
２１
.７
㎝

南
側
を
４４
号
土
坑
と
重
複
す
る
。

４６
１４
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
０.
８２
ｍ

残
存
短
径
０.
５７
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
１３
.６
㎝

東
側
を
４７
号
土
坑
と
重
複
す
る
。

４７
１４
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
０.
9７
ｍ

短
径
０.
８８
ｍ

Ｎ
－
６３
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３１
.１
㎝

西
側
を
４６
号
土
坑
と
重
複
す
る
。

４８
１４
Ｃ
号
不
明

土
坑

長
径
０.
８７
ｍ

短
径
０.
８３
ｍ

Ｎ
－
６２
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２１
.０
㎝

４9
６
号

不
明

土
坑

長
径
０.
9４
ｍ

短
径
０.
9２
ｍ

Ｎ
－
６２
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２５
.２
㎝

５０
７
号

不
明

土
坑

長
径
０.
9３
ｍ

短
径
０.
８８
ｍ

Ｎ
－
８9
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３３
.０
㎝

５１
１７
号

不
明

土
坑

長
径
１.
８５
ｍ

短
径
１.
６５
ｍ

Ｎ
－
３０
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３８
.５
㎝

５２
１８
号

不
明

土
坑

長
径
１.
２７
ｍ

短
径（
０.
８３
）ｍ

Ｎ
－
２８
°－
Ｅ

無
し

東
 
測
定
値
無
し

西
 
１１
.５
㎝

南
 
１５
.２
㎝

北
 
１７
.５
㎝

５３
６
Ｃ
号
不
明

住
居
跡

残
存
長
径
３.
３０
ｍ

残
存
短
径
１.
9６
ｍ

－
Ｐ
１ 
１５
㎝
 
Ｐ
２ 
３７
㎝
 
Ｐ
３ 
１７
㎝
 
Ｐ
４ 
１６
㎝
 

Ｐ
５ 
１６
㎝

炉
・
カ
マ
ド
未
検
出

西
 
７.
０㎝

無
し

５４
号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
る
。

５４
６
Ａ
号
宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
６.
７０
ｍ

残
存
短
径
４.
７０
ｍ

Ｎ
－
４２
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１０
㎝

炉
・
カ
マ
ド
未
検
出

西
 
３５
.０
㎝

南
 
２５
.０
㎝

北
 
１１
.０
㎝

無
し

５３
号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

焼
土
は
３
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
４
～
８
㎝
を
測
る
。

５５
６
Ｂ
号
久
ヶ
原

住
居
跡

長
径
５.
６６
ｍ

残
存
短
径
４.
３３
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４７
㎝
 
Ｐ
２ 
測
定
値
無
し
 
Ｐ
３ 
５9
㎝
 

Ｐ
４ 
６５
㎝
 
Ｐ
５ 
２１
㎝
 
Ｐ
６ 
２８
㎝
 
Ｐ
７ 
２８
㎝
 

Ｐ
８ 
４３
㎝
 
Ｐ
9 
１８
㎝
 
Ｐ
１０
 ６
７㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
３１
°－
Ｗ

長
径
０.
9３
ｍ
 短
径
０.
６０
ｍ

深
さ
１１
㎝
。

東
 
１４
.０
㎝

西
 
１４
.０
㎝

南
 
１５
.０
㎝

北
 
１３
.０
㎝

検
出
面
で
は
全
周
。

深
さ
７
～
１４
㎝
。

５４
号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

５６
２４
号

宮
ノ
台

住
居
跡

残
存
長
径
６.
００
ｍ

残
存
短
径
６.
０２
ｍ

Ｎ
－
２８
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
６８
㎝
 
Ｐ
２ 
６０
㎝
 
Ｐ
３ 
６４
㎝
 
Ｐ
４ 
５３
㎝
 

Ｐ
５ 
３０
㎝
 
Ｐ
６ 
３１
㎝
 
Ｐ
７ 
１１
㎝
 
Ｐ
８ 
１３
㎝
 

Ｐ
9 
２４
㎝
 
Ｐ
１０
 ２
４㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
５１
°－
Ｅ

長
径
０.
８５
ｍ
 短
径
０.
６５
ｍ

深
さ
１１
㎝
。

東
 
１８
.０
㎝

西
 
６.
０㎝

南
 
測
定
値
無
し

北
 
１６
.０
㎝

重
複
以
外
全
周
。

深
さ
８
～
３１
㎝
。

南
側
は
５
号
方
形
周
溝
墓
南
側
周
溝
と
重
複
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

Ｐ
１１
 １
５㎝
 
Ｐ
１２
 １
６㎝
 
Ｐ
１３
 １
０㎝
 
Ｐ
１４
 １
３㎝
 

Ｐ
１５
 ３
３㎝
 
Ｐ
１６
 ２
０㎝
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

５７
１３
号

宮
ノ
台

住
居
跡

残
存
長
径
５.
４６
ｍ

短
径（
４.
9０
）ｍ

Ｎ
－
５４
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
9５
㎝
 
Ｐ
２ 
６６
㎝
 
Ｐ
３ 
８３
㎝
 
Ｐ
４ 
５８
㎝
 

Ｐ
５ 
４１
㎝
 
Ｐ
６ 
２２
㎝
 
Ｐ
７ 
３9
㎝
 
Ｐ
８ 
２１
㎝
 

Ｐ
9 
３５
㎝
 
Ｐ
１０
 ５
9㎝
 
Ｐ
１１
 ２
８㎝
 
Ｐ
１２
 ４
６㎝
 

Ｐ
１３
 ５
０㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
５２
°－
Ｗ

長
径
０.
８５
ｍ
 短
径
０.
６５
ｍ

深
さ
１１
㎝
。

西
 
４.
０㎝

南
 
２６
.０
㎝

北
 
１６
.０
㎝

深
さ
８
～
１４
㎝
。

東
側
は
５
号
方
形
周
溝
墓
西
側
周
溝
と
重
複
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
８
㎝
を
測
る
。

炭
化
物
１
ヶ
所
に
検
出
。
南
西
の
壁
高
セ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
読
む
。

５８
１４
号

宮
ノ
台

住
居
跡

残
存
長
径
５.
４８
ｍ

短
径
６.
４５
ｍ

Ｎ
－
１８
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
７４
㎝
 
Ｐ
２ 
３６
㎝
 
Ｐ
３ 
５３
㎝
 
Ｐ
４ 
１０
０㎝
 

Ｐ
５ 
9４
㎝
 
Ｐ
６ 
５６
㎝
 
Ｐ
７ 
８８
㎝
 
Ｐ
８ 
２６
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２２
°－
Ｗ

長
径
０.
８５
ｍ

残
存
短
径
０.
７０
ｍ

深
さ
７
㎝
。

東
 
9／
０㎝

西
 
１５
.０
㎝

北
 
１３
.０
㎝

深
さ
３
～
１３
㎝
。

２３
５号
溝
に
削
平
さ
れ
５
号
方
形
周
溝
墓
主
体
部
と
重
複
す
る
。

Ｐ
１
・
Ｐ
４
・
Ｐ
５
・
Ｐ
７
は
主
柱
穴
。
焼
土
は
１
ヵ
所
に
検
出
さ
れ
、

厚
さ
８
㎝
を
測
る
。

推
定
長
径
７.
１ｍ
。

５9
１５
号

宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
７.
６８
ｍ

残
存
短
径
３.
２５
ｍ

Ｎ
－
４9
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
３５
㎝
 
Ｐ
２ 
６５
㎝
 
Ｐ
３ 
６２
㎝
 
Ｐ
４ 
７５
㎝
 

Ｐ
５ 
３9
㎝
 
Ｐ
６ 
３５
㎝
 
Ｐ
７ 
１５
㎝
 
Ｐ
８ 
１9
㎝
 

Ｐ
9 
３１
㎝
 
Ｐ
１０
 １
８㎝
 
Ｐ
１１
 ６
㎝
 
Ｐ
１２
 １
２㎝
 

Ｐ
１３
 ２
０㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
６9
°－
Ｗ

長
径
０.
８６
ｍ
 短
径
０.
６３
ｍ

深
さ
８
㎝
。

東
 
３３
.０
㎝

西
 
測
定
値
な
し

南
 
３７
.０
㎝

北
 
２０
.０
㎝

深
さ
７
～
１８
㎝
。

西
側
は
５
号
方
形
周
溝
墓
北
側
周
溝
と
重
複
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

推
定
短
径
６.
４８
ｍ
。

６０
１７
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
４.
６８
ｍ

短
径
３.
５８
ｍ

Ｎ
－
２７
°－
Ｗ

無
し

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３８
.０
㎝

西
 
２４
.０
㎝

南
 
３６
.０
㎝

北
 
３５
.０
㎝

全
周
。

深
さ
５
～
１０
㎝
。

６１
１６
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
３.
６８
ｍ

短
径
３.
０２
ｍ

Ｎ
－
２３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１１
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２７
.０
㎝

西
 
５４
.０
㎝

南
 
４７
.０
㎝

北
 
５０
.０
㎝

全
周
。

深
さ
５
～
９
㎝
。

６２
３４
号

宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
５.
７０
ｍ

短
径
５.
３０
ｍ

Ｎ
－
１５
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
６５
.７
㎝
 
Ｐ
２ 
５０
.２
㎝
 
Ｐ
３ 
２３
.７
㎝
 
Ｐ
４ 
５１
㎝
炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
３
°－
Ｅ

長
径
１.
００
ｍ
 短
径
０.
５２
ｍ

深
さ
１２
㎝
。

東
 
１８
.５
㎝

西
 
２２
.７
㎝

南
 
１７
.０
㎝

北
 
１４
.２
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
５.
７～
１２
.３
㎝
。

７
号
方
形
周
溝
墓
南
側
周
溝
・
主
体
部
と
重
複
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

６３
３２
号

久
ヶ
原

住
居
跡

残
存
長
径
３.
２５
ｍ

残
存
短
径
１.
２２
ｍ

－
Ｐ
１ 
１７
㎝

無
し

西
 
３０
.０
㎝

無
し

７
号
方
形
周
溝
墓
東
側
周
溝
・
８
号
方
形
周
溝
墓
西
側
周
溝
と
重
複
し
、

６４
号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

６４
３３
号

鬼
高
５Ｃ

住
居
跡

残
存
長
径
４.
２０
ｍ

残
存
短
径
１.
9２
ｍ

Ｎ
－
３４
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
７０
㎝

カ
マ
ド
と
推
定

西
 
１７
.０
㎝

南
 
３２
.０
㎝

調
査
区
域
に
関
し
て
は
全
周
。

深
さ
１０
～
１２
㎝
。

８
号
方
形
周
溝
墓
西
側
周
溝
・
６３
号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

６５
３５
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
9５
ｍ

短
径
４.
9３
ｍ

Ｎ
－
２５
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
６9
㎝
 
Ｐ
２ 
５２
㎝
 
Ｐ
３ 
７０
㎝
 
Ｐ
４ 
３５
㎝
 

Ｐ
５ 
１１
㎝
 
Ｐ
６ 
４㎝
 
Ｐ
７ 
２０
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２５
.０
㎝

西
 
１７
.０
㎝

南
 
２２
.０
㎝

北
 
７.
０㎝

東
コ
ー
ナ
ー
か
ら
西
側
に
か
け

て
、
深
さ
６
～
１２
㎝
。

７
号
方
形
周
溝
墓
東
側
周
溝
・
８
号
方
形
周
溝
墓
西
側
周
溝
を
削
平
す
る
。

焼
土
は
４
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
１
～
６
㎝
を
測
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
３
は
主
柱
穴
。

６６
３１
号

不
明

土
坑

長
径
１.
５２
ｍ

短
径
０.
9７
ｍ

Ｎ
－
６9
°－
Ｅ

無
し

東
 
２８
.０
㎝

西
 
２８
.０
㎝

南
 
２６
.０
㎝

北
 
２７
.０
㎝

６７
３２
号

不
明

土
坑

長
径
１.
２６
ｍ

短
径
０.
７５
ｍ

Ｎ
－
４７
°－
Ｗ

無
し

東
 
７9
.０
㎝

西
 
８２
.５
㎝

南
・
北
 
測
定
値
無
し

１／
１０
０の
全
体
図
よ
り
復
元
。

６８
６9
Ａ・
Ｂ

号
宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
６.
9８
ｍ

短
径
６.
００
ｍ

Ｎ
－
３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
７１
㎝
 
Ｐ
２ 
７８
㎝
 
Ｐ
３ 
６３
㎝
 
Ｐ
４ 
５２
㎝
 

Ｐ
５ 
５１
㎝
 
Ｐ
６ 
６６
㎝
 
Ｐ
７ 
５７
㎝
 
Ｐ
８ 
７３
㎝
 

Ｐ
9 
２７
㎝
 
Ｐ
１０
 測
定
値
な
し
 
Ｐ
１１
 ３
9㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
１０
°－
Ｗ

長
径
０.
9０
ｍ
 短
径
０.
８６
ｍ

深
さ
１７
㎝
。

東
 
１５
.０
㎝

西
 
２.
０㎝

南
 
３.
０㎝

北
 
１３
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
１
～
１２
㎝
。

１７
号
改
葬
系
区
画
墓
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
・
Ｐ
２
・
Ｐ
４
～
Ｐ
８
は
主
柱
穴
。

６9
７０
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
２４
ｍ

短
径
４.
１３
ｍ

Ｎ
－
３２
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２３
㎝
 
Ｐ
２ 
４０
㎝
 
Ｐ
３ 
５６
㎝
 
Ｐ
４ 
５２
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３9
.０
㎝

西
 
２9
.０
㎝

南
 
２８
.０
㎝

北
 
２７
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
７
～
１３
㎝
。

２３
４号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
２
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
５
～
６
㎝
を
測
る
。
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

７０
２５
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
２４
ｍ

短
径
４.
１２
ｍ

Ｎ
－
２３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
9㎝
 
Ｐ
２ 
9㎝
 
Ｐ
３ 
9㎝
 
Ｐ
４ 
４㎝
 
Ｐ
５ 
9㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３２
.０
㎝

西
 
２9
.０
㎝

南
 
３３
.０
㎝

北
 
３６
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
４
～
９
㎝
。

７１
６６
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
７３
ｍ

短
径
４.
６２
ｍ

Ｎ
－
２9
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１６
㎝
 
Ｐ
２ 
３２
㎝
 
Ｐ
３ 
４７
㎝
 
Ｐ
４ 
３６
㎝
 

Ｐ
５ 
３０
㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
２４
.０
㎝

西
 
２６
.０
㎝

南
 
２３
.０
㎝

北
 
２２
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
５
～
１１
㎝
。

５
号
方
形
周
溝
墓
東
側
周
溝
を
削
平
し
、
２３
６号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
・
Ｐ
２
・
Ｐ
４
・
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

７２
２０
号

宮
ノ
台

住
居
跡

残
存
長
径
５.
６０
ｍ

短
径
５.
２２
ｍ

Ｎ
－
５８
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４５
㎝
 
Ｐ
２ 
４５
㎝
 
Ｐ
３ 
４２
㎝
 
Ｐ
４ 
２３
㎝
 

Ｐ
５ 
２７
㎝
 
Ｐ
６ 
２３
㎝
 
Ｐ
７ 
１２
㎝
 
Ｐ
８ 
１０
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２５
°－
Ｗ

残
長
径
０.
５０
ｍ
 短
径
０.
４３
ｍ

深
さ
２３
㎝
。

東
 
２５
.０
㎝

西
 
３２
.０
㎝

南
 
測
定
値
無
し

北
 
２８
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
７
～
１１
㎝
。

２３
５号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

推
定
長
径
５.
６０
ｍ
。

７３
２号

不
明

土
坑

長
径
１.
２２
ｍ

短
径
０.
７9
ｍ

Ｎ
－
５
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３７
.０
㎝

７４
１８
号

宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
５.
9０
ｍ

短
径
５.
４８
ｍ

Ｎ
－
１７
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
７３
㎝
 
Ｐ
２ 
７２
㎝
 
Ｐ
３ 
４２
㎝
 
Ｐ
４ 
７１
㎝
 

Ｐ
５ 
２４
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２０
°－
Ｅ

長
径
０.
9５
ｍ
 短
径
０.
４７
ｍ

深
さ
８
㎝
。

東
 
１６
.０
㎝

西
 
１７
.０
㎝

南
 
１８
.０
㎝

北
 
１５
.０
㎝

南
西
～
東
に
か
け
て
検
出
。

深
さ
７
～
１３
㎝
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

７５
１9
号

奈
良

住
居
跡

長
径
５.
００
ｍ

短
径
４.
9０
ｍ

Ｎ
－
２７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５４
㎝
 
Ｐ
２ 
５５
㎝
 
Ｐ
３ 
６７
㎝
 
Ｐ
４ 
６２
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３５
.５
㎝

西
 
３８
.０
㎝

南
 
３３
.０
㎝

北
 
３２
.５
㎝

削
平
以
外
ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
４.
２～
１３
.７
㎝
。

９
号
方
形
周
溝
墓
東
側
・
北
側
周
溝
を
削
平
し
、
２３
７号
溝
と
重
複
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

７６
２２
号

鬼
高
５Ｃ

住
居
跡

長
径
３.
８４
ｍ

短
径
３.
０５
ｍ

Ｎ
－
７０
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
３８
㎝
 
Ｐ
２ 
２３
㎝
 
Ｐ
３ 
５０
㎝
 
Ｐ
４ 
１１
㎝

カ
マ
ド
東
壁
。

東
 
１６
.０
㎝

西
 
測
定
値
無
し

南
 
２１
.０
㎝

北
 
４１
.０
㎝

深
さ
６
～
１１
㎝
。

７７
号
竪
穴
を
削
平
し
、
西
側
は
２３
６号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

貝
ブ
ロ
ッ
ク
１
ヶ
所
検
出
。

４５
×
３５
㎝
の
厚
さ
２４
㎝
を
測
る
。

推
定
短
径
３.
７８
ｍ
。

７７
２１
号

宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
６.
６０
ｍ

残
存
短
径
３.
４４
ｍ

Ｎ
－
３9
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２５
㎝
 
Ｐ
２ 
７３
㎝
 
Ｐ
３ 
３２
㎝
 
Ｐ
４ 
２２
㎝
 

Ｐ
５ 
７０
㎝
 
Ｐ
６ 
２８
㎝
 
Ｐ
７ 
５４
㎝
 
Ｐ
８ 
４１
㎝
 

Ｐ
9 
３０
㎝
 
Ｐ
１０
 ４
７㎝
 
Ｐ
１１
 ５
２㎝
 

Ｐ
１２
 １
１㎝
 
Ｐ
１３
 ２
２㎝
 
Ｐ
１４
 ５
３㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
６２
°－
Ｗ

残
長
径
０.
２０
ｍ
 
残
存
短
径

０.
５０
ｍ
 深
さ
測
定
値
無
し
。

東
 
３.
０㎝

西
 
測
定
値
無
し

南
 
２１
.０
㎝

北
 
１9
.０
㎝

深
さ
８
～
１８
㎝
。

西
側
は
７６
号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
る
。

推
定
短
径
５.
６０
ｍ
。
 

７８
無
し

不
明

土
坑

長
径
１.
０１
ｍ

短
径
０.
9３
ｍ

Ｎ
－
２０
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
３８
.５
㎝

７9
３７
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
５.
２６
ｍ

短
径
４.
７２
ｍ

Ｎ
－
２７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
７５
㎝
 
Ｐ
２ 
６０
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
７６
㎝
 
Ｐ
４ 
６５
㎝
 

Ｐ
５ 
３１
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３9
.０
㎝

西
 
３６
.０
㎝

南
 
４１
.０
㎝

北
 
２１
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
５
～
８.
５㎝
。

９
号
方
形
周
溝
墓
東
側
周
溝
を
削
平
し
２３
８号
溝
と
重
複
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
３
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
２
～
１５
.５
㎝
を
測
る
。

Ｐ
３
付
近
に
炭
化
物
散
乱
。

８０
３７
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
２.
８１
ｍ

短
径
１.
０３
ｍ

Ｎ
－
６７
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
７５
.０
㎝

２３
５号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

８１
３７
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
３.
３０
ｍ

短
径
０.
9１
ｍ

Ｎ
－
６０
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
２３
３号
溝
床
面

か
ら
３３
.５
㎝

２３
５号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

８２
７２
号

久
ヶ
原

住
居
跡

長
径
４.
１６
ｍ

短
径
４.
０２
ｍ

Ｎ
－
３１
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
７８
㎝
 
Ｐ
２ 
４０
㎝
 
Ｐ
３ 
４６
㎝
 
Ｐ
４ 
５５
㎝
 

Ｐ
５ 
１9
㎝
 
Ｐ
６ 
１１
㎝
 
Ｐ
７ 
７㎝
 
Ｐ
８ 
１８
㎝
 

Ｐ
9 
１9
.５
㎝
 
Ｐ
１０
 １
３.
５㎝
 
Ｐ
１１
 9
㎝
 

Ｐ
１２
 １
㎝
 
Ｐ
１３
 ７
.５
㎝
 
Ｐ
１４
 9
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２３
°－
Ｗ

長
径
０.
４７
ｍ
 短
径
０.
５０
ｍ

深
さ
３.
７㎝
。

東
 
１６
.５
㎝

西
 
１２
.０
㎝

南
 
１５
.０
㎝

北
 
9.
０㎝

無
し

８３
号
土
坑
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１５
 １
５㎝
 
Ｐ
１６
 １
１.
５㎝
 
Ｐ
１７
 ２
9㎝
 
Ｐ
１８
 ８
.9
㎝
 

Ｐ
１9
 ２
１.
２㎝
 
Ｐ
２０
 １
１８
㎝
 
Ｐ
２１
 ６
７㎝
 
Ｐ
２２
 ２
２.
５㎝
 

Ｐ
２３
 １
１㎝
 
Ｐ
２４
 9
㎝
 
Ｐ
２５
 １
０㎝



︲ 20 ︲

新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

８３
１
号

不
明

土
坑

長
径
０.
9４
ｍ

短
径
０.
６9
ｍ

Ｎ
－
６１
°－
Ｗ

無
し

東
 
３５
.５
㎝

西
 
３７
.５
㎝

南
 
３７
.５
㎝

北
 
３８
.０
㎝

８２
号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

８４
３６
号

宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
７.
６２
ｍ

短
径
６.
５８
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
３9
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
４８
㎝
 
Ｐ
３ 
６9
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
６２
㎝
 
Ｐ
５ 
３３
.５
㎝
 
Ｐ
６ 
３６
㎝
 
Ｐ
７ 
２３
㎝
 

Ｐ
８ 
４１
㎝
 
Ｐ
9 
４３
㎝
 
Ｐ
１０
 ３
9.
５㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
１２
°－
Ｅ

長
径
０.
５６
ｍ
 短
径
０.
３６
ｍ

深
さ
２
㎝
。

東
 
３9
.５
㎝

西
 
２６
.５
㎝

南
 
３５
.０
㎝

北
 
３７
.５
㎝

全
周
。

深
さ
６
～
１０
㎝
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

Ｐ
１１
 ２
８㎝
 
Ｐ
１２
 １
５.
５㎝
 
Ｐ
１３
 ３
9㎝
 
Ｐ
１４
 ２
５.
５㎝
 

Ｐ
１５
 ３
9㎝
 
Ｐ
１６
 ３
３㎝
 
Ｐ
１７
 ２
１㎝
 
Ｐ
１８
 １
２㎝
 
Ｐ
１9
 ６
㎝

８５
１１
０号

不
明

土
坑

長
径
１.
１４
ｍ

短
径
０.
８６
ｍ

Ｎ
－
３４
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２６
.５
㎝

８６
３３
号

不
明

土
坑

長
径
０.
８２
ｍ

短
径
０.
７9
ｍ

Ｎ
－
２４
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
２２
.０
㎝

８７
３４
号

不
明

土
坑

長
径
１.
２０
ｍ

短
径
１.
０３
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
２５
.５
㎝

８８
無
し

不
明

土
坑

長
径
１.
２４
ｍ

短
径
１.
２２
ｍ

Ｎ
－
２
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３２
.０
㎝

８9
３５
号

不
明

土
坑

長
径
２.
００
ｍ

短
径
１.
５５
ｍ

Ｎ
－
７８
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
４４
.５
㎝

南
側
に
１１
号
方
形
周
溝
墓
北
側
周
溝
を
削
平
す
る
。

9０
２9
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
６.
８６
ｍ

短
径
６.
６２
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２７
㎝
 
Ｐ
２ 
５３
㎝
 
Ｐ
３ 
６０
㎝
 
Ｐ
４ 
４７
.５
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２３
.５
㎝

西
 
１３
.５
㎝

南
 
１０
.５
㎝

北
 
１４
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
４
～
１１
㎝
。

１８
号
改
葬
系
区
画
墓
・
２３
６号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

刀
子
出
土
（
Ｐ
２
付
近
）。

9１
２８
号

鬼
高
５Ｃ

住
居
跡

長
径
４.
８４
ｍ

短
径
４.
６４
ｍ

Ｎ
－
８３
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
６１
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
４４
㎝
 
Ｐ
３ 
４9
㎝
 

Ｐ
４ 
４８
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
３１
.５
㎝

カ
マ
ド
東
壁
。

東
 
２０
.０
㎝

西
 
８.
５㎝

南
 
２４
.５
㎝

北
 
２０
.０
㎝

深
さ
２
～
9.
５㎝
。

東
側
は
9２
号
竪
穴
・
２３
４号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
３
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
５
～
８.
５㎝
を
測
る
。

9２
２７
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
４.
８８
ｍ

短
径
４.
７４
ｍ

Ｎ
－
９
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５７
㎝
 
Ｐ
２ 
４４
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
５４
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
４３
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
１０
㎝
 
Ｐ
６ 
２㎝
 
Ｐ
７ 
６㎝

Ｐ
８ 
３２
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３５
.０
㎝

西
 
１３
.３
㎝

南
 
３２
.５
㎝

北
 
３０
.５
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
３.
５～
１３
㎝
。

西
側
は
9１
号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

粘
土
は
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
８.
５㎝
を
測
る
。

9３
２６
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
７６
ｍ

短
径
４.
７０
ｍ

Ｎ
－
２２
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５５
㎝
 
Ｐ
２ 
５６
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
６１
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
６２
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
４㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
４２
.０
㎝

西
 
２１
.０
㎝

南
 
４０
.５
㎝

北
 
３８
.０
㎝

深
さ
５
～
１０
㎝
。

１０
号
方
形
周
溝
墓
西
側
周
溝
を
削
平
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

9４
３１
号

和
泉

住
居
跡

長
径
４.
9４
ｍ

短
径
４.
9０
ｍ

Ｎ
－
７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
６４
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
６9
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
６２
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
７２
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
４０
.５
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２６
.０
㎝

西
 
２１
.５
㎝

南
 
２５
.０
㎝

北
 
２６
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
４.
５～
１０
㎝
。

１０
号
方
形
周
溝
墓
南
側
周
溝
を
削
平
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

カ
マ
ド
の
詳
細
図
無
し
。

9５
３０
号

宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
６.
８４
ｍ

短
径
６.
３０
ｍ

Ｎ
－
１３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２４
㎝
 
Ｐ
２ 
５８
.７
㎝
 
Ｐ
３ 
４５
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
６５
㎝
 
Ｐ
５ 
６６
㎝
 
Ｐ
６ 
５０
㎝
 
Ｐ
７ 
４１
.５
㎝
 

Ｐ
８ 
３9
㎝
 
Ｐ
9 
６６
.５
㎝
 
Ｐ
１０
 １
１㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２０
°－
Ｅ

長
径
０.
８０
ｍ
 短
径
０.
５８
ｍ

深
さ
１８
㎝
。

東
 
２６
.５
㎝

西
 
１０
.５
㎝

南
 
２５
.８
㎝

北
 
１５
.２
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
３.
２～
１２
.８
㎝
。

１８
号
改
葬
系
区
画
墓
・
２３
４号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

炭
化
物
２
ヵ
所
に
検
出
。

Ｐ
１１
 ６
８.
１㎝
 
Ｐ
１２
 １
9.
５㎝
 
Ｐ
１３
 ４
５㎝
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

9６
４２
号

宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
６.
３０
ｍ

短
径
５.
７４
ｍ

Ｎ
－
３４
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
７８
㎝
 
Ｐ
２ 
６６
㎝
 
Ｐ
３ 
６４
㎝
 
Ｐ
４ 
６１
.５
㎝
 

Ｐ
５ 
３５
㎝
 
Ｐ
６ 
１３
㎝
 
Ｐ
７ 
２３
㎝
 
Ｐ
８ 
５１
㎝
 

無
し

東
 
１８
.０
㎝

西
 
１８
.５
㎝

南
 
２４
.５
㎝

北
 
４.
０㎝

無
し

２３
８号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

Ｐ
９
～
Ｐ
３６
は
深
さ
４
～
１７
㎝
。

9７
３８
号

宮
ノ
台

住
居
跡

長
径
７.
9４
ｍ

短
径
７.
２４
ｍ

Ｎ
－
２５
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５１
㎝
 
Ｐ
２ 
７４
㎝
 
Ｐ
３ 
１６
㎝
 
Ｐ
４ 
４０
㎝
 

Ｐ
５ 
６9
㎝
 
Ｐ
６ 
５１
㎝
 
Ｐ
７ 
６５
㎝
 
Ｐ
８ 
７㎝
 

Ｐ
9 
１３
㎝
 
Ｐ
１０
 ６
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
１５
°－
Ｗ

長
径
１.
００
ｍ
 短
径
０.
５６
ｍ

深
さ
５
㎝
。

東
 
４9
.０
㎝

西
 
３６
.０
㎝

南
 
４６
.０
㎝

北
 
３４
.０
㎝

全
周
。

深
さ
８
～
１9
㎝
。

Ｐ
１
・
Ｐ
２
・
Ｐ
４
・
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
２
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
１０
㎝
を
測
る
。

Ｐ
１１
 ２
２㎝
 
Ｐ
１２
 ４
７㎝
 
Ｐ
１３
 １
１㎝
 
Ｐ
１４
 １
６㎝
 
Ｐ
１５
 ３
㎝
 

Ｐ
１６
 ７
㎝
 
Ｐ
１７
 ５
㎝
 
Ｐ
１８
 ２
８㎝

9８
７１
号

奈
良

住
居
跡

長
径（
４.
８６
）ｍ

短
径（
４.
７６
）ｍ

Ｎ
－
１８
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４9
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
４６
㎝
 
Ｐ
３ 
４４
.０
㎝
 
Ｐ
４ 
４５
.８
㎝
カ
マ
ド
残
骸
あ
り

東
 
１.
８㎝

南
 
１.
５㎝

北
 
０.
５㎝

東
側
の
み
残
存
。

深
さ
１
～
８.
３㎝
。

２３
８号
を
削
平
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

99
４３
号

和
泉

住
居
跡

長
径
５.
５０
ｍ

短
径
５.
３６
ｍ

Ｎ
－
６１
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
５４
㎝
 
Ｐ
２ 
４８
㎝
 
Ｐ
３ 
５9
㎝
 
Ｐ
４ 
４５
.５
㎝
 

Ｐ
５ 
２9
㎝
 
Ｐ
６ 
４８
㎝
 
Ｐ
７ 
１３
.５
㎝
 
Ｐ
８ 
１４
.５
㎝

カ
マ
ド
北
東
壁
。

東
 
２9
.０
㎝

西
 
１３
.５
㎝

南
 
２０
.０
㎝

北
 
２２
.５
㎝

南
西
を
除
き
全
周
。

深
さ
８.
５～
１３
㎝
。

２３
４号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。
Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
３
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
７.
５～
１０
㎝
を
測
る
。

炭
化
物
２
ヶ
所
に
検
出
。

１０
０

４４
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
６.
３２
ｍ

短
径
５.
２６
ｍ

Ｎ
－
１７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５０
㎝
 
Ｐ
２ 
４７
㎝
 
Ｐ
３ 
４７
㎝
 
Ｐ
４ 
４７
.５
㎝
 

Ｐ
５ 
５５
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２８
.５
㎝

西
 
測
定
値
無
し

南
 
２０
.５
㎝

北
 
２9
.０
㎝

無
し

２３
４・
２４
６号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

平
面
図
が
な
い
為
全
体
図
よ
り
測
定
値
を
出
す
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

１０
１

４１
号

和
泉

住
居
跡

長
径
４.
１６
ｍ

短
径
３.
9８
ｍ

Ｎ
－
７１
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
６２
㎝
 
Ｐ
２ 
４７
㎝
 
Ｐ
３ 
２０
㎝
 
Ｐ
４ 
６１
㎝
 

Ｐ
５ 
４０
㎝
 
Ｐ
６ 
２８
㎝

カ
マ
ド
東
壁
。

東
 
４５
.０
㎝

西
 
３８
.０
㎝

南
 
４０
.０
㎝

北
 
３８
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
３.
５～
１１
㎝
。

１３
号
方
形
周
溝
墓
西
側
周
溝
を
削
平
し
、
２３
9号
溝
と
重
複
す
る
。

焼
土
は
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
６.
５㎝
を
測
る
。

粘
土
は
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
８
㎝
を
測
る
。

炭
化
物
６
ヶ
所
に
検
出
。

Ｐ
１
・
Ｐ
２
・
Ｐ
４
・
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

Ｐ
６
貯
蔵
穴
。

１０
２

４０
号

奈
良

住
居
跡

長
径
５.
３５
ｍ

短
径
５.
２２
ｍ

Ｎ
－
３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５１
㎝
 
Ｐ
２ 
５２
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
４６
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
４３
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
１３
.５
㎝
 
Ｐ
６ 
１７
.５
㎝
 

Ｐ
７ 
１２
.５
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３０
.０
㎝

西
 
３０
.０
㎝

南
 
３１
.０
㎝

北
 
２２
.０
㎝

ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
０.
５～
１０
㎝
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

貝
ブ
ロ
ッ
ク
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
深
さ
２０
㎝
を
測
る
。

１０
３

３9
号

奈
良

住
居
跡

長
径
５.
７５
ｍ

短
径
５.
４４
ｍ

Ｎ
－
１３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
６０
㎝
 
Ｐ
２ 
６２
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
３８
㎝
 
Ｐ
４ 
５１
㎝
 

Ｐ
５ 
４８
.５
㎝
 
Ｐ
６ 
６４
㎝
 
Ｐ
７ 
２４
.８
㎝
 

Ｐ
８ 
２１
.５
㎝
 
Ｐ
9 
４６
㎝
 
Ｐ
１０
 ３
６.
５㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３２
.０
㎝

西
 
２9
.０
㎝

南
 
２9
.５
㎝

北
 
２７
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
１２
.２
～
１５
.５
㎝
。

１３
号
方
形
周
溝
墓
東
側
周
溝
を
削
平
し
、
１9
号
改
葬
系
区
画
墓
と
重
複
し

２３
６号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
３
・
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

１０
４

１３
号

鬼
高
Ｃ

横
溝

木
棺
墓

長
径
２.
４０
ｍ

短
径
０.
9７
ｍ

Ｎ
－
４１
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
４０
.9
㎝

全
体
の
規
模
は
長
径
２.
４３
ｍ
短
径
２.
０６
ｍ
、
テ
ラ
ス
部
は
長
径
２.
０６
ｍ
短

径
０.
４６
ｍ
、
深
さ
６１
.４
㎝
。

溝
Ａ
６.
５㎝
溝
Ｂ
３.
０㎝
溝
C４
.７
㎝
。

１０
５

３８
号

不
明

土
坑

長
径
１.
３０
ｍ

短
径
０.
８３
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
３４
.５
㎝

１０
６

６３
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
２.
７６
ｍ

短
径
２.
７２
ｍ

Ｎ
－
７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２２
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
４9
.０
㎝

西
 
４５
.５
㎝

南
 
５０
.０
㎝

北
 
４８
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
８
～
１０
㎝
。

２４
１号
溝
と
重
複
す
る
。

１０
７

５３
号

弥
生

住
居
跡

残
存
長
径
２.
００
ｍ

残
存
短
径
０.
８６
ｍ

不
明

Ｐ
１ 
４１
㎝
 
Ｐ
２ 
５.
9㎝
 
Ｐ
３ 
１６
.６
㎝

カ
マ
ド
？

火
床
長
軸
Ｎ
－
７３
°－
Ｗ

長
径
０.
６２
ｍ
 短
径
０.
３０
ｍ

深
さ
１.
６㎝
。

西
 
１１
.８
㎝

東
・
南
・
北
 
測
定
値

無
し

無
し

２３
４号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

焼
土
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
１.
６㎝
を
測
る
。

主
軸
方
位
は
北
壁
よ
り
。
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

１０
８

４６
号

奈
良

住
居
跡

長
径
５.
６２
ｍ

短
径
５.
５８
ｍ

Ｎ
－
３５
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４３
.７
㎝
 
Ｐ
２ 
５４
.２
㎝
 
Ｐ
３ 
５３
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
５７
.２
㎝
 
Ｐ
５ 
６9
㎝
 
Ｐ
６ 
５５
.５
㎝
 

Ｐ
７ 
４１
㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
２５
.５
㎝

西
 
１７
.７
㎝

南
 
２４
.３
㎝

北
 
２２
.８
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
２.
８～
9.
５㎝
。

２４
６号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
・
Ｐ
３
～
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

１０
9

４７
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
３０
ｍ

短
径
４.
１８
ｍ

Ｎ
－
２２
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
３６
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
３８
㎝
 
Ｐ
３ 
１６
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
３9
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
２５
.８
㎝
 
Ｐ
６ 
４７
㎝
 

Ｐ
７ 
２１
.５
㎝
 
Ｐ
８ 
６６
.５
㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
１9
.０
㎝

西
 
１9
.５
㎝

南
 
１８
.０
㎝

北
 
測
定
値
無
し

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
４
～
８.
８㎝
。

２４
４号
溝
を
削
平
し
、
２３
４号
に
削
平
さ
れ
る
。

新
旧
逆
調
査
の
為
カ
マ
ド
付
近
の
壁
不
明
。

Ｐ
１
・
Ｐ
３
・
Ｐ
４
・
Ｐ
６
は
主
柱
穴
。

１１
０

４０
号

不
明

土
坑

長
径
２.
１０
ｍ

短
径
０.
８５
ｍ

Ｎ
－
６３
°－
Ｅ

無
し

東
 
２５
.０
㎝

西
 
２9
.０
㎝

南
 
２9
.５
㎝

北
 
２9
.０
㎝

１１
１
４9
Ａ
号
鬼
高
５Ｃ

住
居
跡

長
径
７.
４８
ｍ

短
径
７.
４６
ｍ

Ｎ
－
９
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
６１
.６
㎝
 
Ｐ
２ 
５８
㎝
 
Ｐ
３ 
６０
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
４１
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
４４
㎝
 
Ｐ
６ 
２６
㎝
 
Ｐ
７ 
１３
㎝
 

Ｐ
８ 
１５
.５
㎝

カ
マ
ド

火
床
長
軸
Ｎ
－
３
°－
Ｅ

長
径
０.
５２
ｍ
 短
径
０.
４9
ｍ

深
さ
３.
８㎝
。

東
 
３9
.５
㎝

西
 
４０
.５
㎝

南
 
４０
.０
㎝

北
 
４４
.０
㎝

南
西
コ
ー
ナ
ー
か
ら
時
計
回
り

に
東
中
央
部
ま
で
存
在
。

深
さ
２.
５～
１０
㎝
。

１１
４・
１１
５号
竪
穴
を
削
平
し
１１
２号
土
坑
・
１１
３号
竪
穴
、
２３
４・
２４
０号
溝

に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

焼
土
は
３
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
9.
２～
１０
.２
㎝
を
測
る
。

粘
土
は
２
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
７.
７㎝
を
測
る
。

１１
２
１１
１号

不
明

土
坑

長
径
１.
２７
ｍ

短
径
０.
８３
ｍ

Ｎ
－
７５
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
４６
.７
㎝

１１
１号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

深
さ
は
１１
１号
竪
穴
の
床
面
よ
り
。

１１
３

５０
号

奈
良

住
居
跡

長
径
５.
０４
ｍ

短
径
４.
７８
ｍ

Ｎ
－
２５
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２６
.３
㎝
 
Ｐ
２ 
４６
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
６０
㎝
 

Ｐ
４ 
４４
.７
㎝
 
Ｐ
５ 
４.
５㎝
 
Ｐ
６ 
５.
５㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
３７
.５
㎝

西
 
５.
７㎝

南
 
３9
.０
㎝

北
 
３３
.７
㎝

削
平
以
外
ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
３.
５～
１８
㎝
。

１１
１号
竪
穴
を
削
平
し
、
２３
４号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

焼
土
１０
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
４.
２～
１７
.５
㎝
を
測
る
。

炭
化
物
６
ヶ
所
に
検
出
。

１１
４

４８
号

久
ヶ
原

住
居
跡

残
存
長
径
３.
７０
ｍ

残
存
短
径
２.
２０
ｍ

Ｎ
－
１9
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５５
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２４
°－
W

残
存
長
径
０.
４８
ｍ

残
存
短
径
０.
３０
ｍ

西
 
３３
.０
㎝

南
 
３３
.５
㎝

北
 
３１
.５
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
５.
５～
１２
.５
㎝
。

東
側
は
１１
１・
１１
５号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
る
。

焼
土
は
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
９
㎝
を
測
る
。

カ
マ
ド
が
壊
さ
れ
て
い
る
。

１１
５
４9
Ｂ
号
五
領

住
居
跡

残
存
長
径
４.
４４
ｍ

残
存
短
径
０.
４８
ｍ

－
無
し

無
し

北
 
３７
.０
㎝

無
し

１１
４号
竪
穴
を
削
平
し
１１
１号
竪
穴
及
び
２４
０号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

１１
６

１４
号

縄
文

フ
ラ
ス
コ

状
ピ
ッ
ト

本
体
長
径
１.
５２
ｍ

短
径
１.
３８
ｍ

Ｎ
－
１８
°－
Ｅ

南
 
１１
２.
５㎝

北
 
１０
9.
０㎝

東
・
西
 
測
定
値
無
し

開
口
部
の
長
径
１.
２４
ｍ
。
フ
ラ
ス
コ
状
ピ
ッ
ト
。
１４
号
方
形
周
溝
墓
北
側

周
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

１１
７

５５
号

和
泉

住
居
跡

長
径
３.
７７
ｍ

短
径
３.
５５
ｍ

Ｎ
－
８３
°－
Ｅ

無
し

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
１２
４°
－
Ｅ

長
径
０.
７０
ｍ
 短
径
０.
４７
ｍ

深
さ
０.
５㎝
。

東
 
３２
.５
㎝

西
 
４４
.５
㎝

南
 
４４
.５
㎝

北
 
４５
.０
㎝

削
平
以
外
ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
３.
０～
５.
５㎝
。

２３
４号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

焼
土
１
ヵ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
７.
５㎝
を
測
る
。

粘
土
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
１３
㎝
を
測
る
。

１１
８

５１
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
１５
ｍ

短
径
４.
１４
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４２
㎝
 
Ｐ
２ 
３５
.８
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２４
.５
㎝

西
 
１８
.６
㎝

南
 
２２
.７
㎝

北
 
２４
.５
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
５.
７～
１０
.２
㎝
。

北
西
コ
ー
ナ
ー
は
１１
9号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

１１
9
５２
Ｂ
号
五
領

住
居
跡

長
径
４.
３４
ｍ

短
径
３.
７０
ｍ

Ｎ
－
５４
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２２
.9
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
３４
°－
Ｗ

長
径
０.
４８
ｍ
 短
径
０.
３４
ｍ

深
さ
５.
１㎝
。

西
 
３３
.８
㎝

南
 
３１
.５
㎝

北
 
１３
.８
㎝

無
し

１１
８号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
、
１２
０号
を
削
平
す
る
。
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

１２
０
５２
Ａ
号
五
領

住
居
跡

残
存
長
径
３.
４８
ｍ

残
存
短
径
１.
３７
ｍ

－
Ｐ
１ 
１４
.9
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
８０
°－
Ｗ

長
径
０.
４６
ｍ
 短
径
０.
３２
ｍ

深
さ
５.
６㎝
。

東
４１
.０
㎝

北
１３
.８
㎝

無
し

１１
9号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
る
。

１２
１

５号
４
久
ヶ
原

住
居
跡

長
径
５.
１２
ｍ

短
径
４.
７４
ｍ

Ｎ
－
３５
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４７
㎝
 
Ｐ
２ 
４５
㎝
 
Ｐ
３ 
３８
㎝
 
Ｐ
４ 
３３
㎝
 

Ｐ
５ 
４１
㎝
 
Ｐ
６ 
２１
.５
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
１４
°－
Ｗ

長
径
０.
７６
ｍ
 短
径
０.
５６
ｍ

深
さ
６
㎝
。

東
 
４０
.５
㎝

西
 
４２
.５
㎝

南
 
４４
.５
㎝

北
 
４７
.０
㎝

無
し

２４
２号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
３
・
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

焼
土
２
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
9.
５～
１０
㎝
を
測
る
。

炭
化
物
１
ケ
所
に
検
出
。

１２
２

６０
号

和
泉

住
居
跡

長
径
４.
１８
ｍ

短
径
３.
８２
ｍ

Ｎ
－
２８
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１9
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
１６
㎝
 
Ｐ
３ 
１７
.２
㎝
 

Ｐ
４ 
１８
.２
㎝
 
Ｐ
５ 
２６
.８
㎝
 
Ｐ
６ 
４８
.５
㎝
 

Ｐ
７ 
４２
.５
㎝
 
Ｐ
８ 
１４
.３
㎝
 
Ｐ
9 
２５
.８
㎝
 

Ｐ
１０
 １
８.
７㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２２
.０
㎝

西
 
１４
.３
㎝

南
 
１５
.０
㎝

北
 
２１
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
２.
４～
５.
５㎝
。

１４
号
方
形
周
溝
墓
西
側
周
溝
を
削
平
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

１２
３

６１
号

五
領

住
居
跡

長
径
３.
9０
ｍ

短
径
３.
７０
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１５
㎝
 
Ｐ
２ 
３７
㎝
 
Ｐ
３ 
１２
㎝
 
Ｐ
４ 
４０
.５
㎝

炉 火
床
長
軸
Ｎ
－
２４
°－
Ｗ

長
径
０.
６２
ｍ
 短
径
０.
４４
ｍ

深
さ
０
㎝
。

東
 
１２
.０
㎝

西
 
１１
.０
㎝

南
 
１３
.０
㎝

北
 
１４
.０
㎝

全
周
。

深
さ
２
～
７
㎝
。

焼
土
は
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
１２
㎝
を
測
る
。

１２
４

４３
号

不
明

土
坑

長
径
１.
４７
ｍ

短
径
１.
２9
ｍ

Ｎ
－
６２
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
６２
.５
㎝

１２
５

５６
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
８６
ｍ

短
径
４.
８４
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
６２
㎝
 
Ｐ
２ 
６２
㎝
 
Ｐ
３ 
６５
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
５５
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
２５
㎝
 
Ｐ
６ 
２５
㎝
 
Ｐ
７ 
４３
㎝
 

Ｐ
８ 
１７
㎝
 
Ｐ
9 
３５
㎝
 
Ｐ
１０
 ２
６㎝
 
Ｐ
１１
 ２
２㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２７
.５
㎝

西
 
２５
.０
㎝

南
 
２６
.０
㎝

北
 
２６
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
３.
５～
１３
㎝
。

１４
号
方
形
周
溝
墓
北
側
周
溝
を
削
平
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

粘
土
１
ヶ
所
に
検
出
さ
れ
、
厚
さ
１０
.５
㎝
を
測
る
。

１２
６

５７
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
５.
０８
ｍ

短
径
４.
9０
ｍ

Ｎ
－
１２
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２３
.８
㎝
 
Ｐ
２ 
１１
.８
㎝
 
Ｐ
３ 
４２
.７
㎝
 

Ｐ
４ 
４６
.４
㎝
 
Ｐ
５ 
２9
.５
㎝
 
Ｐ
６ 
５６
.５
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
２７
.０
㎝

西
 
２０
.７
㎝

南
 
２４
.７
㎝

北
 
２４
.８
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
３
～
６.
７㎝
。

１４
号
方
形
周
溝
墓
東
・
南
側
周
溝
、
１２
７号
竪
穴
と
重
複
す
る
。

Ｐ
２
～
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

１２
７
５８
Ａ
号
古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
３.
８０
ｍ

短
径
３.
５４
ｍ

Ｎ
－
７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２５
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
２７
㎝
 
Ｐ
３ 
１３
.２
㎝
 

Ｐ
４ 
４9
.１
㎝
 
Ｐ
５ 
１０
８.
５㎝
 
Ｐ
６ 
２０
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
１２
.５
㎝

西
 
１３
.０
㎝

南
 
８.
３㎝

北
 
１０
.５
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
８.
７～
１２
.２
㎝
。

１２
６号
竪
穴
と
重
複
す
る
。

Ｐ
１
・
Ｐ
２
・
Ｐ
４
・
Ｐ
５
は
主
柱
穴
。

１２
８
５８
Ｂ
号
不
明

住
居
跡

長
径（
３.
７０
）ｍ

残
存
短
径
０.
８０
ｍ

－
無
し

無
し

測
定
値
無
し

測
定
値
無
し

１２
７号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
る
。

１２
9

５9
号

奈
良

住
居
跡

長
径
５.
０５
ｍ

短
径
４.
６０
ｍ

Ｎ
－
４７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４５
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
６３
㎝
 
Ｐ
３ 
７５
.５
㎝
 

Ｐ
４ 
６１
㎝
 
Ｐ
５ 
２６
㎝
 
Ｐ
６ 
２１
㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
３３
.０
㎝

西
 
２６
.０
㎝

南
 
３１
.５
㎝

北
 
２８
.０
㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
５
～
１４
㎝
。

１４
号
方
形
周
溝
墓
南
側
周
溝
を
削
平
す
る
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

１３
０

４２
号

不
明

土
坑

長
径
２.
４０
ｍ

短
径
１.
７２
ｍ

Ｎ
－
２０
°－
Ｅ

無
し

東
 
７５
.８
㎝

西
 
５８
.２
㎝

南
 
６８
.６
㎝

北
 
７６
.４
㎝

１３
１

７４
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径（
３.
６０
）ｍ

短
径
３.
５０
ｍ

Ｎ
－
３８
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１７
㎝
 
Ｐ
２ 
５9
.８
㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
１１
.２
㎝

西
 
５.
７㎝

南
 
４.
２㎝

北
 
７.
０㎝

削
平
以
外
ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
０.
８～
9.
７㎝
。

１３
２号
地
下
式
土
壙
に
削
平
さ
れ
る
。

１３
２

２
号

不
明

地
下
式

土
壙

玄
室
長
径
２.
５４
ｍ

短
径
１.
５５
ｍ

Ｎ
－
３４
°－
Ｅ

深
さ
 
１１
６.
６㎝

開
口
部
の
長
径
１.
８５
ｍ
短
径
１.
５２
ｍ
。

１３
１号
竪
穴
を
削
平
す
る
。
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新
遺
構
№
旧
遺
構
№

時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

１３
３
１１
9号

不
明

土
坑

長
径
０.
9２
ｍ

短
径
０.
７０
ｍ

Ｎ
－
５４
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
５２
.６
㎝

西
側
を
１３
１号
竪
穴
と
重
複
す
る
。

１３
４

４５
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
３.
9０
ｍ

残
存
短
径
１.
８０
ｍ

Ｎ
－
１１
１°
－
Ｅ
Ｐ
１ 
４9
.２
㎝
 
Ｐ
２ 
５６
.9
㎝
 
Ｐ
３ 
７.
５㎝
 

Ｐ
４ 
２３
㎝
 
Ｐ
５ 
9.
１㎝
 
Ｐ
６ 
７.
9㎝

カ
マ
ド
東
壁
。

東
 
１８
.０
㎝

北
 
１１
.０
㎝

無
し

１３
9号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

１３
５
８9
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
６３
ｍ

短
径
０.
８０
ｍ

Ｎ
－
２２
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２６
.５
㎝

西
側
を
１３
６号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１３
６
８9
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
２.
４０
ｍ

短
径
１.
３０
ｍ

Ｎ
－
５８
°－
Ｗ

無
し

東
 
１３
.６
㎝

西
 
１３
.２
㎝

北
 
１０
.５
㎝

南
 
測
定
値
無
し

東
側
を
１３
５号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１３
７
9３
Ｂ
号
不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
０８
ｍ

短
径
０.
６１
ｍ

Ｎ
－
２５
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２３
.６
㎝

北
側
を
１３
８号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１３
８
9３
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
２６
ｍ

短
径
０.
７２
ｍ

Ｎ
－
２５
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
１８
.８
㎝

深
さ
 
５9
.０
㎝

南
側
を
１３
７号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１３
9

無
し

不
明

溝
長
さ
１６
.０
０ｍ

幅
０.
６６
～
０.
9４
ｍ

Ｎ
－
３８
°－
Ｅ

深
さ
 
１３
.１
～
３３
.０
㎝

１３
４号
竪
穴
・
２４
４号
溝
を
削
平
し
、
１４
１～
１４
５号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１４
０

9６
号

不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
３８
ｍ

短
径
１.
３０
ｍ

Ｎ
－
２３
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
５２
.６
㎝

東
側
を
２４
７号
溝
と
重
複
す
る
。

１４
１

9５
号

不
明

土
坑

長
径
１.
２２
ｍ

短
径（
１.
１０
）ｍ

Ｎ
－
６５
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
２６
.４
㎝

１３
9号
溝
と
重
複
す
る
。

１４
２
１２
１号

不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
０２
ｍ

残
存
短
径
０.
５４
ｍ

Ｎ
－
２８
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３３
.０
㎝

１３
9号
溝
、
１４
３・
１４
４号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１４
３
１２
０号

不
明

土
坑

長
径
０.
9０
ｍ

短
径（
０.
８０
）ｍ

Ｎ
－
２
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
１9
.６
㎝

１４
２号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１４
４
８４
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
３０
ｍ

短
径
０.
８５
ｍ

Ｎ
－
８５
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
７１
.８
㎝

西
～
南
側
を
１３
9号
溝
・
１４
２号
土
坑
、
南
側
を
２４
４号
溝
と
重
複
す
る
。

１４
５
８４
Ｂ
号
不
明

土
坑

残
存
長
径
０.
６５
ｍ

残
存
短
径
０.
６３
ｍ

Ｎ
－
５２
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
１３
.６
㎝

北
～
西
側
を
１３
9・
２４
４号
溝
と
重
複
す
る
。

残
存
す
る
長
軸
方
位
で
測
定
。
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新
遺
構
№
旧
遺
構
№

時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

１４
６

１０
号

不
明

地
下
式

土
壙

本
体
長
径（
１.
８８
）ｍ

短
径
１.
１７
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｅ

（
開
口
部
）

深
さ
 
測
定
値
無
し

開
口
部
の
長
径
１.
３３
ｍ
短
径
１.
２０
ｍ
。

南
側
を
１４
７号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１／
２０
０の
全
体
図
よ
り
復
元
。

１４
７
１０
８号

不
明

土
坑

長
径
１.
８８
ｍ

短
径
１.
７０
ｍ

Ｎ
－
７１
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
１.
０５
ｍ

１４
６・
１４
８号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１４
８
１０
７号

不
明

土
坑

長
径
１.
６８
ｍ

残
存
短
径
１.
１５
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｅ

無
し

東
・
西
 
測
定
値
無
し

南
 
２５
.５
㎝

北
 
３３
.２
㎝

西
側
を
１４
７号
土
坑
、
東
側
を
１５
１・
１５
２号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１４
9

１０
０号

不
明

土
坑

長
径
１.
８２
ｍ

短
径
１.
３２
ｍ

Ｎ
－
６２
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
１８
.５
㎝

１５
０
８０
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
２２
ｍ

短
径
１.
１６
ｍ

Ｎ
－
２６
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２３
.２
㎝

１５
１・
１５
２号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１５
１
８０
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
３.
３０
ｍ

短
径
２.
５５
ｍ

Ｎ
－
５9
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
４６
.４
㎝

１５
０・
１５
２号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１５
２
８０
Ｃ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
０６
ｍ

短
径
０.
４８
ｍ

Ｎ
－
６５
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
１9
.５
㎝

１４
８・
１５
０・
１５
１号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１５
３

７9
号

不
明

土
坑

長
径
２.
８８
ｍ

短
径
１.
８６
ｍ

Ｎ
－
７８
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
５０
.３
㎝

１５
４
８５
Ｆ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
9６
ｍ

短
径
１.
７８
ｍ

Ｎ
－
２５
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
１４
.８
㎝
 
Ｐ
２ 
３9
.３
㎝
 
Ｐ
３ 
２.
６㎝

深
さ
 
４３
.２
㎝

１５
７号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１５
５
８５
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
１７
ｍ

短
径
１.
００
ｍ

Ｎ
－
２４
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
３５
㎝
 
Ｐ
２ 
３２
㎝
 
Ｐ
３ 
１７
.７
㎝

深
さ
 
１７
.７
㎝

東
側
を
１５
７号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１５
６
８５
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
５０
ｍ

短
径
１.
１６
ｍ

Ｎ
－
３６
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２８
.０
㎝

北
側
を
１５
７号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１５
７
８５
Ｃ
号
不
明

土
坑

長
径（
２.
２５
）ｍ

残
存
短
径
１.
６４
ｍ

Ｎ
－
２６
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
４１
.０
㎝

西
～
南
側
を
１５
４・
１５
５・
１５
６号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１５
８
８５
Ｄ
号
不
明

土
坑

長
径
０.
9５
ｍ

短
径
０.
８８
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２７
.６
㎝



︲ 2� ︲

新
遺
構
№
旧
遺
構
№

時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

１５
9
８５
Ｅ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
４３
ｍ

短
径
１.
２７
ｍ

Ｎ
－
３１
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
１７
.４
㎝

東
 
３１
.０
㎝

西
 
２８
.３
㎝

南
 
２０
.３
㎝

北
 
２６
.４
㎝

１６
０

８７
号

不
明

土
坑

長
径
１.
４７
ｍ

短
径
１.
４２
ｍ

Ｎ
－
４４
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３７
.８
㎝

１６
１
１１
７号

不
明

土
坑

長
径
１.
１５
ｍ

短
径
０.
9３
ｍ

Ｎ
－
５４
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
３８
.５
㎝

１６
２
１１
６号

不
明

土
坑

長
径
１.
４３
ｍ

短
径
１.
０６
ｍ

Ｎ
－
５４
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
１６
㎝
 
Ｐ
２ 
１７
.２
㎝
 
Ｐ
３ 
１０
.８
㎝

深
さ
 
１２
.７
㎝

１６
３

７７
号

不
明

土
坑

長
径
１.
５２
ｍ

短
径
１.
４８
ｍ

Ｎ
－
５０
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
４9
.４
㎝

北
側
を
２４
５号
溝
、
西
～
南
側
を
２４
７号
溝
と
重
複
す
る
。

１６
４
７６
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径（
１.
５０
）ｍ

残
存
短
径
１.
４０
ｍ

Ｎ
－
６０
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
６３
.9
㎝

南
側
を
１６
５号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１６
５
７６
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
８４
ｍ

残
存
短
径
１.
８３
ｍ

Ｎ
－
６１
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
５５
.２
㎝

北
側
を
１６
４号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１６
６

７８
号

不
明

土
坑

長
径
１.
9４
ｍ

短
径
１.
２０
ｍ

Ｎ
－
６３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２５
.１
㎝
 
Ｐ
２ 
３１
㎝

深
さ
 
２１
.４
㎝

１６
７

７５
号

不
明

土
坑

長
径
２.
２７
ｍ

短
径
１.
４０
ｍ

Ｎ
－
３７
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
６７
.０
㎝

１６
８

７４
号

不
明

土
坑

長
径
１.
３８
ｍ

短
径
１.
２０
ｍ

Ｎ
－
１
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２６
.６
㎝

１６
9
９
・
１０
9

号
不
明

地
下
式

土
壙

玄
室
長
径
１.
６１
ｍ

短
径
１.
５０
ｍ

Ｎ
－
４７
°－
Ｗ

（
本
体
）

無
し

東
 
9４
.１
㎝

西
 
８３
.５
㎝

南
 
６１
.9
㎝

北
 
７２
.８
㎝

前
庭
部
の
長
径
１.
８０
ｍ
短
径
０.
５６
ｍ
。

玄
室
の
深
さ
は
前
庭
部
よ
り
３６
.５
㎝
下
が
る
。

天
井
部
の
残
存
し
て
い
る
所
か
ら
深
さ
１.
４０
ｍ
。

２４
８号
溝
と
重
複
す
る
。

１７
０
４４
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
２.
１５
ｍ

短
径
１.
２２
ｍ

Ｎ
－
６４
°－
Ｗ

無
し

東
 
４８
.５
㎝

西
 
３9
.７
㎝

南
 
４４
.9
㎝

北
 
７０
.５
㎝

１７
１
４４
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
４０
ｍ

短
径
０.
６８
ｍ

Ｎ
－
４３
°－
Ｅ

無
し

東
 
２２
.８
㎝

西
 
４.
１㎝

南
 
５.
０㎝

北
 
２０
.9
㎝
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新
遺
構
№
旧
遺
構
№

時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

１７
２

６２
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径（
４.
０６
）ｍ

短
径
３.
０２
ｍ

Ｎ
－
４9
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
３9
㎝
 
Ｐ
２ 
４８
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
２７
.７
㎝
 

Ｐ
４ 
６２
㎝
 
Ｐ
５ 
５７
.８
㎝

カ
マ
ド
西
壁
。

東
 
9.
０㎝

西
 
測
定
値
無
し

南
 
１８
.２
㎝

北
 
１.
５㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
８.
０～
１０
.０
㎝
。

１７
４号
土
坑
に
削
平
さ
れ
る
。

１７
３

１
号

不
明

土
坑

長
径
３.
４６
ｍ

残
存
短
径
１.
６２
ｍ

Ｎ
－
５７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１３
.８
㎝
 
Ｐ
２ 
１６
.８
㎝
 
Ｐ
３ 
１２
.６
㎝
 

Ｐ
４ 
３８
.８
㎝

西
 
１３
.８
㎝

北
 
１３
.２
㎝

東
・
南
 
測
定
値
無
し

１７
５号
木
棺
墓
に
削
平
さ
れ
る
。

調
査
所
見
に
竪
穴
状
遺
構
と
あ
る
。

１７
４

４６
号

不
明

土
坑

長
径
２.
１５
ｍ

残
存
短
径
１.
７８
ｍ

Ｎ
－
５７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４４
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
３9
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
３３
.４
㎝

東
 
４１
.７
㎝

西
 
１６
.８
㎝

南
 
２７
.７
㎝

北
 
１３
.０
㎝

東
側
は
１７
２号
竪
穴
を
削
平
し
、
南
側
を
１７
５号
木
棺
墓
と
重
複
す
る
。

１７
５

４７
号

古
墳
終
末
期

木
棺
墓

長
径
２.
9２
ｍ

短
径
１.
１８
ｍ

Ｎ
－
８１
°－
Ｗ

無
し

東
 
５５
.８
㎝

西
 
３０
.３
㎝

南
 
測
定
値
無
し

北
 
４３
.３
㎝

西
側
を
１７
３号
土
坑
、
北
側
を
１７
４号
土
坑
と
重
複
す
る
。

溝
Ａ
４.
６～
６.
０㎝
 
溝
Ｂ
２.
１～
２.
５㎝
 
溝
Ｃ
０.
３～
２.
０㎝

１７
６
５２
Ｃ
号
不
明

土
坑

長
径
０.
６３
ｍ

短
径
０.
６０
ｍ

Ｎ
－
５５
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
５３
.２
㎝

１７
７
５２
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
０.
６６
ｍ

残
存
短
径
０.
６３
ｍ

Ｎ
－
３9
°－
Ｅ

無
し

東
 
６.
４㎝

西
 
２１
.６
㎝

南
 
１８
.０
㎝

北
 
１9
.１
㎝

１７
８
５２
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
３５
ｍ

短
径
１.
００
ｍ

Ｎ
－
４７
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
２１
.５
㎝

東
 
１７
.７
㎝

西
 
１１
.２
㎝

南
 
８.
６㎝

北
 
１５
.４
㎝

１７
9
４9
Ｂ
号
不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
５８
ｍ

短
径
１.
５０
ｍ

Ｎ
－
２８
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
３５
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
５9
.４
㎝
 
Ｐ
３ 
４１
㎝

深
さ
 
２２
.０
㎝

南
側
を
１８
０号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１８
０
４9
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
６５
ｍ

短
径
１.
３２
ｍ

Ｎ
－
３６
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
２０
.２
㎝
 
Ｐ
２ 
３３
㎝

深
さ
 
２２
.０
㎝

北
側
を
１７
9号
土
坑
、
南
側
を
１８
３号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１８
１
５１
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
２.
１６
ｍ

短
径
１.
６０
ｍ

Ｎ
－
５７
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
５１
.３
㎝

北
側
を
１８
２号
土
坑
、
南
～
西
側
を
１８
３・
１８
４号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１８
２
５１
Ｃ
号
不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
３６
ｍ

残
存
短
径
１.
００
ｍ

Ｎ
－
５9
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
１２
.８
㎝

西
～
南
側
を
１８
１号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１８
３

５０
号

不
明

土
坑

長
径
１.
２０
ｍ

短
径
１.
１７
ｍ

Ｎ
－
３７
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
２４
.３
㎝

深
さ
 
３７
.３
㎝

北
側
を
１８
０号
土
坑
、
南
側
を
１８
１・
１８
４号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１８
４
５１
Ｂ
号
不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
３４
ｍ

残
存
短
径
０.
８０
ｍ

Ｎ
－
５６
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
３８
.８
㎝

北
～
東
側
を
１８
１・
１８
３号
土
坑
と
重
複
す
る
。
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

１８
５

１２
号

不
明

フ
ラ
ス
コ

状
ピ
ッ
ト

本
体
長
径
１.
５５
ｍ

短
径
１.
３０
ｍ

Ｎ
－
６２
°－
Ｗ

無
し

東
 
６４
.７
㎝

西
 
６１
.８
㎝

南
 
６７
.８
㎝

北
 
６６
.１
㎝

開
口
部
の
長
径
１.
４１
ｍ
短
径
１.
１２
ｍ
。

地
下
式
土
壙
と
し
て
調
査
さ
れ
る
。

１８
６
５３
Ｄ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
２9
ｍ

短
径
１.
２４
ｍ

Ｎ
－
４７
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
３１
.４
㎝

１８
７
５３
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
３０
ｍ

短
径
１.
２４
ｍ

Ｎ
－
５７
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
２３
.１
㎝

東
側
を
１８
８号
土
坑
と
接
す
る
。

１８
８
５４
Ａ
号
不
明

土
坑

本
体
長
径
１.
６６
ｍ

短
径
０.
9０
ｍ

Ｎ
－
５６
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
５５
.８
㎝

開
口
部
の
長
径
１.
６６
ｍ
短
径
０.
６9
ｍ
。

西
側
を
１８
７号
土
坑
と
接
す
る
。

１８
9
５４
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径（
２.
２３
）ｍ

残
存
短
径
１.
０６
ｍ

Ｎ
－
６５
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１３
.9
㎝
 
Ｐ
２ 
２８
.２
㎝
 
Ｐ
３ 
２9
.１
㎝
 

Ｐ
４ 
３２
.７
㎝
 
Ｐ
５ 
４５
.８
㎝
 
Ｐ
６ 
３１
.７
㎝
 

Ｐ
７ 
１２
.４
㎝

深
さ
 
２６
.８
㎝

南
側
を
１9
０・
１9
１号
土
坑
と
重
複
す
る
。

土
坑
に
直
接
伴
わ
な
い
ピ
ッ
ト
有
り
。

１9
０
５８
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
６０
ｍ

残
存
短
径
１.
００
ｍ

Ｎ
－
３４
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
６５
.８
㎝

深
さ
 
３４
.８
㎝

北
側
を
１８
9号
土
坑
、
東
～
南
側
を
１9
１・
１9
５号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１9
１
５８
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
５６
ｍ

短
径
１.
１５
ｍ

Ｎ
－
３１
°－
Ｅ

無
し

東
 
８７
.４
㎝

西
 
３１
.３
㎝

南
 
２０
.４
㎝

北
 
６０
.５
㎝

北
～
南
側
を
１８
9・
１9
０・
１9
５・
１9
６号
土
坑
、
東
側
を
１9
２号
土
坑
と
重

複
す
る
。

１9
２

６０
号

不
明

土
坑

長
径
０.
８４
ｍ

短
径
０.
７８
ｍ

Ｎ
－
６７
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
４２
.７
㎝

西
側
を
１9
１号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１9
３
５４
Ｃ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
５７
ｍ

短
径
１.
１４
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
５６
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
６１
.６
㎝
 
Ｐ
３ 
３７
.9
㎝

東
 
４１
.０
㎝

西
 
３３
.１
㎝

南
 
４０
.８
㎝

北
 
３４
.６
㎝

１9
４

５６
号

不
明

土
坑

長
径
１.
０１
ｍ

短
径
０.
9５
ｍ

Ｎ
－
３５
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
１２
.9
㎝

１9
５
５８
Ｃ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
４７
ｍ

短
径
１.
２４
ｍ

Ｎ
－
５６
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
５０
.０
㎝

北
～
東
側
を
１9
０・
１9
１・
１9
６号
土
坑
、
南
側
を
１9
７号
地
下
式
土
壙
・

１9
9号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１9
６

３
号

不
明

地
下
式

土
壙

玄
室
長
径
１.
２５
ｍ

短
径
０.
9５
ｍ

Ｎ
－
５５
°－
Ｗ

無
し

深
さ

玄
室
内
最
大
 １
３６
.０
㎝

前
庭
部
 
８６
.０
㎝

前
庭
部
の
長
径
１.
３０
ｍ
短
径
１.
１２
ｍ
。

玄
門
部
の
長
径
０.
３０
ｍ
短
径
０.
１２
ｍ
。

北
～
西
側
を
１9
１・
１9
５号
土
坑
と
重
複
す
る
。

主
軸
方
位
は
前
庭
部
と
玄
室
を
通
る
ラ
イ
ン
。
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

１9
７

４
号

不
明

地
下
式

土
壙

玄
室
長
径
１.
５３
ｍ

短
径
１.
４５
ｍ

Ｎ
－
５８
°－
Ｗ

玄
室
部

東
 
１２
５.
０㎝

西
 
４３
.４
㎝

南
 
１２
６.
０㎝

北
 
１２
２.
４㎝

前
庭
部
の
長
径
１.
１０
ｍ
短
径
１.
００
ｍ
。

玄
門
部
の
長
径
０.
７８
ｍ
短
径
０.
１５
～
０.
３３
ｍ
。

前
庭
部
の
深
さ
７７
.７
㎝
。

開
口
部
の
深
さ
は
７.
２㎝
（
前
庭
部
よ
り
７.
２㎝
高
い
）。

壁
高
は
玄
室
よ
り
。
１9
５・
１9
9号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１9
８

１１
３号

不
明

土
坑

長
径
０.
７８
ｍ

短
径
０.
７６
ｍ

Ｎ
－
５１
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
４３
.３
㎝

深
さ
 
２４
.２
㎝

東
側
を
１9
9号
土
坑
と
重
複
す
る
。

１9
9

６１
号

不
明

土
坑

長
径
１.
9４
ｍ

短
径
１.
０３
ｍ

Ｎ
－
３４
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
３２
.５
㎝

１9
７号
地
下
式
土
壙
、
北
～
西
側
を
１9
８・
２０
１号
土
坑
と
重
複
す
る
。

２０
０
１０
１号

不
明

土
坑

長
径
４.
9８
ｍ

短
径
２.
３３
ｍ

Ｎ
－
５０
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
9１
.７
㎝
 
Ｐ
２ 
２７
.７
㎝

東
 
２１
.２
㎝

西
 
２４
.８
㎝

南
 
２８
.８
㎝

北
 
測
定
値
無
し

１５
号
地
下
式
横
穴
墓（
方
墳
）と
重
複
す
る
。

２０
１

６２
号

不
明

土
坑

長
径
１.
9５
ｍ

短
径
１.
０５
ｍ

Ｎ
－
２７
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
４２
.２
㎝

深
さ
 
２２
.１
㎝

東
側
を
１9
9号
土
坑
、
西
～
南
側
を
２０
２・
２０
５号
土
坑
と
重
複
す
る
。

２０
２

６４
号

不
明

土
坑

長
径
１.
７０
ｍ

短
径
１.
１０
ｍ

Ｎ
－
４１
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
４５
.７
㎝

東
～
南
側
を
２０
１・
２０
４・
２０
５号
土
坑
と
重
複
す
る
。

２０
３

６３
号

不
明

土
坑

長
径
１.
０６
ｍ

短
径
０.
８５
ｍ

Ｎ
－
２３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
１9
.５
㎝

深
さ
 
２０
.３
㎝

２０
４
６５
Ａ
号
不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
４２
ｍ

短
径
１.
２０
ｍ

Ｎ
－
１６
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
２２
.０
㎝

北
～
東
側
を
２０
０・
２０
２・
２０
５号
土
坑
、
南
側
を
２０
６号
と
重
複
す
る
。

２０
５
６５
Ｂ
号
不
明

土
坑

残
存
長
径
０.
８６
ｍ

残
存
短
径
０.
６４
ｍ

Ｎ
－
１０
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
9.
５㎝

北
～
西
側
を
２０
１・
２０
２・
２０
４号
土
坑
、
南
側
を
２０
７号
地
下
式
土
壙
と
重

複
す
る
。

２０
６
６５
Ｃ
号
不
明

土
坑

長
径
０.
9０
ｍ

残
存
短
径
０.
７６
ｍ

Ｎ
－
４７
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
３４
.４
㎝

北
側
を
２０
４号
土
坑
、
南
側
を
２０
８号
土
坑
と
重
複
す
る
。

２０
７

５
号

不
明

地
下
式

土
壙

本
体
長
径
１.
５１
ｍ

短
径
１.
４５
ｍ

Ｎ
－
３１
°－
Ｅ

東
 
６３
.０
㎝

西
 
６３
.２
㎝

南
 
６１
.０
㎝

北
 
６１
.４
㎝

開
口
部
は
長
径
１.
３５
ｍ
短
径
１.
１７
ｍ
。

北
側
を
２０
５号
土
坑
と
重
複
す
る
。
フ
ラ
ス
コ
状
ピ
ッ
ト
。

２０
８

６６
号

不
明

土
坑

残
存
長
径
０.
８３
ｍ

残
存
短
径
０.
４８
ｍ

Ｎ
－
４４
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
４１
.２
㎝

北
側
を
２０
６号
土
坑
と
重
複
す
る
。
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

２０
9

６７
号

不
明

土
坑

長
径
１.
１５
ｍ

残
存
短
径
０.
８６
ｍ

Ｎ
－
３３
°－
Ｅ

無
し

東
 
４４
.３
㎝

西
 
２9
.４
㎝

南
 
３８
.５
㎝

２１
０

８
号

不
明

地
下
式

土
壙

玄
室
長
径（
１.
０２
）ｍ

短
径（
０.
５０
）ｍ

Ｎ
－
２０
°－
Ｅ

（
前
庭
部
）

無
し

東
 
9４
.１
㎝

西
 
８３
.５
㎝

南
 
６１
.9
㎝

北
 
７２
.８
㎝

前
庭
部
は
長
径
０.
9０
ｍ
短
径
０.
８２
ｍ
。

前
庭
部
の
深
さ
８６
.０
㎝（
最
大
）。

玄
室
内
の
深
さ
は
前
庭
部
よ
り
２9
.５
㎝
下
が
る
。

玄
室
の
主
軸
方
位
Ｎ
－
６２
°－
Ｗ
。

２１
１

無
し

不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
３４
ｍ

短
径
０.
9６
ｍ

Ｎ
－
２０
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
１１
.１
㎝

南
側
を
２１
２号
土
坑
と
重
複
す
る
。

２１
２

無
し

不
明

土
坑

長
径
１.
０４
ｍ

短
径
０.
9３
ｍ

Ｎ
－
６７
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
４３
.５
㎝

北
側
を
２１
１号
土
坑
と
重
複
す
る
。

２１
３
７０
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
０４
ｍ

短
径
０.
9８
ｍ

Ｎ
－
８０
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
１０
.５
㎝

２１
４
７０
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
０.
9４
ｍ

短
径
０.
9０
ｍ

Ｎ
－
６０
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
１１
.４
㎝

２１
５
６８
Ａ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
６５
ｍ

残
存
短
径
１.
２２
ｍ

Ｎ
－
４１
°－
Ｅ

無
し

東
 
５３
.３
㎝

西
 
１８
.８
㎝

北
 
４２
.６
㎝

２１
６
６８
Ｂ
号
不
明

土
坑

長
径
１.
５０
ｍ

残
存
短
径
１.
０５
ｍ

Ｎ
－
４０
°－
Ｅ

無
し

東
 
５４
.０
㎝

西
 
２４
.２
㎝

南
 
４０
.０
㎝

２１
７

６４
号

奈
良

住
居
跡

長
径
４.
２０
ｍ

短
径
４.
１７
ｍ

Ｎ
－
２２
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
３８
.５
㎝
 
Ｐ
２ 
４６
㎝
 
Ｐ
３ 
３８
.７
㎝
 

Ｐ
４ 
４６
㎝
 
Ｐ
５ 
１４
.５
㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

東
 
１２
.０
㎝

西
 
６.
9㎝

南
 
１.
７㎝

北
 
１.
０㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
８.
０㎝
。

２１
８号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

２１
８

６５
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
５.
８２
ｍ

短
径
５.
７６
ｍ

Ｎ
－
４３
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５７
.４
㎝
 
Ｐ
２ 
５５
.9
㎝
 
Ｐ
３ 
４9
.１
㎝
 

Ｐ
４ 
４０
.５
㎝
 
Ｐ
５ 
４６
.４
㎝
 
Ｐ
６ 
４４
.７
㎝
 

Ｐ
７ 
５9
㎝
 
Ｐ
８ 
６５
.８
㎝
 
Ｐ
9 
６０
.５
㎝
 

Ｐ
１０
 ５
５.
３㎝
 
Ｐ
１１
 ５
２.
８㎝
 
Ｐ
１２
 ５
１.
５㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
測
定
値
無
し

西
 
１.
５㎝

南
 
１０
.５
㎝

北
 
9.
３㎝

削
平
以
外
全
周
。

深
さ
測
定
値
無
し
。

２１
７号
竪
穴
に
削
平
さ
れ
る
。

現
場
の
図
面
に
は
上
場
の
み
記
入
さ
れ
て
い
る
が
測
定
値
は
上
・
下
場
が

記
さ
れ
て
い
る
。

エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ク
シ
ョ
ン
図
無
し
。

Ｐ
１３
 １
１㎝
 
Ｐ
１４
 ２
１.
５㎝
。

２１
9

６７
号

古
墳
終
末
期

住
居
跡

長
径
５.
５８
ｍ

残
存
短
径
４.
７５
ｍ

Ｎ
－
３６
°－
Ｗ

Ｐ
１ 
５１
.８
㎝
 
Ｐ
２ 
６０
㎝
 
Ｐ
３ 
５５
㎝
 
Ｐ
４ 
６４
.７
㎝

カ
マ
ド
北
西
壁
。

東
 
調
査
区
域
外

西
 
２.
８㎝

南
 
７.
３㎝

北
 
２.
０㎝

調
査
区
域
以
外
ほ
ぼ
全
周
。

深
さ
５.
０～
9.
７㎝
。

東
側
は
調
査
区
域
外
。

Ｐ
１
～
Ｐ
４
は
主
柱
穴
。

２２
０

６８
号

鬼
高
５Ｃ

住
居
跡

長
径
４.
２６
ｍ

残
存
短
径
１.
３２
ｍ

Ｎ
－
３１
°－
Ｅ

Ｐ
１ 
５３
.６
㎝
 
Ｐ
２ 
５１
.５
㎝
 
Ｐ
３ 
５２
㎝
 

Ｐ
４ 
３６
.８
㎝
 
Ｐ
５ 
６７
㎝
 
Ｐ
６ 
9.
9㎝

カ
マ
ド
北
壁
。

北
 
２9
.６
㎝

深
さ
２.
9～
７.
５㎝
。

北
側
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
２４
9号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

２２
１

６
号

不
明

地
下
式

土
壙

本
体
長
径
１.
４０
ｍ

短
径
１.
１５
ｍ

Ｎ
－
４８
°－
Ｗ

（
本
体
）

無
し

深
さ
 
測
定
値
無
し

開
口
部
は
長
径
１.
０２
ｍ
短
径
０.
５８
ｍ
。

開
口
部
の
主
軸
方
位
Ｎ
－
４２
°－
Ｗ
。

側
壁
抉
り
込
み
土
坑
。
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新
遺

構
№
旧
遺
構

№
時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

２２
２
１０
５号

不
明

土
坑

長
径
２.
３５
ｍ

短
径
１.
３３
ｍ

Ｎ
－
５３
°－
Ｗ

無
し

深
さ
 
不
明

２２
３
１０
４号

不
明

土
坑

本
体
長
径
１.
７０
ｍ

短
径
１.
４２
ｍ

Ｎ
－
２８
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
不
明

開
口
部
は
長
径
１.
４８
ｍ
短
径
１.
０８
ｍ
。

２２
４
１１
４号

不
明

土
坑

長
径
３.
３５
ｍ

短
径
２.
５０
ｍ

Ｎ
－
４４
°－
Ｗ

不
明

深
さ
 
３２
.０
㎝

１／
２０
０の
全
体
図
よ
り
復
元
。

２２
５

無
し

不
明

溝
残
存
長
８.
８０
ｍ

幅
０.
9０
～
１.
４０
ｍ

Ｎ
－
４２
°－
Ｅ

深
さ
 
9.
５～
２9
.０
㎝

２２
６
１０
６号

不
明

溝
残
存
長
２５
.８
０ｍ

幅
１.
５６
～
４.
9０
ｍ

Ｎ
－
５６
°－
Ｗ

深
さ
 
１４
.３
～
８０
.０
㎝

２３
０号
土
坑
を
削
平
し
、
２３
１・
２３
２号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

２２
７

9２
号

不
明

土
坑

残
存
長
径
２.
６６
ｍ

短
径
１.
３０
ｍ

Ｎ
－
６０
°－
Ｗ

無
し

東
 
３４
.７
㎝

西
 
調
査
区
域
外

南
 
２１
.６
㎝

北
 
４８
.６
㎝

２２
８

9１
号

不
明

土
坑

長
径
１.
３４
ｍ

短
径
１.
０６
ｍ

Ｎ
－
４４
°－
Ｗ

無
し

東
 
３３
.７
㎝

西
 
２４
.５
㎝

南
 
３６
.５
㎝

北
 
５６
.７
㎝

２２
9

9０
号

不
明

土
坑

長
径
３.
２０
ｍ

短
径
１.
６７
ｍ

Ｎ
－
４０
°－
Ｅ

無
し

東
 
２６
.３
㎝

西
 
１４
.１
㎝

南
 
４.
５㎝

北
 
３７
.9
㎝

２２
６号
溝
と
重
複
す
る
。

２３
０
１１
８号

不
明

土
坑

残
存
長
径
１.
５５
ｍ

短
径
１.
３４
ｍ

Ｎ
－
４１
°－
Ｅ

無
し

深
さ
 
２８
.７
㎝

西
～
南
側
、
２６
６号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

２３
１

無
し

不
明

溝
残
存
長
２４
.６
０ｍ

幅
０.
３０
～
０.
７０
ｍ

Ｎ
－
６２
°－
Ｗ

深
さ
 
１３
.５
～
７３
.9
㎝

２３
２

無
し

不
明

溝
残
存
長
１.
８０
ｍ

幅
０.
３２
～
０.
４６
ｍ

Ｎ
－
６０
°－
Ｗ

深
さ
 
３５
.２
㎝

２３
３

４
号

不
明

溝
残
存
長
５１
.５
０ｍ

幅
２.
５０
～
４.
４２
ｍ

Ｎ
－
２７
°－
Ｅ

深
さ
 
５.
０～
１9
.０
㎝

２
号
方
形
周
溝
墓
西
・
南
側
周
溝
、
２０
・
３１
・
３３
号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

２３
４

２
号

奈
良

溝
長
さ
9７
.５
０ｍ

幅
０.
６６
～
１.
７２
ｍ

Ｎ
－
４１
°－
Ｗ

深
さ
 
9.
０～
４9
.５
㎝

重
複
す
る
す
べ
て
の
遺
構
を
削
平
し
て
存
在
す
る
。

旧
８
号
溝
と
同
一
と
す
る
。

総
延
長
１４
８.
３０
ｍ
で
１６
３号
土
坑
付
近
で
9０
°に
折
れ
る
。
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新
遺
構
№
旧
遺
構
№

時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

２３
４

８
号

奈
良

溝
長
さ
５０
.８
０ｍ

幅
０.
８８
～
２.
６８
ｍ

Ｎ
－
４８
°－
Ｅ

深
さ
 
７.
５～
５５
.０
㎝

旧
２
号
溝
と
同
一
と
す
る
。

総
延
長
１４
８.
３０
ｍ
で
１６
３号
土
坑
付
近
で
9０
°に
折
れ
る
。

２３
５

１
号

奈
良

溝
長
さ
５８
.２
０ｍ

幅
２.
１６
～
３.
００
ｍ

Ｎ
－
５５
°－
Ｗ

深
さ
 
２２
.０
～
４9
.０
㎝

２
・
５
・
９
号
方
形
周
溝
墓
東
・
西
側
周
溝
、
５
号
方
形
周
溝
墓
主
体
部
、

３６
・
５８
・
７２
号
竪
穴
を
削
平
し
、
２３
８号
溝
と
重
複
す
る
。

１６
号
方
形
区
画
改
葬
墓
・
２３
３号
溝
と
重
複
す
る
。

２３
６

３
号

奈
良

溝
長
さ
３４
.５
０ｍ

幅
１.
１４
～
１.
８０
ｍ

Ｎ
－
３７
°－
Ｅ

深
さ
 
２７
.０
～
５６
.５
㎝

9０
号
竪
穴
を
削
平
し
、
２３
４号
溝
と
重
複
す
る
。

旧
５
号
溝
と
同
一
と
す
る
。

総
延
長
１２
３.
４０
ｍ
で
７１
号
竪
穴
付
近
で
9０
°に
折
れ
る
。

２３
６

５
号

奈
良

溝
長
さ
８８
.9
０ｍ

幅
０.
８２
～
１.
３４
ｍ

Ｎ
－
５６
°－
Ｗ

深
さ
 
５.
０～
３６
.５
㎝

１０
・
１３
号
方
形
周
溝
墓
東
、
北
側
周
溝
、
３６
号
溝
、
７６
・
１１
７号
竪
穴
を

削
平
し
、
７１
・
１０
３号
竪
穴
、
２３
８・
２３
４号
溝
と
重
複
す
る
。

２３
７

無
し

不
明

溝
長
さ
８.
５０
ｍ

幅
０.
８４
～
１.
０８
ｍ

Ｎ
－
５７
°－
Ｗ

深
さ
 
７.
５～
１１
.０
㎝

７５
・
７9
号
竪
穴
と
重
複
す
る
。

２３
８

６
号

不
明

溝
長
さ
６５
.３
０ｍ

幅
０.
9０
～
３.
５０
ｍ

Ｎ
－
２9
°－
Ｅ

深
さ
 
６.
８～
４８
.５
㎝

８
号
大
型
方
形
周
溝
墓
南
側
周
溝
、
９
号
方
形
周
溝
墓
東
側
周
溝
、
１２
号

方
形
周
溝
墓
東
側
周
溝
、
７9
・
9６
・
9８
号
竪
穴
、
２３
４・
２３
５・
２３
６号
溝

を
削
平
す
る
。

２３
9

１３
号

不
明

溝
長
さ
８.
４０
ｍ

幅
０.
３１
～
０.
４８
ｍ

Ｎ
－
５８
°－
Ｗ

深
さ
 
１７
.５
～
２３
.０
㎝

１０
１号
竪
穴
と
重
複
す
る
。

２４
０

無
し

不
明

溝
長
さ
２２
.５
０ｍ

幅
０.
６０
～
１.
２５
ｍ

Ｎ
－
２9
°－
Ｗ

深
さ
 
６.
０～
３9
.５
㎝

１３
号
方
形
周
溝
墓
南
・
北
側
周
溝
、
１9
号
改
葬
系
区
画
墓
・
１１
１・
１１
５号

竪
穴
、
２３
６号
溝
に
削
平
さ
れ
る
。

２４
１

７
号

奈
良

溝
長
さ
１５
.８
０ｍ

幅
０.
99
～
１.
２０
ｍ

Ｎ
－
４３
°－
Ｅ

深
さ
 
１６
.０
～
２３
.５
㎝

１０
６号
竪
穴
を
削
平
す
る
。

２４
２

９
号

奈
良

溝
長
さ
２9
.０
０ｍ

幅
０.
５１
～
０.
9３
ｍ

Ｎ
－
３9
°－
Ｗ

深
さ
 
１２
.０
～
２０
.５
㎝

１２
１号
竪
穴
を
削
平
し
、
２４
３号
溝
と
重
複
す
る
。

方
位
は
２４
３号
溝
に
接
す
る
方
向
の
溝
で
測
定
。

２４
３

無
し

不
明

溝
長
さ
9.
６０
ｍ

幅
１.
４３
～
１.
５７
ｍ

Ｎ
－
４５
°－
Ｗ

深
さ
 
測
定
値
無
し

２４
２号
溝
と
重
複
す
る
。

詳
細
は
１／
２０
０の
全
体
図
の
み
。

規
模
等
に
つ
い
て
は
全
体
図
よ
り
測
定
。

２４
４

無
し

弥
生

環
濠

長
さ
１２
１.
３０
ｍ

幅
０.
５０
～
１.
５８
ｍ

測
定
不
可
能

深
さ
 
１４
.４
～
８６
.５
㎝

１０
9号
竪
穴
、
１３
9・
２３
４・
２３
６・
２４
６号
溝
に
削
平
さ
れ
、
３１
号
竪
穴
、

１４
４・
１４
５号
土
坑
、
２４
５・
２４
７号
溝
と
重
複
す
る
。

１１
３号
竪
穴
手
前
で
途
切
れ
る
。
Ｖ
字
溝
と
し
て
調
査
さ
れ
る
。
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新
遺
構
№
旧
遺
構
№

時
期

性
格

規
模

（
 
）は
推
定

主
軸

ピ
ッ
ト
（
深
さ
）

火
床
施
設

壁
高

周
溝

備
考

２４
５

無
し

不
明

溝
長
さ
２８
.７
０ｍ

幅
０.
７６
～
１.
５０
ｍ

Ｎ
－
６２
°－
Ｗ

深
さ
 
測
定
値
無
し

１０
０号
竪
穴
・
１６
３号
土
坑
・
２４
４号
溝
と
重
複
す
る
。

２４
６

１０
号

奈
良

溝
長
さ
２５
.５
０ｍ

幅
０.
６０
～
０.
9１
ｍ

Ｎ
－
７０
°－
Ｗ

深
さ
 
２０
.５
～
３８
.０
㎝

99
・
１０
０・
１０
８号
竪
穴
を
削
平
し
、
２３
４号
溝
と
重
複
す
る
。

２４
７

無
し

不
明

溝
長
さ
４０
.０
０ｍ

幅
０.
３７
～
１.
３０
ｍ

Ｎ
－
６9
°－
Ｗ

深
さ
 
１２
.２
～
５１
.５
㎝

１４
０・
１６
３号
土
坑
、
２４
４号
溝
と
重
複
す
る
。

２４
８

無
し

不
明

溝
長
さ
１9
.５
０ｍ

幅
２.
２４
～
３.
２６
ｍ

Ｎ
－
２9
°－
Ｅ

深
さ
 
１７
.５
～
４８
.０
㎝

１６
9号
地
下
式
土
壙
・
２２
２号
土
坑
・
２２
６号
溝
と
重
複
す
る
。

２４
9

無
し

不
明

溝
長
さ
１８
.４
０ｍ

幅
０.
５６
～
１.
７０
ｍ

Ｎ
－
４８
°－
Ｗ

深
さ
 
２.
４～
9.
9㎝

２５
０

無
し

不
明

溝
長
さ
１７
.２
６ｍ

幅
０.
9０
～
１.
４７
ｍ

Ｎ
－
５４
°－
Ｗ

深
さ
 
７.
５～
9.
１㎝

２５
１

無
し

不
明

溝
長
さ
１５
.０
０ｍ

幅
０.
9０
～
１.
６０
ｍ

Ｎ
－
５１
°－
Ｗ

深
さ
 
１８
.０
㎝

２２
１号
地
下
式
土
壙
と
重
複
す
る
。

詳
細
は
１／
２０
０の
全
体
図
の
み
。

規
模
等
に
つ
い
て
は
全
体
図
よ
り
測
定
。

２５
２

無
し

不
明

溝
長
さ
６.
６０
ｍ

幅
０.
５０
～
０.
７２
ｍ

Ｎ
－
８６
°－
Ｅ

深
さ
 
７.
５～
9.
１㎝

２５
３号
溝
と
重
複
す
る
。

２５
３

無
し

不
明

溝
長
さ
１０
.３
０ｍ

幅
０.
５9
～
１.
０３
ｍ

Ｎ
－
４０
°－
Ｅ

深
さ
 
２６
.５
～
２８
.０
㎝

２５
２号
溝
と
重
複
す
る
。
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Ⅱ  遺構と遺物
１号遺構（方形周溝墓）
　昭和５４年度調査時遺構番号２号方形周溝墓。遺構は調査区北端部に位置し、西・南側周溝および主
体部は２３号竪穴と重複し、東側周溝は２６号竪穴に削平される四隅開口形の方形周溝墓である。
  方台部東西方向の長径は８.８４ｍ、南北方向の短径８.５６ｍを測り、主軸方位はＮ－４７°－Ｅを示す。
東側周溝は、残存長３.７２ｍ幅０.9８～１.１６ｍ、深さ２１.２～２２.２㎝を計り、２６号堅穴に削平される。西側
周溝は長さ６.１9ｍ幅０.9０～１.５０ｍ、深さ１５.０～３４.５㎝を測り、先端部に２号土坑として調査され、周
溝内土壙と想定される落ち込みが検出されている。南側周溝は、長さ６.７６ｍ幅０.9１～１.４9ｍ、深さ
１５.５～３７.５㎝、北側周溝は、長さ６.４３ｍ幅１.０２～１.２６ｍ、深さ２9.５～３9.０㎝を測る。
  埋葬施設
  本遺構からは埋葬施設と思われる墓壙が２基検出された。一つは本遺構本来の埋葬施設と思われる
中央墓壙であり、もう一つは北側周溝先端部に検出された周溝内土壙である。
  本祉本来の墓壙は方台部中央に存在し、本遺構の主体的な埋葬施設である。長径３.０４ｍ短径１.３６ｍ、
深さ最大２３.５㎝を計り、主軸方位はＮ－５７°－Ｗを示す。底面は平坦であるが、墓壙内からは何の遺
物も検出されなかった。
  西側周溝内墓壙は、長径２.１８ｍ短径１.０４ｍ、深さ最大３２.５㎝を計り、主軸方位はＮ－３８°－Ｅを示す。
底面は平坦であるが、墓壙内からは何の遺物も検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは１６点３9７ｇの土器片が出土した。土器片の内訳は１０点１６６ｇの土師器、２点9２ｇの須恵
器、３点２８ｇの弥生土器、１点１１１ｇの中世陶器であり、これらの出土遺物の内２点を図示した。１・
２とも弥生甕口縁部であるが、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するもの
は無い。
２号遺構（方形周溝墓）
　昭和５４年度調査時遺構番号５号方形周溝墓。１号方形周溝墓南側溝と本遺構北側溝が重複し、２５号・
３６号堅穴に削平される四隅開口形の方形周溝墓である。
  方台部南北方向の長径は１１.７０ｍ、東西方向の短径１１.００ｍを測り、主軸方位はＮ－３７°－Ｅを示す。
東側周溝は、残存長４.５４ｍ幅０.9２～１.０６ｍ、深さ３０.０～４２.０㎝を測り、３６号竪穴に削平される。西側
周溝は長さ9.３０ｍ幅０.9０～１.３０ｍ、深さ１８.２～３８.０㎝を測り、２３３号溝に上端を削平される。南側周
溝は、残存６.３０ｍ幅０.７２～１.０８ｍ、深さ２０.０～２８.３㎝を測り、両端部を２３３号溝と１６号方形区画改葬
墓に削平される。北側周溝は、残存長６.５８ｍ幅１.４５～１.9５ｍ、深さ２５～４１.５㎝を測り、２５号堅穴に削
平される。
  埋葬施設
  本遺構方台部中央を２３５号溝が削平しており、本祉からは埋葬施設と思われる墓壙は検出されなかっ
た。
　遺物
　本墳からは１１３点１，６７３ｇの土器片と、１点１２５ｇの磨石を検出した。土器片の内訳は、９点２３５ｇの



︲ �� ︲

20号

Ｋ

Ｋ

233号

23号
26号

Ｋ

3号

１号主体部

１号
（方形周溝墓）

主体部

１号主体部

A
A’

B

B’

C
’

C

25号

B’

A　19.600 A’

B　19.600

C　19.400 C’

23号 1号

23号1号

1-1 1-2

第７図  １号遺構実測図・１号遺構出土遺物実測図
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第８図  ２号遺構実測図

２号
（方形周溝墓）

１号

K

25号

K

K

K

K

35号 37号

36号

26号

K

A’

D
’

D

A

B
’

B
C C’

12

B’

A　19.200 A’

B　19.200 D’

C　19.200 C’

D　19.2001 2

3

4

5

6

7

8 910
11

13

12

4 5

6

6

 ２号遺構
１ 黒褐色土 有機質土主体。
２ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
３ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
４ 褐色土 ローム粒霜降り状に多量に含む。
５ 褐色土 ローム粒小多量に混入。
６ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
 溝状遺構
７ 暗褐色土 ローム粒小混入。
８ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
９　褐色土 ローム粒霜降り状に多量に含む。
10 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
11 褐色土 ローム粒霜降り状に多量に含む。
12 褐色土 ローム粒小混入。
13 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。

16号

34

3
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第９図  ３号遺構実測図

3号
（方形周溝墓）

K

K

K

K

K

K

4号

4号

26号

29号
28号

30号

B
’

A
A’

B

B’

A　20.100 A’

B　20.100

３号

３号
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土師器、３点４８ｇの須恵器、9６点１，２５２ｇの弥生土器、５点１３８ｇ縄文土器である。この内１３点を図示
した。なお、出土土器の大半は、後期弥生土器である。本遺構出土遺物の全ては、いずれも一括で取
上げられたものであり、周溝覆土中なのか方台部内なのかを判定すべく出土地点を明示するものはな
い。ただし、須恵器高台付き坏は、８世紀前半代の所産であり、時期的に１７号方形区画改葬墓に伴う
可能性が高い。
３号遺構（方形周溝墓）
　昭和５年度調査時遺構番号１３号方形周溝墓。１号方形周溝墓の東に位置する四隅開口形の方形周溝
墓である。方台部南北方向の長径は８.１６ｍ、東西方向の短径７.７０ｍ、主軸方位はＮ－２８°－Ｅを示す。
東側周溝は長さ６.５５ｍ幅０.9５～１.１４ｍ、深さ２６.５～３８.１㎝を測り、西側周溝は長さ４.２５ｍ幅０.７２～０.８６
ｍ、深さ１６.４～３9.9㎝を測る。南側周溝は長さ５.9２ｍ幅０.9３～１.３０ｍ深さ１４.２～３５.８㎝を測り、北側
周溝は長さ４.１４ｍ幅０.9４ｍ深さ１３.１㎝を測る。
　遺物
　本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４号遺構（方形周溝墓）
　昭和５４年度調査時遺構番号３号方形周溝墓。３号方形周溝墓の南側に存在し、５号方形周溝墓と５9
号堅穴が東側周溝と重複する四隅開口形の方形周溝墓である。
  東西周溝間の方台部内径9.４ｍを測り、主軸方位はＮ－６２°－Ｗを示す。東側周溝は残存長６.７６ｍ幅
０.9６～１.１４ｍ深さは１８.０～３８.０㎝を計る。西側周溝は残存長７.７４ｍ幅０.８３～１.１０ｍ深さ２１.０～４６.０㎝
を測る。南側周溝は５号方形周溝墓に削平されて存在しない。北側周溝は長さ５.７４ｍ幅１.０５～１.３４ｍ
を測るが、深さの記載がない。
  埋葬施設
  本遺構からは埋葬施設と思われる墓壙が２基検出された。一つは本遺構本来の埋葬施設と思われる
中央墓壙であり、もう一つは北側周溝内に検出された周溝内土壙である。
  本祉本来の墓壙は方台部中央に存在し、本遺構の主体的な埋葬施設である。長径１.9０ｍ短径１.４３ｍ、
深さは２７.５～３０.５㎝を測り、主軸方位はＮ－６２°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であるが、本墓壙内か
らは遺物が全く検出されなかった。
  北側周溝内土壙は、１9号土坑として調査された。長径１.６０ｍ短径０.８６ｍを計るが、深さの測定値は
ない。主軸方位はＮ－６9°－Ｗを示し、記録写真からは底面ほぼ周溝底から１０㎝程掘り下がった比較
的確りした墓壙として捉えられる。
　遺物
　本遺構からは７２点9７４ｇの土器片と１点３３０ｇの磨石・叩き石が出土した。土器片の内訳は１８点２５０
ｇの土師器、４9点５８５ｇの弥生土器、４点１３２ｇの縄文土器、１点７ｇの近世陶器である。これらの出
土遺物の内１７点を図示した。１２は沈線による重四角文を文様とする弥生時代中期後半の壺型土器であ
るが、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものは無い。
５号遺構（方形周溝墓）
　昭和５４年度調査時遺構番号１号方形周溝墓。４号方形周溝墓西側周溝と５６・５9号竪穴とが重複し、
７１号竪穴に削平されて存在する四隅開口形の方形周溝墓である。
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第１０図  ４号遺構実測図
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第１１図  ２・４号遺構出土遺物実測図
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第１２図  ５号遺構実測図
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 5号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
２ 黒褐色土 有機質土主体。
３ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
４ 褐色土 ロームブロック小～中・ローム粒混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック小混入。
６ 黒色土 有機質土主体。
７ 黒褐色土 ロームブロック小混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
９　暗褐色土 ロームブロック小・ローム粒多量に混入。
10 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
11 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
12 黒褐色土 ロームブロック小多量に混入。
13 明褐色土 ロームブロック中混入。
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第１３図  ５号遺構実測図・５号遺構出土遺物実測図
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 5号遺構主体部
１ 黒褐色土 ローム粒多量に含む。
２ 黒褐色土 ローム粒多量に含む。
３ 黒褐色土 ローム粒大量に含む。
４ 黒褐色土 若干のロームブロック小・ローム粒混入。堅く締まる。
５ 黒褐色土 ロームブロック多量に含む。
６ 黒褐色土 ロームブロック含む。締まり弱い。
７ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック混入。
９　黒色土 ローム粒・ロームブロック中～大まばらに混入。
10 黒色土 若干のロームブロック・ローム粒混入。
11 黒色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
12 黄褐色土 ロームブロック主体土。
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第１４図  ５・６号遺構出土遺物実測図
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第１５図  ６号遺構実測図
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  方台部東西方向の長径は１７.６０ｍ、南北方向の短径１５.４ｍを測り、主軸方位はＮ－５9°－Ｗを示す。
東側周溝は長さ１２.２５ｍ幅１.６０～２.２０ｍ深さ２9.５～１０８.０㎝を測り、７１号竪穴・２３５号溝に削平される。
西側周溝は長さ１３.６５ｍ幅２.００～２.４５ｍ深さ１１.０～9５.０㎝を測り、１６号方形区画改葬墓・５７号堅穴及
び２３５溝と重複し、遺構遺存度は極めて悪い。南側周溝は、長さ１２.４０ｍ幅１.9０～２.３０ｍ深さ５１.9～
１２６.５㎝を測り、５６号堅穴と重複する。北側周溝は５9号竪穴と重複し、長さ１４.9０ｍ幅３.１０～４.００ｍ深
さ５０.５～６８.０㎝を測る。
  埋葬施設
  方台部のほぼ中央に位置し５８号竪穴及び２３５溝と重複して存在し、長径３.４６ｍ短径２.５４ｍ深さ５０.５
～８８.０㎝を測り、主軸方位はＮ－７２°－Ｅを示す。底面は平坦であり、土層断面より木棺が使用され
ていたことが察知されるが、墓壙内からは何の遺物も検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは４５２点７，８１０ｇの土器片と２点７７ｇの礫、１点７４０ｇの磨石が出土した。土器片の内訳
は６４点１，８9０ｇの土師器、６点２３１ｇの須恵器、３５６点５，０６０ｇの弥生土器、２６点６２9ｇの縄文土器であ
り、これらの出土遺物の内５１点を図示した。
　縄文土器や縄文晩期、弥生土器、土師器、須恵器などが検出されているが、何れも覆土一括で取り
上げられている。この内１・１２・１３・１５～１9は沈線工字文を主とする縄文晩期の土器群である。本祉
に直接伴うものは弥生中期の土器群であろう。
６号遺構（方形周溝墓）
　昭和５４年度調査時遺構番号１０・１４号方形周溝墓。調査段階で当初１０号として調査され、後に１４号へ
と改変されている。西側周溝を２３３号溝、南側周溝を１７号改葬系区画墓に削平されて存在する四隅開
口形の方形周溝墓である。
  南北周溝間の方台部内径１４.００ｍを測り、主軸方位はＮ－４°－Ｗを示す。東・北側周溝は２３４号溝
に削平され、東側周溝は長さ７.７０ｍ幅０.７８～０.9２ｍ深さ１１.０～６２.７㎝を測る。南側周溝は残存長６.８０
ｍ幅０.８２～１.４４ｍ深さ３１.２～５０.８㎝を測り、１７号改葬系区画墓に削平される。北側周溝は長さ８.７２ｍ
幅０.８５～１.１３ｍ深さ８.２～５２.８㎝を測り、３１号竪穴と重複し、遺構遺存度は極めて悪い。
  埋葬施設
  方台部中央に存在し、墓壙の規模は長径２.６３ｍ短径１.３２ｍ深さ４.１～9.５㎝を測り、主軸方位はＮ－
８７°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であるが墓壙内からは何の遺物も検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは３9点9８３ｇの土器片と３点４７.７ｇの礫・石器が検出された。土器片の内訳は１点９ｇ
の土師器、２７点４８３ｇの弥生土器、１１点４9１ｇの縄文土器であり、これらの出土遺物の内１２点を図示し
たが、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものは無い。
７号遺構（方形周溝墓）
　昭和５４年度調査時遺構番号４号方形周溝墓。主体部２基は３０号土坑Ａ・Ｂとして調査される。東側
周溝は６３・６５号竪穴に削平され、西側周溝を６１号竪穴、南側周溝を６２号竪穴と重複して存在する四隅
開口形の方形周溝墓である。
  方台部南北方向の長径は１０.７４ｍ、東西方向の短径１０.０８ｍを測り、主軸方位はＮ－３５°－Ｗを示す。
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第１６図  ７号遺構実測図
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 7号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
２ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
３ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
４ 褐色土 ロームブロック・ローム粒中混入。
５ 明褐色土 ローム粒多量に混入。
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第１７図  ８号遺構実測図・７号遺構出土遺物実測図

 8号遺構
１ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
２ 褐色土 ローム粒小混入。締まり弱い。
３ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。締まり弱い。
４ 褐色土 ローム粒小混入。
５ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
６ 褐色土 ローム粒小～中混入。
７ 明褐色土 ローム粒多量に混入。
８ 褐色土 ローム粒小混入。締まり弱い。
 64号遺構
９　褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
10 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。締まり弱い。
11 褐色土 ローム粒小～中混入。
12 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
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東側周溝は６３号竪穴と重複し、６５号堅穴に削平され、長さ７.７８ｍ幅０.６３～１.１５ｍ深さ３５.9～５２.０㎝を
測る。西側周溝は６１号堅穴と重複し、長さ８.７４ｍ幅１.２０～１.６０ｍ深さ３9.３～４８.０㎝を測る。南側周溝
は６２号竪穴と重複し、長さ８.２３ｍ幅０.9５～１.４０ｍ深さ２７.５～３9.６㎝を測る。北側周溝は長さ６.７３ｍ幅
１.０３～１.３５ｍ深さ１７.０～２４.9㎝を測る。
  埋葬施設
  本遺構からは埋葬施設と思われる墓壙が２基検出された。一つは本遺構本来の埋葬施設と思われる
中央墓壙であり、もう一つは６２号堅穴内に検出された墓壙である。
  本祉本来の墓壙は方台部中央に存在し、本遺構の主体的な埋葬施設である。調査時遺構番号３０Ａ号
土坑で、長径２.６８ｍ短径１.１６ｍ、深さは２２.５～４２.５㎝を測り、主軸方位はＮ－６３°－Ｅを示す。底面
はほぼ平坦であるが、本墓壙内からは遺物が全く検出されなかった。
  ６２号竪穴内墓壙は、調査時遺構番号３０Ｂ号土坑として調査された。長径２.０３ｍ短径０.８８ｍ、深さ
４３.３～４４.５㎝を測り主軸方位はＮ－６３°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であるが、本墓壙内からは遺物
が全く検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは１３１点１，６9５ｇの土器片が検出された。土器片の内訳は５9点６２０ｇの土師器、２点３０ｇ
の須恵器、５８点７9８ｇの弥生土器、１２点２４７ｇの縄文土器であり、これらの出土遺物の内１４点を図示し
た。これらの遺物は何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものは無い。
８号遺構（方形周溝墓）
　昭和５４年度調査時遺構番号なし。ただし大型方形周溝墓と命名されて調査されている。６６号竪穴に
覆土上層を削平されて存在する四隅開口形の方形周溝墓と想定されるが、大半は市道１号線に削平
されている。西側周溝は残存長３.５５ｍ幅３.２８ｍ、６５号竪穴と接する部分で７.８ｍを測り、深さ３８.０～
６６.０㎝を測る。南側周溝は残存長３.４０ｍ幅２.２５～２.５４ｍ深さ３２.５～３６.５㎝を測る。
  埋葬施設
  未検出である。
　遺物
　本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
９号遺構（方形周溝墓）
　昭和５４年度調査時遺構番号１１号方形周溝墓。調査区中央やや北側に位置し、７５号・７9号竪穴及び
２３５号・２３７号・２３８号に削平されて存在する四隅開口形の方形周溝墓である。
  方台部東西方向の長径は１０.７６ｍ、南北方向の短径１０.３３ｍを測り、主軸方位はＮ－６０°－Ｗを示す。
東側周溝は７9号竪穴に削平され、残存長５.9６ｍ幅０.８７～１.３０ｍ深さ３６.０～５２.５㎝を測る。西側周溝は
７５号竪穴、２３５号溝に削平され、残存長４.０６ｍ幅１.１４～１.２０ｍ深さ４８.０㎝を測る。南側周溝は７9号竪
穴に削平され、長さ７.9５ｍ幅０.７０～１.７０ｍ深さ３６.０～５２.５㎝を測る。北側周溝は７５号竪穴に削平され、
長さ７.７０ｍ幅１.１２～１.３０ｍ深さ３８.０～４１.５㎝を測る。
  埋葬施設
  方台部中央に存在し、墓壙の規模は長径３.４６ｍ短径１.７８ｍ深さ２６.０～２9.５㎝を測り、主軸方位はＮ
－99°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であるが、墓壙内からは何の遺物も検出されなかった。
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第１８図  ９号遺構実測図・９号遺構出土遺物実測図
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 9号遺構主体部
１ 褐色土 ロームブロック・ローム粒中霜降り状に含む。締まり弱い。
２ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
３ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
４ 褐色土 ローム粒中～大混入。
５ 褐色土 ロームブロック・ローム粒中混入。締まり弱い。
６ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
７ 褐色土 ロームブロック・ローム粒小霜降り状に混入。
８ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
 9号遺構
１ 暗褐色土 若干のローム粒含む。
２ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
３ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に含む。
４ 褐色土 ロームブロック・ローム粒中～大混入。
５ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
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第１９図  １０号遺構実測図・１０号遺構出土遺物実測図
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 10号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に少量混入。
２ 褐色土 ローム粒霜降り状に混入。
３ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
４ 褐色土 ローム粒小～中混入。
５ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
６ 明褐色土 ローム粒中～大混入。



︲ �� ︲

　遺物
　本遺構からは２１点６１６ｇの土器片が検出された。土器片の内訳は２点9８ｇの土師器、２点６６ｇの須
恵器、１１点３０１ｇの弥生土器、５点１２０ｇの縄文土器、１点３１ｇの中世土器であり、これらの出土遺物
の内６点を図示した。これらの遺物は何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示す
るものは無い。
１０号遺構（方形周溝墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号８号方形周溝墓。調査区中央やや西側に位置し、７６号・9２～9４号竪穴及
び２３６号溝に削平されて存在する四隅開口形の方形周溝墓である。
  方台部東西方向の長径は１１.２５ｍ、南北方向の短径１０.０８ｍを測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｗを示す。
東側周溝は７６号竪穴と２３６号溝に削平され、残存長５.２０ｍ幅０.７０～０.８０ｍ深さ１9.０～２１.５㎝を測る。
西側周溝は9２・9３号竪穴に削平され、残存長４.４５ｍ幅０.８６～０.9８ｍ深さ２２.３～２８.５㎝を測る。南側周
溝は9４号竪穴に削平され、残存長１.８４ｍ幅０.9０～１.０６ｍ深さ１５.３～２３.５㎝を測る。北側周溝は２３６号
溝に削平され、残存長６.５６ｍ幅０.9６～１.１８ｍ深さ２２.３～３５.０㎝を測る。
  埋葬施設
  方台部中央に存在し、撹乱と9３号竪穴に削平される。墓壙の規模は長径２.８７ｍ短径１.５０ｍ深さ１８.０
～２３.５㎝を測り、主軸方位はＮ－５８°－Ｗ　を示す。底面はほぼ平坦であるが、墓壙内からは何の遺
物も検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは３６点６２４ｇの土器片と１２点６４０ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は１７点２２４
ｇの土師器、１８点３４０ｇの弥生土器、１点６０ｇの縄文土器、１１点６１０ｇの自然石、１点３０ｇの磨石であ
り、これらの出土遺物の内７点を図示した。これらの遺物は何れも覆土一括で取上げられたものであ
り、出土地点を明示するものは無い。
１１号遺構（方形周溝墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号６号方形周溝墓。調査区中央東側に位置し、８9号土坑に削平されて存在
する四隅開口形の方形周溝墓である。
  方台部東西方向の長径は８.５２ｍ、南北方向の短径８.４８ｍを測り、主軸方位はＮ－５７°－Ｗを示す。
東側周溝の一部は調査区域外に存在するが、残存長５.５６ｍ幅１.１０～１.２６ｍ深さ３０.０～３１.５㎝を測る。
西側周溝は、長さ３.８６ｍ幅０.７３～１.３２ｍ深さ８.５～１４.０㎝を測る。南側周溝は、長さ４.６１ｍ幅０.７８～０.9４
ｍ深さ２０.０～２０.５㎝を測る。北側周溝は８9号土坑に削平され、残存長５.８２ｍ幅０.６６～０.9０ｍ深さ１８.０
～２０.０㎝を測る。
  埋葬施設
  方台部内には多数の染み状ピットが存在するが、埋葬施設は検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは４０点７７８ｇの土器片と、２点７６ｇの礫、１点４２ｇの瓦片が検出された。土器片の内訳
は１１点３３9ｇの土師器、２４点３０１ｇの弥生土器、１点１０ｇの手づくね土器、４点１２８ｇの縄文土器である。
これらの出土遺物の内１０点を図示したが、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明
示するものは無い。
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第２０図  １１号遺構実測図・１１号遺構出土遺物実測図
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 11号遺構
１ 褐色土 ローム粒霜降り状に少量混入。
２ 褐色土 ローム粒霜降り状にやや多く混入。
３ 褐色土 ローム粒小～中混入。
４ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
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第２１図  １２号遺構実測図
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１２号遺構（方形周溝墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号１２号方形周溝墓。１４号方形周溝墓と調査時遺構番号が重複する。調査区
中央やや西側に位置し、２３４号溝に削平されて存在する三隅開口形の方形周溝墓である。
  方台部南北方向の長径は9.４２ｍ、東西方向の短径9.３２ｍを測り、主軸方位はＮ－４６°－Ｗを示す。
東側周溝は、長さ８.６８ｍ幅０.４７～０.７４ｍ深さ７.9～１9.３㎝を測る。西側周溝は、長さ７.００ｍ幅０.８２～１.１７
ｍ深さ１４.２～２３.２㎝を測る。南側周溝は、長さ１０.１２ｍ幅０.６８～１.７２ｍ深さ７.６～２３.２㎝を測る。北側
周溝は、長さ５.9０ｍ幅０.６８～１.０１ｍ深さ８.７～２５.５㎝を測る。
  埋葬施設
  方台部中央に存在し、２３４号溝に一部削平されて存在する。墓壙の規模は残存長１.８６ｍ短径０.99ｍ
深さ１６.５～２２.５㎝を測り、主軸方位はＮ－４８°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であるが、墓壙内からは
何の遺物も検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１３号遺構（方形周溝墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号７号方形周溝墓。調査区中央やや南側に位置し、１０１～１０３号竪穴及び
２３６・２４０号溝に削平されて存在する四隅開口形の方形周溝墓である。
  方台部東西方向の長径は１３.１５ｍ、南北方向の短径１１.２０ｍを測り、主軸方位はＮ－１７°－Ｗを示す。
東側周溝は１０３号竪穴と２３６号溝に削平され、残存長７.２２ｍ幅１.０８～１.６０ｍ深さ２７.５～４２.０㎝を測る。
西側周溝は１０１号竪穴に削平され、長さ１０.１７ｍ幅１.２０～１.３４ｍ深さ１０.０～５9.０㎝を測る。南側周溝は
２４０号溝に削平され、長さ１０.８２ｍ幅０.７３～１.０７ｍ深さ１７.５～５４.０㎝を測る。北側周溝は２３６・２４０号溝
に削平され、長さ9.８５ｍ幅０.9８～１.３３ｍ深さ２８.５～５２.５㎝を測る。
  埋葬施設
  方台部中央に存在し、１０２号竪穴と接して検出されている。墓壙の規模は長径３.７５ｍ短径１.9２ｍ深
さ４０.０㎝前後を測り、主軸方位はＮ－８０°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であるが、墓壙内からは何の
遺物も検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは9０点１，２４２ｇの土器片と６点３9６ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は５７点
７６４ｇの土師器、４点9０ｇの須恵器、２６点３２７ｇの弥生土器、３点６１ｇの縄文土器、５点３２9ｇの自然石、
１点６７ｇの磨石であり、これらの出土遺物の内１２点を図示した。これらの遺物は何れも覆土一括で取
上げられたものであり、出土地点を明示するものは無い。
１４号遺構（方形周溝墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号１２号方形周溝墓。１２号方形周溝墓と調査時遺構番号が重複する。調査区
南東端に位置し、１１６号土坑と重複し１２２・１２５～１２７・１２9号竪穴に削平されて存在する四隅開口形の
方形周溝墓である。
  方台部南北方向の長径は１２.３８ｍ、東西方向の短径推定１２.３０ｍを測り、主軸方位はＮ－２５°－Ｗを
示す。東側周溝は１２６号・１２７号竪穴に削平され、残存長８.9０ｍ幅０.８８～１.０9ｍ深さ３9.４～４３.８㎝を測
る。西側周溝中央部は１２２号竪穴に削平されるが、長さ9.５７ｍ幅０.9２～１.２０ｍ深さ２２.５～６０.５㎝を測る。
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第２２図  １３号遺構実測図
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 13号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒中霜降り状に含む。締まり弱い。
２ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒中霜降り状に少量含む。
３ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
４ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
５ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
６ 褐色土 ローム粒小～中混入。
７ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
８ 褐色土 ローム粒小～中混入。

240号
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第２３図  １４号遺構実測図
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 14号遺構主体部A
１ 暗黄褐色土 ロームブロック・ローム粒に若干の有機質土混入。
２ 黒褐色土 若干のロームブロック混入。
３ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
４ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
５ 黒褐色土 若干のロームブロック・ローム粒混入。
６ 暗黄褐色土 ロームブロック・ローム粒に若干の有機質土混入。
７ 暗黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
８ 黒色土 有機質土主体。
９　暗黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。硬く締まる。
10 黒色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。有機質性強。
11 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体土。
12 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
13 暗黄褐色土 ロームブロック・ローム粒に有機質土少量混入。
14 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。

 14号遺構主体部B
１ 黒褐色土 若干のローム粒混入。
２ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
３ 黒褐色土 ローム粒まばらに混入。
４ 黒褐色土 ローム粒多量に混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
６ 暗黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体土。
７ 暗黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体土。

K
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南側周溝は１２６・１２9号竪穴に削平され、長さ9.８４ｍ幅０.６６～１.２８ｍ深さ２８.３～５６.４㎝を測る。北側周
溝は１２５号堅穴に削平され、長さ８.9７ｍ幅０.８０～１.８０ｍ深さ２５.０～７２.５㎝を測り、西側先端部はフラ
スコ状ピットの１１６号土坑と重複する。
  埋葬施設
  方台部中央に２基の埋葬施設が検出された。Ａ基は土層断面に明瞭な木棺痕を残す墓壙であり、Ｂ
からは木棺痕を検出することはできなかった。Ａは長径３.２０ｍ短径１.７５ｍ深さ４４.７～５４.０㎝を測り、
主軸方位はＮ－８２°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であるが、墓壙内からは何の遺物も検出されなかった。
Ｂは長径２.５４ｍ短径１.５２ｍ深さ１３.６～４０.２㎝を測り、主軸方位はＮ－７８°－Ｗを示す。底面はほぼ平
坦であるが、墓壙内からは何の遺物も検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは遺物は全く検出されなかった。
１５号遺構（方墳・地下式横穴墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号７号地下式土壙。調査区南側に位置し、現況では２００号土坑と重複して
存在する地下式横穴墓であるが、土坑群が密集する周囲は、南側に向かってなだらかな傾斜を有し、
現表土以下にハードロームが露呈するほどの広範囲な台地整形が施されていることから、単独の地下
式横穴墓ではなく、規模等は不明ながら、本来は御林跡遺跡２号方墳に類似する方墳の可能性が高い
ものとして想定周溝を復元しておいた。
  埋葬施設
  前述したとおり本遺構は埋葬施設として地下式横穴墓を採用する。羨道部は最大長５.７６ｍ最大幅
３.４８ｍ深さ最大１.４０ｍを測り、南から北側に向かって階段状に掘り窪められており、玄室への入口部
分で６０.０㎝程立ち上がる。玄室入口は幅５２.０㎝高さ７０.０㎝程の長方形を呈し、黒色を呈する粘土で閉
塞されていたと調査日誌に記載されている。玄室内は幅１.9０ｍ前後、高さ最大１.７５ｍの方形を呈し、
主軸方位はＮ－１１°－Ｅを示す。棺台座と想定される中央部より１０.０㎝程高い範囲は、入口部分の左
右から奥壁に向かって幅８０.０㎝前後でコの字形に存在する。
  人骨は向かって左側の棺台座から手前に１号人骨頭部、その奥に２号人骨頭部、右側に大きく離れ
て３号人骨頭部が検出されている。何れも大腿骨などの足骨近くに頭蓋骨が検出されていることから、
玄室内で骨化した後に集骨したか、或いは別の場所で骨化させ、玄室内に再葬した可能性が考えられ
る。何れにせよ御林跡遺跡の終末期古墳である２号方墳との類似性が指摘でき、時期的にも近い年代
の遺構と想定される。
　遺物
　本遺構からは人骨以外、遺物が全く検出されなかった。
１６号遺構（方形区画改葬墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号１号地下式土壙。調査区北西に位置し、３５号堅穴及び５号方形周溝墓西
側周溝、３７・２３５号溝と重複して存在する仰臥伸展葬を完全に放棄した方形区画改葬墓である。
  方台部南北方向の長径は６.9４ｍ、東西方向の短径６.６８ｍを測り、主軸方位はＮ－７°－Ｗを示す。東・
南側周溝は５号方形周溝墓との新旧逆調査によって一部失われているが、東側周溝は長さ８.３４ｍ幅
０.７２～１.１０ｍ深さ８.０～４０.０㎝を測る。西側周溝は、長さ８.５２ｍ幅０.８２～０.9２ｍ深さ１５.０～２４.０㎝を
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15号
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トーンは推定周溝

第２４図  １５号遺構実測図１
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第２５図  １５号遺構実測図２
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測る。南側周溝は、長さ８.２４ｍ幅０.７9～０.9０ｍ深さ５.５～１9.８㎝を測る。北側周溝は、長さ７.７４ｍ幅０.８８
～０.9５ｍ深さ８.５～２６.５㎝を測る。
  ５号方形周溝墓を除いた２３５号溝及び３５・３６・５７号竪穴よりも本祉掘り方が深いが、土層断面等に
よる新旧確認がないため、出土遺物から見ると５７号竪穴を除いたすべての遺構の最新段階の遺物が、
８世紀前半代のほぼ同時期の所産である。したがって、ここでは住居が墳墓を削平するのではなく、
墳墓が住居を削平するものと捉えておきたい。
  埋葬施設
  本遺構は埋葬施設として地下式小型玄室を採用する。南側周溝中央よりやや西側に偏って羨道部が
存在し、羨道部長径１.８６ｍ短径１.４８ｍ深さ最大７６.０㎝を測り、玄室への入口部分で４３.０㎝程立ち上が
る。玄門部分は奥行き０.２２ｍ幅１.００ｍ、玄室内との比高差は9.０～9.５㎝を測る。玄門部には幅１０.０～
１２.０㎝の排水溝と思われる溝が３条刻み込まれており、排水溝底面は玄室内と同じレベルである。
  玄室は、長径１.６６ｍ短径１.１４ｍ、天井部の一部が残存した高さは最大で9５㎝を測る。玄室内中央は、
長径０.６２ｍ短径０.５２ｍ深さ最大２０.０㎝を測り、長方形を呈し一段掘り下がっている。このような玄室
構造が類似する墳墓には、文武陵と想定されている８世紀初頭の中尾山古墳が存在しており、ここに
木櫃ないしは第２７図１・２の番号を付した須恵器甕・盤等を転用した蔵骨器が納められていたものと
考えられる。ただし、玄室内から遺物が出土したという記録は、平面図や記録写真・調査日誌にも存
在しないため、蔵骨器として納められていたのは木櫃の可能性が高い。
　遺物
　本遺構からは１４点３７２ｇの土器片と１点５８０ｇの石器が検出された。土器片等の内訳は３点１２６ｇの
土師器、２点１０８ｇの須恵器、３点２６ｇの弥生土器、６点１１２ｇの縄文土器、１点５８０ｇの石皿であり、
これらの出土遺物の内１３点を図示した。これらの遺物は何れも一括で取上げられたものであり、出土
地点を明示するものは無いが、仮に転用蔵骨器が玄室内に納められていたとすれば、２の須恵器蓋な
いし盤は１の須恵器甕の蓋として転用されていた可能性が高い。
１７号遺構（改葬系区画墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０号方形周溝墓。調査区中央西側に位置し、６号方形周溝墓南側周溝・
６８号竪穴を削平する改葬系区画墓である。
  方台部南北方向の長径は６.５４ｍ、東西方向の短径６.３４ｍを測り、主軸方位はＮ－１２°－Ｅを示す。
東側周溝は、長さ７.０４ｍ幅０.５７～０.７４ｍ深さ１０.０～２０.０㎝を測る。西側周溝は、長さ８.３４ｍ幅０.７７～
１.００ｍ深さ２.０～１9.０㎝を測る。南側周溝は、長さ７.１２ｍ幅０.６４～０.８２ｍ深さ9.０～１５.５㎝を測る。北
側周溝は本来６号方形周溝墓を削平するのであるが、掘り込みの深い６号方形周溝墓が本遺構を削平
したかのような平面図となっている。長さ７.７０ｍ幅０.７４～０.８０ｍ深さ２０.０～２３.０㎝を測る。
  埋葬施設
  本遺構からは埋葬施設が検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは１２点４9０ｇの土器片が検出された。土器片の内訳は１１点１9０ｇの土師器、１点３００ｇの
須恵器であるが、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものは無い。また、
図示に至る遺物はなかった。
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第２６図  １６号遺構実測図
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第２７図  １３・１６号遺構出土遺物実測図
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第２８図  １７号遺構実測図・１７号遺構出土遺物実測図
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第２９図  １８・１９号遺構実測図
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 18号遺構
１ 暗褐色土 有機質主体層。ローム粒霜降り状に混入。
  締まり弱い。
２ 褐色土 ローム粒霜降り状に混入。
３ 褐色土 ローム粒小混入。
４ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
５ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
６ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
７ 褐色土 ローム粒小混入。

240号

236号

 19号遺構
１ 褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に混入。
２ 褐色土 ローム粒小混入。
３ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
４ 褐色土 ローム粒小～中混入。
５ 明色土 ローム粒中～大混入。
６ 褐色土 ローム粒小～中混入。
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１８号遺構（改葬系区画墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。調査区中央やや西側に位置し、9０・9５号竪穴を削平して存在する
一部開口形の改葬系区画墓である。
  方台部南北方向の長径は６.７６ｍ、東西方向の短径６.７０ｍを測り、主軸方位はＮ－５１°－Ｗを示す。
東側周溝は、長さ７.４２ｍ幅０.６２～０.７８ｍ深さ１７.６～４２.０㎝を測る。西側周溝は、長さ７.８５ｍ幅０.６２～
０.６５ｍを測るが、深さの測定値はない。南側周溝は、途中で途切れるがＡの長さ５.７７ｍ幅０.６５～０.６６
ｍ深さ２４.５㎝を測る。Ｂの長さは１.9８ｍ幅０.４５～０.４７ｍ深さ２０.１㎝を測る。北側周溝は、長さ７.７３ｍ
幅０.５9～０.７４ｍ深さ２２.０～２８.０㎝を測る。
  埋葬施設
  本遺構からは埋葬施設が検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９号遺構（改葬系区画墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。１０３号竪穴及び２４０号溝と重複して存在する改葬系区画墓である。
  方台部南北方向の長径は５.０１ｍ、東西方向の短径４.99ｍを測り、主軸方位はＮ－１４°－Ｗを示す。
東側周溝は、長さ５.５６ｍ幅０.４２～０.４８ｍ深さ３４.０～３５.０㎝を測る。西側周溝は、長さ５.７６ｍ幅０.３４～
０.５０ｍ深さ２１.５～２８.０㎝を測る。南側周溝は、長さ５.５５ｍ幅０.３５～０.５３ｍ深さ２６.０～３０.５㎝を測る。
北側周溝は、長さ５.9５ｍ幅０.３８～０.４9ｍ深さ１６.５～１８.５㎝を測る。
  埋葬施設
  本遺構からは埋葬施設が検出されなかった。
　遺物
　本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１号住居跡。調査区北端部に２１号竪穴・２３３号溝と重複して存在する楕
円形の竪穴住居跡である。長径６.５６ｍ短径５.８０ｍを測り、主軸方位はＮ－１６°－Ｗを示す。炉はＰ１
～Ｐ３間に検出された。火床長軸長０.４８ｍ幅０.２８ｍ深さ５㎝を測り、火床主軸方位はＮ－２５°－Ｅを
示す。炉の存在する床面は周囲より１５㎝程不整形に掘り下がっている。当初土坑などの重複を考えた
が、土層断面に大きな乱れがないことや、この一段掘り下がった範囲の遺物と通常床面の遺物を対比
しても、時期的に大幅な齟齬がないことから、炉の付近は、当初より周囲から一段掘り下がった特異
なプランの竪穴であった可能性が考えられる。
  残存する壁高は、それぞれ東８㎝、西２５㎝、南３１㎝、北３４㎝を測り、北壁が最も遺存状態がよい。
周溝は全周し、深さは１５～４２㎝を測り深い。床面はソフトローム層中に掘り込まれ全体的に軟弱であ
り、ピットは１３ヶ所に検出された。深さはそれぞれＰ１が６６㎝、Ｐ２が４０㎝、Ｐ３が４２㎝、Ｐ４が５9
㎝、Ｐ５が４２㎝、Ｐ６が３２㎝、Ｐ７が３４㎝、Ｐ８が８㎝、Ｐ９が２５㎝、Ｐ１０が１9㎝、Ｐ１１・Ｐ１２は測
定値なし、Ｐ１３が２４㎝を測る。Ｐ１・Ｐ３・Ｐ４・Ｐ５は掘り込みもしっかりしており主柱穴と考え
られる。
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第３０図  ２０～２２号遺構実測図
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 20号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック小少量混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック小混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック小・ローム粒少量混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック中若干混入。
６ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
７ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック中～大混入。
９　暗褐色土 ロームブロック中混入。

 21号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック小混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中～大混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
６ 暗褐色土 ロームブロック小～中少量混入。

P-1

6
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第３１図  ２０号遺構出土遺物実測図
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  遺物
　本遺構からは２１６点５，１６８ｇの土器片と２点３０.9ｇの礫・石器、１点１７０ｇの土製品が検出された。
土器片の内訳は７８点７４５ｇの土師器、３点７５ｇの須恵器、１１５点３，７１１ｇの弥生土器、１9点５５４ｇの縄文
土器、１点８３ｇの中世捏鉢、石器は１点０.9ｇの石鏃、土製品は１点１７０ｇのパン状土製品と１点５０ｇ
の弥生土器片利用の土製円盤である。これらの出土遺物の内３５点を図示した。
　１・６・１０・２０は、南側周溝内より１３㎝浮いた状態で出土し、８は北側周溝付近で、同じく床面よ
り１３㎝浮いた状態で検出されている。５は、一段掘り下がった炉周囲の床面から出土しており、１２・
１４は炉火床に密着して検出された。１４は扁平な手捏土製品・１５は土器片再利用の有孔円盤である。こ
れと類似した製品は御林跡遺跡８9号堅穴からも出土している。
　これ以外の遺物は何れも覆土一括で取り上げられており、出土地点を明示するものはない。
２１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２号住居跡。調査区北端部で２０号竪穴と重複して存在する長方形の竪穴
住居跡である。調査所見では２軒の方形竪穴が重複として調査されているが、土層断面に重複痕が認
められないことや柱穴数、縄文や弥生土器を除いた土師器に時間差が認められないことから１軒の長
方形竪穴として報告する。長径５.６８ｍ短径３.５６ｍを測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｗを示す。カマドは
未検出ながら、調査区域外の北壁前面に粘土の散布が認められると調査日誌にあり、北壁に接して構
築されているものと捉えられる。
  残存する壁高は、それぞれ東５３㎝、西５６㎝、南５２㎝、北３５㎝を測り、遺存状況は良好である。周溝
は検出面で全周し、深さは６～１２㎝を測る。床面はハードローム層中に掘り込まれ、ほぼ平坦であり、
よく踏み固められている。ピットは１１ヶ所に検出され、深さはそれぞれＰ１が２０㎝、Ｐ２が１５㎝、Ｐ
３が１9㎝、Ｐ４が２０㎝、Ｐ５が２０㎝、Ｐ６が６３㎝、Ｐ７は測定値なし。Ｐ８が５０㎝、Ｐ９が４４㎝、Ｐ
１０が２４㎝、Ｐ１１が２２㎝を測る。掘り込みは浅いが、Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３は出土位置から主柱穴と考えら
れる。
  遺物
　本遺構からは３３２点６，００６ｇの土器片と３点１０ｇの礫が検出された。土器片の内訳は２６７点４，６３８ｇの
土師器、８点２８５ｇの須恵器、３８点６１３ｇの弥生土器、１9点４７０ｇの縄文土器である。これらの出土遺
物の内２３点を図示した。
  ２・３は北側コーナー付近の床面から出土した土師器鉢と高坏である。これ以外の遺物は、何れも
覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものはない。
２２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３号土坑。２０号竪穴の南側に位置する長方形土坑である。長径０.８２ｍ短
径０・６８ｍ測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｅを示す。残存する壁高は、それぞれ東１３㎝、西１１.５㎝、南１３㎝、
北１３㎝を測る。底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
　本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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第３２図  ２１・２３・２４号遺構出土遺物実測図
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第３３図  ２３～２５号遺構実測図
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 23号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黄褐色土 ロームブロック主体。
３ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
６ 黒褐色土 若干のローム粒混入。
７ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
８ 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体。
９　暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
10 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体。

 25号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック小混入。締まる。
２ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
３ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 ローム粒疎らに薄く混入。
５ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
６ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
７ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
８ 暗褐色土 ローム粒混入。
９　黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体土。
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２３号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号８号住居跡。調査区北側に位置し、１号方形周溝墓南側周溝・主体部に
重複して存在する楕円形の竪穴住居跡である。残存長径６.４０ｍ短径６.２０ｍを測り、主軸方位はＮ－７°
－Ｅを示す。炉は検出されなかったが、出土遺物より火床施設は炉であった可能性が高い。
  残存する壁高は、それぞれ東１０㎝、西８㎝、北２２㎝を測るが、南は１号方形周溝墓に削平されて存
在しない。周溝は検出面で全周し深さは６～１３㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され平坦で
あり、よく踏み固められている。ピットは１３ヶ所に検出され、深さはそれぞれＰ１が６０㎝、Ｐ２が７４
㎝、Ｐ３が２４㎝、Ｐ４が５9㎝、Ｐ５が３５㎝、Ｐ６が６０㎝、Ｐ７が３４㎝、Ｐ８が３０㎝、Ｐ９が４２㎝、Ｐ
１０が２０㎝、Ｐ１１が３9㎝、Ｐ１２は測定値なし、Ｐ１３が２６㎝を測る。
　遺物
　本遺構からは１６３点１，８５４ｇの土器片と１点１６０ｇの礫が検出された。土器片の内訳は６２点４７０ｇの土
師器、３点６４ｇの須恵器、８２点9７３ｇの弥生土器、１５点３２５ｇの縄文土器、１点２２ｇの中近世土器であ
り、これらの出土遺物の内１１点を図示した。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたもので
あり、出土地点を明示するものはない。
２４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号２２号土坑。２５号竪穴の西側を削平して存在する不整形な土坑である。長
径２.６２ｍ短径１.9２ｍ、深さ最大５１.５㎝を測り、主軸方位はＮ－１５°－Ｅを示す。床面は凹凸激しく平
坦ではない。
  遺物
　本遺構からは５４点４9５ｇの土器片が検出された。土器片の内訳は、１9点１６０ｇの土師器、４点５５ｇの
須恵器、２７点２３０ｇの弥生土器、４点５０ｇの縄文土器であり、これらの出土遺物の内４点を図示した。
１は底部外面が高台を超える所謂伊場Ａ類の特徴を残しており、７世紀末葉～８世紀初頭に位置づけ
られるが、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものはない。
２５号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号９号住居跡。２号方形周溝墓を削平し、２４号土坑に削平されて存在する
方形の竪穴住居跡である。長径４.８０ｍ短径４.４０ｍを測り、主軸方位はＮ－４２°－Ｗを示す。カマドは
北西壁中央に構築され、煙道部が長い構造を呈しているが、火床構造は不明である。
  残存する壁高は、それぞれ東６㎝、西７㎝、南２３㎝、北２８㎝を測り、周溝はほぼ全周し、深さは６
～９㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦で非常によく踏み固められており、ピッ
トは７ヶ所に検出された。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴と想定され、深さはＰ１が５３㎝、Ｐ２は６２㎝、Ｐ３は
５８㎝、Ｐ４は３０㎝を測る。Ｐ５・Ｐ６・Ｐ７は周溝内ピットであり、深さはそれぞれ１７㎝・１０㎝・４
㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは１６２点２，５５２ｇの土器片と１点４３ｇの礫、１点２１０ｇの磨石、１点１１６ｇの支脚片が検出
された。土器片の内訳は１２４点１，８１５ｇの土師器、１点４４ｇの須恵器、３３点５9５ｇの弥生土器、４点9８
ｇの縄文土器であり、これらの出土遺物の内１６点を図示した。１・３はカマド内中層から検出された
台付き鉢と土師器坏である。坏型土器の年代観から８世紀第２四半世紀から中葉にかけての製品と察
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第３４図  ２５号遺構実測図・２５・２６号遺構出土遺物実測図
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 ２号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒含む。
２ 赤灰色土 流出粘土・暗褐色土少量混入。
３ 黒褐色土 ロームブロック・焼土粒・粘土粒含む。
４ 灰褐色土 焼土粒・灰含む。
５ 黒褐色土 灰含む。
６ 灰色土 焼土主体層。
７ 暗灰色土 粘土粒・炭化物 13 層よりやや多く混入。
８ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
９　暗褐色土 ローム粒含む。
10 黒褐色土 ローム粒含む。
11 黒褐色土 ローム粒含む。
12 暗褐色土 粘土粒混入。
13 暗灰色土 焼土粒・炭化物少量混入。
14 暗灰色土 焼土粒・炭化物やや多く混入。
15 灰褐色土 焼土粒少量混入。
16 褐色土 粘土粒・灰混入。
17 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
18 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
19 暗灰色土 焼土粒・炭化物 14 層よりやや多く混入。
20 灰褐色土 粘土粒・灰混入。
21 灰褐色土 粘土粒やや多く・灰混入。
22 灰褐色土 粘土粒・灰少量混入。
23 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
24 暗赤灰色土 焼土粒・炭化物 19 層よりやや多く混入。
25 暗褐色土 粘土粒・灰含む。
26 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・粘土粒少量混入。
27 暗褐色土 粘土粒混入。
28 暗褐色土 粘土粒混入。
29 暗赤灰色土 焼土粒・炭化物 24 層よりやや多く混入。
30 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
31 明褐色土 粘土粒混入。
32 黒褐色土 粘土粒含む。
33 暗褐色土 粘土粒混入。
34 灰褐色土 粘土粒やや多く・灰混入。
35 黒褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
36 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。締まる。

K
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知される。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するもの
はない。
２６号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号７号住居跡。１号方形周溝墓東溝を削平して存在する方形の竪穴住居跡
である。長径４.７４ｍ短径４.６２ｍを測り、主軸方位はＮ－４０°－Ｗを示す。カマドは北西壁中央に構築
され、残存する壁高は、それぞれ東３３㎝西４６㎝南２８㎝北３７㎝を測り、周溝は全周し、深さは３～８㎝
を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦でカマド周囲は非常によく踏み固められてお
り、ピットは６ヶ所に検出された。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴と想定され、深さはＰ１が２9㎝、Ｐ２は４８㎝、
Ｐ３は４３㎝、Ｐ４は５４㎝を測る。このほか、Ｐ５は１８㎝、Ｐ６は８㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは１５７点５，７３６ｇの土器片と２点２，３６６ｇの礫・石器、１点４.２ｇの閂状鉄器が検出された。
土器片等の内訳は、１０４点４，４２６ｇの土師器、５点２１9ｇの須恵器、１７点１２８ｇの弥生土器、３１点9６３ｇ
の縄文土器であり、石器は磨石である。これらの出土遺物の内２１点を図示した。
  １はカマド前面、３は北側コーナー部の床面から出土した。２・６・２１床直ないしは床面から２～
１２㎝浮いた状態で検出されている。１１は市原市北ノ原遺跡２７号方墳の地下式横穴墓主体部から出土し
た閂状鉄器と称された製品と類似した形態を呈している。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上
げられたものであり、出土地点を明示するものはない。
２７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号２１号土坑。２６号竪穴の南側に単独で存在する長方形土坑である。長径
１.７７ｍ短径１.１０ｍを測り、主軸方位はＮ－４３°－Ｅを示す。
  残存する壁高は、それぞれ東２６.５㎝、西２７.７㎝、南２４.７㎝、北３１.２㎝を測り、底面はほぼ平坦である。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２８号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３号住居跡。３号方形周溝墓の北側に位置し、プランの大半は調査区域
外に存在する竪穴住居跡である。残存長径４.１５ｍ残存短径１.２８ｍを測るが、主軸方位は不明である。
残存する壁高は６㎝前後を測るが、炉跡等の火床施設は検出されておらず、検出範囲での周溝は全周
し、深さは４～１０㎝前後を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦で非常によく踏み固
められている。ピットは１ヶ所に検出され、深さは１１㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは１9点１9５ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、１２点１３５ｇの土師器、７点６０ｇ
の弥生土器であり、これらの出土遺物の内１点を図示した。
  本遺構出土遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものはない。
２９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４号住居跡。２８号竪穴の東側に隣接して存在し、プランの大半は調査区
域外に存在する竪穴住居跡である。残存長径３.３８ｍ残存短径１.４０ｍを測るが、主軸方位は不明である。
カマドや炉跡等の火床施設は検出されておらず、残存する壁高は３０㎝前後を測る。床面はソフトロー
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 26号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック小～中少量混入。
６ 暗褐色土 ローム粒疎らに薄く混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
８ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。

 26号遺構
１ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒やや多く含む。
２ 黒褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
３ 暗褐色土 ローム粒・灰含む。
４ 暗褐色土 焼土ブロック・灰混入。
５ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒混入。
６ 灰色土 粘土主体層。
７ 暗灰色土 粘土主体層。焼土粒・炭化物少量混入。
８ 暗灰色土 粘土主体層。焼土粒・炭化物やや多く混入。
９　黒色土 焼土粒混入。
10 暗褐色土 粘土粒混入。
11 暗褐色土 焼土ブロック・灰混入。
12 暗褐色土 ローム粒・粘土粒疎らに混入。
13 暗褐色土 ローム粒・粘土粒混入。
14 黄褐色土 ロームブロック主体層。
15 暗褐色土 粘土粒含む。
16 暗褐色土 焼土ブロック・灰混入。
17 暗褐色土 焼土粒・灰混入。
18 暗褐色土 焼土粒・灰少量混入。
19 暗褐色土 粘土粒含む。
20 暗褐色土 焼土ブロック・灰・粘土粒少量混入。
21 暗褐色土 焼土ブロック・灰混入。
22 暗褐色土 焼土ブロック・灰混入。
23 暗褐色土 焼土ブロック・灰混入。
24 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。

5

第３５図  ２６・２７号遺構実測図・２６号遺構出土遺物実測図
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第３６図  ２６号遺構出土遺物実測図
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第３７図  ２８～３０号遺構実測図・２８～３０号遺構出土遺物実測図
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 28号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
３ 暗褐色土 ローム粒少量・灰混入。
４ 暗褐色土 ローム粒・灰・焼土混入。
５ 暗褐色土 粘土少量混入。
６ 暗褐色土 ローム粒混入。  30号遺構

１ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
３ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
４ 褐色土 ローム粒多量に混入。
５ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
６ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
７ 褐色土 ロームブロック中・ローム粒疎らに混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
９　暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
10 暗褐色土 ロームブロック小混入。
11 褐色土 ロームブロック小混入。

 29号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中・ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック小少量混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
６ 褐色土 ローム粒多量に混入。
７ 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体。
８ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
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ム層中に構築され、ほぼ平坦であるが軟弱である。
  遺物
  本遺構からは４点２１６ｇの土師質土器が出土した。この内２は床面より７㎝程浮いた状態で、３は
床面から出土した。これ以外は覆土一括で取り上げられたものであり、出土地点は明示できない。
３０号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５号住居跡。２9号竪穴の東側に隣接し、プランの大半は調査区域外に存
在する方形の竪穴住居跡である。平面プラン楕円形の弥生竪穴住居跡として捉えられ、残存長径５.５５
ｍ残存短径１.６８ｍを測るが、主軸方位は不明である。炉跡等の火床施設は検出されておらず、残存す
る壁高は、それぞれ３８㎝前後を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦であるが軟弱で
ある。ピットは７か所に検出され、深さはＰ１が４６㎝、Ｐ２が１８㎝、Ｐ３は５１㎝、Ｐ４は２５㎝、Ｐ５
が６㎝、Ｐ６が２㎝、Ｐ７が１６㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは５７点１，２４9ｇの土器片と２点１１２ｇの礫が検出された。土器片の内訳は９点１５３ｇの土
師器、１点９ｇの須恵器、３８点７６０ｇの弥生土器、１点８ｇの手づくね土器、８点３１9ｇの縄文土器、
１点２８ｇは縄文土器細片利用の土器片錘であり、これらの出土遺物の内１４点を図示した。これらの遺
物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものはない。
３１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１２Ａ・Ｂ号住居跡。調査区西側に位置し、報告済み台遺跡Ｂ地点６８号Ｂ
竪穴・２３３号溝・２４４号Ｖ字溝・６号方形周溝墓北側周溝に削平されて存在する楕円形の竪穴住居跡で
ある。推定長径７.００ｍ残存短径４.７０ｍを測り、主軸方位はＮ－４１°－Ｅを示す。炉は中央やや北側に
位置し、２３３号溝に削平されて存在し、残存する火床長径０.６５ｍ短径０.４８ｍ深さ８.５㎝を測り、復元さ
れる火床主軸方位はＮ－２７°－Ｅを示す。
  残存する壁高は、それぞれ東１㎝西６㎝南１㎝を測り、北壁は測定値がない。周溝は削平された個
所以外はほぼ全周し、東から北側にかけて拡張された痕跡を残し、深さは１０～１７㎝を測る。床面はソ
フトローム層中に構築され、平坦であるが軟弱である。ピットは１３ヶ所に検出され、深さはＰ１が
６２.５㎝、Ｐ２は６３㎝、Ｐ３は４７.５㎝、Ｐ４は６４㎝、Ｐ５が１５㎝、Ｐ６が１６㎝、Ｐ７が１５㎝、Ｐ８は
１７.５㎝、Ｐ９は１２㎝、Ｐ１０は２２㎝、Ｐ１１が１３㎝、Ｐ１２が３０㎝、Ｐ１３が２８.５㎝を測る。Ｐ１からＰ３は
掘り込みも深く主柱穴に、Ｐ４はその位置から貯蔵穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１１０点１，３８７ｇの土器片と３点２５３ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、１３
点１７６ｇの土師器、１点４４ｇの須恵器、9１点１，１０８ｇの弥生土器、５点５9ｇの縄文土器、１点１８５ｇの
磨石である。これらの出土遺物の内１３点を図示した。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられ
たものであり、出土地点を明示するものはない。
３２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号２４号土坑。３１号竪穴の東側に位置し、６号方形周溝墓北溝に削平され存
在する方形土坑である。残存長径１.８３ｍ短径１.８０ｍ、深さ最大５０.４㎝を測り、主軸方位はＮ－１８°－
Ｗを示す。底面は緩やかなカーブを描き、ピットは１ヶ所に検出され、深さは４６㎝を測る。
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第３８図  ３１・３２号遺構実測図・３１号遺構出土遺物実測図
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第３９図  ３３・３４号遺構実測図
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 34号遺構
１ 黒褐色土 粘土粒含む。
２ 暗灰色土 粘土主体層。焼土粒・炭化物少量混入。
３ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒混入。
４ 赤灰色土 焼土粒・灰・粘土粒含む。
５ 暗褐色土 粘土粒・焼土粒・灰混入。
６ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
７ 暗褐色土 ローム粒含む。
８ 灰色土 粘土主体層。
９　赤灰色土 焼土ブロック・灰混入。
10 黒褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
11 暗赤灰色土 焼土化粘土主体層。
12 暗赤灰色土 粘土主体層。焼土粒・炭化物やや多く混入。
13 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
14 暗褐色土 粘土粒含む。
15 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
16 黒褐色土 焼土粒・粘土粒・灰少量混入。
17 黒褐色土 粘土粒含む。
18 暗褐色土 焼土粒少量・粘土粒・灰混入。
19 暗褐色土 粘土粒含む。
20 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量混入。

 34号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
３ 黒褐色土 ローム粒混入。
４ 黒色土 ロームブロック混入。
５ 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体。
６ 黒褐色土 焼土粒少量含む。 2 3
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第４０図  ３４・３５号遺構出土遺物実測図
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
３３号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号７３号住居跡。３１号竪穴の北側に位置し２３３号・２３４号溝・３４号竪穴に削平
されて存在する楕円形の竪穴住居跡である。残存長径５.１５ｍ残存短径２.9４ｍを測る。炉は長径０.８４ｍ
短径０.６５ｍ深さ１０.５㎝を測り、火床主軸方位はＮ－１７°－Ｅを示す。残存する壁高は、それぞれ東４.５㎝、
南３.４㎝を測り、周溝は削平された個所以外はほぼ全周し、深さは４.５～８.３㎝を測る。床面はソフトロー
ム層中に構築され、平坦であるが軟弱である。ピットは３ヶ所に検出され、深さはＰ１が３５.４㎝、Ｐ
２は３２㎝、Ｐ３は３.６㎝を測る。炉内からは炭化材が検出されている。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
３４号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１号住居跡。３３号竪穴の東に位置し、３３号竪穴を削平して存在する方形
の竪穴住居跡である。長径４.８３ｍ短径４.６０ｍを測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｗを示す。カマドは北壁
中央に構築され、残存する壁高は、それぞれ東２㎝、西１３㎝、南１２㎝、北１１㎝を測る。周溝は撹乱に
より削平された個所以外はほぼ全周し、深さは７～１３㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、
平坦であるが軟弱である。ピットは９ヶ所に検出され、深さはＰ１が２８㎝、Ｐ２は２２㎝、Ｐ３は５６㎝、
Ｐ４は４５㎝、Ｐ５が４０㎝、Ｐ６が３３㎝、Ｐ７が２9㎝、Ｐ８は２３㎝、Ｐ９は２５㎝を測る。Ｐ１・Ｐ３・
Ｐ４・Ｐ５は掘り込みも深く主柱穴と想定される。Ｐ５はその位置から入り口施設に伴うもの、Ｐ８・
Ｐ９は貯蔵穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１８9点６，３７７ｇの土器片と１点３１ｇの礫・石器、１点４ｇの土製品が検出された。土器
片等の内訳は、１５６点５，６７１ｇの土師器、４点４５ｇの須恵器、１５点３２０ｇの弥生土器、１４点３４１ｇの縄文
土器、１点４ｇの泥メンコである。これらの出土遺物の内１４点を図示した。１～３は床面密着の状態
で検出された。４はＰ１内から出土した甑である。５はカマド左脇の床面から出土した鉢である。こ
れ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものはない。
３５号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０号住居跡。１６号改葬系区画墓と重複して存在する方形の竪穴住居跡で
ある。長径３.７１ｍ短径３.２８ｍを測り、主軸方位はＮ－３２°－Ｗを示す。カマドは北壁中央に構築され、
残存する壁高は、それぞれ東２１㎝、西１9㎝、南１４㎝、北２０㎝を測る。周溝はほぼ全周し、深さは６～
１０㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦であり、遺構中央部が固く引き締まる。ピッ
トは検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは9７点４，０７０ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、9０点３，9７７ｇの土師器、１点
７ｇの須恵器、２点１３ｇの弥生土器、３点６６ｇの縄文土器、１点７ｇの中近世土器であり、これらの
出土遺物の内１１点を図示した。
  １は、カマド右脇床面から２１㎝浮いた状態で検出された土師器甕である。３はカマド粘土の上から
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第４１図  ３５～３７号遺構実測図・３５号遺構出土遺物実測図
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 35号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック小少量混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック小混入。
４ 黒褐色土 ロームブロック中・ローム粒少量混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
６ 暗褐色土 ロームブロック小～中少量混入。

 37号遺構
17 黒褐色土 ロームブロック中混入。
18 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
 36号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック中混入。
３ 黒褐色土 ロームブロック中～大混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック小～中混入。
 235号遺構
６ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
７ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック小～中・ローム粒疎らに混入。
９　黒褐色土 ローム粒少量混入。
 16号遺構
10 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
11 黒褐色土 ローム粒少量混入。
12 黒褐色土 ローム粒少量混入。
 5号遺構
13 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
14 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
15 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
16 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。

 35号遺構
１ 暗灰色土 粘土粒・ローム粒含む。
２ 暗褐色土 粘土粒含む。
３ 暗褐色土 焼土粒多量・粘土粒少量・灰含む。
４ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒少量含む。
５ 暗褐色土 焼土粒・灰混入。
６ 暗褐色土 粘土粒含む。締まっている。
７ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒少混入。
８ 灰色土 粘土主体層。
９　暗灰色土 焼土化粘土主体層。焼土粒・炭化物少量混入。
10 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・粘土粒少量含む。
11 暗褐色土 焼土粒・灰混入。
12 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・粘土粒少量含む。
13 暗褐色土 粘土粒少量含む。
14 暗褐色土 ローム粒少量含む。
15 灰褐色土 灰・焼土粒混入。
16 灰褐色土 灰・焼土粒混入。

3

35号
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第４２図  ３８～５２号遺構実測図・３６号遺構出土遺物実測図
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 47号遺構
１ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
２ 褐色土 ローム粒中～大多く含む。軟弱。
３ 褐色土 ロームブロック多量に混入。
４ 褐色土 ローム粒小混入。
５ 褐色土 ローム粒小多量に混入。
６ 褐色土 ローム粒中～大混入。
７ 褐色土 ロームブロック混入。
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検出された土師器坏である。１０はカマド内一括で検出された土師器甕である。これ以外の遺物は、何
れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものはない。１１は覆土一括で検出され
た土師器鉄鉢形土器である。この手の土器はしばしば蔵骨器として火葬墓から出土する例があり、重
複する１６号方形区画改葬墓との関連性を考えてみてもよいのかも知れない。
３６号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２３号住居跡。３５号竪穴の南側に位置し、１６号方形区画改葬墓及び２３５号
溝に削平されて存在する方形の竪穴住居跡である。長径３.６２ｍ短径３.６０ｍを測り、主軸方位はＮ－２６°
－Ｗを示す。カマドは北壁中央部に構築され、残存する壁高は、それぞれ西で２9㎝、南２㎝、北２9.２
㎝を測る。周溝は検出面で全周し、深さは６.３～１３.０㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、
平坦であるが軟弱である。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が２１㎝、Ｐ２は１６.２㎝、Ｐ３が
４６.9㎝、Ｐ４は５9.１㎝、Ｐ５は８５.２㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは４８点７５０ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、４０点５9２ｇの土師器、２点４３ｇ
の須恵器、３点４８ｇの弥生土器、３点６７ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内５点を図示した。
１は土師器坏、２は土師器蓋であり、何れも赤彩が施されている。これらの遺物は、何れも覆土一括
で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
３７号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。１６号方形区画改葬墓方台部内に存在し３６号竪穴と重複して存在す
る溝状遺構である。長さ４.００ｍ幅０.9５～１.０４ｍを測り、主軸方位はＮ－５３°－Ｗを示す。断面形状は
逆台形を呈し、深さは２４㎝前後を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
３８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号２３号土坑。２号方形周溝墓南側周溝先端部に存在する円形土坑である。
長径１.０５ｍ短径０.9４ｍ、深さ４9.５㎝を測り、主軸方位はＮ－５°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、
ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
３９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５号土坑。３号方形周溝墓の東に位置する円形土坑である。長径１.１８ｍ
短径１.０５ｍ、深さ最大２７.７㎝を測り、主軸方位はＮ－４７°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦で、ピットは１ヶ
所に検出され、深さは１５.9㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８号土坑。３9号土坑の東に位置する円形土坑で、４１号土坑と重複する。
長径１.００ｍ短径０.８８ｍ、深さ最大３０.４㎝を測り、主軸方位はＮ－３０°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、
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ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号９号土坑。４０号土坑の東に位置する円形土坑で、４０号・４２号土坑と重複
する。長径０.99ｍ残存短径０.５４ｍ、深さ最大３８.４㎝を測り、主軸方位はＮ－１５°－Ｅを示す。底面は
ほぼ平坦で、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０号土坑。４１号土坑の東に位置する円形土坑である。長径１.１４ｍ短径
１.０４ｍ、深さ最大４０.9㎝を測り、主軸方位はＮ－１６°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピット等は検
出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１６号土坑。４２号土坑の東に位置する円形土坑である。長径０.9３ｍ短径
０.9０ｍ、深さ最大１9.７㎝を測り、主軸方位はＮ－１５°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピット等は検
出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１号土坑。４２号土坑の北側に位置する円形土坑である。長径０.9８ｍ残存
短径０.５８ｍ、深さ最大２４.３㎝を測り、主軸方位はＮ－９°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピット等
は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１２号土坑。４４号土坑の北側に位置する円形土坑である。長径０.9２ｍ残存
短径０.７６ｍ、深さ最大２１.７㎝を測り、主軸方位はＮ－８４°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦で、ピット等
は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１４Ｂ号土坑。４５号土坑の東側に位置する円形土坑である。長径０.８２ｍ残
存短径０.５７ｍ、深さ最大１３.６㎝を測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦で、ピット
等は検出されなかった。
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１４Ａ号土坑。４６号土坑の東側に位置する円形土坑である。長径０.9７ｍ短
径０.８８ｍ、深さ最大３１.１㎝を測り、主軸方位はＮ－６３°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピット等は
検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１４Ｃ号土坑。４７号土坑の東側に位置する単独の円形土坑である。長径
０.８７ｍ短径０.８３ｍ、深さ最大２１㎝を測り、主軸方位はＮ－６２°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピッ
ト等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
４９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６号土坑。４号方形周溝墓の北側に単独で存在する円形土坑である。長
径０.9４ｍ短径０.9２ｍ、深さ最大２５.２㎝を測り、主軸方位はＮ－６２°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピッ
ト等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
５０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７号土坑。４9号土坑の東側に位置する単独の円形土坑である。長径０.9３
ｍ短径０.８８ｍ、深さ最大３３.０㎝を測り、主軸方位はＮ－８9°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピット
等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
５１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１７号土坑。４２号土坑の南側に位置する単独の不整形土坑である。遺構１／２
弱を撹乱により削平され、遺存状況は極めて不良である。長径１.８５ｍ短径１.６５ｍ、深さ最大３８.５㎝を
測り、主軸方位はＮ－３０°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
５２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１８号土坑。５１号土坑の東側に単独で存在する長方形土坑である。遺構大
半を撹乱により削平され、遺存状況は極めて不良である。長径１.２７ｍ推定短径０.８３ｍ、深さ最大１７.５
㎝を測り、主軸方位はＮ－２８°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピット等は検出されなかった。
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第４３図  ５３～５５号遺構実測図・５４号遺構出土遺物実測図 
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 55号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック小～中少量混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック小混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック中少量・ローム粒疎らに混入。
６ 暗褐色土 有機質土混入。
７ 褐色土 ローム粒混入。

 54号遺構
８ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
９　暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
10 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒・焼土混入。

P10

P1
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54号
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遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
５３号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６Ｃ号住居跡。４８号土坑東側に位置し、５４号竪穴に削平されて存在する
竪穴住居跡である。東側の大半は調査区域外に存在し、残存長径３.３０ｍ短径１.9６ｍを測るが、炉・カ
マドの所在等は不明である。残存する壁高は西壁で７㎝を測り、掘り込みは極めて浅く、周溝は存在
しない。床面はソフトローム層中に構築され、平坦であり硬く引き締まっている。ピットは５ヶ所に
検出され、深さはＰ１が１５㎝、Ｐ２は３７㎝、Ｐ３が１７㎝、Ｐ４は１６㎝、Ｐ５は１６㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
５４号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６Ａ号住居跡。５３号竪穴の南側に位置し、５３号竪穴を削平し５５号堅穴に
削平されて存在する楕円形の竪穴住居跡である。東側の一部は調査区域外に所在し、長径６.７０ｍ残存
短径４.７０ｍを測り、主軸方位はＮ－４２°－Ｗを示す。遺構プランから火床施設は炉と想定されるが、
５５号堅穴に削平されて存在しない。残存する壁高は、それぞれ西で３５㎝、南２５㎝、北１１㎝を測り、周
溝は未検出である。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦で硬く踏み固められており、ピッ
トは１ヶ所に検出され、深さは１０㎝を測る。北側の３ヶ所から焼土が検出され、厚さ４～８㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは１５４点２，４３３ｇの土器片と３点３７０ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、６１
点１，０２０ｇの土師器、８７点１，３１３ｇの弥生土器、６点１００ｇの縄文土器、１点３３５ｇの磨石、１点２５ｇの
磨製石斧である。これらの出土遺物の内２５点を図示した。２５は北側の壁際の床面から５㎝程浮いた状
態で検出された磨石である。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地
点を明示できるものはない。
５５号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６Ｂ号住居跡。５４号竪穴のほぼ中央に位置し、遺構東側の一部は調査区
域外に存在するものの５４号竪穴を削平して存在する楕円形の竪穴住居跡として捉えられる。長径５.６６
ｍ残存短径４.３３ｍを測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｗを示す。炉は中央やや北側に位置し、長径０.9３ｍ
短径０.６ｍ深さ１１㎝を測り、火床長軸方向はＮ－３１°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ東で１４㎝、
西で１４㎝、南１５㎝、北１３㎝を測る。周溝は検出面で全周し、深さは７～１４㎝を測る。床面はソフトロー
ム層中に構築され、ほぼ平坦で硬く引き締まる。ピットは１０ヶ所に検出され、深さはＰ１が４７㎝、Ｐ
２は測定値なし、Ｐ３が５9㎝、Ｐ４は６５㎝、Ｐ５は２１㎝、Ｐ６が２８㎝、Ｐ７は２８㎝、Ｐ８が４３㎝、Ｐ
９は１８㎝、Ｐ１０は６７㎝を測る。Ｐ１・Ｐ３・Ｐ４は掘り込みも深く、Ｐ２には測定値がないが、その
位置から主柱穴であると捉えられる。
  遺物
  本遺構からは６点１８７ｇの土器片と、３点６３.５ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、２
点４０ｇの土師器、４点１４７ｇの弥生土器、１点６０ｇの礫、２点３.５ｇの軽石である。これらの出土遺物の
内６点を図示した。これらの遺物は、何れもＰ６付近の床面から５㎝程浮いた状態で検出されている。
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第４４図  ５６号遺構実測図・５４・５５号遺構出土遺物実測図
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 5号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黒色土 有機質土主体。
３ 黒褐色土 ローム粒混入。
４ 黒色土 有機質土主体。
５ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
６ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック多量に混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック多量に混入。
 56号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック多量に混入。
４ 黒色土 有機質土主体。
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第４５図  ５６号遺構出土遺物実測図
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５６号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２４号住居跡。５号方形周溝墓南側周溝と重複して存在する隅丸方形の竪
穴住居跡である。残存長径６.００ｍ短径６.０２ｍを測り、主軸方位はＮ－２８°－Ｅを示す。炉は中央やや
北側に位置し、長径０.８５ｍ短径０.６５ｍ深さ１１㎝を測り、火床長軸方向はＮ－５１°－Ｅを示す。残存す
る壁高は、それぞれ東で１８㎝、西で６㎝、北１６㎝を測る。周溝は検出面で全周し、深さは８～３１㎝を
測る。床面はソフトローム層中に構築され、平坦であるが軟弱である。ピットは１６ヶ所に検出され、
深さはＰ１が６８㎝、Ｐ２は６０㎝、Ｐ３が６４㎝、Ｐ４は５３㎝、Ｐ５は３０㎝、Ｐ６が３１㎝、Ｐ７は１１㎝、
Ｐ８が１３㎝、Ｐ９は２４㎝、Ｐ１０は２４㎝、Ｐ１１が１５㎝、Ｐ１２は１６㎝、Ｐ１３が１０㎝、Ｐ１４は１３㎝、Ｐ１５は
３３㎝、Ｐ１６は２０㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は掘り込みも深く主柱穴と考えられる。
  遺物
  本遺構からは３６７点１１，０３４ｇの土器片と４点６３２ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、２４
点２６０ｇの土師器、３３６点１０，６６８ｇの弥生土器、７点１０６ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内
２9点を図示した。１・１４はＰ２付近の床面より１０㎝浮いた状態で検出されている。２・５・１６はＰ１
の北側床面より５㎝浮いた状態で、３はＰ１付近の床面より出土した。４・６・７・９は北側の壁際
付近から１０～１２㎝浮いた状態で出土しており、２３は炉内火床より５㎝浮いて、２４は炉付近の床面から
６㎝浮いた状態で、２9はＰ１１の底面から４㎝浮いた状態で出土している。これ以外の遺物は、何れも
覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
５７号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１３号住居跡。５号方形周溝墓と重複し１６号方形区画改葬墓に削平されて
存在する隅丸方形の竪穴住居跡である。長径５.４６ｍ推定短径４.9０ｍを測り、主軸方位はＮ－５４°－Ｗ
を示す。炉はＰ１・Ｐ２間の中央に検出され、長径０.８５ｍ短径０.６５ｍ深さ１１㎝を測り、火床長軸方向
はＮ－５２°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ西で４㎝、南２６㎝、北１６㎝を測る。周溝は検出面
で全周し、深さは８～１４㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、平坦であるがあまり硬く踏
み固められていない。ピットは１３ヶ所に検出され、深さはＰ１が9５㎝、Ｐ２は６６㎝、Ｐ３が８３㎝、Ｐ
４は５８㎝、Ｐ５は４１㎝、Ｐ６は２２㎝、Ｐ７が３9㎝、Ｐ８は２１㎝、Ｐ９が３５㎝、Ｐ１０は５9㎝、Ｐ１１は２８
㎝、Ｐ１２は４６㎝、Ｐ１３は５０㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は掘り込みも深く主柱穴と捉えられる。Ｐ５はその
位置から、入り口施設に伴うものと捉えられる。
  遺物
  本遺構からは５9点１，１０７ｇの土器片と２点４１０ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、３８点
６１０ｇの土師器、１点１１ｇの須恵器、１６点３9３ｇの弥生土器、４点9３ｇの縄文土器、１点9５ｇの敲石で
ある。これらの出土遺物の内１０点を図示した。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたもの
であり、出土地点を明示できるものはない。
５８号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１４号住居跡。５号方形周溝墓方台部内に位置し、主体部と重複し２３５号
溝に削平されて存在する楕円形の竪穴住居跡である。長径５.４８ｍ短径６.４５ｍを測り、主軸方位はＮ－
１８°－Ｗを示す。炉はＰ２・Ｐ４間の中央やや南側に検出され、長径０.８５ｍ短径０.７０ｍ深さ７㎝を測り、
火床長軸方向はＮ－２２°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ東で９㎝、西で１５㎝、北１３㎝を測る。
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第４６図  ５７号遺構実測図・５６・５７号遺構出土遺物実測図
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 57号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
３ 黒褐色土 ロームブロック混入。
４ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
５ 黄褐色土 ローム主体土。

 5号遺構
６ 黒色土 有機質土主体。
７ 黒褐色土 ロームブロック大混入。
８ 黒褐色土 ロームブロック大少量混入。
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 58号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中・ローム粒少量混入。
４ 褐色土 ローム粒疎らに混入。
５ 暗褐色土 焼土混入。
６ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
７ 褐色土 ローム粒・ロームブロック疎らに混入。
８ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
９　黒褐色土 ロームブロック・ローム粒疎らに混入。
10 黒褐色土 ロームブロック中混入。
11 黒褐色土 ロームブロック中混入。
12 黒褐色土 ローム粒少量混入。
13 黒褐色土 ロームブロック中～大混入。

P8

第４７図  ５８号遺構実測図・５８号遺構出土遺物実測図
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第４８図  ５９号遺構実測図・５９号遺構出土遺物実測図
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周溝は検出面で全周し、深さは３～１３㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、平坦であるが
あまり硬く踏み固められていない。ピットは８ヶ所に検出され、深さはＰ１が７４㎝、Ｐ２は３６㎝、Ｐ
３が５３㎝、Ｐ４は１００㎝、Ｐ５は9４㎝、Ｐ６は５６㎝、Ｐ７が８８㎝、Ｐ８は２６㎝を測る。Ｐ１・Ｐ４・Ｐ５・
Ｐ７は掘り込みも深く主柱穴と捉えられる。
  遺物
  本遺構からは１１７点１，9７７ｇの土器片と２点２１５ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、４１点８０５ｇ
の土師器、１４点３２０ｇの須恵器、６０点８０２ｇの弥生土器、２点５０ｇの縄文土器である。これらの出土遺
物の内１０点を図示した。１は北側の壁際で床面から１３㎝浮いた状態で検出された弥生土器底部である。
７は炉内火床密着で検出された弥生土器壺片である。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げら
れたものであり、出土地点を明示できるものはない。
５９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１５号住居跡。４号方形周溝墓方台部内に一部が位置し、４・５号方形周
溝墓と重複して存在する楕円形の竪穴住居跡である。長径７.６８ｍ残存短径３.２５ｍを測り、主軸方位は
Ｎ－４9°－Ｗを示す。炉はＰ１・Ｐ２間の中央やや南側に検出され、長径０.８６ｍ短径０.６３ｍ深さ８㎝
を測り、火床長軸方向はＮ－６9°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ東で３３㎝、南３７㎝、北２０㎝
を測り、西壁は５号方形周溝墓に削平されて存在しない。周溝は検出面で全周し、深さは７～１８㎝を
測る。床面はソフトローム層中に構築され、平坦で硬く踏み固められている。ピットは１３ヶ所に検出
され、深さはＰ１・Ｐ３が５号方形周溝墓底面よりそれぞれ３５㎝・６２㎝を測る。それ以外のピットは
何れも５9号堅穴住居床面からの深さで、Ｐ２は６５㎝、Ｐ４は７５㎝、Ｐ５は３9㎝、Ｐ６は３５㎝、Ｐ７が
１５㎝、Ｐ８は１9㎝、Ｐ９が３１㎝、Ｐ１０は１８㎝、Ｐ１１は６㎝、Ｐ１２は１２㎝、Ｐ１３は２０㎝を測る。Ｐ１～
Ｐ４は掘り込みも深く主柱穴と捉えられる。
  遺物
  本遺構からは２１０点５，６１５ｇの土器片と１０点１，０００ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、
４点１６２ｇの土師器、１点１４ｇの須恵器、１9７点５，２６０ｇの弥生土器、８点１７9ｇの縄文土器、１点３７４
ｇの磨石、１点７７ｇの石剣、１点４４ｇの砥石である。これらの出土遺物の内２６点を図示した。１・３・
１9は南側の壁際近くの床面から８～１０㎝浮いた状態で検出されている。２・８はＰ４付近の床面から
１２㎝浮いた状態で出土した。１３は炉内火床密着の状況で検出されている。これ以外の遺物は、何れも
覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
６０号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１７号住居跡。５9号竪穴の東側に位置し、単独で存在する長方形の竪穴住
居跡である。長径４.６８ｍ短径３.５８ｍを測り、主軸方位はＮ－２７°－Ｗを示す。カマドは北壁中央部に
構築され、残存する壁高は、それぞれ東で３８㎝、西で２４㎝、南３６㎝、北３５㎝を測る。周溝は全周し、
深さは５～１０㎝を測る。床面はハードローム層中に構築されほぼ平坦であり、カマド前面から中央部
にかけて特に硬く踏み固められている。ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは８４点８，０４０ｇの土器片と１点７３ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、８２点８，００５ｇ
の土師器、１点１２ｇの須恵器、１点２３ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内８点を図示した。
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第４９図  ５９・６０号遺構出土遺物実測図
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第５０図  ６０・６１号遺構実測図
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 60号遺構
１ 黒色土 有機質土主体。
２ 黒褐色土 ロームブロック多量に混入。
３ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
４ 白色粘土 ローム粒少量混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
６ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。

 7号遺構
１ 黒色土 有機質土主体。
２ 黒色土 有機質土主体。
３ 黒色土 有機質土主体。
４ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
６ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
 61号遺構
７ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
８ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
９　黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
10 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
11 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
12 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
13 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体。
14 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体。
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 60号遺構
１ 暗灰色土 粘土粒散る。
２ 暗褐色土 ローム粒・焼土粒散る。
３ 暗褐色土 ロームブロック・焼土粒・粘土粒含む。
４ 暗赤褐色土 焼土粒やや多く含む。
５ 暗赤褐色土 焼土粒・粘土粒多く含む。
６ 暗赤褐色土 焼土粒・粘土粒多く含む。
７ 赤褐色土 焼土粒・粘土粒・灰多量に含む。
８ 暗灰色土 焼土粒多量に含む。
９　暗赤灰色土 粘土粒・焼土粒・灰多量に含む。
10 黄褐色土 ロームブロック主体層。
11 暗褐色土 粘土粒散る。
12 暗褐色土 粘土粒散る。
13 暗赤褐色土 焼土粒・粘土粒多く含む。
14 暗赤褐色土 焼土粒やや多く含む。
15 暗赤灰色土 粘土粒多量に含む。
16 暗褐色土 焼土粒・粘土粒やや多く含む。

17 暗赤灰色土 焼土粒・粘土粒・灰含む。
18 暗褐色土 焼土粒・灰若干含む。
19 暗褐色土 ローム粒含む。
20 赤褐色土 焼土粒少量・灰多量に含む。
21 暗褐色土 焼土粒・粘土粒やや多く含む。
22 暗赤灰色土 焼土粒・灰含む。
23 暗灰色土 粘土主体層。内壁に焼土化粘土貼り付く。

 61号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒含む。
２ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
３ 赤灰色土 焼土粒・灰含む。
４ 暗褐色土 ローム粒混入。
５ 暗褐色土 粘土粒含む。
６ 暗灰色土 粘土主体層。
７ 褐色土 ロームブロック・粘土粒混入。
８ 暗赤灰色土 粘土粒・焼土粒含む。
９　暗赤灰色土 粘土粒・焼土粒やや多く含む。
10 褐灰色土 焼土粒少量・粘土粒混入。
11 暗褐色土 焼土粒・粘土粒混入。
12 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
13 暗褐色土 焼土ブロック・灰混入。
14 黒色土 焼土粒混入。
15 暗褐色土 焼土ブロック・灰混入。
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１はカマド全面及び中央部の床面に密着して、６は左脇床面から、２～４は中央から南壁付近の床面
から、５は中央床面から９㎝浮いた状況で検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取
上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
６１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１６号住居跡。６０号竪穴の東側に位置し、７号方形周溝墓西溝と接して存
在する方形の竪穴住居跡である。長径３.６８ｍ短径３.０２ｍを測り、主軸方位はＮ－２３°－Ｗを示す。カ
マドは北壁中央部に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で２７㎝、西で５４㎝、南４７㎝、北５０㎝を測
る。周溝は全周し、深さは５～９㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦で硬く踏
み固められている。ピットは１ヶ所に検出され、深さは１１㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは５１点８５３ｇの土器片と１点８ｇの礫、１点３４.１ｇの鉄鎌が検出された。土器片等の内
訳は、４３点６１０ｇの土師器、６点２０５ｇの須恵器、１点２６ｇの弥生土器、１点１２ｇの縄文土器である。
これらの出土遺物の内７点を図示した。１は遺構中央部の床面から出土した土師器坏である。４は南
壁際の床面から出土した須恵器甕片である。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたもの
であり、出土地点を明示できるものはない。
６２号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３４号住居跡。６１号竪穴の東側に位置し、７号方形周溝墓南溝及び主体部
と重複して存在する楕円形の竪穴住居跡である。長径５.７０ｍ短径５.３０ｍを測り、主軸方位はＮ－１５°
－Ｅを示す。炉はＰ１・Ｐ２間の中央やや南側に検出され、長径１.００ｍ短径０.５２ｍ深さ１２㎝を測り、
火床長軸方向はＮ－３°－Ｅを示す。残存する壁高は、それぞれ東で１８.５㎝、西で２２.７㎝、南１７㎝、
北１４.２㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは５.７～１２.３㎝を測る。床面はソフトローム層中に
構築され、ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは４ヶ所に検出され、深さはＰ１が６５.７㎝、
Ｐ２は５０.２㎝、Ｐ３が７号方形周溝墓主体部墓壙底面より２３.７㎝、Ｐ４は５１㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は
掘り込みも深く主柱穴と捉えられる。
  遺物
  本遺構からは２６１点9，２9５.６ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、１9点２００ｇの土師器、１
点１０.７ｇの須恵器、２３３点８，9０６.２ｇの弥生土器、８点１２８.７ｇの縄文土器である。これらの出土遺物
の内４７点を図示した。１・１８・２０・２８・３０・３４・３６・３７は遺構中央部の床面から１9.２㎝浮いた状態で
出土した。４は南壁際の床面から１２.２㎝浮いた状態で出土した弥生壺である。２・３・５・８・１３・
１７・３３・４０・４１は炉の火床から１２㎝程浮いた状態で検出されている。９・１０は１・２・４を中心とす
る土器群から検出され、接合関係を有する弥生壺片である。これら弥生土器を主体とする土器群中に
須恵器蓋が混入しており、かつ、床面からかなり高い位置での出土であることに留意が必要である。
これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
６３号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３２号住居跡。調査区西側に位置し、遺構の大半が調査区域外に所在し、
かつ、７・８号方形周溝墓と重複し６４号竪穴に削平されて存在する平面プラン不明な竪穴住居跡であ
る。残存長径３.２５ｍ残存短径１.２２ｍを測り、主軸方位は不明である。西壁のみ残存し、高さ３０㎝を測る。
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第５１図  ６２号遺構実測図・６０・６１号遺構出土遺物実測図
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 62号遺構
１ 黒色土 有機質土主体。
２ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック小混入。
５ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
６ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
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第５２図  ６２号遺構出土遺物実測図
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周溝は存在せず、床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦であるが硬化は認められない。ピッ
トは１ヶ所に検出され、深さは１７㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは４４点８５５ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、３０点３５０ｇの土師器、１２点
４６０.２ｇの弥生土器、２点４４.８ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内６点を図示した。１は床
面から２８㎝浮いた状態で出土した弥生甕底部である。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げら
れたものであり、出土地点を明示できるものはない。
６４号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３３号住居跡。６３号竪穴の東側に位置し、６３号竪穴及び８号方形周溝墓西
溝を削平して存在する方形の竪穴住居跡である。残存長径４.２０ｍ残存短径１.9２ｍを測り、西壁の傾き
はＮ－３４°－Ｗを示す。遺構プランや出土遺物から火床施設はカマドと想定されるが、調査区域外に
所在するため詳細は不明である。残存する壁高は、それぞれ西で１７㎝、南３２㎝を測る。検出面での周
溝は全周し、深さは１０～１２㎝を測る。床面は貼り床で、ほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは１ヶ
所に検出され、深さは７０㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは８9点１，３５１ｇの土器片１点４０ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、６５点８４５ｇの土
師器、１点３２ｇの須恵器、２２点４３２ｇの弥生土器、１点４２ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の
内１５点を図示した。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示で
きるものはない。
６５号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３５号住居跡。６４号竪穴の南に位置し、７・８号方形周溝墓を削平して存
在する方形の竪穴住居跡である。長径４.9５ｍ短径４.9３ｍを測り、主軸方位はＮ－２５°－Ｗを示す。カ
マドは北壁中央部に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で２５㎝、西１７㎝、南２２㎝、北７㎝を測る。
周溝は検出面でほぼ全周し、深さは６～１２㎝を測る。床面はソフトローム層中及び８号方形周溝墓の
覆土上に貼り床で構築され、平坦であるが軟弱である。ピットは７ヶ所に検出され、深さはＰ１が６9
㎝、Ｐ２は５２㎝、Ｐ３が７０㎝、Ｐ４は３５㎝、Ｐ５は１１㎝、Ｐ６は４㎝、Ｐ７が２０㎝を測る。Ｐ１～Ｐ
３は掘り込みも深く主柱穴に、Ｐ４は入口施設に伴うものと考えられる。
  遺物
  本遺構からは４８２点１１，２８８.６ｇの土器片と２点６０８.６ｇの石器、１点５.３ｇの鉄器が検出された。土
器片等の内訳は、４４２点１０，７３9.５ｇの土師器、４点１５８.６ｇの須恵器、３３点３５３.４ｇの弥生土器、３点
３７.１ｇの縄文土器、１点３.６ｇの石鏃、１点６０５ｇの磨石、１点１9０ｇの支脚片である。これらの出土
遺物の内２６点を図示した。１・７はカマドやカマド周囲の床面から検出され、３・５・２２はカマド周
囲の床面から４～１２㎝程浮いた状態で検出されている。２・４・２３は南壁際近くの床面から１２～１５㎝
浮いた状態で検出されている。１１は南壁際近くの床面から検出され１２・１５は同じく南壁際近くの床面
から６㎝浮いた状態で検出されている。１８は７号方形周溝墓と重複する貼り床に密着して検出されて
いる。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示するものはない。
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第５３図  ６２～６４号遺構出土遺物実測図
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第５４図  ６３～６７号遺構実測図
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 65号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ローム粒・粘土混入。
３ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 ローム粒・焼土・粘土混入。
５ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
６ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒・焼土混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。

 65号遺構
１ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒散る。
２ 暗褐色土 粘土主体層。
３ 暗赤灰色土 焼土粒・粘土粒散る。
４ 暗赤灰色土 焼土粒・粘土粒多量に含む。
５ 暗赤灰色土 焼土粒・粘土粒・灰多量に含む。
６ 暗赤灰色土 焼土粒・粘土粒含む。
７ 暗灰色土 粘土主体層。
８ 暗褐色土 粘土粒・灰含む。
９　黒褐色土 粘土粒少量含む。
10 暗褐色土 焼土粒少量・粘土粒含む。
11 灰褐色土 焼土粒・粘土粒やや多く含む。
12 暗褐色土 焼土粒やや多く・粘土粒含む。
13 黒褐色土 焼土粒・粘土粒含む。

14 暗褐色土 粘土粒含む。
15　暗赤灰色土 粘土粒・灰含む。
16 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
17 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
18 黒褐色土 粘土粒含む。
19 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量含む。

P3

P4
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６６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３１号土坑。６５号竪穴の南側に位置する単独の長方形土坑である。長径
１.５２ｍ短径０.9７ｍ、深さ最大２８㎝を測り、主軸方位はＮ－６9°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピッ
ト等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
６７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３２号土坑。６６号土坑の西側に位置する単独の長方形土坑である。長径
１.２６ｍ短径０.７５ｍ、深さ最大８２.５㎝を測り、主軸方位はＮ－４７°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦で、ピッ
ト等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
６８号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６9Ａ・Ｂ号住居跡。調査区西側に位置し１７号改葬系区画墓に削平されて
存在する拡張痕跡のある楕円形の竪穴住居跡である。長径６.9６ｍ短径６.００ｍを測り、主軸方位はＮ－
３°－Ｗを示す。炉はＰ１・Ｐ５間の中央やや南側に検出され、長径０.9０ｍ短径０.８６ｍ深さ１７㎝を測り、
火床長軸方向はＮ－１０°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ東で１５㎝、西で２㎝、南３㎝、北１３
㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは１～１２㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、
ほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは１１ヶ所に検出され、深さはＰ１が７１㎝、Ｐ２は７８㎝、Ｐ３が
６３㎝、Ｐ４は５２㎝、Ｐ５が５１㎝、Ｐ６は６６㎝、Ｐ７が５７㎝、Ｐ８は７３㎝、Ｐ９が２７㎝、Ｐ１０は測定値
なし、Ｐ１１が３9㎝を測る。Ｐ１・Ｐ４・Ｐ６・Ｐ８は拡張後の主柱穴、Ｐ２・Ｐ５・Ｐ７・Ｐ８は拡
張以前のそれぞれの主柱穴と捉えられる。
  遺物
  本遺構からは２２２点４，１０３.８ｇの土器片と１０点６２３ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、
２７点１１０ｇの土師器、１８５点３，７9１.８ｇの弥生土器、１点１６ｇのミニチュア土器、９点１８６ｇの縄文土器
である。これらの出土遺物の内３４点を図示した。１・５・７・１２・１７は何れも床面から出土している。
これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
６９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号７０号住居跡。調査区西側に位置し１７号改葬系区画墓に隣接し、２３４号溝
に削平されて存在する方形の竪穴住居跡である。長径４.２４ｍ短径４.１３ｍを測り、主軸方位はＮ－３２°
－Ｗを示す。カマドは北壁に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で３9㎝、西で２9㎝、南２８㎝、北
２７㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは７～１３㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、
ほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは４ヶ所に検出され、深さはＰ１が２３㎝、Ｐ２は４０㎝、Ｐ３が
５６㎝、Ｐ４は５２㎝を測る。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４は主柱穴と捉えられる。
  遺物
  本遺構からは２３点３７２ｇの土器片と１点８０ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、１１点１７５ｇの土
師器、９点１４２ｇの弥生土器、３点５５ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内７点を図示した。
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第５５図  ６５号遺構出土遺物実測図
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第５６図  ６８号遺構実測図・６８号遺構出土遺物実測図
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第５７図  ６８～７０号遺構出土遺物実測図
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第５８図  ６９・７０号遺構実測図・７０号遺構出土遺物実測図
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第５９図  ６９・７０号遺構実測図・７１号遺構出土遺物実測図
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 69号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
３ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
５ 暗褐色土 ローム粒混入。
６ 褐色土 ローム粒中多量に混入。
７ 褐色土 ローム粒中多量に混入。
８ 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒主体土。

 70号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
２ 暗褐色土 ローム粒・有機質土少量混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
５ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
６ 暗褐色土 ロームブロック小～中少量混入。
７ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
８ 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
９　明褐色土 ロームブロック中少量混入。

 69号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
２ 暗褐色土 ローム粒・焼土粒含む。
３ 褐灰色土 焼土粒・灰含む。
４ 暗灰色土 粘土粒主体層。
５ 暗赤灰色土 焼土粒・粘土粒多量に含む。
６ 暗赤灰色土 焼土化粘土。
７ 暗褐色土 焼土粒少量・粘土粒含む。
８ 暗褐色土 粘土粒含む。
９　赤灰色土 灰層。焼土粒・粘土粒少量混入。
10 暗褐色土 粘土粒含む。
11 黒褐色土 ロームブロック含む。
12 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
13 暗褐色土 灰・焼土粒少量含む。
14 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
15 暗褐色土 粘土粒少量・灰含む。
16 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
17 暗褐色土 溝覆土。

 70号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック小・粘土粒含む。
２ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
３ 暗灰色土 粘土ブロック。
４ 灰褐色土 粘土粒含む。
５ 黒褐色土 粘土粒少量混入。
６ 灰褐色土 焼土粒・粘土粒多量に含む。
７ 暗灰色土 粘土主体層。
８ 暗灰色土 粘土粒主体層。焼土粒若干混入。
９　暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。締まる。
10 黄褐色土 ロームブロック主体層。
11 暗灰色土 灰主体層。焼土粒含む。
12 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量含む。
13 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
14 暗褐色土 ローム粒含む。
15 暗褐色土 ローム粒少量混入。
16 暗褐色土 ローム粒・焼土粒含む。
17 暗褐色土 ローム粒含む。
18 暗褐色土 焼土粒・粘土粒・灰含む。
19 灰褐色土 灰・粘土粒含む。
20 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
21 暗褐色土 粘土粒含む。
22 黒褐色土 ローム粒・粘土粒少量混入。

19
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これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
７０号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２５号住居跡。６9号竪穴の東に単独で存在する方形の竪穴住居跡である。
長径４.２４ｍ短径４.１２ｍを測り、主軸方位はＮ－２３°－Ｗを示す。カマドは北壁に構築され、残存する
壁高は、それぞれ東で３２㎝、西で２9㎝、南３３㎝、北３６㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは４
～９㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築されほぼ平坦であり、カマド前面から中央部にかけて
硬く引き締まる。ピットは５ヶ所に検出され、Ｐ１・Ｐ５を除けば何れも周溝内ピットである。深さ
はＰ４を除いて何れのピットも９㎝を測り、Ｐ４は４㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは9０点１，８３２ｇの土器片と５点１，４６１ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、７３
点１，４４9ｇの土師器、１点１６ｇの須恵器、１２点２４７ｇの弥生土器、４点１２０ｇの縄文土器、１点１，３１５ｇ
の石皿である。これらの出土遺物の内１３点を図示した。１３は北壁際の床面から出土した。これ以外の
遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
７１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６６号住居跡。５号方形周溝墓東側溝を削平し、２３６号に削平されて存在
する方形の竪穴住居跡である。長径４.７３ｍ短径４.６２ｍを測り、主軸方位はＮ－２9°－Ｗを示す。カマ
ドは北壁に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で２４㎝、西で２６㎝、南２３㎝、北２２㎝を測る。検出
面での周溝は全周し、深さは５～１１㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築されほぼ平坦であり、
カマド前面から中央部にかけて硬く引き締まっている。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が１６
㎝、Ｐ２は３２㎝、Ｐ３が４７㎝、Ｐ４は３６㎝、Ｐ５は３０㎝を測る。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５は主柱穴と
捉えられる。
  遺物
  本遺構からは１9１点３，０８9ｇの土器片と２点８５ｇの礫・石器、１点３.５ｇの有孔円盤、１点５.４ｇの刀
子が検出された。土器片等の内訳は、１５８点２，５６８ｇの土師器、４点１８9ｇの須恵器、２８点３１２ｇの弥生
土器、１点２０ｇの縄文土器、１点７５ｇの砥石である。これらの出土遺物の内１１点を図示した。１はカ
マド右脇の床面から、４は南西コーナー部の床面から出土した。これ以外の遺物は、何れも覆土一括
で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
７２号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２０号住居跡。２３５号溝に削平されて存在する隅丸方形の竪穴住居跡であ
る。残存長径５.６０ｍ短径５.２２ｍを測り、主軸方位はＮ－５８°－Ｗを示す。炉・カマドともに検出され
ていないが、遺構平面プランより火床施設は炉であった可能性が高い。残存する壁高は、それぞれ東
で２５㎝、西で３２㎝、南測定値なし、北は２８㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは７～１１㎝を測る。
床面はソフトローム層中に構築されほぼ平坦であるが、あまり踏み固められた痕跡がない。遺構内外
に多数の攪乱が存在し、遺構の依存度は極めて悪い。ピットは８ヶ所に検出され、深さはＰ１が４５㎝、
Ｐ２は４５㎝、Ｐ３は２３３号溝底面から４２㎝、Ｐ４は撹乱底面から２３㎝を測る。Ｐ５は２７㎝、Ｐ６が２３㎝、
Ｐ７は１２㎝、Ｐ８は１０㎝を測る。各ピットの位置から、Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４は主柱穴、Ｐ５は入
口施設と捉えられる。
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 71号遺構
１ 暗褐色土 粘土粒含む。
２ 暗灰色土 天井崩落粘土。
３ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
４ 暗赤褐色土 焼土粒やや多く・粘土粒少量含む。
５ 暗灰色土 灰多量に含む。
６ 黒褐色土 焼土粒少量含む。
７ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒少量含む。
８ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
９　暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
10 暗褐色土 灰少量含む。
11 暗赤褐色土 焼土粒やや多く含む。
12 暗褐色土 有機質土中に粘土粒少量含む。
13 赤褐色土 焼土。
14　暗褐色土 ローム粒含む。周溝覆土。
15 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
16 暗褐色土 ローム粒・粘土粒・焼土粒含む。
17 暗灰色土 カマド・ソデ粘土。
18 暗灰色土 焼土粒・粘土粒含む。

 72号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
３ 褐色土 ロームブロック中・ローム粒疎らに混入。
４ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
５ 暗褐色土 有機質土混入。
６ 褐色土 ローム粒混入。
 235号遺構
７ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
８ 黒褐色土 ロームブロック小少量混入。
９　暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
10 黄褐色土 ローム主体土。

A
A
’

B B’

第６０図  ７１・７２号遺構実測図
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  遺物
  本遺構からは４７点9８２ｇの土器片と１点１７４ｇの土製品が検出された。土器片等の内訳は、６点１８０
ｇの土師器、１点２２ｇの須恵器、４０点７８０ｇの弥生土器、１点１７４ｇの瓦片である。これらの出土遺物
の内７点を図示した。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明
示できるものはない。
７３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号２9号土坑。７４号竪穴の東側に位置する単独の長方形土坑である。長径
１.２２ｍ短径０.７9ｍ、深さ最大３７㎝を測り、主軸方位はＮ－５°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で、ピッ
ト等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは１３点9８ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、１１点８０ｇの弥生土器、２点１８ｇ
の縄文土器である。これらの出土遺物の内１点を図示した。１は弥生土器口縁部である。これらの遺
物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
７４号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１８号住居跡。７５号堅穴に削平されて存在する隅丸方形の竪穴住居跡であ
る。長径５.9０ｍ短径５.４８ｍを測り、主軸方位はＮ－１７°－Ｅを示す。炉はＰ１・Ｐ２間中央南側に検
出され、長径０.9５ｍ短径０.４７ｍ深さ８㎝を測り、火床長軸方向はＮ－２０°－Ｅを示す。残存する壁高は、
それぞれ東で１６㎝、西で１７㎝、南１８㎝、北は１５㎝を測る。検出面での周溝は南側を除いて全周し、深
さは７～１３㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築されほぼ平坦であり、炉の周辺がよく踏み固め
られている。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が７３㎝、Ｐ２は７２㎝、Ｐ３は４２㎝、Ｐ４は７１㎝、
Ｐ５は２４㎝を測る。各ピットの位置から、Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４は主柱穴、Ｐ５は入口施設と捉え
られる。
  遺物
  本遺構からは１０４点３，99８ｇの土器片と２点２9６ｇの石器が検出された。土器片等の内訳は、２点２６
ｇの土師器、１０１点３，9６２ｇの弥生土器、１点１０ｇの縄文土器、１点9５ｇの磨石、１点２０１ｇの石剣で
ある。これらの出土遺物の内１9点を図示した。２は床面から７㎝、３・４は１７㎝、５は２１㎝離れて検
出されている。７は９㎝、８は２２㎝、１9は１０㎝浮いた状態で出土した。これ以外の遺物は、何れも覆
土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
７５号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号１9号住居跡。７４号竪穴を削平し、２３７号溝と重複して存在する方形の竪
穴住居跡である。長径５.００ｍ短径４.9０ｍを測り、主軸方位はＮ－２７°－Ｗを示す。カマドは北壁中央
に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で３５.５㎝、西で３８㎝、南３３㎝、北は３２.５㎝を測る。検出面
での周溝は全周し、深さは４.２～１３.７㎝を測る。床面はハードローム層中に構築されほぼ平坦であり、
カマド前面から中央部にかけてよく踏み固められている。ピットは４ヶ所に検出され、深さはＰ１が
５４㎝、Ｐ２は５５㎝、Ｐ３は６７㎝、Ｐ４は６２㎝を測る。各ピットの位置から、Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４
は主柱穴と捉えられる。
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第６１図  ７３～７５号遺構実測図・７２・７３号遺構出土遺物実測図

72-1

72-672-5
72-4

72-3

72-2

72-7

74号

75号

73号

9号

237号

9号

K

K

K

K K

K

K

P1

P5
P4

P3

P2

2

3,4

5

8
7

P1 7

P4P3

P218

3

B’

A

A’

B

D’
C

C’

D

F’

E
E’

F
B’

A　19.400 A’

B　19.400

C　19.400 C’

73-1

F’E　19.400 E’ F　19.400

D’D　19.500

1 234

5

6
7

1

234 5
6

74号

74号

74号

75号 75号

1

23

 74号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
３ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中・ローム粒疎らに混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック中・ローム粒疎らに混入。
６ 褐色土 ロームブロック中・ローム粒疎らに混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。

 73号遺構
１ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
２ 褐色土 ローム粒小混入。
３ 褐色土 ローム粒小混入。
４ 褐色土 ローム粒中混入。
５ 明褐色土 ロームソフト多量に混入。
６ 褐色土 ローム粒中～大混入。

19
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第６２図  ７５号遺構実測図・７４号遺構出土遺物実測図
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 75号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量混入。
２ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒やや多く混入。
３ 暗灰色土 焼土粒・粘土粒多量に含む。
４ 暗褐色土 粘土粒含む。
５ 暗赤灰色土 焼土化粘土。
６ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
７ 暗褐色土 粘土粒・灰含む。
８ 黒褐色土 ローム粒・粘土粒少量混入。
９　黒褐色土 ローム粒・粘土粒・灰少量混入。
10 暗褐色土 粘土粒・灰含む。
11 暗褐色土 粘土粒混入。
12 暗褐色土 灰・粘土粒含む。
13 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
14 暗褐色土 焼土粒・粘土粒少量混入。
15 暗褐色土 焼土粒・灰やや多く含む。
16 褐色土 ローム粒含む。
17 暗褐色土 ロームブロック・灰含む。
18 暗褐色土 灰含む。
19　灰褐色土 粘土粒・灰含む。
20 黒褐色土 ローム粒・灰少量混入。
21 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
22 暗褐色土 焼土粒・灰やや多く含む。
23 赤灰色土 灰層。
24 暗褐色土 ローム粒含む。
25 黒褐色土 ローム粒・粘土粒少量・灰少量混入。
26 暗褐色土 ローム粒・粘土粒混入。
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2
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第６３図  ７５号遺構出土遺物実測図
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  遺物
  本遺構からは１７３点８，５２５ｇの土器片と２点４７ｇの石器が検出された。土器片等の内訳は、１５２点
８，１５５ｇの土師器、２点３４ｇの須恵器、１８点２9１ｇの弥生土器、１点４５ｇの縄文土器である。これらの
出土遺物の内２１点を図示した。３カマド右脇の床直と最大１３㎝浮いた状態で検出された。７はカマド
前面の床面から１４㎝浮いた状態で検出され、１８は床直で出土している。これ以外の遺物は、何れも覆
土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
７６号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２２号住居跡。調査区中央に位置し７７号竪穴を削平し、２３６号溝に削平さ
れて存在する方形の竪穴住居跡である。長径３.８４ｍ短径３.０５ｍを測り、主軸方位はＮ－７０°－Ｅを示す。
カマドは東壁中央やや南側に偏った位置に構築されたものと推定され、煙道部状の掘り込みが残存す
る。残存する壁高は、それぞれ東で１６㎝、西は測定値なし、南２１㎝、北は４１㎝を測る。検出面での周
溝は全周し、深さは６～１１㎝を測る。床面はハードローム層中に構築されほぼ平坦であり、全体的に
かけてよく踏み固められている。ピットは４ヶ所に検出され、深さはＰ１が３８㎝、Ｐ２は２３㎝、Ｐ３
は５０㎝、Ｐ４は１１㎝を測る。なお、遺構東側に４５㎝×３５㎝厚さ２４㎝の貝ブロック１ヶ所が検出されて
いる。
  遺物
  本遺構からは１１６点２，７７１ｇの土器片と６点２３０ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、9７点２，４１８
ｇの土師器、２点１４ｇの須恵器、１４点２３５ｇの弥生土器、３点１０４ｇの縄文土器である。これらの出土
遺物の内１３点を図示した。１・６はカマド残存痕跡の右側床面から出土した。３は西側４・８が北側
の床面から出土している。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点
を明示できるものはない。
７７号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２１号住居跡。調査区中央に位置し７６号竪穴・２３６号溝に削平されて存在
する方形の竪穴住居跡である。長径６.６０ｍ残存短径３.４４ｍを測り、主軸方位はＮ－３9°－Wを示す。
炉はＰ１２の西側から撹乱に削平されて検出され、残存長０.２０ｍ残存幅０.５０ｍを測るが、深さの測定値
はない。主軸方位はＮ－６２°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ東で３㎝、西は測定値なし、南
２１㎝、北は１9㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは８～１８㎝を測る。床面はソフトローム層中
に構築されほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは１４ヶ所に検出され、深さはＰ１が７６号床面より２５
㎝、Ｐ２は７３㎝、Ｐ３は３２㎝、Ｐ４は２２㎝、Ｐ５が７０㎝、Ｐ６は２８㎝、Ｐ７は５４㎝、Ｐ８は４１㎝、Ｐ
９が３０㎝、Ｐ１０が４７㎝、Ｐ１１は５２㎝、Ｐ１２は１１㎝、Ｐ１３は２２㎝、Ｐ１４は５３㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは１３４点２，６２１ｇの土器片と５点１，７６２ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、
７３点１，２０５ｇの土師器、２点２３８ｇの須恵器、５４点１，０７３ｇの弥生土器、４点１００ｇの縄文土器、１点５
ｇの中近世土器、１点６３ｇの布目瓦である。これらの出土遺物の内２７点を図示した。２５は南壁際の床
面から出土した石皿、２６はＰ１４付近の床面から出土した。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上
げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
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第６４図  ７６・７７号遺構実測図・７６号遺構出土遺物実測図
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 76号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック大少量混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック中～大混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
４ 褐色土 ロームブロック小～中混入。
５ 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。

 77号遺構
６ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
９　暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
10 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
11 黄褐色土 ローム主体土。
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第６５図  ７７号遺構出土遺物実測図
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第６６図  ７８～８１号遺構実測図
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 78号遺構
１ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
２ 褐色土 ロームブロック大混入。
３ 明褐色土 ローム粒多量に混入。
４ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
５ 褐色土 ロームブロック大多量に混入。
６ 褐色土 ローム粒中多量に混入。

 79号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック中～大少量混入。
３ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
４ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
５ 暗褐色土 ローム粒混入。
６ 暗褐色土 粘土粒・炭片少量混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
９　明褐色土 ロームブロック中少量・ローム粒多量に混入。
10 暗褐色土 焼土混入。

 79号遺構
１ 暗褐色土 粘土粒含む。
２ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量含む。
３ 暗褐色土 粘土粒少量含む。
４ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
５ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
６ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
７ 暗灰色土 粘土主体層。若干の焼土粒混じる。
８ 暗灰色土 粘土ブロック。
９　暗褐色土 粘土粒含む。
10 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
11 暗褐色土 ローム粒含む。
12 暗褐色土 炭化物・焼土粒含む。
13 暗褐色土 焼土粒含む。
14 暗褐色土 ローム粒少量・粘土粒含む。
15 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量含む。
16 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒少量含む。
17 暗褐色土 粘土粒・灰疎らに混入。
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第６７図  ７９・８２号遺構出土遺物実測図
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７８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし土坑。９号方形周溝墓方台部内に存在する単独の円形土坑である。
長径１.０１ｍ短径０.9３ｍ、深さ最大３８.５㎝を測り、主軸方位はＮ－２０°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦で、
ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
７９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３７号住居跡。調査区中央に位置し、９号方形周溝墓東溝を削平し、２３８
号溝と重複して存在する方形の竪穴住居跡である。長径５.２６ｍ短径４.７２ｍを測り、主軸方位はＮ－２７°
－Ｗを示す。カマドは北壁中央に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で３9㎝、西は３６㎝、南４１㎝、
北は２１㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは５～８.５㎝を測る。床面はソフトローム層中に構
築され、ほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が７５㎝、Ｐ２は６０.５
㎝、Ｐ３は７６㎝、Ｐ４は６５㎝、Ｐ５は３１㎝を測る。焼土は３ヶ所に検出され、厚さは２～１５.５㎝を測
り、周囲には炭化物が散乱している。
  遺物
  本遺構からは３３０点８，３０２ｇの土器片と８点４６６ｇの礫・石器、１点２.７ｇの鉄器１点０.３ｇの黒曜石
剥片が検出された。土器片等の内訳は、３０７点７，７５４ｇの土師器、３点１５３ｇの須恵器、１７点３０５ｇの弥
生土器、３点9０ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内１６点を図示した。１・７カマド付近の床
面から、９はカマド粘土に密着して検出された。４・５は床面から４㎝程浮いて出土している。これ
以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
８０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３７Ａ号土坑。７9号竪穴の西側に位置し、２３５号溝に削平されて存在する
長楕円形土坑である。長径２.８１ｍ短径１.０３ｍ、深さ最大７５㎝を測り、主軸方位はＮ－６７°－Ｗを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
８１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３７Ｂ号土坑。８０号土坑の西側に隣接し、２３５号溝に覆土の大半を削平さ
れて存在する長楕円形の土坑である。長径３.３０ｍ短径０.9１ｍ、２３５号溝底面からの深さは最大３３.５㎝
を測り、主軸方位はＮ－６０°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は全く検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
８２号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号７２号住居跡。調査区中央東側に位置し、８３号土坑に削平されて存在する
隅丸方形の竪穴住居跡である。長径４.１６ｍ短径４.０２ｍを測り、主軸方位はＮ－３１°－Ｗを示す。炉は
Ｐ４の南側に位置し、長径０.４７ｍ短径０.５０ｍ、深さ３.７㎝を測り、主軸方位はＮ－２３°－Ｗを示す。残
存する壁高は、それぞれ東で１６.５㎝、西は１２.０㎝、南１５.０㎝、北は9.０㎝を測る。周溝は存在せず、
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第６８図  ８２・８３号遺構実測図・８２号遺構出土遺物実測図
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床面はソフトローム層中に構築されほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは２５ヶ所に検出され、何れ
が主柱穴なのかよくわからない。深さはＰ１が７８㎝、Ｐ２は４０㎝、Ｐ３は４６㎝、Ｐ４は５５㎝、Ｐ５が
１9㎝、Ｐ６は１１㎝、Ｐ７は７㎝、Ｐ８は１８㎝、Ｐ９が１9.５㎝、Ｐ１０が１３.５㎝、Ｐ１１は９㎝、Ｐ１２は１
㎝、Ｐ１３は７.５㎝、Ｐ１４は９㎝、Ｐ１５が１５㎝、Ｐ１６は１１.５㎝、Ｐ１７は２9㎝、Ｐ１８は８.9㎝、Ｐ１9が２１.２
㎝、Ｐ２０は１１８㎝、Ｐ２１は６７㎝、Ｐ２２は２２.５㎝、Ｐ２３が１１㎝、Ｐ２４が９㎝、Ｐ２５は１０㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは５５点１，７５１ｇの土器片と３点１9５ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、２9点
１７６ｇの土師器、３点３５ｇの須恵器、２３点１，５４０ｇの弥生土器、１点１１ｇの砥石、１点１６２ｇの磨石で
ある。これらの出土遺物の内１１点を図示した。１・４・７は床面密着の状態で出土した。これ以外の
遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
８３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１号土坑。８２号竪穴を削平して存在する長方形土坑である。長径０.9４ｍ
短径０.６9ｍ、深さ最大３８㎝を測り、主軸方位はＮ－６１°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット
等は全く検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
８４号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３６号住居跡。調査区中央東側に位置し、単独で存在する楕円形の竪穴住
居跡である。長径７.６２ｍ短径６.５８ｍを測り、主軸方位はＮ－１６°－Ｅを示す。炉は中央やや北側に検
出され、長径０.５６ｍ短径０.３６ｍ深さ２㎝を測り、主軸方位はＮ－１２°－Ｅを示す。残存する壁高は、
それぞれ東で３9.５㎝、西２６.５㎝、南３５㎝、北は３７.５㎝を測る。検出面での周溝は一部を除いて全周し、
深さは６～１０㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築されほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは
１9ヶ所に検出され、深さはＰ１が３9.５㎝、Ｐ２は４８㎝、Ｐ３は６9.５㎝、Ｐ４は６２㎝、Ｐ５が３３.５㎝、
Ｐ６は３６㎝、Ｐ７は２３㎝、Ｐ８は４１㎝、Ｐ９が４３㎝、Ｐ１０が３9.５㎝、Ｐ１１は２８㎝、Ｐ１２は１５.５㎝、Ｐ
１３は３9㎝、Ｐ１４は２５.５㎝、Ｐ１５が３9㎝、Ｐ１６が３３㎝、Ｐ１７は２１㎝、Ｐ１８は１２㎝、Ｐ１9は６㎝を測る。
Ｐ１～Ｐ４は掘り込みも深く、その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１３１点２，9１７ｇの土器片と３点３０８ｇの礫、１点４２ｇの布目瓦片が検出された。土器片
等の内訳は、１５点２9３ｇの土師器、１１１点２，５２9ｇの弥生土器、５点9５ｇの縄文土器である。これらの
出土遺物の内２５点を図示した。２・３・６・７・１２全て床面から出土した。これ以外の遺物は、何れ
も覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
８５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１０号土坑。８４号竪穴の北側に単独で存在する長方形土坑である。長径
１.１４ｍ短径０.８６ｍ、深さ最大２６.５㎝を測り、主軸方位はＮ－３４°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、
ピット等は全く検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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第６９図  ８４～８７号遺構実測図
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 84号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒混入。
２ 黒褐色土 ローム粒混入。
３ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
５ 暗褐色土 ローム粒混入。
６ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
７ 褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
８ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。

5
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第７０図  ８８・８９号遺構実測図・８４・８９号遺構出土遺物実測図
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 88号遺構
１ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
２ 褐色土 ローム粒少量混入。
３ 褐色土 ローム粒小～中混入。
４ 褐色土 ソフトローム混入。軟弱。
５ 褐色土 ローム粒小混入。

 89号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
２ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
３ 褐色土 ローム粒大混入。
４ 褐色土 ソフトローム混入。
５ 暗褐色土 ローム粒小混入。
６ 褐色土 ローム粒小～中混入。
７ 褐色土 ローム粒中～大混入。
８ 褐色土 ローム粒大混入。
９　褐色土 ソフトローム多量に混入。
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８６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３３号土坑。８４号竪穴の南側に単独で存在する円形土坑である。長径０.８２
ｍ短径０.７9ｍ、深さ最大２２㎝を測り、主軸方位はＮ－２４°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピッ
ト等は全く検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
８７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３４号土坑。８６号土坑東側に単独で存在する円形土坑である。長径１.２０ｍ
短径１.０３ｍ、深さ最大２５.５㎝を測り、主軸方位はＮ－１６°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピッ
ト等は全く検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
８８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構なし。１１号方形周溝墓の北側に単独で存在する円形土坑である。長径１.２４ｍ
短径１.２２ｍ、深さ最大３２㎝を測り、主軸方位はＮ－２°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット
等は全く検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
８９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３５号土坑。１１号方形周溝墓の北溝を削平して存在する楕円形土坑であ
る。長径２.００ｍ短径１.５５ｍ、深さ最大４４.５㎝を測り、主軸方位はＮ－７８°－Ｗを示す。底面はほぼ平
坦であり、ピット等は全く検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは２６点３１６ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、１４点１０４ｇの土師器、９点１４３
ｇの弥生土器、３点６9ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内６点を図示した。これらの遺物は、
何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
  ９０号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２9号住居跡。調査区中央西側に位置し、１８号改葬系区画墓・２３６号溝に
削平されて存在する方形の竪穴住居跡である。長径６.８６ｍ短径６.６２ｍを測り、主軸方位はＮ－１６°－
Ｗを示す。カマドは北壁中央に存在したが、２３６号溝に削平され、粘土によるカマド痕跡が残存する。
残存する壁高は、それぞれ東で２３.５㎝、西は１３.５㎝、南１０.５㎝、北１４㎝を測る。検出面での周溝は全
周し、深さは４～１１㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦で硬く踏み固められて
いる。ピットは４ヶ所に検出され、深さはＰ１が２３６号溝底面から２７㎝、Ｐ２は５３㎝、Ｐ３は６０㎝、
Ｐ４は４７.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定
される。
  遺物
  本遺構からは１８４点２，６１８ｇの土器片と３点２２５ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、１４６点１，9７１
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ｇの土師器、４点３３ｇの須恵器、２１点３３３ｇの弥生土器、１３点２８１ｇの縄文土器である。これらの出土
遺物の内１４点を図示した。２はカマド粘土に密着して、１・３・９は床面から検出された。これ以外
の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
９１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２８号住居跡。9０号竪穴の東側に位置し、9２号竪穴・２３４号溝に削平され
て存在する方形の竪穴住居跡である。長径４.８４ｍ短径４.６４ｍを測り、主軸方位はＮ－８３°－Ｅを示す。
カマドは東壁中央やや南側に存在し、残存する壁高は、それぞれ東で２０㎝、西は８.５㎝、南２４.５㎝、
北２０㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは２～9.５㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築
され、ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が６１.５㎝、Ｐ２
は４４㎝、Ｐ３は４9㎝、Ｐ４は４８.５㎝、Ｐ５は３１.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかり
しており、その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１５５点３，３３８ｇの土器片と３点４１３.７ｇの石器が検出された。土器片等の内訳は、１２５点
２，７０６ｇの土師器、１点１ｇの須恵器、２４点５０８ｇの弥生土器、５点１２３ｇの縄文土器、１点１３５ｇの磨
石、１点２７５ｇの磨石・敲石、１点３.７ｇの尖頭器である。これらの出土遺物の内２３点を図示した。１・
２・４・５床面から５㎝以内の範囲から、２２は南側周溝底から２.５㎝浮いた状態で検出された。これ
以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
９２号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２７号住居跡。9１号竪穴の東側に位置し、9１号堅穴を削平して存在する方
形の竪穴住居跡である。長径４.８８ｍ短径４.７４ｍを測り、主軸方位はＮ－９°－Ｗを示す。カマドは北
壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東壁で３５㎝、西壁は１３.３㎝、南壁３２.５㎝、北壁３０.５㎝を
測る。検出面での周溝は全周し、深さは３.５～１３.０㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、
ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは７ヶ所に検出され、深さはＰ１が５７㎝、Ｐ２は４４.５㎝、
Ｐ３は５４.５㎝、Ｐ４は４３.５㎝、Ｐ５は１０㎝、Ｐ６は２㎝、Ｐ７は６㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込
みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定される。Ｐ８は9１号・9２号竪穴に跨り、直接
両者に伴うピットではないが、深さ３２㎝を測る。
  なお遺構中央に長径２.５０ｍ短径１.０７ｍ深さ６２㎝の土坑状の落ち込みが存在するが、調査日誌等には
何の記載もされていなかった。
  遺物
  本遺構からは１８１点５，７８３ｇの土器片と４点２５０ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、１４３点５，００６
ｇの土師器、３点３５ｇの須恵器、３０点６１７ｇの弥生土器、１点３３ｇの手づくね土器、４点9２ｇの縄文
土器である。これらの出土遺物の内１１点を図示した。１・３・４はカマド内から検出された。２は床
面から８.５㎝浮いた状態で検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたもの
であり、出土地点を明示できるものはない。
９３号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号２６号住居跡。１０号方形周溝墓方台部内に位置し、１０号方形周溝墓の一部
を削平して存在する方形の竪穴住居跡である。長径４.７６ｍ短径４.７０ｍを測り、主軸方位はＮ－２２°－
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第７１図  ９０号遺構実測図・９０号遺構出土遺物実測図
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第７２図  ９１・９２号遺構実測図

91号
92号

234号

93号

10号

K

K

P1

P7 P6

P5

P4

P3

P2
P1

P5
P4

P3

P2

1

2

4

26

91-27

92-P8

B’

A

A’

B

D’

C

C’

D

E

E’

B’

A　19.700 A’

B　19.200

D’

C　19.500 C’

D　19.200

E　19.500 E’

91号

92号

234号

91号

91号

92号

97号

1

2

3

4 5 6

7

8

9

10

1213

14
11

K

13

カマド K 2

K

7

8 10

B’

A
A
’

B

C C’

B’

A
　

19.500
A
’

B　19.500

C　19.500 C’

B’

A
A
’

B

B’

A
　

19.500
A
’

B　19.500

1
23

4
6

8
12

K

2
45 6

7

9

1011

30
1

2
6

7
10

13
15

1617
18

19

20

21
27

28
K

92-4
92-1

92-3

2K

1 2 3 4

5

6

7 8 9
10

12

22

11

30

15
6

10

13

14

15

22

23

24

25
92-3

K8 9

12

5

25

K 14

K
92-4

92-1

 92号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック中混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック小～中混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中～大少量混入。
５ 褐色土 ロームブロック中～大混入。
６ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒疎らに混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック大少量混入。
８ 暗褐色土 ローム粒・有機質土混入。
９　暗褐色土 ロームブロック中・ローム粒疎らに混入。
10 暗褐色土 ロームブロック中～大混入。
 91号遺構
11 暗褐色土 ロームブロック中混入。
12 暗褐色土 ロームブロック中混入。
13 暗褐色土 ローム粒少量混入。
14 暗褐色土 ローム粒少量混入。

 91号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
２ 暗褐色土 ローム粒含む。
３ 黒褐色土 ローム粒含む。
４ 暗褐色土 焼土粒含む。
５ 暗灰色土 焼土粒少量・粘土粒多量に含む。
６ 暗褐色土 焼土粒含む。
７ 暗褐色土 焼土粒少量・粘土粒含む。
８ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
９　暗褐色土 粘土粒含む。
10 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
11 黒色土 有機質土主体。ローム粒含む。
12 暗褐色土 ローム粒含む。

 92号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
２ 暗灰色土 焼土粒少量・粘土粒多量に含む。
３ 暗灰色土 焼土粒・粘土粒多量に含む。
４ 暗灰色土 焼土粒・粘土粒に含む。
５ 暗灰色土 焼土化粘土。
６ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒少量・灰混入。
７ 暗褐色土 灰含む。
８ 灰褐色土 焼土粒・粘土粒少量・灰混入。
９　黒褐色土 粘土粒含む。
10 黒褐色土 ローム粒含む。
11 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
12 暗褐色土 焼土粒含む。
13 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
14 灰褐色土 灰含む。
15 暗褐色土 粘土粒・灰含む。
16 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
17 明褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
18 暗褐色土 焼土粒・粘土粒に含む。
19　暗褐色土 焼土粒・灰含む。
20 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
21 暗褐色土 焼土粒・粘土粒・灰混入。
22 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量混入。
23 褐色土 粘土粒含む。
24 暗褐色土 粘土粒含む。
25 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。締まる。
26 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
27 赤灰色土 灰層。
28 暗褐色土 粘土粒含む。
29　黒褐色土 粘土粒含む。
30 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。

1 4

3

2
29
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第７３図  ９１・９２号遺構出土遺物実測図
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Ｗを示す。カマドは北壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東で４２㎝、西は２１㎝、南４０.５㎝、
北３８㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは５～１０㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、
ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が５５㎝、Ｐ２は５６.５㎝、
Ｐ３は６１.５㎝、Ｐ４は６２.５㎝、Ｐ５は４㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりしており、
その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは２５9点３，５１３ｇの土器片と１３点１，７０５ｇの礫・石器、１点１.７ｇの鉄滓が検出された。土
器片等の内訳は、２３８点２，６７８ｇの土師器、３点４７１ｇの須恵器、４点７４ｇの弥生土器、１４点２9０ｇの縄
文土器、１点9５ｇの砥石、１点１，４００ｇの石皿である。これらの出土遺物の内３２点を図示した。４・６・７・
３２はそれぞれ壁際の床面から出土した。５はカマド粘土に密着して検出された須恵器蓋である。これ
以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
９４号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３１号住居跡。9３号竪穴の東に位置し、１０号方形周溝墓の南側溝を削平し
て存在する方形の竪穴住居跡である。長径４.9４ｍ短径４.9０ｍを測り、主軸方位はＮ－７°－Ｗを示す。
カマドは北壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東で２６㎝、西は２１.５㎝、南２５㎝、北２６㎝を測る。
周溝は全周し、深さは４.５～１０.０㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦で硬く踏
み固められている。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が６４.５㎝、Ｐ２は６9.５㎝、Ｐ３は６２.５㎝、
Ｐ４は７２.５㎝、Ｐ５は４０.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置か
ら主柱穴と想定される。Ｐ５はその位置から貯蔵穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１9１点５，００５ｇの土器片と２点２７ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、１５６点４，０１０
ｇの土師器、３２点9３８ｇの弥生土器、３点５７ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内１８点を図示
した。１はカマド粘土に密着して検出された土師器甕である。２は床直、３・１７は床面から１３㎝浮い
た状態で検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点
を明示できるものはない。
９５号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３０号住居跡。１８号改葬系区画墓・２３４号溝に削平されて存在する楕円形
の竪穴住居跡である。長径６.８４ｍ短径６.３０ｍを測り、主軸方位はＮ－１３°－Ｗを示す。炉はＰ１・Ｐ
２間の中央やや南側に存在し、長径０.８０ｍ短径０.５８ｍ深さ１８㎝を測り、主軸方位はＮ－２０°－Ｅを示
す。残存する壁高は、それぞれ東で２６.５㎝、西は１０.５㎝、南２５.８㎝、北１５.２㎝を測る。検出面での周
溝は全周し、深さは３.２～１２.８㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦で比較的硬
く踏み固められている。ピットは１３ヶ所に検出され、深さはＰ１が２４㎝、Ｐ２は５８.７㎝、Ｐ３は４５.５
㎝、Ｐ４は６５㎝、Ｐ５は６６㎝、Ｐ６が５０㎝、Ｐ７は４１.５㎝、Ｐ８は３9㎝、Ｐ９は６６.５㎝、Ｐ１０は１１㎝、
Ｐ１１が６８.１㎝、Ｐ１２は１9.５㎝、Ｐ１３は４５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりしており、
その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは８７点２，５０７ｇの土器片と１点２１ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、２４点３５３ｇの



︲ ��2 ︲

第７４図  ９３・９４号遺構実測図
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 93号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 有機質土混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
６ 暗褐色土 粘土疎らに混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
８ 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
９　褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
10 暗褐色土 ロームブロック小混入。
11 暗褐色土 ロームブロック中混入。

 94号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック小混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
４ 黒褐色土 ロームブロック中混入。
５ 暗褐色土 ローム粒混入。
６ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒疎らに混入。
７ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
８ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
９　明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。

 93号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒散る。
２ 暗灰色土 粘土主体層。
３ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
４ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒やや多く混入。
５ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒・灰含む。
６ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
７ 灰褐色土 焼土粒・粘土粒・灰含む。
８ 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・粘土粒少量混入。
９　褐灰色土 粘土粒・灰少量混入。
10 暗褐色土 焼土粒・粘土粒混入。
11 暗褐色土 焼土粒・灰混入。
12 暗褐色土 焼土粒・粘土粒混入。
13 灰褐色土 焼土粒・粘土粒混入。
14 暗赤褐色土 焼土粒・灰少量含む。
15 暗褐色土 焼土粒・炭化物含む。
16 暗褐色土 焼土粒・炭化物・灰含む。

1

5
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第７５図  ９３号遺構出土遺物実測図
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第７６図  ９５号遺構実測図・９４号遺構出土遺物実測図
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土師器、５１点１，9１０ｇの弥生土器、１２点２４４ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内２５点を図示し
た。２は北壁付近の床面から８㎝浮いた状態で検出されている。５・１２・１３は炉内火床から１３㎝浮い
た状態で検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点
を明示できるものはない。
９６号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４２号住居跡。9４号竪穴の南側に位置し、２３８号溝に削平されて存在する
楕円形の竪穴住居跡である。長径６.３０ｍ短径５.７４ｍを測り、主軸方位はＮ－３４°－Ｅを示す。遺構中
央を２３８号溝が削平するため、炉は削平されてしまった可能性が高い。残存する壁高は、それぞれ東
で１８㎝、西は１８.５㎝、南２４.５㎝、北４㎝を測り、周溝は存在しない。床面はソフトローム層中に構築
され、比較的凹凸が目立つが硬く踏み固められている。ピットは壁際に２８ヶ所に検出され、深さは４
～１７㎝を測る。床面には８ヶ所のピットが検出され、深さはＰ１が７８㎝、Ｐ２は６６㎝、Ｐ３は６４㎝、
Ｐ４は６１.５㎝、Ｐ５は３５㎝、Ｐ６が１３㎝、Ｐ７は２３㎝、Ｐ８は５１㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込み
も深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは２9５点9，１３9ｇの土器片と２５点８７１ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、１
点７ｇの土師器、２9１点9，０６9ｇの弥生土器、３点６３ｇの縄文土器、１点１６６ｇの磨石、１点２9ｇの瓦
である。これらの出土遺物の内２５点を図示した。１・２・３・４・５・７・１１・１３は床面から５～１０
㎝程浮いた状態で検出されている。この他１9は床面から１４㎝浮いて、２４は床面密着の状態で検出され
ている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるもの
はない。
９７号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３８号住居跡。１３号方形周溝墓の北側に位置し１３号方形周溝墓北溝に削平
されて存在する楕円形の竪穴住居跡である。長径７.9４ｍ短径７.２４ｍを測り、主軸方位はＮ－２５°－Ｗ
を示す。炉はＰ１・Ｐ２間中央やや南側に検出され、長径１.００ｍ短径０.５６ｍ深さ５㎝を測り、主軸方
位はＮ－１５°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ東で４9㎝、西は３６㎝、南４６㎝、北３４㎝を測り、
周溝は全周し、深さは８～１9㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、平坦で硬く踏み固めら
れている。ピットは１８ヶ所に検出され、深さはＰ１が５１㎝、Ｐ２は７４㎝、Ｐ３は１６㎝、Ｐ４は４０㎝、
Ｐ５は６9㎝、Ｐ６が５１㎝、Ｐ７は６５㎝、Ｐ８は７㎝、Ｐ９が１３㎝、Ｐ１０は６㎝、Ｐ１１は２２㎝、Ｐ１２は
４７㎝、Ｐ１３は１１㎝、Ｐ１４が１６㎝、Ｐ１５は３㎝、Ｐ１６は７㎝、Ｐ１７は５㎝、Ｐ１８は２８㎝を測る。Ｐ１・
Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴に、Ｐ７は入口施設と
想定される。この他、北壁付近の床面の２ヶ所に焼土が検出され、厚さ１０㎝前後を測る。
  遺物
  本遺構からは３３４点６，５５６ｇの土器片と８点9４１ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、６６
点１，０9５ｇの土師器、２点３８ｇの須恵器、２６２点５，３０9ｇの弥生土器、３点７８ｇの縄文土器、１点３６ｇ
の中近世土器、３点３２４ｇの磨石、３点３３８ｇの軽石である。これらの出土遺物の内２８点を図示した。３・
５は床面から８～９㎝程浮いた状態で検出されている。６・１７は床面密着で検出された。２２は床面密
着、２５は周溝内底面密着の状態で、２７は床面より１４㎝浮いた状態で検出されている。この他２４・２６は
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第７７図  ９６号遺構実測図・９５号遺構出土遺物実測図
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第７８図  ９６号遺構出土遺物実測図
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第７９図  ９７号遺構実測図・９７号遺構出土遺物実測図
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第８０図  ９７号遺構出土遺物実測図
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第８１図  ９８・９９号遺構実測図・９８号遺構出土遺物実測図
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Ｐ７内から検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地
点を明示できるものはない。
９８号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号７１号住居跡。１２号方形周溝墓の南側に位置し、１２号方形周溝墓・２３８号
溝を削平して存在する竪穴住居跡である。遺構西側の大半は台地整形により喪失しているが、かろう
じて残存するカマド粘土より方形プランを呈するものと想定され、推定長径４.８６ｍ推定短径４.７６ｍを
測り、主軸方位はＮ－１８°－Ｗを示す。カマドは北壁中央に存在し、残存する壁高は、東で１.８㎝、南１.５
㎝、北０.５㎝を測る。検出面での周溝は西半分を除いて全周し、深さは１～８.３㎝を測る。残存する床
面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦で中央部が硬く踏み固められている。ピットは４ヶ所に
検出され、深さはＰ１が４9.５㎝、Ｐ２は４６㎝、Ｐ３は４４㎝、Ｐ４は４５.８㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘
り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは３点５０ｇの土器片と１点９ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、１点１３ｇの土師
器、１点１０ｇの弥生土器、１点２７ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内２点を図示した。これ
らの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
９９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４３号住居跡。9８号竪穴の東側に位置し、２３４号溝に削平されて存在する
方形の竪穴住居跡である。長径５.５０ｍ短径５.３６ｍを測り、主軸方位はＮ－６１°－Ｅを示す。カマドは
東壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東で２9㎝、西１３.５㎝、南２０.０㎝、北２２.５㎝を測る。検
出面での周溝は南側を除いて全周し、深さは８.５～１３㎝を測る。残存する床面はソフトローム層中に
構築され、ほぼ平坦で中央部が硬く踏み固められている。ピットは８ヶ所に検出され、深さはＰ１
が５４㎝、Ｐ２は４８㎝、Ｐ３は５9㎝、Ｐ４は４５.５㎝、Ｐ５が２9㎝、Ｐ６は４８㎝、Ｐ７は１３.５㎝、Ｐ８は
１４.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定される。
この他、床面の３ヶ所から焼土・炭化物が検出され、厚さは５～１０㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは５８０点２２，１８０.５ｇの土器片と１０点４４０ｇの礫・石器、４点０.４ｇの臼玉、２点１０.７ｇの
有孔円盤、１点２５.５ｇの槍鉋が検出された。土器片等の内訳は、５０８点２１，２9８.３ｇの土師器、２点
１9３.８ｇの須恵器、４9点４５６.9ｇ弥生土器、２０点２２３.５ｇの縄文土器、１点８ｇの中近世土器である。
これらの出土遺物の内３８点を図示した。１・３・７～１０・１７はカマド右側からコーナー部にかけての
床面から５～１８㎝浮いた状態で出土した。２・５・１２・１３・１６・１9～２１は南西コーナー部の床直から
１３㎝浮いた状態で検出されている。６・１５・３１は北東コーナー部で、床直から１６㎝浮いた状態で検出
されている。２８は床面から１０㎝浮いた状態で検出された鉇である。この他２9がカマド密着状態で、３６
はカマド前面で出土した。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点
を明示できるものはない。
１００号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４４号住居跡。99号竪穴の南側に位置し、２３４・２４６号溝に削平されて存在
する方形の竪穴住居跡である。長径６.５２ｍ短径５.２６ｍを測り、主軸方位はＮ－１７°－Ｗを示す。カマ
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第８２図  ９９号遺構実測図・９９号遺構出土遺物実測図
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 99号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
２ 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量・粘土粒含む。
３ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
４ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
５ 暗赤褐色土 焼土粒多量に含む。
６ 赤灰色土 ロームブロック混入。
７ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
８ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
９　暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
10 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
11 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
12 灰褐色土 灰混入。
13 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
14 暗褐色土 ローム粒混入。
15 暗灰色土 粘土主体層。
16 暗灰色土 焼土ブロック・焼土粒多量に含む。
17 暗赤褐色土 焼土粒多量に含む。
18 暗褐色土 粘土粒・焼土粒多量に含む。
19　暗褐色土 粘土粒・焼土粒散る。
20 暗褐色土 ローム粒・焼土粒含む。
21 暗褐色土 ローム粒含む。周溝覆土。
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第８３図  ９９号遺構出土遺物実測図
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第８４図  １００号遺構実測図・９９・１００号遺構出土遺物実測図
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 100号遺構
１ 暗灰色土 粘土ブロック。
２ 黒褐色土 ローム粒散る。
３ 暗赤灰色土 焼土化粘土。
４ 暗赤灰色土 焼土化粘土・焼土粒含む。
５ 暗褐色土 粘土粒混入。
６ 黒褐色土 ローム粒・粘土粒混入。
７ 灰褐色土 焼土粒・粘土粒混入。
８ 暗灰色土 粘土主体層。
９　暗褐色土 粘土粒含む。
10 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
11 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
12 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
13 暗褐色土 焼土粒少量・粘土粒含む。
14 暗褐色土 ローム粒・粘土粒混入。
15 暗褐色土 粘土粒含む。
16 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
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ドは北壁中央に存在するが、大半を２４６号溝に削平されている。残存する壁高は、それぞれ東で２８.５
㎝、西測定値なし、南２０.５㎝、北２9.０㎝を測る。周溝は存在せず、床面はハードローム層中に構築さ
れ、ほぼ平坦で、硬く踏み固められている。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が５０㎝、Ｐ２は
４７㎝、Ｐ３は４７㎝、Ｐ４は４７.５㎝、Ｐ５が５５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりして
おり、その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１２４点１，9００ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、１０６点１，５１０ｇの土師器、１
点４０ｇの須恵器、９点２２２ｇ弥生土器、７点１０２ｇの縄文土器、１点２６ｇの中近世土器である。これら
の出土遺物の内１８点を図示した。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土
地点を明示できるものはない。
１０１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４１号住居跡。１３号方形周溝墓西溝を削平し、２３9号溝と重複して存在す
る方形の竪穴住居跡である。長径４.１６ｍ短径３.9８ｍを測り、主軸方位はＮ－７１°－Ｅを示す。カマド
は東壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東で４５㎝、西３８㎝、南４０㎝、北３８㎝を測る。周溝は
東南コーナー部を除いて全周し、深さは３.５～１１㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、ほ
ぼ平坦で、硬く踏み固められている。ピットは６ヶ所に検出され、深さはＰ１が６２㎝、Ｐ２は４７㎝、
Ｐ３は２０㎝、Ｐ４は６１㎝、Ｐ５が４０㎝、Ｐ６が２８㎝を測る。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５は、掘り込みも
深くしっかりしており、その位置から主柱穴に、Ｐ６は貯蔵穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは２１４点１６，５５２ｇの土器片と８点６００ｇの礫・石器、２点６.9ｇの石製模造品が検出された。
土器片等の内訳は、２０9点１６，４５０ｇの土師器、４点9４ｇ弥生土器、１点８ｇの縄文土器、１点３.２ｇの
有孔円盤、１点３.７ｇの剣形製品である。これらの出土遺物の内１５点を図示した。１・２・４・６は
カマド内ないしはカマド密着で検出され、特に４は坏部を下にした倒立状態で出土していることから、
転用支脚ないしはカマド閉鎖に伴う祭祀行為が行われた可能性が高い。７は遺構中央部の床面から２６
㎝浮いた状態で、１０・１１は東南コーナー部の床面から出土している。１２はカマド右脇床面とＰ４付近
の床面から１０㎝浮いた状況で検出されている。１３は西南コーナー部で、床面から１４㎝浮いた状態で、
１４・１５は、床面から５㎝浮いた状態で出土した。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられた
ものであり、出土地点を明示できるものはない。
１０２号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４０号住居跡。１３号方形周溝墓方台部内に位置し、１３号方形周溝墓主体部
と接して存在する方形の竪穴住居跡である。長径５.３５ｍ短径５.２２ｍを測り、主軸方位はＮ－３°－Ｗ
を示す。カマドは北壁中央に存在し、残存する壁高は、東・西３０㎝、南３１㎝、北２２㎝を測る。周溝は
ほぼ全周し、深さは０.５～１０㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦で、硬く踏み
固められている。ピットは７ヶ所に検出され、深さはＰ１が５１㎝、Ｐ２は５２.５㎝、Ｐ３は４６.５㎝、Ｐ
４は４３.５㎝、Ｐ５が１３.５㎝、Ｐ６が１７.５㎝、Ｐ７が１２.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっ
かりしており、その位置から主柱穴に、Ｐ５は入口施設と想定される。
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第８５図  １０１号遺構実測図・１０１号遺構出土遺物実測図
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 101号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック小～大混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック小・炭片混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック小・焼土・炭片混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中・炭片少量混入。
５ 暗褐色土 焼土粒混入。
６ 暗褐色土 ロームブロック大混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック大混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒疎らに混入。

 101号遺構
１ 暗褐色土 炭片・焼土粒少量混入。
２ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
３ 暗褐色土 焼土粒含む。
４ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒少量含む。
５ 暗灰色土 粘土主体層。
６ 暗赤灰色土 粘土に多量の焼土粒混入。
７ 暗褐色土 ローム粒・炭片含む。
８ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に含む。
９　暗褐色土 ローム粒・焼土粒含む。
10 暗褐色土 炭片・粘土粒含む。
11 黒褐色土 ロームブロック含む。
12 灰褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
13 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
14 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・灰少量混入。
15 暗褐色土 灰多量に含む。
16 暗褐色土 焼土粒・炭ブロック含む。
17 暗褐色土 粘土粒・灰含む。
18 褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
19　暗褐色土 粘土粒含む。
20 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量含む。
21 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
22 暗褐色土 焼土化粘土。
23 暗褐色土 ローム粒・焼土粒散る。

10
1-
2
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第８６図  １０１号遺構出土遺物実測図
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第８７図  １０２号遺構実測図・１０２号遺構出土遺物実測図
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 102号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒微量に散る。
２ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒散る。
３ 暗灰色土 粘土主体層。焼土粒混入。
４ 暗灰色土 粘土主体層。焼土粒混入。
５ 暗褐色土 ローム粒微量・粘土粒・灰混入。
６ 暗赤灰色土 焼土。
７ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒少量・灰多量に混入。
８ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒やや多く含む。
９　暗褐色土 ローム粒・焼土粒混入。
10 暗褐色土 ローム粒・粘土粒混入。
11 暗褐色土 ローム粒含む。
12 暗褐色土 粘土粒含む。
13 暗褐色土 焼土粒・粘土粒・灰混入。
14 暗褐色土 焼土粒・灰多量に含む。
15 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量混入。
16 灰褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
17 黒褐色土 粘土粒少量含む。
18 暗褐色土 粘土粒含む。
19　褐色土 粘土粒・ロームブロック含む。
20 暗褐色土 ローム粒散る。締まる。
21 暗褐色土 ローム粒少量・粘土粒混入。

 102号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中～大混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。

13

焼土化粘土
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第８８図  １０３号遺構実測図・１０２号遺構出土遺物実測図
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  遺物
  本遺構からは２４１点３，７６８ｇの土器片と３点２１ｇの礫、３点２３.２ｇの石製模造品が検出された。土器
片等の内訳は、２２６点３，４０７ｇの土師器、１０点３００ｇの須恵器、４点４０ｇの弥生土器、１点２１ｇの縄文
土器、２点１１.７ｇの有孔円盤、１点１１.５ｇの扁平勾玉である。これらの出土遺物の内１６点を図示した。
１・３はカマド周囲の床面からそれぞれ７～９㎝浮いた状況で出土した。５はＰ２付近の床面から、７・
８は、南壁際の床面から６㎝浮いた状況で出土している。この他９・１６は、カマド粘土に密着した状
態で出土している。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示
できるものはない。
１０３号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号３9号住居跡。１０２号竪穴の東に位置し、１9号改葬系区画墓と重複し２３６号
溝に削平されて存在する方形の竪穴住居跡である。長径５.７５ｍ短径５.４４ｍを測り、主軸方位はＮ－１３°
－Ｗを示す。カマドは北壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東で３２㎝、西２9㎝、南２9.５㎝、
北２７㎝を測る。検出面での周溝はほぼ全周し、深さは１２.２～１５.５㎝を測る。床面はソフトローム層中
に構築され、ほぼ平坦で、硬く踏み固められており、特に中央部の硬化が際立っている。ピットは
１０ヶ所に検出され、深さはＰ１が６０㎝、Ｐ２は６２.５㎝、Ｐ３は３８㎝、Ｐ４は５１㎝、Ｐ５が４８.５㎝、Ｐ
６が６４㎝、Ｐ７が２４.８㎝、Ｐ８は２１.５㎝、Ｐ９は４６㎝、Ｐ１０は３６.５㎝を測る。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３・Ｐ
５は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴に、Ｐ７は入口施設と想定される。
  遺物
  本遺構からは４８４点１１，５9３ｇの土器片と１０点２７０ｇの礫、１点３３ｇの紡錘車、２点１１.１ｇの有孔円盤
が検出された。土器片等の内訳は、４５０点１１，０２８ｇの土師器、１５点３６５ｇの須恵器、１9点２００ｇの弥生
土器、１点７６２ｇの支脚である。これらの出土遺物の内１６点を図示した。１・８はカマド内で１の口
縁部に８の坏が逆さまに被せられた状態で出土した。２・３・５は床面からそれぞれ１０㎝・７㎝・１０
㎝程浮いた状態で検出されている。１６は石製紡錘車で、床面密着の状態で出土している。これ以外の
遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１０４号遺構（横溝木棺墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号１３号地下式土坑。１０２号竪穴の南側に単独で存在する半地下式の横溝木
棺墓である。長径２.４０ｍ短径０.9７ｍ、深さ最大４０.9㎝を測り、主軸方位はＮ－４１°－Ｗを示す。底面
には排水溝と想定される深さ１０㎝程の３条の溝が伴うもののほぼ平坦であり、ここに木棺を納めた墓
壙と想定される。木棺痕跡を期待したが、縦方向の断面図には木棺痕跡は確認されなかった。
  遺物
  本遺構からは９点１9７ｇの土師器が検出され、これらの出土遺物の内３点を図示した。１・２は高坏、
３は底部が突出する甕形土器底部である。出土遺物に時間差が存在し、かつ、本遺構の最盛期と思わ
れる古墳時代終末期から奈良時代の遺物が存在しないので、本祉に直接伴う遺物は無いと考えられる。
これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１０５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号３８号土坑。１9号改葬系区画墓に東側に単独で存在する長方形土坑であ
る。長径１.３０ｍ短径０.８３ｍ、深さ最大３４.５㎝を測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｗを示す。底面は平坦であり、
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第８９図  １０３号遺構実測図・１０３号遺構出土遺物実測図
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 103号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒散る。
２ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒混入。
３ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
４ 灰褐色土 焼土ブロック・灰含む。
５ 赤灰色土 灰層。焼土粒混入。
６ 灰褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
７ 暗褐色土 粘土粒含む。
８ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
９　暗褐色土 焼土粒・粘土粒少量混入。
10 暗褐色土 粘土粒含む。
11 暗褐色土 ローム粒・粘土粒混入。
12 暗褐色土 粘土粒混入。
13 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・灰混入。
14 暗褐色土 ローム粒・粘土粒混入。
15 暗褐色土 粘土粒散る。
16 暗褐色土 粘土粒少量含む。
17 暗褐色土 粘土粒・小石混入硬く締まる。
18 黒褐色土 ローム粒・粘土粒少量混入。
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 104号遺構
１ 暗褐色土 若干のローム粒含む。
２ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
３ 褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
４ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
５ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に含む。締まりなし。
６ 褐色土 ロームブロック・ローム粒やや多く含む。
７ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒やや多く含む。
８ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
９　鈍い褐色土 有機質土中にロームブロック・ローム粒多量に含む。

 105号遺構
１ 褐色土 ローム霜降り状に散る。
２ 褐色土 ローム粒小混入。
３ 褐色土 ローム粒小混入。
４ 暗褐色土 ローム粒混入。
５ 暗褐色土 ローム粒小～中混入。
６ 暗褐色土 ローム粒小多量に混入。

 106号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒含む。
２ 暗灰色土 粘土主体層。
３ 暗赤灰色土 粘土粒やや多く含む。
４ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
５ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
６ 暗褐色土 粘土粒少量含む。
７ 暗褐色土 ローム粒含む。
８ 暗赤灰色土 ロームブロック・粘土粒含む。
９　暗褐色土 ローム粒・粘土粒・灰少量含む。
10 暗褐色土 粘土粒やや多く含む。
11 暗赤灰色土 ロームブロック・粘土粒含む。
12 暗褐色土 ローム粒含む。
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第９０図  １０４～１０６号遺構実測図・１０４・１０６号遺構出土遺物実測図
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ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは１８点１８２ｇの土師器と２点４０ｇの礫が検出されたが、いずれも小片で図示に至るもの
はない。
１０６号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６３号住居跡。１０３号竪穴の東に位置し、２４１号溝と重複するが新旧関係不
明な方形の竪穴住居跡である。長径２.７６ｍ短径２.７２ｍを測り、主軸方位はＮ－７°－Ｗを示す。カマ
ドは北壁中央からやや東に偏って構築され、残存する壁高は、それぞれ東で４9㎝、西４５.５㎝、南５０㎝、
北は４８㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは８～１０㎝を測る。床面はハードローム層中に構築
され、ほぼ平坦であるが軟弱である。ピット１は、深さ２２㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは７６点１，４７７ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、５６点１，２０１ｇの土師器、１点
３9ｇの須恵器、１７点２０9ｇの弥生土器、２点２８ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内７点を図
示した。１は一括で検出された土師器甕である。２・３はカマド内から検出された高坏と坏である。
４はカマド前面の床面から出土した弥生壺底部である。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げ
られたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１０７号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５３号住居跡。１０６号竪穴の東に位置し、２３４号溝に遺構の大半を削平され
て存在する不整形な竪穴住居跡である。残存長径２.００ｍ残存短径０.８６ｍを測るが、主軸方位は不明で
ある。炉・カマドとも未検出であるが、北壁付近に火床状の焼土が検出され、長径０.６２ｍ短径０.３０ｍ
深さ１.６㎝を測り、主軸方位はＮ－７３°－Ｗを示す。出土遺物の割合から或いはカマドが存在した竪穴
住居跡の可能性が考えられる。残存する壁高は、西壁１１.８㎝を測るのみで、他の壁高の測定値はない。
周溝は存在せず、床面はソフトローム層中に構築され、平坦で硬く引き締まっている。ピットは３ヶ
所に検出され、深さはＰ１が４１㎝、Ｐ２は５.9㎝、Ｐ３は１６.６㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは１１点１６２ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、９点１１9ｇの土師器、１点３６ｇ
の須恵器、１点７ｇの弥生土器である。これらの出土遺物の内２点を図示した。これらの遺物は、何
れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１０８号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４６号住居跡。調査区南側１００号竪穴の東に位置し、２４６号溝に削平されて
存在する方形の竪穴住居跡である。長径５.６２ｍ短径５.５８ｍを測り、主軸方位はＮ－３５°－Ｗを示す。
カマドは北壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東で２５.５㎝、西１７.７㎝、南２４.３㎝、北２２.８㎝
を測る。検出面での周溝はほぼ全周し、深さは２.８～9.５㎝を測る。床面はハードローム層中に構築さ
れ、ほぼ平坦で、中央部が硬く踏み固められている。ピットは７ヶ所に検出され、深さはＰ１が４３.７
㎝、Ｐ２は５４.２㎝、Ｐ３は５３.５㎝、Ｐ４は５７.２㎝、Ｐ５が６9.０㎝、Ｐ６が５５.５㎝、Ｐ７が４１.０㎝を測る。
Ｐ１・Ｐ３・Ｐ４・Ｐ５は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定される。
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  遺物
  本遺構からは１9５点３，８８２ｇの土器片と１７点１，２５０ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、１８１点
３，６６9ｇの土師器、３点３４ｇの須恵器、３点３６ｇの弥生土器、８点１４３ｇの縄文土器である。これらの
出土遺物の内１６点を図示した。２・６は東壁際の床面から出土した土師器蓋及び高坏である。これ以
外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１０９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４７号住居跡。調査区南側１０9号竪穴の南に位置し、２４４号溝を削平し、
２３４号溝に削平されて存在する方形の竪穴住居跡である。長径４.３０ｍ短径４.１８ｍを測り、主軸方位は
Ｎ－２２°－Ｗを示す。カマドは北壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東で１9㎝、西１9.５㎝、
南１８㎝を測る。北壁は２４４号溝と重複する部分を先に掘り上げてしまったため残存していない。検出
面での周溝は北側を除いてほぼ全周し、深さは４～８.８㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、
ほぼ平坦で、硬く踏み固められている。ピットは８ヶ所に検出され、深さはＰ１が３６.５㎝、Ｐ２は３８
㎝、Ｐ３は１６.５㎝、Ｐ４は３9.５㎝、Ｐ５が２５.８㎝、Ｐ６が４７㎝、Ｐ７が２１.５㎝、Ｐ８が６６.５㎝を測る。
Ｐ１・Ｐ３・Ｐ４・Ｐ６は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴に、Ｐ７が入口
施設と想定される。
  遺物
  本遺構からは３７9点６，２０５.１ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、３６６点５，9７５ｇの土師器、
４点３６.４ｇの須恵器、３点３４.６ｇの弥生土器、４点６9.１ｇの縄文土器、２点9０ｇの中近世土器である。
これらの出土遺物の内１４点を図示した。２はカマド粘土に密着して検出された土師器甕である。３は
南壁際の床面から出土した土師器甕である。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたもの
であり、出土地点を明示できるものはない。
１１０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号４０号土坑。１１４号堅穴の北側に単独で存在する長方形土坑である。長径
２.１０ｍ短径０.８５ｍ、深さ最大２9.５㎝を測り、主軸方位はＮ－６３°－Ｅを示す。底面は平坦であり、ピッ
ト等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１１１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４9Ａ号住居跡。調査区南側１０８号竪穴の東に位置し、２４０号・２４４号溝に
削平されて存在する方形の竪穴住居跡である。長径７.４８ｍ短径４.７６ｍを測り、主軸方位はＮ－９°－
Ｗを示す。カマドは北壁中央に袖の一部と火床が辛うじて残存する。この部分は２４０号溝と重複して
おり、この溝によって削平されてしまったものと判断される。火床長径０.５２ｍ短径０.４9ｍ深さ３.８㎝
を測り、火床主軸方位はＮ－３°－Eを示す。残存する壁高は、それぞれ東壁で３9.５㎝、西壁４０.５㎝、
南壁４０㎝、北壁は４４㎝を測る。検出面での周溝は南側を除いてほぼ全周し、深さは２.５～１０㎝を測る。
床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦で、硬く踏み固められている。ピットは８ヶ所に検出
され、深さはＰ１が６１.６㎝、Ｐ２は５８㎝、Ｐ３は６０.５㎝、Ｐ４は４１.５㎝、Ｐ５が４４㎝、Ｐ６が２６㎝、
Ｐ７が１３㎝、Ｐ８が１５.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から
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第９１図  １０７～１０９号遺構実測図・１０７号遺構出土遺物実測図
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第９２図  １０８・１０９号遺構実測図・１０８・１０９号遺構出土遺物実測図
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 109号遺構
１ 暗褐色土 焼土粒やや多く・粘土粒含む。
２ 暗灰色土 粘土主体層。
３ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
４ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒少量含む。
５ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
６ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量含む。
７ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒・灰少量含む。
８ 暗褐色土 焼土粒・灰多量に混入。
９　暗赤灰色土 焼土化粘土。
10 黒褐色土 粘土粒含む。
11 黒色土 ロームブロック・粘土粒少量混入。

1
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主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは６８７点１１，２８０ｇの土器片と１４点６１５ｇの礫、１点４２ｇの砥石、１点３.７ｇの有孔円盤、
１点２６ｇの土玉が検出された。土器片等の内訳は、６５７点１０，７００ｇの土師器、６点２００ｇの須恵器、２２
点３４５ｇの弥生土器、１点１６ｇの縄文土器、１点１9ｇの中近世土器である。これらの出土遺物の内３０
点を図示した。３はカマド周囲の壁際に接して床面から１２.５㎝浮いた状態で出土した。６・７・９・
１０・２７はカマド周囲の床面ないしは床面直上で検出されている。５は北壁際の床面から１１.８㎝浮いた
状態で出土している。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明
示できるものはない。
１１２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１１号土坑。１１１号堅穴床面を削平して存在する長方形土坑である。長径
１.２７ｍ短径０.８３ｍ、深さ最大４６.７㎝を測り、主軸方位はＮ－７５°－Ｅを示す。底面は平坦であり、ピッ
ト等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１１３号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５０号住居跡。１１１号竪穴の東に位置し、１１１号堅穴を削平し２３４号溝に削
平されて存在する方形の竪穴住居跡である。長径５.０４ｍ短径４.７８ｍを測り、主軸方位はＮ－２５°－Ｗ
を示す。カマドは北壁中央に存在していたものと推定され、２３４号溝に削平された北壁の一部にカマ
ドの粘土材が残存する。残存する壁高は、それぞれ東で３７.５㎝、西５.７㎝、南３9㎝、北は３３.７㎝を測
る。検出面での周溝は削平された個所を除いてほぼ全周し、深さは３.５～１８㎝を測る。床面はハード
ローム層中に構築され、ほぼ平坦で、硬く踏み固められている。床面一帯の１０ヶ所に厚さ４.２～１７.５
㎝にわたる焼土と６ヶ所に及ぶ炭化物が検出されている。ピットは６ヶ所に検出され、深さはＰ１が
２３４号溝底から２６.３㎝、Ｐ２は４６.５㎝、Ｐ３は６０㎝、Ｐ４は４４.７㎝、Ｐ５が４.５㎝、Ｐ６が５.５㎝を測る。
Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴に、Ｐ５は入口施設と想定さ
れる。
  遺物
  本遺構からは４４０点１０，０３０ｇの土器片と２点２０ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、４２３点9，１４４
ｇの土師器、１３点８３１ｇの須恵器、４点５５ｇの弥生土器である。これらの出土遺物の内２５点を図示し
た。１・１６は辛うじて残存したカマド周囲の床面から検出された。４は２３４号溝底からの検出である
が、同一個体の土器片がカマド粘土中より検出されていることから、本遺構に伴うものと判断される。
２・９・１８・２４・２５は床面ないしは床直上からの検出であり、１７は床面より１５㎝程浮いた状態で出土
している。この他遺構外に８・１０が検出されているが、本遺構の焼土が遺構外まで伸びていることか
ら、間接的に伴うものと判断される。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、
出土地点を明示できるものはない。
１１４号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４８号住居跡。１１１号竪穴の西に位置し、１１１号・１１５号竪穴に削平されて



第９３図  １１０～１１６号遺構実測図
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 115号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
２ 暗褐色土 ローム粒少量混入。

 111号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
２ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック小～中少量混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック中～大少量混入。
５ 褐色土 ロームブロック小混入。
６ 明褐色土 ロームブロック小～大混入。

 244号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック中少量混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
３ 黒褐色土 ローム粒混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック小～中・ローム粒疎らに混入。
 234号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ロームブロック小混入。
３ 黒褐色土 ロームブロック小少量混入。
４ 暗褐色土 ロームブロック小少量混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック小混入。

 116号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
２ 褐色土 ローム粒混入。
３ 褐色土 ローム粒混入。
４ 褐色土 ローム粒霜降り状に混入。
５ 褐色土 ローム粒中混入。
６ 褐色土 ローム粒中多量に含む。
７ 灰褐色土 ローム粒中多量に含む。
８ 明褐色土 ローム粒多量に含む。
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７ 暗褐色土 ロームブロック中混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
９　褐色土 ロームブロック中～大混入。

2

113号

P6

8

23
4号



︲ ��� ︲

第９４図  １１１号遺構出土遺物実測図
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第９５図  １１３・１１４号遺構出土遺物実測図
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存在する隅丸方形の竪穴住居跡である。残存長径３.７０ｍ残存短径２.２０ｍを測り、主軸方位はＮ－１9°
－Ｗを示す。炉は１１１号堅穴におよそ１／２弱を削平されており残存長径０.４８ｍ残存短径０.３０ｍを測り深
さの測定値はない。主軸方位はＮ－２４°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ西３３㎝、南３３.５㎝、
北は３１.５㎝を測る。検出面での周溝は削平された個所を除いてほぼ全周し、深さは５.５～１２.５㎝を測る。
床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦で、硬く踏み固められている。ピットは１ヶ所に検出
され、深さは５５㎝を測る。焼土は１ヶ所に検出され厚さ９㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは１点８9５ｇの磨石が床面から検出された。
１１５号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４9Ｂ号住居跡。１１１号竪穴の北に位置し、１１１号竪穴に削平されて存在す
る隅丸方形の竪穴住居跡である。残存長径４.４４ｍ残存短径０.４８ｍを測り、主軸方位は不明である。炉
は未検出ながら遺構プランと出土遺物から、火床施設は炉と想定される。残存する壁高は、北壁３７㎝
を測る。検出面での周溝は存在しない。残存する床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦であ
るが軟弱である。ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは８３点１，２9５ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、７9点１，２５５ｇの土師器、４点
４０ｇの弥生土器である。これらの出土遺物で図示に値する遺物は存在しなかった。１１１号出土遺物の
うち４の番号を付した遺物は、注記に４9Ａ表採と記されており、強いて言えば本遺構と時期を同じく
する遺物であり、本祉に伴う可能性が高い。
１１６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１４号地下式土坑。１４号方形周溝墓北溝先端部に位置し、１４号方形周溝墓
に削平されて存在する円形のフラスコ状ピットである。本体部長径１.５２ｍ短径１.３８ｍ、開口部長径１.２４
ｍ、深さ最大１１２.５㎝を測り、主軸方位はＮ－１８°－Ｅを示す。底面は平坦であり、ピット等は検出さ
れなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１１７号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５５号住居跡。調査区南側１１１号竪穴の東に位置し、２３４号溝に削平されて
存在する方形の竪穴住居跡である。長径３.７７ｍ短径３.５５ｍを測り、主軸方位はＮ－８３°－Ｅを示す。
炉は中央東側に位置し長径０.７ｍ短径０.４７ｍ、深さ０.５㎝を測り主軸方位はＮ－１２４°－Ｅを示す。残存
する壁高は、それぞれ東で３２.５㎝、西４４.５㎝、南４４.５㎝、北は４５㎝を測る。検出面での周溝は削平個
所を除いてほぼ全周し、深さは３～５.５㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦で、
中央部分が硬く踏み固められている。ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは４８点６，７６３ｇの土器片と１点１３１ｇの支脚が検出された。土器片等の内訳は、４６点６，７１２
ｇの土師器、２点５１ｇの須恵器である。これらの出土遺物の内１３点を図示した。１・２・３・４・６・
７～１１は何れも床面から出土しており、本祉に直接伴うものと考えられる。これ以外の遺物は、何れ
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第９６図  １１７～１２０号遺構実測図
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 118号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
２ 暗灰色土 粘土主体層。焼土粒若干含む。
３ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
４ 暗褐色土 粘土粒含む。
５ 暗灰色土 粘土主体層。焼土粒やや多く含む。
６ 暗灰色土 粘土主体層。焼土粒・灰含む。
７ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
８ 暗褐色土 粘土粒含む。
９　暗褐色土 粘土粒含む。
10 暗褐色土 焼土粒含む。
11 暗褐色土 ローム粒含む。
12 暗褐色土 焼土粒少量・粘土粒含む。
13 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
14 暗褐色土 焼土粒多量に含む。
15 暗褐色土 焼土粒・ローム粒含む。
16 暗褐色土 120 号の覆土。
17 暗褐色土 灰含む。
18 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
19　黒褐色土 ローム粒含む。
20 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
21 暗褐色土 焼土ブロック・粘土粒・灰含む。
22 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
23 赤灰色土 焼土化粘土。
24 暗褐色土 粘土粒含む。

 118号遺構
13 黒褐色土 ロームブロック小混入。
14 暗褐色土 ロームブロック小混入。
15 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
16 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
17 暗褐色土 ローム粒・粘土粒少量混入。
18 黒色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
19 明褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。

 234号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒混入。
２ 黒褐色土 ローム粒混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中～大少量・ローム粒疎らに混入。

 古道
４ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
６ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
７ 暗褐色土 ローム粒混入。硬く締まる。
８ 黒褐色土 ローム粒少量混入。硬く締まる。

 119・120号遺構
９　黒褐色土 ローム粒少量混入。
10 暗褐色土 ロームブロック中少量混入。
11 暗褐色土 ロームブロック小混入。
12 黒褐色土 ローム粒少量混入。硬く締まる。
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第９７図  １１７・１１８号遺構出土遺物実測図
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も覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１１８号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５１号住居跡。１１７号竪穴の東に位置し、１１9号・１２０号竪穴を削平して存
在する方形の竪穴住居跡である。長径４.１５ｍ短径４.１４ｍを測り、主軸方位はＮ－１６°－Ｗを示す。カ
マドは北壁中央に構築され、残存する壁高は、それぞれ東壁で２４.５㎝、西壁１８.６㎝、南壁２２.７㎝、北
壁は２４.５㎝を測る。検出面での周溝は１１9号堅穴と重複する個所を除いてほぼ全周し、深さは５.７～
１０.２㎝を測る。床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦で、中央部分が硬く踏み固められてい
る。ピットは２か所に検出され、Ｐ１が１１9号床面から４２㎝、Ｐ２は３５.８㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは１１８点６，０１１ｇの土器片と１点４ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、１１１点５，７７２
ｇの土師器、３点１５０ｇの須恵器、２点５４ｇの弥生土器、２点３５ｇの縄文土器である。これらの出土
遺物の内１３点を図示した。１・４・６は何れも床面ないしはカマド際から出土しており、本祉に直接
伴うものと考えられる。６は床面から６㎝、１０は床面から１０㎝程浮いた状態で検出されている。これ
以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１１９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５２Ｂ号住居跡。１１８号竪穴の北に位置し、１２０号竪穴を削平し、１１８号堅
穴に削平されて存在する隅丸方形の竪穴住居跡である。長径４.３４ｍ短径３.７０ｍを測り、主軸方位はＮ
－５４°－Ｗを示す。炉は中央やや北側に位置し、長径０.４８ｍ短径０.３４ｍ深さ５.１㎝を測り、主軸方位は
Ｎ－３４°－Ｗを示す。残存する壁高は、それぞれ西３３.８㎝、南３１.５㎝、北１３.８㎝を測る。周溝は存在せず、
床面はハードローム層中に構築され、ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは１１８号カマド下
から検出され、深さは２２.9㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは２３点１，２０７ｇの土器片が検出された。その内６点を図示した。１・２・４・５・６は
何れもほぼ床面から出土しており、本祉に直接伴うものと考えられる。３は床面から２０㎝程浮いた状
態で検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明
示できるものはない。
１２０号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５２Ａ号住居跡。１１9号竪穴の東に位置し、１１9号竪穴に削平されて存在す
る楕円形の竪穴住居跡である。残存長径３.４８ｍ残存短径１.３７ｍを測り、主軸方位は不明である。炉は
１１9号プラン内に残存し、長径０.４６ｍ短径０.３２ｍ深さ５.６㎝を測り、主軸方位はＮ－８０°－Ｗを示す。
残存する壁高は、東壁４１㎝、北壁１３.８㎝を測り、周溝は存在せず、床面はハードローム層中に構築さ
れ、ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピット１は、深さ１４.9㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは２４点３１６ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、２１点２７9ｇの土師器、１点１０ｇ
の須恵器、２点２７ｇの弥生土器である。これらの出土遺物の内４点を図示した。これらの遺物は、何
れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
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１２１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５４号住居跡。１２０号竪穴の東に位置し、２４２号溝に削平されて存在する隅
丸方形の竪穴住居跡である。長径５.１２ｍ短径４.７４ｍを測り、主軸方位はＮ－３５°－Ｗを示す。炉はＰ１・
Ｐ２間の中央に存在し、長径０.７６ｍ短径０.５６ｍ深さ６.０㎝を測り、主軸方位はＮ－１４°－Ｗを示す。残
存する壁高は、それぞれ東４０.５㎝、西４２.５㎝、南４４.５㎝、北４７㎝を測る。周溝は存在せず、床面はハー
ドローム層中に構築され、ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは６ヶ所に検出され、深さは
Ｐ１が４７㎝、Ｐ２は４５㎝、Ｐ３は３８㎝、Ｐ４は３３㎝、Ｐ５が４１㎝、Ｐ６が２１.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ３・
Ｐ５は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１１５点２，４６７ｇの土器片と１点６２ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、８点１４６ｇ
の土師器、２点８9ｇの須恵器、１０４点２，２１３ｇの弥生土器、１点１9ｇの縄文土器である。これらの出土
遺物の内１１点を図示した。１・６・１１は何れも床面から出土した。２は南壁際で床面から７㎝浮いた
状態で検出されている。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明
示できるものはない。
１２２号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６０号住居跡。１４号方形周溝墓西側周溝を削平して存在する方形の竪穴住
居跡である。長径４.１８ｍ短径３.８２ｍを測り、主軸方位はＮ－２８°－Ｗを示す。カマドは北壁中央に構
築され、残存する壁高は、それぞれ東で２２㎝、西１４.３㎝、南１５㎝、北は２１㎝を測る。検出面での周溝
は南側を除いてほぼ全周し、深さは２.４～５.５㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平
坦で、全体的に硬く踏み固められている。ピットは１０ヶ所に検出され、深さはＰ１が１9.５㎝、Ｐ２は
１６㎝、Ｐ３は１７.２㎝、Ｐ４は１８.２㎝、Ｐ５が２６.８㎝、Ｐ６が４８.５㎝、Ｐ７が４２.５㎝、Ｐ８は１４.３㎝、
Ｐ９は２５.８㎝、Ｐ１０は１８.７㎝を測る。掘り込みは浅いが、Ｐ１～Ｐ４が位置的に主柱穴と考えられる。
この他Ｐ５・Ｐ９は位置的に貯蔵穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１４５点７，9３０ｇの土器片と１点２9７ｇの磨石・敲石、１点２０ｇの土玉と１点１9ｇの支脚
片が検出された。土器片等の内訳は、１４４点７，9０４ｇの土師器、１点２６ｇの縄文土器である。これらの
出土遺物の内１６点を図示した。１・８はＰ５内の床面から検出された。５・１０はＰ９内や床面から検
出されている。４・９はカマド粘土に密着した状態で検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆
土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１２３号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６１号住居跡。１２２号竪穴の西側に位置する方形の竪穴住居跡である。長
径３.9０ｍ短径３.７０ｍを測り、主軸方位はＮ－１６°－Ｗを示す。炉は中央よりやや北東に偏った位置か
ら検出され、長径０.６２ｍ短径０.４４ｍ深さ０㎝を測り、主軸方位はＮ－２４°－Ｗを示す。残存する壁高は、
それぞれ東で１２㎝、西１１㎝、南１３㎝、北は１４㎝を測る。検出面での周溝は全周し、深さは２～７㎝を
測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは４ヶ所に検出さ
れ、深さはＰ１が１５㎝、Ｐ２は３７㎝、Ｐ３は１２㎝、Ｐ４は４０.５㎝を測る。北壁に沿った床面から焼土
は１ヶ所に検出され、厚さは１２㎝を測る。
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第９８図  １２１号遺構実測図・１１８・１１９・１２０号遺構出土遺物実測図
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第９９図  １２２～１２４号遺構実測図・１２１号遺構出土遺物実測図

121-1

121-11

121-10

121-9
121-8

121-7
121-6

121-5
121-4

121-3

121-2

14号

122号

123号

124号

K

P1

P8 P7 P6

P5

P4

P3

P2

P10

P9 1,85

9,4

10

1

2

3

P1

P4

P3

P2

B’

A

A
’

B

D
’

C

C’

D

F’

E E’

F

B’

A
　

20
.10

0
A
’

B　
20

.10
0

D
’

C　
20

.10
0

C’

D
　

20
.20

0

F’

E　
20

.20
0

E’

F　
20

.20
0

B’A　20.100 A’ B　20.100

B’

A

A’

B

1

2
3

4

5

6

7

8

9

1

2
3

4
5

6
7

8

2
2

1

1

1
2

3
4

5

6
72

4

12
2号

12
2号

12
2号

12
3号

12
3号 12

3号

124号 124号

 124号遺構
１ 暗褐色土 ローム霜降り状に散る。
２ 暗褐色土 ローム粒小～中混入。
３ 褐色土 ローム粒中～大混入。
４ 褐色土 ローム粒大混入。
５ 褐色土 ローム粒混入。
６ 褐色土 軟弱。
７ 暗褐色土 ローム粒小混入。
８ 暗褐色土 ローム粒小～中混入。
９　褐色土 ロームブロック混入。

 
12
3号
遺
構

１
 

明
褐

色
土

 
ロ

ー
ム

粒
多

量
に

混
入

。
２

 
暗

褐
色

土
 

ロ
ー

ム
粒

大
多

量
に

混
入

。
３

 
褐

色
土

 
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

・
ロ

ー
ム

粒
混

入
。

焼
土

少
量

含
む

。
４

 
褐

色
土

 
ロ

ー
ム

粒
小

～
中

混
入

。
５

 
暗

褐
色

土
 

ロ
ー

ム
粒

少
量

混
入

。
６

 
暗

褐
色

土
 

ロ
ー

ム
粒

混
入

。
７

 
橙

色
土

 
ロ

ー
ム

粒
混

入
。

焼
土

多
量

に
混

入
。

８
 

褐
色

土
 

ロ
ー

ム
粒

中
多

量
に

混
入

。

 
12
2号
遺
構

１
 

明
褐

色
土

 
ロ

ー
ム

粒
少

量
混

入
。

２
 

褐
色

土
 

ロ
ー

ム
粒

中
多

量
に

混
入

。
３

 
褐

色
土

 
ロ

ー
ム

粒
大

多
量

に
混

入
。

４
 

明
褐

色
土

 
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

・
ロ

ー
ム

粒
混

入
。

５
 

赤
褐

色
土

 
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

小
混

入
。

６
 

赤
褐

色
土

 
ロ

ー
ム

粒
混

入
。

焼
土

多
量

に
混

入
。

７
 

褐
色

土
 

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
・

ロ
ー

ム
粒

混
入

。

4



︲ 168 ︲

第１００図  １２２号遺構実測図・１２２・１２３号遺構出土遺物実測図
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１ 暗褐色土 ローム粒含む。
２ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒散る。
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７ 暗褐色土 ローム粒含む。
８ 暗灰色土 粘土主体層。
９　暗褐色土 焼土粒・粘土粒やや多く含む。
10 黒色土 有機質土主体。焼土粒含む。
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  遺物
  本遺構からは１３点１，２２６ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、全て土師器である。これら
の出土遺物の内３点を図示した。１～３は何れも床面ないしは床直上から検出されており、本祉に伴
う可能性が高い。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示で
きるものはない。
１２４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号４３号土坑。１２３号竪穴の南に位置し、単独で存在する円形土坑である。
長径１.４７ｍ短径１.２9ｍ、深さ最大６２.５㎝を測り、主軸方位はＮ－６２°－Ｅを示す。底面は平坦であり、
ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１２５号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５６号住居跡。１４号方形周溝墓の東・北側周溝を削平して存在する方形の
竪穴住居跡である。長径４.８６ｍ短径４.８４ｍを測り、主軸方位はＮ－１６°－Ｅを示す。カマドは北壁中
央に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で２７.５㎝、西２５㎝、南２６㎝、北は２６㎝を測る。検出面で
の周溝は削平箇所を除いてほぼ全周し、深さは３.５～１３.０㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築
され、ほぼ平坦で、カマド前面から主柱穴を結ぶライン内が全体的に硬く踏み固められている。ピッ
トは１１ヶ所に検出され、深さはＰ１が６２㎝、Ｐ２は６２㎝、Ｐ３は６５.５㎝、Ｐ４は５５.５㎝、Ｐ５が２５㎝、
Ｐ６が２５㎝、Ｐ７が４３㎝、Ｐ８は１７㎝、Ｐ９は３５㎝、Ｐ１０は２６㎝、Ｐ１１は２２㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は
掘り込みも深くしっかりしており、位置的に主柱穴と考えられる。この他Ｐ５は入口施設に伴うもの
と想定される。
  遺物
  本遺構からは２２５点８，６１３ｇの土器片と１点４.７ｇの刀子片が検出された。土器片等の内訳は、２１８点
８，３５０ｇの土師器、５点２４７ｇの須恵器、２点１６ｇの弥生土器である。これらの出土遺物の内２０点を図
示した。２・３・５・１１・１５・２０は何れも床面ないしは床直上の状態で検出されている。１9はＰ８内
の床面から１６㎝程下がった位置で出土している。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられた
ものであり、出土地点を明示できるものはない。
  １２６号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５７号住居跡。１４号方形周溝墓の東・南側周溝を削平して存在する方形の
竪穴住居跡である。長径５.０８ｍ短径４.9０ｍを測り、主軸方位はＮ－１２°－Ｗを示す。カマドは北壁中
央に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で２７㎝、西２０.７㎝、南２４.７㎝、北は２４.８㎝を測る。検出
面での周溝は削平箇所を除いてほぼ全周し、深さは３～６㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築
され、ほぼ平坦で、比較的全体に硬く踏み固められている。ピットは６ヶ所に検出され、深さはＰ１
が２３.８㎝、Ｐ２は１１.８㎝、Ｐ３は４２.７㎝、Ｐ４は４６.４㎝、Ｐ５が２9.５㎝、Ｐ６が５６.５㎝を測る。Ｐ２・
Ｐ３・Ｐ４・Ｐ５は、位置的に主柱穴と考えられる。この他Ｐ６は入口施設に伴うものと想定される。
  遺物
  本遺構からは２８６点５，０３０ｇの土器片と１点８.２ｇの有孔円盤が検出された。土器片等の内訳は、２８３
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第１０１図  １２５号遺構実測図・１２５号遺構出土遺物実測図
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１ 暗褐色土 粘土粒含む。
２ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
３ 暗褐色土 焼土粒やや多く含む。
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13 暗灰色土 粘土主体層。

 125号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ローム粒混入。
３ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
４ 暗褐色土 ローム粒少量・焼土疎らに混入。
５ 暗褐色土 ローム粒・粘土混入。
６ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック小・ローム粒疎らに混入。
８ 黒褐色土 有機質土主体。粘土混入。14 号方形周溝墓覆土。
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第１０２図  １２６～１２９号遺構実測図・１２５号遺構出土遺物実測図
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 126号遺構
１ 黒褐色土 ロームブロック中混入。
２ 暗褐色土 ローム粒混入。
３ 暗褐色土 ロームブロック中～大混入。
４ 黒褐色土 ロームブロック中～大混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック大混入。
６ 黒褐色土 ロームブロック大少量混入。
７ 暗褐色土 ロームブロック大混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック小～中混入。
 127号遺構
９　黒褐色土 ロームブロック中～大混入。
10 黒褐色土 ローム粒大少量混入。
11 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。

 126号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒散る。
２ 暗褐色土 粘土粒含む。
３ 暗灰色土 粘土主体層。
４ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
５ 黒褐色土 灰含む。
６ 暗赤灰色土 焼土粒多量に含む。
７ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
８ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
９　暗褐色土 粘土粒散る。
10 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
11 暗褐色土 粘土粒・灰多量に含む。
12 暗赤灰色土 焼土粒・粘土粒多量に含む。
13 黒色土 有機質土主体。
14 黒褐色土 粘土粒含む。
15 暗灰色土 粘土主体層中に焼土粒含む。
16 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
17 黒褐色土 ローム粒・粘土粒混入。
18 黒褐色土 粘土粒含む。
19　黒褐色土 粘土粒・灰含む。

 129号遺構
１ 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒霜降り状に、焼土多量に混入。
２ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
３ 褐色土 ローム粒中多量に混入。
４ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
５ 褐色土 ローム粒大多量に混入。
６ 褐色土 ローム粒大多量に混入。
７ 褐色土 ローム粒・焼土粒多量に混入。
８ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に、焼土少量混入。
９　暗褐色土 ローム粒少量混入。
10 暗褐色土 焼土少量含む。

127号

129号

K
126

126-11

5
126号

18
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点４，9６６ｇの土師器、１点１５ｇの須恵器、２点４9ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内１１点を
図示した。１はカマド粘土に密着して検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げ
られたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１２７号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５８Ａ号住居跡。１２６号竪穴と重複して存在する方形の竪穴住居跡である。
長径３.８０ｍ短径３.５４ｍを測り、主軸方位はＮ－７°－Ｗを示す。カマドは北壁中央に構築され、残存
する壁高は、それぞれ東で１２.５㎝、西１３.０㎝、南８.３㎝、北は１０.５㎝を測る。検出面での周溝は全周
し、深さは８.７～１２.２㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦であるが、全体的に
踏み固められていない。ピットは６ヶ所に検出され、深さはＰ１が２５.５㎝、Ｐ２は２７㎝、Ｐ３は１３.２
㎝、Ｐ４は４9.１㎝、Ｐ５が１０８.５㎝、Ｐ６が２０㎝を測る。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４・Ｐ５は、位置的に主柱
穴と考えられる。
  遺物
  本遺構からは１２２点５，８５０.２ｇの土器片と２点４３9.７ｇの礫・石器、１点３８０ｇの土製品、２点１４.６ｇ
の金属器が検出された。土器片等の内訳は、１１9点５，７9５.７ｇの土師器、１点２８.４ｇの須恵器、１点７.３
ｇの弥生土器、１点１８.８ｇの縄文土器、１点３８０ｇの支脚である。これらの出土遺物の内１２点を図示
した。１・２・４・７・８はカマド内及びカマド粘土に密着して検出された土師器鉢・甕・支脚・高
坏である。３はＰ２付近の床面から検出された。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられた
ものであり、出土地点を明示できるものはない。
１２８号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５８Ｂ号住居跡。１２７号竪穴に削平されて存在する竪穴住居跡である。推
定長径３.７０ｍ残存短径０.８０ｍを測り、主軸方位は不明である。遺物が検出されていないので、火床施
設も不明である。本遺構の存在を示す平面図に数値が全く記載されていないため、残存する壁高や周
溝の深さ等も不明である。調査日誌には、全体形状不明な竪穴住居としか記載されていない。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１２９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号５9号住居跡。１４号方形周溝墓の南溝を削平して存在する方形の竪穴住居
跡である。長径５.０５ｍ短径４.６０ｍを測り、主軸方位はＮ－４７°－Ｗを示す。カマドは北壁中央に構築
され、残存する壁高は、それぞれ東で３３㎝、西２６㎝、南３１.５㎝、北は２８㎝を測る。検出面での周溝は
削平箇所を除いて全周し、深さは５～１４㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦で
あり、全体的に踏み固められている。ピットは６ヶ所に検出され、深さはＰ１が４５.５㎝、Ｐ２は６３㎝、
Ｐ３は７５.５㎝、Ｐ４は６１㎝、Ｐ５が２６㎝、Ｐ６が２１㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、位置的に主柱穴と考え
られる。Ｐ５は、入口施設と想定される。
  遺物
  本遺構からは２２３点４，４６３ｇの土器片と１点７０ｇの磨石が検出された。土器片等の内訳は、２１２点
４，０５9ｇの土師器、９点３６３ｇの須恵器、２点４１ｇの弥生土器である。これらの出土遺物の内１３点を図
示した。１・５は床面から出土した須恵器高台付き坏と土師器高坏である。これ以外の遺物は、何れ
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第１０３図  １２７・１２９号遺構実測図・１２６号遺構出土遺物実測図
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 127号遺構
１ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
２ 暗褐色土 粘土粒含む。
３ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
４ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
５ 赤灰色土 灰層。
６ 暗褐色土 粘土粒・灰多量に含む。
７ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
８ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
９　黒褐色土 粘土粒含む。
10 黒褐色土 粘土粒・灰含む。
11 暗褐色土 焼土ブロック・粘土粒含む。
12 黒褐色土 焼土粒・灰含む。
13 暗褐色土 ローム粒・灰混入。
14 暗褐色土 焼土粒やや多く・粘土粒含む。
15 暗褐色土 粘土粒含む。
16 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
17 黒褐色土 ローム粒含む。
18 暗褐色土 ローム粒含む。
19　暗赤灰色土 焼土粒多量に含む。
20 暗灰色土 粘土主体層。
21 暗赤褐色土 焼土化粘土。

 129号遺構
１ 暗褐色土 粘土粒含む。
２ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
３ 暗灰色土 粘土主体層。若干の焼土粒混入。
４ 黒褐色土 粘土粒含む。
５ 暗褐色土 粘土粒含む。
６ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
７ 赤褐色土 粘土粒・灰多量に含む。
８ 黒褐色土 ローム粒含む。
９　暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
10 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
11 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
12 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
13 暗褐色土 ローム粒・粘土粒やや多く含む。
14 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
15 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
16 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
17 黄褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
18 暗赤灰色土 焼土粒多量に含む。
19　褐色土 ローム粒多量に混入。

18
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第１０４図  １２７・１２９号遺構出土遺物実測図
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も覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１３０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号４２号土坑。調査区南東端部に単独で存在する長方形土坑である。長径２.４０
ｍ短径１.７２ｍ、深さ最大７６.４㎝を測り、主軸方位はＮ－２０°－Ｅを示す。底面は平坦であり、ピット
等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１３１号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号７４号住居跡。調査区南西部２４４号溝の南側に位置し、１３２号地下式土壙に
削平されて存在する方形の竪穴住居跡である。推定長径３.６０ｍ短径３.５０ｍを測り、主軸方位はＮ－３８°
－Ｗを示す。カマドは北壁中央に構築され、残存する壁高は、それぞれ東で１１.２㎝、西５.７㎝、南４.２
㎝、北は７㎝を測る。検出面での周溝は西側を除いて全周し、深さは０.８～9.７㎝を測る。床面はソフ
トローム層中に構築され、ほぼ平坦であり、全体的に踏み固められている。ピットは２ヶ所に検出さ
れ、深さはＰ１が１７㎝、Ｐ２は５9.８㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは２点７２ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、１点４０ｇの土師器、１点３２ｇの
弥生土器である。これらの出土遺物の２点を図示した。１は床面から出土した土師器甕底部片である。
弥生土器口縁部は、覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できない。
１３２号遺構（地下式土壙）
  昭和５４年度調査時遺構番号２号地下式土壙。１３１号竪穴の中央部に位置し、１３１号竪穴を削平して存
在する地下式土壙である。平面図には開口部より奥に潜り込む玄室奥壁を破線で示しているが、天井
部の高さや厚みと奥壁までの距離を示す断面図が存在しないため、正確な数値は詳細不明ながら、玄
室長径２.５４ｍ短径１.５５ｍ、開口部長径１.８５ｍ短径１.５２ｍ、深さ最大１１６.６㎝を測り、主軸方位はＮ－
３４°－Ｅを示す。短径方向の底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１３３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１9号土坑。１３１号竪穴東側に接して存在する長方形土坑である。長径
０.9２ｍ短径０.７０ｍ、深さ最大５２.６㎝を測り、主軸方位はＮ－５４°－Ｅを示す。底面は平坦であり、ピッ
ト等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１３４号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号４５号住居跡。１３１号竪穴の東に位置し、１３9号溝に削平されて存在する方
形の竪穴住居跡である。長径３.9０ｍ残存短径１.８０ｍを測り、主軸方位はＮ－１１１°－Ｅを示す。カマド
は東壁中央に構築され、残存する壁高は、東で１８.０㎝、北１１.０㎝を測る。検出面での周溝は存在せず、
床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは６ヶ所に検出され、深
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第１０５図  １３０～１３８号遺構実測図・１３１・１３４号遺構出土遺物実測図
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さはＰ１が４9.２㎝、Ｐ２は５６.9㎝、Ｐ３が７.５㎝、Ｐ４は２３.０㎝、Ｐ５が9.１㎝、Ｐ６は７.9㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは２７０点４，３２６ｇの土器片、１点２.２ｇの礫、３点３７６ｇの土製品が検出された。土器片等
の内訳は、２５６点４，０７８ｇの土師器、２点１７ｇの須恵器、１０点１８０ｇの弥生土器、２点５１ｇの縄文土器、
１点１８ｇの管状土錘、２点３５８ｇの支脚片である。これらの出土遺物の内１３点を図示した。これらの
遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１３５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８9Ｂ号土坑。１３４号堅穴の南側に接し、１３６号土坑と重複して存在する長
方形土坑である。長径１.６３ｍ短径０.８０ｍ、深さ最大２６.５㎝を測り、主軸方位はＮ－２２°－Ｅを示す。
底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１３６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８9Ａ号土坑。１３４号竪穴の南側に接し、１３５号土坑と重複して存在する長
方形土坑である。長径２.４０ｍ短径１.３０ｍ、深さ最大１３.６㎝を測り、主軸方位はＮ－５８°－Ｗを示す。
底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１３７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号9３Ｂ号土坑。１３４号竪穴の西側に位置し、１３８号土坑に削平されて存在す
る長方形土坑である。残存長径１.０８ｍ短径０.６１ｍ、深さ最大２３.６㎝を測り、主軸方位はＮ－２５°－Ｅ
を示す。底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１３８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号9３Ａ号土坑。１３４号竪穴の西側に位置し、１３７号土坑を削平して存在する
長方形土坑である。長径１.２６ｍ短径０.７２ｍ、深さ最大５9.０㎝を測り、主軸方位はＮ－２５°－Ｅを示す。
底面は平坦であり、ピットは１ヶ所に検出され、深さは１８.８㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１３９号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。１３１号竪穴の東側に位置し、１３４号竪穴・２４４号溝を削平し、１４１～
１４５号土坑と重複する溝である。長さ１６.０ｍ幅０.６６～０.9４ｍ、深さ１３.１～３３.０㎝を測り、主軸方位は
Ｎ－３８°－Ｅを示す。底面は平坦であり、ピットは２ヶ所に検出されたが、深さの測定値はない。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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１４０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号9６号土坑。２４７号溝の西側に位置し、２４７号溝と重複して存在する長方形
土坑である。残存長径１.３８ｍ短径１.３０ｍ、深さ最大５２.６㎝を測り、主軸方位はＮ－２３°－Ｅを示す。
底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。土層断面が存在しないため、２４７号溝との新旧関
係は不明である。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１４１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号9５号土坑。１４０号土坑の南側に位置し、１３9号溝と重複して存在する円形
土坑である。長径１.２２ｍ推定短径１.１０ｍ、深さ最大２６.４㎝を測り、主軸方位はＮ－６５°－Ｗを示す。
底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。土層断面が存在し、１３9号溝との新旧関係は、本
遺構の方が新しい。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１４２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１２１号土坑。１４１号土坑の南側に位置し、１３9号溝・１４３・１４４号土坑と重
複して存在する長方形土坑である。残存長径１.０２ｍ残存短径０.５４ｍ、深さ最大３３.０㎝を測り、主軸方
位はＮ－２８°－Ｅを示す。底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。土層断面が存在しない
ため、重複する各遺構との新旧関係は不明である。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１４３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１２０号土坑。１４２号土坑の西側に位置し、１４２号土坑と重複して存在する
円形土坑である。長径０.9０ｍ推定短径０.８０ｍ、深さ最大１9.６㎝を測り、主軸方位はＮ－２°－Ｗを示す。
底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。土層断面が存在しないため、重複する各遺構との
新旧関係は不明である。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１４４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８４Ａ号土坑。１４２号土坑の東側に位置し、１３9・２４４号溝・１４２号土坑と重
複して存在する長方形土坑である。長径１.３０ｍ短径０.８５ｍ、深さ最大７１.８㎝を測り、主軸方位はＮ－
８５°－Ｗを示す。底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。土層断面が存在しないため、重
複する各遺構との新旧関係は不明であるが、２４４号溝は断面Ｖ字状を呈する弥生環濠であるため、本
祉の方が新しい段階の遺構と考えられる。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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第１０６図  １３９～１４７号遺構実測図・１３４号遺構出土遺物実測図
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 141号遺構
１ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
２ 褐色土 ローム粒小混入。
３ 褐色土 ローム粒小～中多量に混入。
４ 褐色土 ソフトローム粒混入。
５ 褐色土 ローム粒中混入。軟弱。
６ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
７ 褐色土 ローム粒小混入。
８ 褐色土 ローム粒中～大混入。
９　褐色土 ローム粒大混入。

 147号遺構
１ 褐色土 ローム粒小～中混入。
２ 褐色土 ローム粒中多量に混入。
３ 褐色土 ローム粒中多量に混入。
４ 褐色土 ローム粒小混入。軟弱。
５ 明褐色土 ローム粒中～大多量に混入。
６ 褐色土 ソフトローム混入。軟弱。
７ 褐色土 ソフトローム混入。軟弱。
８ 褐色土 ロームブロック混入。軟弱。。
９　褐色土 ソフトローム混入。軟弱。
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１４５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８４Ｂ号土坑。１４４号土坑の南側に位置し、１３9・２４４号溝と重複して存在
する長方形土坑である。残存長径０.６５ｍ残存短径０.６３ｍ、深さ最大１３.６㎝を測り、主軸方位はＮ－５２°
－Ｅを示す。底面は平坦であり、ピット等は検出されなかった。土層断面が存在しないため、重複す
る各遺構との新旧関係は不明であるが、２４４号溝は弥生環濠であるため、本祉の方が新しい段階の遺
構と考えられる。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１４６号遺構（側壁抉り込み土壙）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０号地下式土壙。１４５号土坑の南側に位置し、１４７号土坑と重複して存在
する側壁抉り込み土壙であろうと推定される。詳細平面図が存在しないため、１／２００の全体図から図
面を起こして作成した。破線で示された側壁抉り込みを含めた本体長径１.８８ｍ短径１.１７ｍ、開口部の
長径１.３３ｍ短径１.２０ｍを測るが、深さの測定値がない。開口部主軸方位はＮ－１６°－Ｅを示し、底面
形状は不明である。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１４７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０８号土坑。１４６号土坑の南側に位置し、１４６・１４８号土坑と重複して存在
する方形土坑である。長径１.８８ｍ短径１.７０ｍ、深さ最大１.０５㎝を測り、主軸方位はＮ－７１°－Ｗを示す。
北方向を除いた断面は二段掘りの痕跡を残し、おそらく古い段階の落ち込みを削平して構築されたも
のと想定される。底面はほぼ平坦でありピット等は検出されなかった。土層断面から見ると、覆土は
自然田遺跡の状況ではなく、人為的な埋め戻しが想定される。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１４８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０７号土坑。１４７号土坑東側に位置し、１４７・１５１・１５２号土坑と重複して
存在する方形土坑である。長径１.６８ｍ残存短径１.１５ｍ、深さ最大３３.２㎝を測り、主軸方位はＮ－３３°
－Ｅを示す。底面はほぼ平坦でありピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１４９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１００号土坑。１４８号土坑南側に位置し、単独で存在する長方形土坑である。
長径１.８２ｍ短径１.３２ｍ、深さ最大１８.５㎝を測り、主軸方位はＮ－６２°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦で
ありピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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第１０７図  １４８～１６２号遺構実測図
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 149号遺構
１ 褐色土 ローム粒小～中混入。
２ 褐色土 ローム粒中混入。
３ 褐色土 ローム粒大混入。
４ 褐色土 ロームブロック・ローム粒混入。
５ 褐色土 ローム粒小混入。
６ 褐色土 ローム粒小～中混入。軟弱。
７ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
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１５０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８０Ｂ号土坑。１４８号土坑東側に位置し、１４８・１５１・１５２号土坑と重複して
存在する方形土坑である。長径１.２２ｍ短径１.１６ｍ、深さ最大２３.２㎝を測り、主軸方位はＮ－２６°－ E
を示す。底面はほぼ平坦でありピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１５１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８０Ａ号土坑。１４８号土坑東側に位置し、１４８・１５０・１５１号土坑と重複して
存在する不整形土坑である。長径３.３０ｍ短径２.５５ｍ、深さ最大４６.４㎝を測り、主軸方位はＮ－５9°－
Ｗを示す。底面はほぼ平坦でありピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１５２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８０Ｃ号土坑。１５０号土坑北側に位置し、１４８・１５０・１５１号土坑と重複して
存在する不整形土坑である。長径１.０６ｍ短径０.４８ｍ、深さ最大１9.５㎝を測り、主軸方位はＮ－６５°－
Ｗを示す。底面はほぼ平坦でありピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１５３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７9号土坑。１５１号土坑の東側に位置し、単独で存在する不整形土坑であ
る。長径２.８８ｍ短径１.８６ｍ、深さ最大５０.３㎝を測り、主軸方位はＮ－７８°－Ｅを示す。底面はほぼ平
坦でありピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１５４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８５Ｆ号土坑。１５１号土坑の南側に位置し、１５７号土坑と重複して存在する
不整形土坑である。長径１.9６ｍ短径１.７８ｍ、深さ最大４３.２㎝を測り、主軸方位はＮ－２５°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピットは３ヶ所に検出され、深さはＰ１が１４.８㎝、Ｐ２は３9.３㎝、Ｐ３が２.６
㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１５５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８５Ｂ号土坑。１５４号土坑の南側に位置し、１５７号土坑と重複して存在する
長方形土坑である。長径１.１７ｍ短径１.００ｍ、深さ最大１７.７㎝を測り、主軸方位はＮ－２４°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピットは３ヶ所に検出され、深さはＰ１が３５.０㎝、Ｐ２は３２.０㎝、Ｐ３が
１７.７㎝を測る。
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
  １５６号遺構（土坑）
昭和５４年度調査時遺構番号８５Ａ号土坑。１５７号土坑の南側に位置し、１５７号土坑と重複して存在する長
方形土坑である。長径１.５０ｍ短径１.１６ｍ、深さ最大２８.０㎝を測り、主軸方位はＮ－３６°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１５７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８５Ｃ号土坑。１５６号土坑の北側に位置し、１５４・１５５・１５６号土坑と重複し
て存在する長方形土坑である。推定長径２.２５ｍ短径１.６４ｍ、深さ最大４１㎝を測り、主軸方位はＮ－２６°
－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１５８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８５Ｄ号土坑。１５７号土坑の東側に接して存在する方形土坑である。長径
０.9５ｍ短径０.８８ｍ、深さ最大２７.６㎝を測り、主軸方位はＮ－１６°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、
ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１５９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８５Ｅ号土坑。１５７号土坑の東側に位置し、単独で存在する不整形土坑で
ある。長径１.４３ｍ短径１.２７ｍ、深さ最大３１㎝を測り、主軸方位はＮ－３１°－Ｅを示す。底面はやや凹
凸激しく、ピットは１ヶ所に検出され、深さ１７.４㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１６０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号８７号土坑。１５５号土坑の南側に位置し、単独で存在する方形土坑である。
長径１.４７ｍ短径１.４２ｍ、深さ最大３７.８㎝を測り、主軸方位はＮ－４４°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で
あり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１６１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１７号土坑。１６０号土坑の東側に位置し、単独で存在する長方形土坑であ
る。長径１.１５ｍ短径０.9３ｍ、深さ最大３８.５㎝を測り、主軸方位はＮ－５４°－Ｗを示す。底面はほぼ平
坦であり、ピット等は検出されなかった。
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１６２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１６号土坑。１６１号土坑の西側に単独で存在する不整形土坑である。長径
１.４３ｍ短径１.０６ｍ、深さ最大１２.７㎝を測り、主軸方位はＮ－５４°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、
ピットは３ヶ所に検出され、深さはＰ１が１６.０㎝、Ｐ２は１７.２㎝、Ｐ３が１０.８㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１６３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７７号土坑。調査区南側のほぼ中央に位置し、２４５号・２４７号溝と重複して
存在する不正円形土坑である。長径１.５２ｍ短径１.４８ｍ、深さ最大４9.４㎝を測り、主軸方位はＮ－５０°
－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１６４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７６Ｂ号土坑。１６３号土坑の東側に位置し、１６５号土坑と重複して存在する
長方形土坑である。中央部を芋穴によって削平されるが、東西方向に本来のコーナー部が残存してお
り、推定長径１.５０ｍ残存短径１.４０ｍ、深さ最大６３.9㎝を測り、主軸方位はＮ－６０°－Ｗを示す。底面
はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１６５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７６Ａ号土坑。１６４号土坑の南側に位置し、１６４号土坑と重複して存在する
方形土坑である。長径１.８４ｍ短径１.８３ｍ、深さ最大５５.２㎝を測り、主軸方位はＮ－６１°－Ｗを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは８点１８８ｇの土器片と２点４８１ｇの礫・石器、１点１６ｇの土製品が検出された。土器片
等の内訳は、５点１００ｇの土師器、３点８８ｇの須恵器である。これらの出土遺物の内４点を図示した。
１は土師器甕底部、２は須恵器甕片、３は管状土錘、４は磨石である。これらの遺物は、何れも覆土
一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１６６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７８号土坑。１６５号土坑の西側に位置し、単独で存在する不整形土坑であ
る。長径１.9４ｍ短径１.２０ｍ、深さ最大２１.２㎝を測り、主軸方位はＮ－６３°－Ｗを示す。底面はほぼ平
坦であり、ピットは２ヶ所に検出され、深さはＰ１が２５.１㎝、Ｐ２が３１.０㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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第１０８図  １６３～１６９号遺構実測図・１６５・１６９号遺構出土遺物実測図
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１６７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７５号土坑。１６６号土坑の東側に位置し、単独で存在する長方形土坑であ
る。長径２.２７ｍ短径１.４０ｍ、深さ最大６７.０㎝を測り、主軸方位はＮ－３７°－Ｅを示す。底面はほぼ平
坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１６８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７４号土坑。１６７号土坑の南側に位置し、単独で存在する方形土坑である。
長径１.３８ｍ短径１.２０ｍ、深さ最大２６.６㎝を測り、主軸方位はＮ－１°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で
あり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１６９号遺構（地下式土壙）
  昭和５４年度調査時遺構番号９号地下式土壙及び１０9号土坑。調査時段階では側壁抉り込み形態の９
号地下式土壙と通常土坑形態の１０9号土坑とに二分されていたが、通常土坑形態の１０9号土坑は側壁抉
り込み形態の９号地下式土壙の前庭部として捉え、一連の遺構として取り扱う。１６６号土坑の南側に
位置し、２４８号溝に削平されて存在する地下式土壙である。前庭部として捉えられる長方形土坑は、
長径１.８０ｍ短径０.５６ｍ、深さ最大５9.６㎝を測る。玄室に相当する側壁抉り込み土壙は、長径１.６１ｍ短
径１.５０ｍ、深さ最大9４.１㎝を測り、前庭部より３６.５㎝低く掘り込まれており、主軸方位はＮ－４７°－
Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  天井部は残存するものの、玄室部の高さ及び天井部の厚さに関しての記録はない。
  遺物
  本遺構からは３２点２７１ｇの土師器片と１点１５ｇの礫が検出された。器片等の内訳は、３１点２３１ｇの土
師器、１点４０ｇの弥生土器である。これらの出土遺物の内１点を図示した。１は土師器甕底部である
が、覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１７０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号４４Ａ号土坑。１６５号土坑の東側に位置し、単独で存在する長方形土坑で
ある。長径２.１５ｍ短径１.２２ｍ、深さ最大７０.７㎝を測り、主軸方位はＮ－６４°－Ｗを示す。底面はほぼ
平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１７１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号４４Ｂ号土坑。１７０号土坑の西側に位置し、単独で存在する長方形土坑で
ある。長径１.４０ｍ短径０.６８ｍ、深さ最大２２.８㎝を測り、主軸方位はＮ－４３°－Ｅを示す。底面はほぼ
平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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１７２号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６２号住居跡。１７０号土坑の南側に位置し、１７４・１７５号土坑に削平されて
存在する推定長方形の竪穴住居跡である。柱穴の位置から推定される長径４.０６ｍ短径３.０２ｍを測り、
主軸方位はＮ－４9°－Ｗを示す。カマドは西壁中央に構築され、残存する壁高は、東で９㎝、南１８.２㎝、
北１.５㎝を測る。検出面での周溝は削平された個所以外は全周し、深さは８～１０㎝を測る。床面はソ
フトローム層中に構築され、ほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１
が３9㎝、Ｐ２は４８.５㎝、Ｐ３が２７.７㎝、Ｐ４は６２.０㎝、Ｐ５が５７.８㎝を測る。撹乱により削平された
個所は掘り込みも深く、Ｐ１に対応する位置に、破線で示した本来の主柱穴が存在したものと想定さ
れる。
  遺物
  本遺構からは１３３点３，４５７ｇの土器片と１点9５ｇの石皿片、１点３６ｇの支脚片が検出された。土器片
等の内訳は、１３１点３，４３８ｇの土師器、２点１9ｇの須恵器である。これらの出土遺物の内５点を図示し
た。１はＰ２～Ｐ３間の床面から８㎝浮いた状態で検出された土師器甕である。２・３は東壁付近の
床面からそれぞれ３～４㎝程浮いた状態で検出されている。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取
上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
１７３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１号堅穴状土坑。１７２号竪穴の西側に位置し、南壁を流失し、１７５号木
棺墓に削平されて存在する長方形土坑である。長径３.４６ｍ残存短径１.６２ｍ、深さ最大１３.８㎝を測り、
主軸方位はＮ－５７°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピットは４ヶ所に検出され、深さはＰ１が
１３.８㎝、Ｐ２が１６.８㎝、Ｐ３が１２.６㎝、Ｐ４が３８.８㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１７４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号４６号土坑。１７２号竪穴の西側に位置し、１７２号堅穴を削平して存在する不
整形土坑である。長径２.１５ｍ残存短径１.７８ｍ、深さ最大４１.７㎝を測り、主軸方位はＮ－５７°－Ｗを示
す。底面はほぼ平坦であり、ピットは３ヶ所に検出され、深さはＰ１が４４.５㎝、Ｐ２が３9.５㎝、Ｐ３
が３３.４㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１７５号遺構（横溝木棺墓）
  昭和５４年度調査時遺構番号４７号土坑。１７４号土坑の南側に位置し、１７４号土坑を削平して存在する横
溝木棺墓である。長径２.9２ｍ短径１.１８ｍ、深さ最大５５.８㎝を測り、主軸方位はＮ－８１°－Ｗを示す。
底面には排水溝と想定される幅１８～２０㎝、深さ２～６㎝前後の溝が３条存在するものの、それ以外は
ほぼ平坦である。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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第１０９図  １７０～１７２号遺構実測図・１７２号遺構出土遺物実測図
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 172号遺構
１ 暗灰色土 粘土ブロック主体層。
２ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
３ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒散る。
４ 暗褐色土 粘土粒含む。
５ 暗褐色土 焼土粒やや多く・粘土粒含む。
６ 暗褐色土 焼土粒少量散る。
７ 暗褐色土 ロームブロック含む。
８ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
９　黒褐色土 焼土粒・粘土粒散る。
10 暗褐色土 粘土粒含む。
11 暗褐色土 ローム粒含む。
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１７６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５２Ｃ号土坑。１７３号土坑の南側に位置し、単独で存在する円形土坑であ
る。長径０.６３ｍ短径０.６０ｍ、深さ最大５３.２㎝を測り、主軸方位はＮ－５５°－Ｗを示す。底面はほぼ平
坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１７７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５２Ｂ号土坑。１７６号土坑の東側に位置し、単独で存在する方形土坑であ
る。長径０.６６ｍ短径０.６３ｍ、深さ最大２１.６㎝を測り、主軸方位はＮ－３9°－Ｅを示す。底面はほぼ平
坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１７８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５２Ａ号土坑。１７７号土坑の南側に位置し、単独で存在する長方形土坑で
ある。長径１.３５ｍ短径１.００ｍ、深さ最大１７.７㎝を測り、主軸方位はＮ－４７°－Ｗを示す。底面はほぼ
平坦であり、ピットは１ヶ所に検出され、深さは２１.５㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１７９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号４9Ｂ号土坑。１７８号土坑の東側に位置し、１８０号土坑と重複して存在する
方形土坑である。残存長径１.５８ｍ短径１.５０ｍ、深さ最大２２.０㎝を測り、主軸方位はＮ－２８°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、壁際の３ヶ所にピットが検出され、深さはＰ１が３５.５㎝、Ｐ２が５9.４㎝、Ｐ
３が４１.０㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号４9Ａ号土坑。１７9号土坑の東側に位置し、１７9・１８３号土坑と重複して存
在する不整形土坑である。長径１.６５ｍ短径１.３２ｍ、深さ最大２２.０㎝を測り、主軸方位はＮ－３６°－Ｅ
を示す。底面はほぼ平坦であり、ピットは２ヶ所に検出され、深さはＰ１が２０.２㎝、Ｐ２が３３.０㎝を
測る。
  遺物
  本遺構からは３８点７２８ｇの土師器片が検出された。何れも覆土一括で取り上げられた特徴のない砕
片で、図化に至るものがない。
１８１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５１Ａ号土坑。１８０号土坑の東側に位置し、１８２・１８３・１８４号土坑と重複し
て存在する長方形土坑である。長径２.１６ｍ短径１.６０ｍ、深さ最大５１.３㎝を測り、主軸方位はＮ－５７°
－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
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第１１０図  １７３～２１６号遺構実測図
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第１１１図  １７３～２０４・２０６～２１６号遺構実測図
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 191号遺構
１ 黒褐色土 若干のロームブロック・ローム粒含む。
２ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
３ 黒褐色土 若干のローム粒混入。
４ 暗褐色土 ローム粒少量混入。
５ 黒褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
 196号遺構
６ 暗黄褐色土 ロームブロック質土層。
７ 黒褐色土 若干のローム粒混入。
８ 暗褐色土 ロームブロック小混入。
９　暗褐色土 ロームブロック小多量に混入。
10 暗褐色土 ロームブロック多量に混入。
11 暗褐色土 ロームブロック多量に混入。
12 暗褐色土 ロームブロック大多量に混入。

 197号遺構
１ 黒褐色土 若干のローム粒混入。
２ 黒褐色土 ロームブロック多量に混入。
３ 黒褐色土 ローム粒多量に混入。
４ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック多量に混入。
６ 黒褐色土 ロームブロック多量に混入。
７ 黒褐色土 有機質土主体。
８ 褐色土 ロームブロック多量に混入。
 199号遺構
９　暗褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
10 暗黄褐色土 ロームブロック質土層。

 188号遺構
１ 褐色土 ロームブロック・ローム粒大混入。
２ 褐色土 ローム粒中混入。
３ 褐色土 ロームブロック・ローム粒大混入。
４ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。軟弱。
５ 褐色土 ロームブロック・ローム粒少量混入。
６ 褐色土 ローム粒中～大混入。軟弱。
７ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
８ 褐色土 ロームブロック混入。

215号 216号

19
0号

19
4号

18
9号
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５１Ｃ号土坑。１８１号土坑の北側に位置し、１８１号土坑と重複して存在する
長方形土坑である。残存長径１.３６ｍ残存短径１.００ｍ、深さ最大１２.８㎝を測り、主軸方位はＮ－５9°－
Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５０号土坑。１８０号土坑の東側に位置し、１８０・１８１・１８４号土坑と重複して
存在する方形土坑である。長径１.２０ｍ短径１.１７ｍ、深さ最大３７.３㎝を測り、主軸方位はＮ－３７°－Ｅ
を示す。底面はほぼ平坦であり、壁際の１ヶ所にピットが検出され、深さは２４.３㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５１Ｂ号土坑。１８３号土坑の東側に位置し、１８１・１８３号土坑と重複して存
在する長方形土坑である。残存長径１.３４ｍ残存短径０.８０ｍ、深さ最大３８.８㎝を測り、主軸方位はＮ－
５６°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１２号地下式土壙。１７６号土坑の南側に単独で存在するフラスコ状ピット
である。開口部は長径１.４１ｍ短径１.１２ｍの長方形を呈し、破線で示された袋状の本体底部は、開口部
より一回り大きく、長径１.５５ｍ短径１.３０ｍ深さ最大６７.８㎝を測りオーバーハングして立ち上り、主軸
方位はＮ－６２°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５３Ｄ号土坑。１８５号土坑の東側に位置し、単独で存在する長方形土坑で
ある。長径１.２9ｍ短径１.２４ｍ、深さ最大３１.４㎝を測り、主軸方位はＮ－４７°－Ｗを示す。底面はほぼ
平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５３Ａ号土坑。１８６号土坑の東側に位置し、１８８号土坑と接して存在する円
形土坑である。長径１.３０ｍ短径１.２４ｍ、深さ最大２３.１㎝を測り、主軸方位はＮ－５７°－Ｗを示す。底
面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５４Ａ号土坑。１８７号土坑の東側に位置し、１８７号土坑と接して存在する長
方形土坑である。開口部は長径１.６６ｍ短径０.６9ｍの長方形を呈し、破線で示された袋状の本体は、短
径が開口部より一回り大きく、長径１.６６ｍ短径０.9０ｍ深さ最大５５.８㎝を測り、主軸方位はＮ－５６°－
Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１８９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５４Ｂ号土坑。１８８号土坑の東側に位置し、１9０・１9１号土坑と重複して存
在する長方形土坑である。南西部は流失しているが、推定長径２.２３ｍ残存短径１.０６ｍ、深さ最大２６.８
㎝を測り、主軸方位はＮ－６５°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピットは７ヶ所に検出され、深
さはＰ１が１３.9㎝、Ｐ２が２８.２㎝、Ｐ３が２9.１㎝、Ｐ４が３２.７㎝、Ｐ５が４５.８㎝、Ｐ６が３１.７㎝、Ｐ
７が１２.４㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５８Ａ号土坑。１８9号土坑の南側に位置し、１８9・１9１・１9５号土坑と重複し
て存在する長方形土坑である。長径１.６０ｍ残存短径１.００ｍ、深さ最大３４.８㎝を測り、主軸方位はＮ－
３４°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、壁際にピットが検出され、深さは６５.８㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５８Ｂ号土坑。１9０号土坑の東側に位置し、１８9・１9０・１9２・１9５・１9６号土
坑と重複して存在する長方形土坑である。長径１.５６ｍ短径１.１５ｍ、深さ最大８７.４㎝を測り、主軸方位
はＮ－３１°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６０号土坑。１9０号土坑の東側に位置し、１9１号土坑と重複して存在する長
方形土坑である。長径０.８４ｍ短径０.７８ｍ、深さ最大４２.７㎝を測り、主軸方位はＮ－６７°－Ｗを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５４Ｃ号土坑。１８８号土坑の南側に位置し、単独で存在する長方形土坑で
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ある。長径１.５７ｍ短径１.１４ｍ、深さ最大４１.０㎝を測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｅを示す。底面はほぼ
平坦であり、壁際の３ヶ所からピットが検出され、深さはＰ１が５６.５㎝、Ｐ２が６１.６㎝、Ｐ３が３７.9
㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５６号土坑。１9３号土坑の東側に位置し、単独で存在する方形土坑である。
長径１.０１ｍ短径０.9５ｍ、深さ最大１２.9㎝を測り、主軸方位はＮ－３５°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦で
あり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５８Ｃ号土坑。１9４号土坑の東側に位置し、１9０・１9１・１9６・１99号土坑、
１9７号地下式土壙と重複して存在する不整形土坑である。長径１.４７ｍ短径１.２４ｍ、深さ最大５０.０㎝を
測り、主軸方位はＮ－５６°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９６号遺構（地下式土壙）
  昭和５４年度調査時遺構番号３号地下式土壙。１9５号土坑の東側に位置し、１9１・１9５号土坑と重複し
て存在する前底部と玄室構造の地下式土壙である。玄室に至る前庭部は長径１.３０ｍ短径１.１２ｍ、深さ
最大８８㎝を測り、玄室へと下る玄門は幅３０㎝、奥行き１２㎝の方形を呈して開口しており、おそらく方
形の閉塞板によって閉鎖されていたものと推定される。破線で示された玄室は長径１.２５ｍ短径０.9５ｍ、
深さ最大１３６㎝を測り、前底部から玄室までの主軸方位はＮ－５５°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、
ピット等は検出されなかった。なお、記録写真と破線で示された土層断面により、天井部の残存が確
認され、厚さ５６㎝程の天井部の存在が確認される。
  本遺構は、玄門および玄室構造の特徴から、成人の仰臥伸展葬は完全に不可能な遺構であり、埋葬
遺構であるならば、火葬骨ないしは再葬骨専用の埋葬施設と想定されるが、前底部の土層断面からは
人為的な埋め戻しの痕跡は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９７号遺構（地下式土壙）
  昭和５４年度調査時遺構番号４号地下式土壙。１9６号地下式土壙の南側に位置し、１9５・１99号土坑と
重複して存在する前底部と玄室構造の地下式土壙である。玄室に至る前庭部は長径１.１０ｍ短径１.００ｍ、
深さ最大８８.０㎝を測り、玄室へと下る玄門部は長径０.７８ｍ短径０.１５～０.３３ｍを測り、前底部より７㎝
程高く盛上っている。この部分には１9７号遺構同様、閉塞板が存在していたものと推定される。破線
で示された玄室は長径１.５３ｍ短径１.４５ｍを測り、玄門部より最大５０㎝程掘り下がっており、前底部か
ら玄室までの主軸方位はＮ－５８°－Ｗを示す。天井部はすでに崩落していたが、玄室壁の立ち上がり
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が何れもオーバーハングしており、本遺構にも天井部が残存していたことを暗示している。
  本遺構は、玄門および玄室構造の特徴から、１9６号地下式土壙との類似性が認められ、埋葬遺構で
あるならば火葬ないしは再葬墓と想定されるが、前底部から玄室内の土層断面からは天井部の早期崩
落が認められるが、人為的な埋め戻しの痕跡は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１３号土坑。１99号土坑の西側に位置し、１99号土坑と重複して存在する
円形土坑である。長径０.７８ｍ短径０.７６ｍ、深さ最大２４.２㎝を測り、主軸方位はＮ－５１°－Ｗを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピットは１ヶ所に検出され、深さは４３.３㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
１９９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６１号土坑。１9８号土坑の東側に位置し、１9７号地下式土壙、１9８・２０１号土
坑と重複して存在する長方形土坑である。長径１.9４ｍ短径１.０３ｍ、深さ最大３２.５㎝を測り、主軸方位
はＮ－３４°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２００号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０１号土坑。１9３号土坑の南側に位置し、１５号地下式横穴墓（方墳）・２０４
号土坑と重複して存在する不整形土坑である。長径４.9８ｍ短径２.３３ｍ、深さ最大２８.８㎝を測り、主軸
方位はＮ－５０°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピットは２ヶ所に検出され、深さはＰ１が9１.７㎝、
Ｐ２が２７.７㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６２号土坑。２００号土坑の東側に位置し、１99・２０２・２０５号土坑と重複して
存在する不整形土坑である。長径１.9５ｍ短径１.０５ｍ、深さ最大２２.１㎝を測り、主軸方位はＮ－２７°－
Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピットは１ヶ所に検出され、深さは４２.２㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６４号土坑。２０１号土坑の西側に位置し、２０１・２０４・２０５号土坑と重複して
存在する不整形土坑である。長径１.７０ｍ短径１.１０ｍ、深さ最大４５.７㎝を測り、主軸方位はＮ－４１°－
Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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２０３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６３号土坑。２０１号土坑の東側に位置し、単独で存在する不整形土坑であ
る。長径１.０６ｍ短径０.８５ｍ、深さ最大２０.３㎝を測り、主軸方位はＮ－２３°－Ｗを示す。底面はほぼ平
坦であり、ピットは１ヶ所に検出され、深さは１9.５㎝を測る。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６５Ａ号土坑。２０２号土坑の南側に位置し、２００・２０２・２０５・２０６号土坑と
重複して存在する不整形土坑である。残存長径１.４２ｍ短径１.２０ｍ、深さ最大２２.０㎝を測り、主軸方位
はＮ－１６°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６５Ｂ号土坑。２０４号土坑の東側に位置し、２０１・２０２・２０４・２０７号土坑と
重複して存在する方形土坑である。残存長径０.８６ｍ残存短径０.６４ｍ、深さ最大9.５㎝を測り、主軸方
位はＮ－１０°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６５Ｃ号土坑。２０４号土坑の南側に位置し、２０４・２０８号土坑と重複して存
在する円形土坑である。長径０.9０ｍ残存短径０.７６ｍ、深さ最大３４.４㎝を測り、主軸方位はＮ－４７°－
Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号５号地下式土壙。２０５号土坑の東側に位置し、２０５号土坑と重複して存在
するフラスコ状ピットである。開口部は長径１.３５ｍ短径１.１７ｍの長方形を呈し、破線で示された袋状
の本体底部は、開口部より一回り大きく、長径１.５１ｍ短径１.４５ｍ深さ最大６３.２㎝を測り、開口部に向
けてオーバーハングして立ち上り、主軸方位はＮ－３１°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット
等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６６号土坑。２０６号土坑の南側に位置し、２０６号土坑と重複し、撹乱に削平
されて存在する土坑である。残存長径０.８３ｍ残存短径０.４８ｍ、深さ最大４１.２㎝を測り、主軸方位はＮ
－４４°－Ｅを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２０９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６７号土坑。２０８号土坑の東側に位置し、撹乱に削平されて存在する長方
形土坑である。長径１.１５ｍ残存短径０.８６ｍ、深さ最大４４.３㎝を測り、主軸方位はＮ－３３°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２１０号遺構（地下式土壙）
  昭和５４年度調査時遺構番号８号地下式土壙。１５号遺構（方墳・地下式横穴墓）の西側に位置し、単
独で存在する側壁抉り込みタイプの地下式土壙である。前庭部として捉えられる開口部は、長径０.9０
ｍ短径０.８２ｍ、深さ最大８６㎝を測り、底部の中央が周囲より１０㎝程低く掘り込まれている。玄室に相
当する側壁抉り込み部は、長径１.０２ｍ短径０.５０ｍ、深さ最大9４.１㎝を測り、玄門に相当する部分より
３０㎝程低く掘り込まれ、前庭部～玄室までの主軸方位はＮ－２０°－Ｅを示す。側壁に抉り込まれた玄
室部の規模は、奥行き２０㎝高さ最大３０㎝、天井部は厚さ５０㎝を測り、玄室部の主軸方位はＮ－６２°－
Ｗを示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  本遺構が埋葬墓壙であるならば、成人の仰臥伸展葬は完全に不可能であり、可能性としては幼子の
仰臥伸展葬、ないしは木櫝等に納めた火葬骨等の改装骨埋葬施設が考えられる。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２１１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし土坑。２１０号土坑の東側に位置し、２１２号土坑と重複して存在する長
方形土坑である。残存長径１.３４ｍ短径０.9６ｍ、深さ最大１１.１㎝を測り、主軸方位はＮ－２０°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。なお、本祉に調査時遺構番号は付加されてい
ないが、周囲の類似遺構に全て遺構番号が付加されているので、土坑として取り扱うこととした。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２１２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし土坑。２１１号土坑の南側に位置し、２１１号土坑と重複して存在する長
方形土坑である。長径１.０４ｍ短径０.9３ｍ、深さ最大４３.５㎝を測り、主軸方位はＮ－６７°－Ｗを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。なお、本祉にも調査時遺構番号は付加されて
いないが、周囲の類似遺構に全て遺構番号が付加されているので、土坑として取り扱う。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２１３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７０Ａ号土坑。２００号土坑の南側に位置し、単独で存在する円形土坑であ
る。長径１.０４ｍ短径０.9８ｍ、深さ最大１０.５㎝を測り、主軸方位はＮ－８０°－Ｅを示す。底面はほぼ平



︲ ��� ︲

坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２１４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号７０Ｂ号土坑。２１３号土坑の東側に位置し、単独で存在する円形土坑であ
る。長径０.9４ｍ短径０.9０ｍ、深さ最大１１.４㎝を測り、主軸方位はＮ－６０°－Ｅを示す。底面はほぼ平
坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２１５号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６８Ａ号土坑。２１４号土坑の南側に位置し、撹乱に削平されて存在する長
方形土坑である。長径１.６５ｍ残存短径１.２２ｍ、深さ最大５３.３㎝を測り、主軸方位はＮ－４１°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２１６号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６８Ｂ号土坑。２１５号土坑の東側に位置し、撹乱に削平されて存在する長
方形土坑である。長径１.５０ｍ残存短径１.０５ｍ、深さ最大５４.０㎝を測り、主軸方位はＮ－４０°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２１７号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６４号住居跡。調査区南東部に位置し、２１８号竪穴を削平して存在する方
形の竪穴住居跡である。長径４.２０ｍ短径４.１７ｍを測り、主軸方位はＮ－２２°－Ｗを示す。カマドは北
壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ東壁で１２㎝、西壁は６.9㎝、南壁１.７㎝、北壁１㎝を測る。
撹乱によって削平された以外の周溝は全周し、深さは８㎝前後を測る。床面はソフトローム層中に構
築され、ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは５ヶ所に検出され、深さはＰ１が３８.５㎝、Ｐ
２は４６㎝、Ｐ３は３８.７㎝、Ｐ４は４６㎝、Ｐ５は１４.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっか
りしており、その位置から主柱穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１9８点２，８３9ｇの土器片と１点１３.０ｇの軽石が検出された。土器片等の内訳は、１８４点
２，０99ｇの土師器、１４点７４０ｇの須恵器である。これらの出土遺物の内１０点を図示した。１はカマド粘
土に密着して、６・８・９は床面から検出された。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられ
たものであり、出土地点を明示できるものはない。
２１８号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６５号住居跡。２１７号竪穴に西側に位置し、２１７号竪穴に削平されて存在
する方形の竪穴住居跡である。長径５.８２ｍ短径５.７６ｍを測り、主軸方位はＮ－４３°－Ｗを示す。カマ
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第１１２図  ２１７・２１８号遺構実測図
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 217号遺構
１ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
２ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に混入。
３ 褐色土 ロームブロック大・ローム粒多量に混入。
４ 明褐色土 ロームブロック大・ローム粒多量に混入。

 217号遺構
１ 暗灰色土 粘土ブロックやや多く含む。
２ 暗褐色土 粘土粒やや多く含む。
３ 暗褐色土 焼土粒・灰含む。
４ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
５ 暗褐色土 焼土粒・粘土粒含む。
６ 赤灰色土 粘土粒少量含む。
７ 暗褐色土 ローム粒含む。
８ 暗赤灰色土 焼土化粘土。
９　暗褐色土 ロームブロック含む。
10 暗灰色土 焼土粒・粘土粒やや多く含む。

 218号遺構
１ 暗灰色土 粘土粒多量に含む。
２ 暗褐色土 粘土粒散る。
３ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
４ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒少量混入。
５ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
６ 暗赤灰色土 灰含む。
７ 暗褐色土 ローム粒・粘土粒含む。
８ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
９　暗褐色土 ローム粒・粘土粒・焼土粒少量混入。
10 暗褐色土 焼土粒・灰混入。
11 暗褐色土 ロームブロック含む。
12 褐色土 ローム粒混入。
13 暗褐色土 ロームブロック含む。
14 暗褐色土 ロームブロック少量・粘土粒含む。
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第１１３図  ２１９号遺構実測図・２１７・２１８号遺構出土遺物実測図
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ドは北壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ西壁で１.５㎝、南壁１０.５㎝、北壁で9.３㎝を測る。
２１７号堅穴によって削平された以外の周溝は全周するが、深さの測定値はない。床面はソフトローム
層中に構築され、ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは１４ヶ所に検出され、深さはＰ１が
５７.４㎝、Ｐ２は５５.9㎝、Ｐ３は４9.１㎝、Ｐ４は４０.５㎝、Ｐ５は４６.４㎝、Ｐ６が４４.７㎝、Ｐ７は５9㎝、
Ｐ８は６５.８㎝、Ｐ９は６０.５㎝、Ｐ１０は５５.３㎝、Ｐ１１は５２.８㎝、Ｐ１２は５１.５㎝、Ｐ１３は１１.０㎝、Ｐ１４は
２１.５㎝を測る。Ｐ１～Ｐ１２は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から３度の建て替えが行
われた主柱穴と想定される。Ｐ１３～Ｐ１４は、その位置から建て替えによって掘り返された入口施設に
伴うものと想定される。
  遺物
  本遺構からは１３５点２，７１５ｇの土器片と２点３１.０ｇの礫、１点１３.０ｇの砥石が検出された。土器片等
の内訳は、１３１点２，６４４ｇの土師器、２点５０ｇの須恵器、１点１２ｇの弥生土器、１点９ｇの縄文土器で
ある。これらの出土遺物の内６点を図示した。１はカマドに密着して検出された土師器甕である。こ
れ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
２１９号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６７号住居跡。２１８号竪穴の南東に位置し、調査区南東端に存在する方形
の竪穴住居跡である。長径５.５８ｍ残存短径４.７５ｍを測り、主軸方位はＮ－３６°－Ｗを示す。カマドは
北壁中央に存在し、残存する壁高は、それぞれ西壁で２.８㎝、南壁７.３㎝、北壁で２㎝を測る。調査区
内の周溝は全周するが、深さの測定値はない。床面はソフトローム層中に構築され、ほぼ平坦で硬く
踏み固められている。ピットは４ヶ所に検出され、深さはＰ１が５１.８㎝、Ｐ２は６０㎝、Ｐ３は５５㎝、
Ｐ４は６４.７㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込みも深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定
される。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２２０号遺構（竪穴住居跡）
  昭和５４年度調査時遺構番号６８号住居跡。１５号遺構（方墳・地下式横穴墓）の南側に位置し、２４9号
溝に削平されて存在する竪穴住居跡である。長径４.２６ｍ残存短径１.３２ｍを測り、主軸方位はＮ－３１°
－Ｅを示す。カマドは北壁中央やや東側に偏って存在し、残存する壁高は、北で２9.６㎝を測る以外測
定値はない。検出範囲での周溝は全周し、深さは２.9～７.５㎝を測る。床面はソフトローム層中に構築
され、ほぼ平坦で硬く踏み固められている。ピットは６ヶ所に検出され、深さはＰ１が５３.６㎝、Ｐ２
は５１.５㎝、Ｐ３は５２㎝、Ｐ４は３６.８㎝、Ｐ５は６７㎝、Ｐ６は9.9㎝を測る。Ｐ１～Ｐ４は、掘り込み
も深くしっかりしており、その位置から主柱穴と想定される。Ｐ５は、カマド脇から検出されており、
その位置から貯蔵穴と想定される。
  遺物
  本遺構からは１２１点６，００５.７ｇの土器片と１点２１.9ｇの砥石が検出された。土器片等の内訳は、１１１
点５，８８６.１ｇの土師器、６点７０ｇの弥生土器、４点４9.６ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内
８点を図示した。１・５は貯蔵穴内底部から検出された赤彩土師器甕と縄文土器口縁部である。２は
カマド粘土に密着して検出された赤彩土師器甑である。これ以外の遺物は、何れも覆土一括で取上げ
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第１１４図  ２２０号遺構実測図・２２０号遺構出土遺物実測図
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 220号遺構
１ 暗褐色土 粘土ブロック多く含む。
２ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒含む。
３ 暗褐色土 ロームブロック含む。
４ 黒褐色土 ロームブロック中～大混入。
５ 暗褐色土 ロームブロック・粘土粒少量含む。
６ 赤灰色土 ローム粒含む。
７ 黄褐色土 ロームブロック含む。
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られたものであり、出土地点を明示できるものはない。
２２１号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号６号地下式土壙。２２０号竪穴の南東側に位置し、詳細平面図が存在しな
いが、２５１号溝と重複して存在する側壁抉り込みタイプの土坑であることが調査日誌の略図から読み
取れる。開口部は長径１.０２ｍ短径０.５８ｍの長方形を呈し、破線で示された袋状の本体底部は、開口部
の２倍程度大きく、長径１.４０ｍ短径１.１５ｍを測るが、エレベーションや断面図がないため、詳細構造
は不明である。開口部に向けてオーバーハングして立ち上ることが図面上で明らかであり、主軸方位
はＮ－４８°－Ｗを示す。調査日誌によれば、開口部直下から天井部分の広い奥壁に向かって、底面は
なだらかに傾斜しており、開口部と同程度の広さの天井部が残存していたことになっているが、玄室
部の広さや天井部までの高さ等不明な点が多い。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２２２号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０５号土坑。２４８号溝の南端部に位置し、２４８号溝と重複して存在する長
楕円形土坑である。長径２.３５ｍ短径１.３３ｍを測るが、深さの測定値はない。主軸方位はＮ－５３°－Ｗ
を示す。底面形状も不明であるが、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２２３号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０４号土坑。２２２号竪穴の南側に位置し、詳細平面図が存在しないが、記
録写真から側壁抉り込みタイプの土坑であると判断される。開口部は長径１.４８ｍ短径１.０８ｍの長方形
を呈し、破線で示された袋状の本体底部は開口部より一回り大きく、長径１.７０ｍ短径１.４２ｍを測る。
エレベーションや断面図がないため、詳細構造は不明であるが、記録写真から底面はほぼ平坦で、西
側に向かって側壁を抉り込むようにオーバーハングして立ち上っており、主軸方位はＮ－２８°－Ｅを
示す。本遺構については調査日誌にも何も記載されておらず、玄室部の広さや天井部までの高さ等不
明な点が多い。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２２４号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１４号土坑。２２３号竪穴の南西側に位置し、詳細平面図が存在しないため
２００分の１の全体図から図面を起こした。遺構の下端が記録されていないため、断面図より下端を復
元し、破線で示した。出土遺物に管玉が検出されているので、土壙墓的な性格の遺構と判断される。
長径３.３５ｍ短径２.５０ｍの長方形を呈し、深さ最大３２㎝を測り、主軸方位はＮ－４４°－Ｗを示す。記録
写真から底面は凹凸激しく、ピットも多数確認されるが、調査日誌等にも何も記載されておらず、不
明な点が多い。
  遺物
  本遺構からは１点０.６ｇの管玉が検出されているが、出土位置を正確に示すものはない。記録写真
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第１１５図  ２２１号遺構実測図
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第１１６図  ２２２～２２６号遺構実測図・２２４号遺構出土遺物実測図
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 226号遺構
１ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
２ 褐色土 ローム粒小混入。
３ 褐色土 ローム粒小～中混入。
４ 褐色土 ローム粒小～中混入。
５ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
６ 褐色土 ローム粒小混入。
７ 褐色土 ローム粒小～中混入。
８ 褐色土 ローム粒中～大混入。
９　褐色土 ローム粒小～中混入。
10 明褐色土 ローム粒小多量に混入。
11 明褐色土 ローム粒小～中多量に混入。
12 褐色土 ローム粒含む。
13 褐色土 ローム粒含む。軟弱。
14 褐色土 ローム粒含む。軟弱。
15 褐色土 ローム粒中～大混入。
16 褐色土 ローム粒大混入。軟弱。
17 褐色土 ローム粒含む。
18 褐色土 ローム粒小混入。
19　褐色土 ローム粒含む。軟弱。
20 明褐色土 ソフトローム混入。

 224号遺構
１ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
２ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
３ 褐色土 ローム粒混入。
４ 明褐色土 ソフトローム混入。
５ 明褐色土 ソフトローム混入。
６ 褐色土 ローム粒小混入。
７ 褐色土 ローム粒小～中混入。軟弱。
８ 褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
９　褐色土 ローム粒小混入。
10 褐色土 ローム粒小～中混入。
11 褐色土 ローム粒小霜降り状に散る。
12 褐色土 ソフトローム混入。

20

224号

226号
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の１ヶ所に土柱が写し出されており、この位置から出土した可能性が高い。
２２５号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。調査区南端から北東方向に走る溝である。２２４号土坑を挟んでほ
ぼ同位置で途切れる溝状の落ち込みが西側に存在することから、２２４号土坑を主体部とする方形周溝
墓の溝である可能性がある。残存長８.８ｍ幅０.9～１.４ｍ、深さ9.５～２9.０㎝を測り、主軸方位はＮ－４２°
－Ｅを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２２６号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号溝１０６号溝。調査区南端部を東西方向に走る溝であり、２３０号土坑を削平
し、２３１・２３２号溝に削平されて存在する。西側端部は不明ながら、東側端部は２２３号土坑の手前で半
円形を呈して閉じる。残存長２５.８ｍ幅１.５６～４.9ｍ、深さ１４.３～８０.０㎝を測り、主軸方位はＮ－５６°－
Ｗを示す。土層断面から、断面形状は逆台形を呈する。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２２７号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号9２号土坑。調査区南西端部に位置し、単独で存在する長楕円形土坑であ
る。残存長径２.６６ｍ短径１.３０ｍ、深さ最大４８.６㎝を測り、主軸方位はＮ－６０°－Ｗを示す。底面はほ
ぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２２８号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号9１号土坑。調査区南西端部に位置し、単独で存在する不整形土坑である。
長径１.３４ｍ短径１.０６ｍ、深さ最大５６.７㎝を測り、主軸方位はＮ－４４°－Ｗを示す。底面はほぼ平坦で
あり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２２９号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号9０号土坑。２２８号土坑の東側に位置し、２２６号溝に削平されて存在する長
方形土坑である。長径３.２０ｍ短径１.６７ｍ、深さ最大３７.9㎝を測り、主軸方位はＮ－４０°－Ｅを示す。
底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２３０号遺構（土坑）
  昭和５４年度調査時遺構番号１１８号土坑。２２9号土坑の東側に位置し、２２６号溝に削平されて存在する
長方形土坑である。残存長径１.５５ｍ短径１.３４ｍ、深さ最大２８.７㎝を測り、主軸方位はＮ－４１°－Ｅを
示す。底面はほぼ平坦であり、ピット等は検出されなかった。
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第１１７図  ２２７～２３２号遺構実測図
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２３１号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号溝なし。２２６号溝の南側を並走して東西方向に走る溝であり、２２６号溝に
削平されて存在する。東側端部は僅かに２２６号溝より南側に折れて終息する。残存長２４.６ｍ幅０.３～０.７
ｍ、深さ１３.５～７３.9㎝を測り、主軸方位はＮ－６２°－Ｗを示す。土層断面から、断面形状は逆台形を
呈する。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２３２号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。２３１号溝内に存在する溝であり、あるいは２３１号溝の一部の可能性
が高い溝である。残存長１.８ｍ幅０.３２～０.４６ｍ、深さ最大３５.２㎝を測り、主軸方位はＮ－６０°－Ｗを示
し、断面形状は逆台形を呈する。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２３３号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号４号溝。調査区北西端部を走る溝であり、２号方形周溝墓・２０・３１・３３
号竪穴を削平し、また台遺跡Ｂ地点００１号竪穴を削平して存在する溝である。残存長５１.５ｍ幅２.５０～
４.４２ｍ、深さ最大１9.０㎝を測り、主軸方位はＮ－２７°－Ｅを示す。なお、この溝は既に報告書が刊行
されている台遺跡Ｂ地点においては、７号溝として調査されており、Ｂ・Ｃ地点の領域にまたがって
存在しているが、Ｂ地点での詳細な報告はない。
  遺物
  本遺構からは１点４５ｇの土玉が検出されたが、出土位置を正確に示すものはない。
２３４号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号２・８号溝。調査区内を東西南北方向に9０度折れて走る溝であり、重複
するすべての遺構を削平して存在する。南北方向に走る溝は調査時段階に２号溝として調査され、長
さ9７.５ｍ幅０.６６～１.７２ｍ、深さ最大４9.５㎝を測り、主軸方位はＮ－４１°－Ｗを示す。東西方向に走る
溝は調査時段階に８号溝として調査され、長さ５０.８ｍ幅０.８８～２.６８ｍ、深さ最大５５.０㎝を測り、主軸
方位はＮ－４８°－Ｅを示す。調査区域内での両者の全長約１４８ｍを測り、9０度にクランクすることから、
何らかの区画溝と捉えられるが、調査区内からは区画の意義に相当するような建物跡等は検出されな
かった。なおこの溝は、既に報告書が刊行されている台遺跡Ｂ地点において、２号溝として調査され
ている（半田２００３）。Ｃ地点同様、9０度クランクして北側に向かうとすれば、Ｂ地点１３号方形周溝墓
と重複する西側の３号溝が規模的に類似しているが、Ｂ地点での詳細な報告はない。
  遺物
  本遺構からは５０５点７，４３４ｇの土器片と１２点１，２０５ｇの礫、１点３１４ｇの磨石、１点０.１ｇの臼玉、１
点9０ｇの支脚片、１点８.２ｇの鉄釘が検出された。土器片等の内訳は、３３６点４，３２５ｇの土師器、１9点
３０9ｇの須恵器、６３点9６１ｇ弥生土器、８６点１，７７０ｇの縄文土器、１点６9ｇの中近世土器である。これ
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第１１８図  台遺跡Ｃ地点溝実測図
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 247号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒（大）ロームブロック。
２ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に散る。
３ 褐色土 ローム粒（小）混入。
４ 褐色土 ローム粒・ロームブロック混入。軟弱。
５ 褐色土 ローム粒・ロームブロック混入。
６ 褐色土 ローム粒（中～大）混入。軟弱。
７ 褐色土 ローム粒・ロームブロック混入。
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第１１９図  １０・２３１・２３４～２３６・２３８・２３９・２４４・２４８・２５０・２５１号遺構実測図
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 231号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
２ 暗褐色土 少量のローム粒・ロームブロック含む。締まり欠く。
３ 褐色土 ローム粒・ロームブロック多量に含む。締まり欠く。
４ 褐色土 ローム粒・ロームブロックのみ。締まり欠く。

 238号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
２ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
３ 褐色土 ローム粒多量に含む。

 234号遺構
１ 黒褐色土 有機質土。ローム等ほとんど含まない。
２ 暗褐色土 有機質性強。若干のローム粒含む。
３ 暗褐色土 ローム粒２層より多い。
４ 褐色土 ローム粒多量に含む。
 246号遺構
５ 褐色土 ローム粒・ロームブロック量に含む。
６ 暗褐色土 ロームブロック（小）多量に混入。

 238号遺構
１ 黒褐色土 ローム粒少量混入。
２ 暗褐色土 ローム粒多量に混入。
３ 暗褐色土 ローム粒疎らに含む。
４ 褐色土 ローム粒・ロームブロック多量に含む。

 234号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
２ 暗褐色土 ローム粒少量含む。やや締まり欠く。
３ 褐色土 ローム粒多量に含む。
４ 暗褐色土 ローム粒・ロームブロック少量混入。
５ 褐色土 ローム粒・ロームブロック多量に含む。
６ 暗褐色土 ローム粒やや多く含む。
７ 褐色土 ローム粒・ロームブロック多量に含む。

 239号遺構
１ 褐色土 ローム粒やや多く混入。
２ 褐色土 ローム粒霜降り状に多く含む。
３ 褐色土 ローム粒多量に含む。

 235号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
２ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
３ 暗褐色土 有機質土にやや大粒のロームブロック含む。
４ 暗褐色土 ローム粒少量含む。硬く締まる。

 244号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
２ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
３ 褐色土 ローム粒多量に含む。
４ 褐色土 ローム粒多量に含む。
５ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
６ 褐色土 ロームブロック・ローム粒やや多く含む。
７ 褐色土 ローム粒多量に含む。

 236号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
２ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
３ 暗褐色土 ローム粒・ロームブロック少量含む。

 236号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
２ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
３ 暗褐色土 ローム粒・ロームブロック少量含む。

 248号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
２ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。ややローム量多い。
３ 暗褐色土 ローム粒やや多く含む。
４ 暗褐色土 ローム粒少量含む。締まり弱い。
５ 褐色土 ローム粒含む。
６ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
７ 暗褐色土 ローム粒・ロームブロック少量含む。
８ 暗褐色土 ローム粒含む。
９　暗褐色土 ローム粒・ロームブロック含む。

 236号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
２ 褐色土 ローム粒やや多く含む。
３ 褐色土 ローム粒・ロームブロック含む。
 10号遺構
４ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
５ 暗褐色土 ローム粒多量に含む。

 248号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
２ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
３ 暗褐色土 ローム粒やや多く含む。

 236号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
２ 褐色土 ローム粒多量に含む。
３ 暗褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
４ 褐色土 ローム粒・ロームブロック含む。
５ 暗褐色土 ローム粒含む。
６ 明褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に含む。

 236号遺構
１ 暗褐色土 ローム粒若干含む。
２ 褐色土 ローム粒・ロームブロック若干含む。
３ 褐色土 ローム粒霜降り状に含む。
４ 明褐色土 ローム粒多量に含む。
５ 褐色土 ローム粒含む。

 250号遺構
１ 褐色土 ローム粒含む。
２ 褐色土 ロームブロック・ローム粒少量含む。
３ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
４ 暗褐色土 ３層と似る。３層より有機質性強。
５ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
６ 褐色土 ロームブロック・ローム粒少量含む。
７ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に含む。
 251号遺構
１ 褐色土 ローム粒含む。
２ 褐色土 ロームブロック・ローム粒少量含む。
３ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
４ 褐色土 ３層と似る。３層より有機質性強。
５ 暗褐色土 ローム粒少量含む。
６ 褐色土 ロームブロック・ローム粒少量含む。
７ 褐色土 ロームブロック・ローム粒多量に含む。
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らの出土遺物の内６４点を図示した。１～６は古墳時代終末期の土師器・須恵器である。７～９は弥生
土器底部である。１０は中世擂鉢片、１１は須恵器甕片であり内面に明瞭な青海波が残る。１２～２４は弥生
土器片である。２５～２８は縄文早期条痕文系土器、２9～３１は前期繊維土器で関山・黒浜系土器である。
３２～３８は諸磯・浮島系土器、３9～４２は五領ヶ台式土器、４３は勝坂式土器、４４～５０は阿玉台式土器、５１
～５５は加曽利Ｅ式土器、５６～５9は時期不明縄文土器である。６０・６１は晩期大洞系の土器群である。こ
の他６２が砥石、６３は臼玉である。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土
地点を明示できるものはない。
２３５号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号１号溝。調査区北側を東西方向に走る溝であり、２３８号溝と重複して存
在する。長さ５８.２ｍ幅２.１６～３.０ｍ、深さ最大４9.０㎝を測り、主軸方位はＮ－５５°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは２２点５７０ｇの土器片が検出された。土器片等の内訳は、２点４７ｇの土師器、２点１３４ｇ
の須恵器、１４点３０9ｇ弥生土器、４点８０ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内１８点を図示した。
１～５は古墳時代終末期から奈良時代にかけての土師器・須恵器である。６から８は弥生土器底部、
９～１６は弥生土器片、１７・１８は縄文土器片である。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられた
ものであり、出土地点を明示できるものはない。
２３６号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号３・５号溝。調査区の西から東側に向かって伸び、9０度にクランクして
南側ヘと走る溝である。調査時段階では西側を３号溝、9０度にクランクして南側に走る溝を５号溝と
して調査していたが、明らかな同一遺構であり、遺構番号をまとめた。旧３号溝部分は、長さ３４.５
ｍ幅１.１４～１.８０ｍ、深さ最大５６.５㎝を測り、主軸方位はＮ－３７°－Ｅを示す。旧５号溝部分は、長さ
８８.9ｍ幅０.８２～１.３４ｍ、深さ最大３６.５㎝を測り、主軸方位はＮ－５６°－Ｗを示す。9０度にクランクす
ることから２３４号溝同様何らかの区画溝と想定されるが、調査区内からは区画の意義に相当するよう
な建物跡等は検出されなかった。
  遺物
  本遺構からは４８２点７，２３２ｇの土器片と１６点５9１ｇの礫・石器、１点３０ｇの土器片錘、１点１３ｇの剥
片が検出された。土器片等の内訳は、３３８点４，9６６ｇの土師器、１６点２３５ｇの須恵器、８６点１，１６３ｇ弥生
土器、４２点８６８ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内５６点を図示した。１～１３は古墳時代の土
師器・須恵器である。１４～１６は弥生土器底部、１７～３０は弥生土器片である。３１～３７は前期繊維土器、
３８～４３は阿玉台式土器である。４４・４５は加曽利Ｅ式土器、４６・４７は堀之内式土器、４８は加曽利Ｂ式
土器、４9～５２は時期不明縄文土器である。５３は磨石、５４は砥石、５５は無紋の土器片錘、５６は軽石であ
る。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
２３７号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。９号方形周溝墓方台部内に存在する溝状の遺構である。長さ８.５
ｍ幅０.８４～１.０８ｍ、深さ最大１１.０㎝を測り、主軸方位はＮ－５７°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
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第１２０図  ２３３・２３４号遺構出土遺物実測図
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第１２１図  ２３４～２３６号遺構出土遺物実測図
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第１２２図  ２３６号遺構出土遺物実測図
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２３８号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号６号溝。調査区中央部に存在し、２３５号溝と交差する地点で幅を変え、
２３３号溝と平行に走る溝である。長さ６５.３ｍ、狭い方の幅は０.9～１.６７ｍ、広い方は１.７８～３.５０ｍ、深
さ最大４８.５㎝を測り、主軸方位はＮ－２9°－Ｅを示す。
  遺物
  本遺構からは１７点３２８ｇの土器片と５点３０８ｇの礫・石器が検出された。土器片等の内訳は、１１点
１３9ｇの土師器、１点４ｇの須恵器、４点１２５ｇ弥生土器、１点６０ｇの近世陶器である。これらの出土
遺物の内８点を図示した。１・２は弥生土器底部、３・４は弥生土器片である。５は片面中央部に敲
痕の残る磨石であり、６から８はかなり摩耗した砥石片である。これらの遺物は、何れも覆土一括で
取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
２３９号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号１３号溝。１０１号竪穴の南に位置する溝である。長さ８.４ｍ幅０.３１～０.４８ｍ、
深さ最大２３.０㎝を測り、主軸方位はＮ－５８°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４０号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。１３号方形周溝墓の方台部内から１１１号竪穴まで走る溝であり、１１１
号竪穴のカマドを削平し２３６号溝に削平されることから、１３号方形周溝墓・１１１号竪穴より新しいが、
１9号改葬系区画墓との新旧関係は不明である。長さ２２.５ｍ幅０.６～１.２５ｍ、深さ最大３9.５㎝を測り、
主軸方位はＮ－２9°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４１号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号７号溝。調査区南側の東から西側に走る溝であり、１０６号竪穴を削平す
る。長さ１５.８ｍ幅０.99～１.２０ｍ、深さ最大２３.５㎝を測り、主軸方位はＮ－４３°－Ｅを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４２号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号９号溝。調査区南側の東から南側に走る溝であり、２４３号溝に接して消
滅する。長さ２9.０ｍ幅０.５１～０.9３ｍ、深さ最大２０.５㎝を測り、２４３号溝に接する位置の主軸方位はＮ
－３9°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４３号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。調査区南東端部に存在し、南から北側に走る溝である。検出面で
の長さ9.６ｍ幅１.４３～１.５７ｍを測るが、深さの測定値はない。平面図から断面逆台形の溝であろうと
判断されるが、記録写真もなく詳細不明である。主軸方位はＮ－４５°－Ｗを示す。
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第１２３図  ２３６・２３８・２４４号遺構出土遺物実測図
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  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４４号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。ただし平面図や記録写真にはＶ字溝と記載されており、記録写真
から判断して弥生環濠と判断される。この環濠は台遺跡Ｂ・Ａ地点まで伸びることが浅利幸一によっ
て指摘されており（浅利２００２）、長軸長１８５ｍ短軸長１２５ｍの復元案が示されている。今回の調査区内
では、長さ１２１.３ｍ幅０.５～１.５８ｍ、深さ最大８６.５㎝を測り検出されている。
  遺物
  本遺構からは７０点２，４０２.１ｇの土器片と１点４ｇの礫が検出された。土器片等の内訳は、２9点４６６ｇ
の土師器、３３点１，６６３.１ｇ弥生土器、８点２７３ｇの縄文土器である。これらの出土遺物の内１６点を図示
した。１～６、８～１０は弥生土器、７は無紋で時期不明縄文深鉢土器片、１１・１２は前期関山式土器、
１３・１４は諸磯系土器、１５・１６は阿玉台式土器である。これらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられ
たものであり、出土地点を明示できるものはない。
２４５号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。１００号竪穴の南に位置し、１００号竪穴・１６３号土坑・２４４号溝と重複
する溝である。検出面での長さ２８.７ｍ幅０.７６～１.５０ｍを測るが、深さの記録はない。主軸方位はＮ－
６２°－Ｗを示す。平面図上からは重複している全ての遺構に削平されたかのようであるが、そんなに
古い溝とは思えない。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４６号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号１０号溝。１００号竪穴のカマドを削平して存在する溝である。検出面での
長さ２５.５ｍ幅０.６０～０.9１ｍ、深さ最大３８.０㎝を測り、主軸方位はＮ－７０°－Ｗを示す。なお１００号竪穴
床面に本祉の痕跡が見当たらないが、調査日誌によれば、溝底面と１００号堅穴床面が同一レベルとさ
れる。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４７号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。西は１４０号土坑東側から始まり、１６３号土坑付近で南側に南下する
溝と、東側に伸びようとする溝に分離し、東側は直後に途中消滅し、辛うじて先端部分が１７２号竪穴
東側に残存する溝である。検出面での長さ４０.０ｍ幅０.３７～１.３０ｍ、深さ最大５１.５㎝を測り、主軸方位
はＮ－６9°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４８号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。北は１６9号土坑南側から始まり、南は２２２号土坑の先で消滅する溝
である。検出面での長さ１9.５ｍ幅２.２４～３.２６ｍ、深さは土層断面が残存する箇所で最大４８.０㎝を測り、
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主軸方位はＮ－２9°－Ｅを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２４９号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。西は２４８号溝から始まり、東は２２０号竪穴の東側で消滅する溝であ
る。検出面での長さ１８.４ｍ幅０.５６～１.７０ｍ、深さ最大9.9㎝を測り、主軸方位はＮ－４８°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２５０号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。西は２２６号溝の東側から始まり、東は南側調査区域より更に存在
すると想定される溝である。検出面での長さ１７.２６ｍ幅０.9０～１.４７ｍ、深さ最大9.１㎝を測り、主軸方
位はＮ－５４°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２５１号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。２５０号溝と平行に走り、途中西側に折れた所で消滅する溝である。
検出面での長さ１５.０ｍ幅０.9０～１.６０ｍ、深さ最大１８.０㎝を測り、主軸方位はＮ－５１°－Ｗを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２５２号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。２１８号竪穴の南西に端を発し、２５３号溝と接する所で消滅する溝で
ある。検出面での長さ６.６０ｍ幅０.５０～０.７２ｍ、深さ最大9.１㎝を測り、主軸方位はＮ－８６°－Ｅを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
２５３号遺構（溝）
  昭和５４年度調査時遺構番号なし。調査区南端に端を発し２５２号溝と接する所で消滅する溝である。
検出面での長さ１０.３ｍ幅０.５9～１.０３ｍ、深さ最大２８㎝を測り、主軸方位はＮ－４０°－Ｅを示す。
  遺物
  本遺構からは遺物が全く検出されなかった。
遺跡一括出土遺物
  最後に遺跡一括出土遺物について触れておきたい。これらの遺物は、円形土坑群・西墓祉群・墓祉群・
南墓祉群・表採と言うように、それぞれ注記されて整理箱に分離されていた。しかし、肝心の円形土
坑群・西墓祉群・墓祉群・南墓祉群と命名された遺物は、具体的にはどの辺りの遺構群を指している
のか詳細不明のため、報告に際し、全て遺跡一括扱いとした。ただし、遺物出土量については命名地
点ごとに集計した後、全体を総合した。その結果、遺跡一括遺物は、総数４，２０３点７５，６9３.６ｇの土器片と、
１５５点１２，８１9.３ｇの礫・石器、１点１６.３ｇの有孔円盤、１点１.１ｇの管玉、２点４.４ｇの寛永通宝、１
点２.３ｇの文久永宝、１点２.０ｇの皇宋通宝、１点３６ｇの土器片錘、２点１８.9ｇの管状土錘、３点６9５
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第１２４図  台遺跡遺構外出土遺物実測図１

一括15

一括36

一括35

一括34

一括33

一括32一括31

一括16
一括17

一括18

一括19

一括20 一括21
一括22 一括23 一括24

一括25 一括26
一括27

一括29
一括30

一括1

一括3

一括4 一括5

一括6
一括7 一括8 一括9

一括10 一括11 一括12

一括13 一括14

一括2

一括28

一括37



︲ 220 ︲

第１２５図  台遺跡遺構外出土遺物実測図２
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ｇの支脚片、２２点２，６７２ｇの布目瓦、４点１１.８ｇの剥片石器が検出された。土器片等の内訳は、２，６３０
点４２，３３５ｇの土師器、１9１点５，５８８ｇの須恵器、８６８点１６，４４9ｇの弥生土器、７点１３０ｇの縄文前期繊維
土器、４５０点１１，０８４.６ｇの縄文土器、６０点２，１４9.５ｇの中近世土器である。また、石器は２２点５，２9８ｇ
の磨石、２点３４０ｇの石皿、１点１０５ｇの分銅型石斧、１点２.２ｇの尖頭器、１０点２３.１ｇの石鏃、５点
１9ｇの軽石である。これらの遺物の内２４２点を図示した。
  １～２9は、南墓祉群として取り上げられた一括遺物である。１～６は古墳時代後期から奈良時代に
かけての土師器・須恵器であり、５は須恵器短頸壺類の高台部である。７～９は弥生土器底部、１０～
１２は縄文土器底部である。１３～１６は弥生土器片、１７～１9は諸磯・浮島系の土器群である。２０は阿玉台
式、２１・２２は加曽利Ｅ式、２３は堀之内式、２４～２６は加曽利Ｂ式土器である。２７は中世擂鉢片、２８は１／
２を欠損する寛永通宝、２9は布目瓦片である。
  ３０～３６は、墓祉群として取り上げられた一括遺物である。３０は土師器坏、３１・３２はカワラケ、３３は
前期黒浜式土器、３４・３５は加曽利Ｂ式土器、３６は布目瓦、３７は砥石である。これらの遺物は、何れも
覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。
  ３８～６２は西墓祉群として取り上げられた一括遺物である。３８・３9は土師器甕、４０・４１は須恵器長頸
壺・高台付き坏である。４２は捏鉢、４３は青磁埦、４４は白磁高台付き皿である。４５～４７はカワラケ、４８
は弥生土器片、４9・５０は前期繊維土器、５１は黒浜式、５２～５４は加曽利Ｂ式土器である。この他５５は砥
石、５６は石剣片、５７～５9は磨石、６０～６２は布目瓦片である。
  ６３・６４は円形土壙群表採として取り上げられた一括遺物である。共に弥生土器片である。
  ６５～１１１は、単なる表採として取り上げられた一括遺物である。６５～７８は、古墳時代終末から８世
紀中葉の奈良時代にかけての土師器・須恵器である。６７は、おそらく須恵器短頸壺の蓋である。７７は
須恵器長頸壺の類である。７８は斜格子状の暗文が施された土師器坏である。７9～８８は、古墳時代中期
から終末期の土師器である。８６には放射状暗文風のヘラミガキが施されている。８８は古墳時代前期土
師器台付き甕脚部である。８9は、縄文中期阿玉台式の浅鉢形土器である。9１は、縄文と沈線を基調と
する縄文晩期の深鉢形土器である。9２は、当域には珍しい中部高地系列の、単口縁単節縄文系の弥生
土器で、弥生中期の範疇に属すると想定される。9３は重四角文系列の弥生土器で同じく弥生中期の範
疇に属するものと想定される。9４～9７は弥生土器底部で、9４・9５・9６には底部に木葉痕が存在する。
9８は白磁埦、99～１０１はカワラケ底部である。１０２は田戸上層式土器１０３は田戸下層式土器で、１０３には
貝殻復縁文が認められる。１０４は早期鵜ヶ島台式土器、１０５は縄文早期の範疇に属する土器であり、胎
土に繊維を含んでいる。１０６は前期の繊維土器である。１０７～１１４は諸磯系土器で、半裁竹管と爪形文
を基調とする。１１５・１１６は浮島式土器１１７～１１9は前期末葉の土器群である。１２０・１２１は五領ヶ台式土
器、１２２～１５２は阿玉台式土器であり、金雲母の混入が目立つ。１５３～１５５は加曽利Ｅ式土器、１５６～１６１
は堀之内式土器、１６２～１６８は加曽利Ｂ式土器である。１６9～１７３は沈線工字文等を基調とする縄文晩
期の土器群である。１７４～２０１は弥生中期宮ノ台式土器であり、２０２から２０５は須恵器甕片であり、２０６
は須恵器樽型𤭯片である。２０７は加曽利Ｅ式土器片再利用の土器片錘、２０８・２０9は管状土錘である。
２１０は有孔円盤、２１１は滑石製の玉である。２１２は摩耗激しいが、北宋宝元２年（１０３9年）に作製され
た皇宋通宝である。２１３は寛永通宝、２１４は文久永宝である。２１５は布目瓦、２１６は分銅形の打製石斧、
２１７・２１８は砥石であり、２１７には打痕が残る。２１9～２３１は磨石であり２１9には擦痕と打痕が、２２０・
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第１２６図  台遺跡遺構外出土遺物実測図３
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第１２７図  台遺跡遺構外出土遺物実測図４
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第１２８図  台遺跡遺構外出土遺物実測図５
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第１２９図  台遺跡遺構外出土遺物実測図６
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第１３０図  台遺跡遺構外出土遺物実測図７
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第１３１図  台遺跡遺構外出土遺物実測図８
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２２１・２２２・２２３には打痕が残る。２３０は敲石であり、２３１は凹石である。２３２～２４２は石鏃類である。こ
れらの遺物は、何れも覆土一括で取上げられたものであり、出土地点を明示できるものはない。

  文献

半田堅三　　「市原市台遺跡Ｂ地点」市原市教育委員会２００３

浅利幸一　　「市原台遺跡群」『千葉県の歴史　資料編　考古２　弥生・古墳時代』千葉県２００２　
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Ⅲ　千葉県市原市台遺跡Ｃ地点出土人骨について
  聖マリアンナ医科大学　星野敬吾　平田和明

　千葉県市原市国分寺台地区、台遺跡Ｃ地点より出土した人骨について報告する。人骨は類例から古
墳時代終末期に属する１５号地下式横穴墓より出土した。当初３個体と思われていたが、調査の結果頭
蓋骨から最小個体数は４体と推定された。以下にその詳細を示す。
　発掘時に付された No.１～４０の番号にもとづいて鑑定を行い、以下の記述にはその通し番号を付記す
る。

＜頭蓋＞
　No.１１、No.２０、No.２４、No.４０ および他のいくつかにそれぞれ頭蓋骨が確認された。頭蓋冠および
上顎骨の重複から最小個体数は４体と推定する。それらを個体ａ～ｄとする。
１．個体ａ（No.１１およびNo.１０）熟年期男性　（写真１～６）
　No.１１に頭蓋の全体がほぼ残る。左側頭部および左眼窩下壁から鼻腔にかけて一部が欠損するのみで
あった。歯列弓が咬耗を含めて一致することから No.１０の下顎骨と同一個体であると推定できる。乳
様突起、外後頭隆起、眉弓の発達から男性と推定する。
　歯式は以下の通りである。（歯式中数字は中切歯から第三大臼歯までを１～８で示す。○は歯槽開放、
×は破損等により不明、●は歯槽閉鎖、―は未萌出を示す。以下同様である。）
×○６５４○○○｜○○３○５○７―
○７６５４３○○｜○○３４５６７○
咬耗度はブロカの１～３度である。大臼歯はすべて咬耗度２以上。左側小臼歯に咬耗度１度が認めら
れた。右上顎側切歯歯槽の根尖部に膿瘍痕が認められる（写真６）。その他、上顎右第二大臼歯歯槽部
および上顎左第一大臼歯歯槽部にも歯周病と推定する歯の脱落が認められる。
　頭蓋三主要縫合で内板部に縫合線の消失があり、外板でも矢状縫合後半部に破線状の消失が認めら
れる。熟年期と推定する。
　後頭部ラムダ付近に大きな縫合骨（８４×５７mm）が認められる（写真４）。

２．個体ｂ（No.２４およびNo.２２）壮年期女性　（写真７～１０）
　No.２４に頭蓋のほぼ全体が残る。右側頭部から右眼窩外側壁および下壁を欠くが、その他の部位は
残りがよい。歯列弓の咬合面がNo.２２の下顎骨と一致することからこれらは同一個体であると推定す
る。乳様突起はやや発達しているが、外後頭隆起と眉弓の発達は弱く、前頭結節が発達する。女性と
推定する。
　歯式は以下の通りである。
○７６５４３２１｜１２３４５６７―
８７６５○３２１｜１２３４５６７―
咬耗度はブロカの１～２度である。齲蝕はない。三主要縫合はブロカ１度。ラムダ近辺にいくつかの縫
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合骨（３０×１４mm、１７×１７mm）がみられた。咬耗度および歯槽退縮も顕著でないことなどから壮年
期と推定する。

３．個体ｃ（No.４０およびNo.３９）熟年期女性　（写真１１～１３）
　前頭骨から左右頭頂骨および右側頭骨と後頭骨までの部位がNo.４０に含まれていた。No.３9に含ま
れていた右上顎骨と左側頭骨のうち、右上顎骨と接合することが確認できた。（写真１１）乳様突起お
よび外後頭隆起の発達は弱く、前頭結節がやや発達している。眉弓は破損により確認できない。性別
は女性と推定される。
　歯式は以下の通りである。
８７６５４３２○｜
その他、No.３9からは遊離歯９本が出土する。歯式を示す。
｜３４５６　８
（他に部位不明の下顎小臼歯１本、部位不明の下顎大臼歯３本）
咬耗度はブロカの１～３度である。上顎左右の第三大臼歯に関してのみ咬耗度は１度であった。
　頭蓋冠のラムダ近辺に巨大な骨欠損（５８×５７mm）が認められる。破損ではなく縫合骨の一部が発
掘時に失われたものと思われる（写真１３）。

４．個体ｄ（No.２０）成人女性　（写真１４～１６）
　No.２０に前頭骨から左頭頂骨にかけての部位と、分離して左側頭骨が残る。乳様突起の発達は弱く、
一部破損するが眉弓からも女性的な印象を受ける。冠状縫合の側頭部は縫合線が消失するほどに閉鎖
が進行している。

＜体肢骨＞
　それぞれ、頭蓋との個体関係は不明である。
（１）大腿骨
　右１本、左４本が残る。
・右大腿骨（No.２７）　ほぼ全体が残る。最大長（Ｍ１）４１３.３mm骨体中央矢状径（Ｍ６）２８.４mm、骨体
中央横径（Ｍ７）２9.０mmである。骨の形状から男性と推定し、藤井の式を用いて推定身長は１５７.０cm
となる。
・左大腿骨（No. １、No. ５、No.２9、No.３５）おもに骨幹部が残る。
（２）脛骨
　右２本、左３本が残る。
・右脛骨（No.２６、No.３１）、左脛骨（No.１８、No.２５、No.３３）はいずれも骨端部を欠くため、最大長
等の計測は不可能である。
（３）腓骨
　右腓骨片としてNo.２８が残る。他に左右不明の腓骨片がNo.１３、No.３１、No.３２にみられる。
（４）上腕骨
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　　右３本、左３本が残る。
・右上腕骨（No.１9、No.２１、No.３１）の２本である。
・左上腕骨（No. ３、No.１４、No.２３）の３本である。その他に、No. ８に上腕骨頭のみが残る。前述
の３本と接合する可能性あるが、詳細は不明である。
（５）尺骨・橈骨
　破片が多い。比較的よく残る右尺骨（No.３８）と左尺骨（No.１５）以外に、右尺骨片（No. ７、
No.３２）、左尺骨片（No. ４、No.３６）が残る。右橈骨片としてNo.２２が残る。
（６）その他の四肢骨
　その他の上肢骨として、鎖骨（No.２9右鎖骨、No. ８左鎖骨）、肩甲骨片（No. ８右鎖骨、No.２9左肩峰
のみ、左右不明肩甲骨片No.１６およびNo.２３）、手骨（No.１７左有頭骨、中手骨および手指骨、No.２２第
一中手骨、No.３２中手骨）が残る。
　その他の下肢骨として、寛骨（右３体No.２８、No.３７、No.３８、左２体No. ６、No.３０）、踵骨（No. ９右踵骨、
No.２８左踵骨、No.１７左右踵骨）、距骨（No.１７左右距骨）、その他足骨（No.１７中足骨および左立方骨、
No.２３中足骨、No.２８右内側楔状骨、中足骨および足指骨）が残る。
（７）体幹骨
　椎骨（No.２３仙骨第一仙椎部、No.１２軸椎片および胸椎１個、No.３１軸椎片、椎骨片多数
No.７，８，２２，２３，３２）、肋骨（肋骨片多数No.７，２３，２８，２9，３１）が残る。

＜まとめ＞
　当初３個体と思われていた人骨群だが、頭蓋骨の重複部位から最小個体数は成人４個体と推定され
た。頭蓋骨に基づく４個体は、男性１名（熟年期）女性３名（熟年期１名、壮年期１名、年齢不詳の
成人１名）である。出土した体肢骨について、頭蓋との個体関係は不明である。保存状態のよい大腿
骨１本（男性）から推定した身長は、１５７.０㎝である。特記事項として個体ａ（熟年期男性　No.１１お
よび No.１０）の上顎骨に根尖部膿瘍および歯周病による歯の脱落が認められた。また、個体ａ（熟年
期男性）および個体ｃ（熟年期女性）には、インカ骨が認められた。
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表１．  頭蓋骨計測値（mm）

個体ｂ（No.１１，１０） 個体ｃ（No.２４，２２）

Ｍ� 頭蓋最大長 １７７.５ １８２.０

Ｍ� 頭蓋最大幅 １４１.１ １４６.１

Ｍ�� Ｂａ-Ｂｒ 高 － １３５.３

Ｍ�� 頬骨弓幅 － －

Ｍ�� 中顔幅 9７.２ －

Ｍ�� 上眼高 － ６４.２

表２．  大腿骨計測値（mm）

No.２７（右） No. ５（左） No.２9（左） No.３５（左）

Ｍ�大腿骨最大長 ４１３.３ － － －

Ｍ�骨体中央矢状径 ２８.４ ３１.６ ２６.０ ２７.５

Ｍ�骨体中央横径 ２9.０ ３０.２ ２9.６ ２８.０

Ｍ�骨体上横径 － － － ３３.８

※追伸、発掘時に付された１～４０の番号を示す平面図は、何度も整査してみたが、ついに当埋蔵文化
財調査センター内からは発見することができなかった。
よって、各人骨の分布および帰属については詳細な検討ができなかったことをあらためて申し加え
ておく。（木對和紀）
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写真２．個体ａ頭蓋（右側面）№１１

写真１．個体ａ頭蓋（正面）№１１
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写真３．個体ａ頭蓋（左側面）№１１

写真４．個体ａ頭蓋（後面）№１１
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写真６．個体ａ上顎骨（根尖膿瘍痕）№１１

写真５．個体ａ下顎骨№１０
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写真７．個体ｂ頭蓋（正面）№２４

写真８．個体ｂ頭蓋（左側面）№２４
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写真１０．個体ｂ下顎骨№２２

写真９．個体ｂ頭蓋（後面）№２４
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写真１１．個体ｃ頭蓋（正面）№４０

写真１２．個体ｃ頭蓋（右側面）№４０
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写真１４．個体ｄ頭蓋冠（正面）№２０

写真１３．個体ｃ頭蓋（後面　インカ骨）№４０
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写真１５．個体ｄ頭蓋冠（左側面）および左側頭骨№２０

写真１６．個体ｄ頭蓋冠（上面）№２０
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写真１８．脛骨　　右脛骨：（写真中央から順に）№２６，　№３１
                左脛骨：（写真中央から順に）№２５，　№１８，　№３３

写真１７．大腿骨　　右大腿骨：№２７  左大腿骨：（写真中央から順に）№５，　№２9，　№３５，　№１
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写真１9．上腕骨　　右上腕骨：（写真中央から順に）№３，　№２３，　№３１
                  左上腕骨：（写真中央から順に）№１４，　№２１，　№１9

写真２０．尺骨　　右尺骨：№３８　　左尺骨：№１５
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Ⅳ　台遺跡における「律令制墳墓」の形態
１．はじめに
　かつて方形周溝状遺構と呼ばれた方台部を取囲む周溝からなる遺構は、近年、方台部内に火葬を含
む改装骨を納めた地下式小型横穴や擬灰質砂岩製の石櫃埋納小土壙などの検出例が増加し、仰臥伸展
葬の終末期方墳とは全く埋葬形態の異なる火葬・改葬主体の改葬系区画墓としての類例が十分に蓄積
されつつある。一方、国分寺台地区の整理報告が進んだ現在では、地下式横穴墓を内部主体とする終
末期方墳や、地下式小型横穴内に完全なる改装骨を納めた改葬系区画墓の類例も増加し、仰臥伸展葬
の高塚墳墓ではない改葬系区画墓には、かつて筆者が提唱した「方形区画改葬墓」と総称しても過言
ではないほどの資料集積が認められつつある。
　ここでは台遺跡Ｃ地点で検出された１６号遺構（方形区画改葬墓）・１9号遺構（方墳・地下式横穴墓）
を取り込み、８世紀前半代に成立する改葬系区画墓である「方形区画改葬墓」を、律令制施行後に出
現する新たな墓制としての「律令制墳墓」と命名し、最近の考古学的成果と併せて纏めておきたい。

２．房総における終末期方墳と律令制墳墓
　房総における８世紀以降に存続する終末期古墳、およびこれと併行して出現する「律令制墳墓」（改
葬系区画墓・方形区画改葬墓）を論じる前に、ここで、房総における終末期古墳の概念を明確にして
おかねばならない。
　房総では、特に終末期古墳の概念が一定しておらず、明らかな終末期方墳およびこれに継続する墳
墓遺構を総称して、「方形周溝状遺構」・「方形墳墓」・「方形区画墓」・「古墳」などの名称が、個人レ
ベルで相次いで提唱され、名称乱立状態が継続しているのが実情である。これらの遺構名称の根源を
整理しておくと、①木棺直葬等の仰臥伸展葬の高塚墳墓であっても、遺構の帰属する年代が奈良・平
安時代であるため、古墳からは切り離されて、区画墓としての年代的傾向に重点を置くもの、②群と
しての終末期小型方墳からの連続性に重点を置くもの、③現状では墳丘や埋葬施設が存在しないこと
に重点を置くもの、④形状が方形で、７世紀から９世紀までのさまざまな埋葬施設を伴う墳墓である
ことに重点を置くもの、⑤弥生時代中期から歴史時代に至る全ての墳丘・区画を有する墳墓を全て古
墳と総称するもの、などがその要旨となっている。しかし、これらの論考では、遺構本来が包蔵する
性格の究明を避け、「終末期方墳」との根本的な相違の解明とは異次元での狭義な相違に論点が集中
するか、あるいは広義の古墳拡大解釈の結果、弥生時代中期から歴史時代に至る全ての墳丘ないしは
区画を有する全ての墳墓を「古墳」の名に包括してしまおうとする論考も存在しており、現状では収
拾困難な状態が続いている（註１）。
　筆者はかつて、古墳消滅段階の墳墓について、従来の古墳墓制を踏襲した仰臥伸展葬可能な埋葬施
設を採用する方形周溝からなる遺構は、現状での墳丘の有無、規模の大小、奈良・平安時代の墳墓といっ
た狭義の問題に捉われずに終末期古墳とすべき立場に立ち、逆に石櫃や木櫃・蔵骨器を納める小土壙、
火葬を含む改葬を主体とした地下式小型横穴など、仰臥伸展葬が完全に不可能な埋葬施設を採用する
「改葬系区画墓」は、従来の古墳葬法を意識的に放棄し、新たな埋葬施設採用へと推移した歴史時代
の新たな墓制であり、これを「方形区画改葬墓」と提唱した（註２）。ただし、この「方形区画改葬墓」
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第132図　律令制墳墓
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武士遺跡021号方形墳墓

武士遺跡021号方形墳墓第３主体部出土玉類

第３主体部

雉子ノ台遺跡８号墳

雉子ノ台８号方墳主体部人骨出土状態及び出土遺物
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第133図　房総における終末期方墳１
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第13４図　房総における終末期方墳２
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なる名称が、同遺構の性格を端的に表現する理にかなった名称であるのかは、今後の研究次第とした。
　今回「方形区画改葬墓」を「律令制墳墓」と読み替えて論考するのは、房総のみならず、全国的規
模で終末期古墳に継続して成立する墳墓の名称として考慮した時、その時代背景には大化薄葬令以来
の墓制規制が少なからず存在したことを考慮した。そして、房総においても８世紀前半代以降の律令
制施行期に、これまでの古墳に代わる改葬系の区画墓が新たな墓制として出現することに注目し、律
令制の施行という一定規制のもとに全国的に成立する区画墓として、より相応しい名称と考えるに
到ったからである。
　終末期古墳に連続して成立した「律令制墳墓」には、中央では文武陵たる八角墳の中尾山古墳、地
方では有力官人層墓と想定される上円下方墳の清水柳北１号墳など、８世紀初頭段階にその成立を見
る。これらの「律令制墳墓」は、当初から仰臥伸展葬を放棄し、石櫃や蔵骨器を納めるための計画的
な小型埋葬施設を採用する火葬墳墓として成立し、以後、「律令制墳墓」としての火葬墓が爆発的に
増加する。このことは、大化薄葬令以来の律令体制完成期における墓制改革の到達点は、当時の国家
元首たる天皇を頂点とした旧来の葬法からの段階的な脱却であり、これに有力官人層などが追随して
旧来の古墳葬法を完全に排除したものと想定される。即ち文武陵成立以降の火葬を主体とした墳墓体
制こそが律令体制に則った「律令制墳墓」と想定されよう。なお、初期の「律令制墳墓」は、墓標と
しての墳丘は、旧来の古墳からの完全なる脱却ができなかったが、葬法としての埋葬形態は従来の古
墳とは大幅に異なり、仰臥伸展葬を許容するものではなかった。すなわち、火葬の導入が少なくとも
遺体を安置する棺から遺骨を収納する器へと変化させているのであり、ここに従来の古墳とは異なる
新たな墳墓体制の原点を求めるものである。
　したがって筆者は、改葬骨・火葬骨を納める地下式小型横穴、火葬骨を納める方台部内小土壙など
を除いて、房総における「木棺直葬土壙」・「箱式石棺」・「切石積横穴式石室」・「地下式横穴墓」など
仰臥伸展葬可能な空間施設を内部主体とする方形周溝からなる古墳消滅段階の遺構は、現状における
盛土の有無や、追葬を含めて畿内での終末期古墳の全盛期である飛鳥時代より時期が大幅に下ったと
しても、房総での終末期古墳に追葬が盛んに行われている９世紀代に至るまでは、全て終末期方墳と
して捉えていることを予め申し上げておきたい。ただし、武士遺跡８号方形墳墓は、玄室入口から奥
壁までの距離が短い内法１.３×２.３ｍ、高さ０.５～０.７ｍの長方形地下式横穴を埋葬施設とするが、玄室
入口部の幅０.５ｍ、高さ０.７ｍしか開口しておらず、理論的には仰臥伸展葬可能な空間を保持している
ものの、木棺等に遺体を入れて埋葬するには非常に窮屈で困難な形態を呈しており、実体として仰臥
伸展葬が不可能な埋葬施設も存在している。ちなみに、同遺構の横穴内には剥き出しの火葬骨が埋葬
されていたことから、理論上仰臥伸展葬可能な空間を保持していても、実体としては火葬骨や改装骨
を納める施設も存在することになる。したがって同遺構は「律令制墳墓」の範疇に属する遺構として
判断してよいことになろう。なお、８世紀前半に構築された直葬方墳への追葬による下限は、房総全
域で見た場合、雉子ノ台遺跡６号墳などでは９世紀代に至る追葬が確認されることから、房総におけ
る方墳への追葬の下限は、９世紀代まで下るものと想定される。したがって、現状では概ね９世紀代
までが房総における終末期古墳活用の下限であろう（註３）。
　一方、時期をさらに下って県内外に目を向けると、類似する遺構には中世もしくは中世近くまで下
る可能性がある遺構がある。たとえば長岡京市西陣町遺跡では、餓鬼草子に見える墳墓に近い形状に
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第１３５図　中世墳墓と出土遺物１
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第１３6図　中世墳墓と出土遺物２
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第１３７図　中世墳墓と出土遺物３
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復元可能な「火葬塚」と想定されるＳＸ１３００２が存在する。火葬塚とは、火葬所の跡地に四辺に溝を掘り、
盛土を行った後、石塔類を立てる遺構で、遺骨は別の場所に安置されることから遺骨を納める墳墓で
はないが、同遺構からは、擬灰岩製石塔相輪部と１１世紀後半とされる「ての字口縁皿」が規模１０尺の
方形周溝の周溝内から検出されている。また、群馬県鳥羽遺跡Ｉ区からは、弘安元年（１１０８）を遡ら
ないとされる浅間山Ｂ軽石層降下以後の築造と想定される方形周溝が検出された。出土遺物は伴わず、
方台部中央からは墓壙規模から仰臥伸展葬可能な土壙が検出されているが、残存する人骨から横臥屈
葬の状態で埋葬されたと想定される例がある。人骨の頭部が西側を向いて検出されていることから、
「西方浄土」の仏教思想のもと埋葬された可能性が高い。この、「西方浄土」思想のもと埋葬されたと
考えられる遺構は、千葉県内にも存在する。流山市思井堀ノ内遺跡検出の「方形周溝区画墓」と称さ
れる遺構から１３世紀後半から１４世紀初頭の龍泉窯産青磁碗・皿を伴って、倭鏡・櫛・白磁皿・菊花形
皿・撥状木製品と共に検出された。人骨は歯２４本のみの出土であるが、上下の歯並びが良く判る状態
で検出されており、頭位が西方を向いた状態で、横臥屈葬で埋葬されたと想定されており、鳥羽遺跡
との類似性が指摘できる。なお、中世遺物を検出する例では、横浜市上台の山遺跡で、１２世紀後半の
常滑産の甕に捏ね鉢を逆さに被せた蔵骨器等を複数検出した「方形環濠墓」と称される方形周溝が存
在する。
　これらの遺構と追葬を含めた房総の終末期古墳との間には若干時期の隔たりがあり、餓鬼草子に見
える中世墳墓を連想させるような時期の墳墓を、報告者自体も「古墳」と称さず様々な遺構名で報告
していることからも、これらの中世墳墓的な遺構を「古墳」と称するには、かなりの抵抗を感じるの
は筆者一人だけではないようである。なお、鳥羽遺跡や思井堀ノ内遺跡例の如く、仰臥伸展葬可能な
墓壙規模を保持していても、「西方浄土」思想という完全な仏教信仰による、意識的な頭部の西方位
横臥屈葬墳墓は、日本古来の埋葬要素による仰臥伸展葬の古墳とは、墳墓としての性格は共有するも
のの、思想面においては峻別される性格の遺構なのであろう。

３．台遺跡Ｃ地点周辺の終末期方墳
　台遺跡Ｃ地点の南側に隣接する御林跡遺跡では、墳丘は存在しなかったが、地下式横穴墓を内部主
体とする２号終末期方墳から人骨２体と７世紀末葉の遺物が検出されている。埋葬作業の容易さに反
比例して天井部は低く、高さ８０㎝に満たない。１号人骨は性別不明、年零７～８歳と判定されており、
２号人骨は、壮年後半から熟年女性と判定されている。２号人骨は、頭蓋と大腿骨が接して検出され
たことから、追葬に際し玄室内で骨化した遺骨を集骨したか、あるいは当初から別の場所で骨化させ
た遺骨を、その後、玄室内に再葬した可能性が考えられる。
　御林跡遺跡２号終末期方墳の埋葬施設に類似する遺構には北野原遺跡０２７号遺構が存在する。玄室
内からは人骨片・人歯の他に木質の付着した８０点以上の鉄釘が検出され、同遺構玄室内には遺体を納
めた木棺が安置されていたことが察知されるが、天井部の高さは１ｍに満たない。出土遺物に９世紀
代を示す灰釉長頸壺と、７世紀後半の様相を留める土師器坏細片が存在する。これら２基の終末期方
墳は、羨道部が方形の縦坑を呈し、埋葬施設に天井部の低い地下式横穴墓を採用する所に大きな共通
点がある。
　台遺跡Ｃ地点の南側では、周溝は確認されなかったが１５号遺構（地下式横穴墓）が検出された。周
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第１３８図　台遺跡C地点周辺の終末期方墳１
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第１３９図　台遺跡C地点周辺の終末期方墳２
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第１４０図　台遺跡C地点周辺の終末期方墳と出土遺物
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第１４１図　台遺跡C地点周辺の律令制墳墓１

諏訪台古墳群4016号遺構

小田部新地遺跡49号遺構

小田部新地遺跡50号A・B　51号遺構及び出土遺物

0

2m0

10㎝

3m0

0 2m



︲ 2�� ︲

囲は広範囲に台地整形が行われており、当初より単独の地下式横穴墓と捉えるより、周辺の類例から、
むしろ本来浅い周溝が伴っていた可能性が高い。玄室内からは人骨が検出され、人骨鑑定の結果４体
の埋葬が確認される。御林跡遺跡２号終末期方墳同様、頭蓋と大腿骨の接近が認められることから、
追葬に際し玄室内で骨化した遺骨を集骨したか、あるいは当初から別の場所で骨化させた遺骨を、後
に玄室内に再葬した可能性が考えられる。共伴遺物がないので時期的には不明であるが、地下式横穴
墓の形態が酷似する遺構に千草山遺跡１０３号遺構がある。
　千草山遺跡１０３号遺構は、玄室内からは人骨片・馬歯などが検出され、周溝内や方台部からは須恵
器長頸壺などが検出されている。同遺構は７世紀第２四半期後半の１４４号竪穴及び７世紀第３四半世
紀初頭の１１７号竪穴を削平して構築されており、方台部内の須恵器長頸壺から、最も古い段階として
７世紀第３四半世紀後半以降に、須恵器広口長頸壺からは８世紀第１四半世紀代、最も新しい底部回
転糸切未調整の土師器坏細片からは、９世紀代の年代観を想定することができることから、７世期第
３四半世紀の初葬後、８世期前半と９世紀代に２度に亘って追葬された可能性が考えられる。これら
２基の終末期方墳は、羨道部が墓道状に長い階段状を呈し、埋葬施設が比較的天井部の高い地下式横
穴の玄室を採用する所に大きな共通点がある。なお、千草山遺跡１０３号遺構出土の須恵器広口長頸壺
と器形が酷似する遺物は、周辺では武士遺跡２9号方形墳墓からも検出されている。同遺構は、埋葬施
設に御林跡遺跡や台遺跡などの国分寺台周辺の地下式横穴墓とはタイプの異なる単室構造の地下式横
穴墓を埋葬施設として採用し、地下式横穴内で集骨された人骨２体を伴う。２体の大腿骨と頭蓋骨が
共に接近した状態で玄室奥壁に近い位置から検出しており、２体同時に集骨された可能性が極めて高
い。須恵器広口長頸壺は玄室入口部の周溝内から粉々になった状態で検出されており、２体同時集骨
後の羨道部埋め戻し後に、玄室入口部の周溝内に意識的に据え置かれたものと察知され、この段階が
出土遺物から８世紀第１四半世紀と想定されることから、初葬段階は７世紀末葉の年代観を想定して
もよいであろう。なお、主体部は横穴式石室であるが、形状・時期等が類似する古墳として静岡県袋
井市山田原Ａ古墳群中の５号墳が存在する（註４）。
　以上のことから、台遺跡周辺の地下式横穴墓を採用する終末期方墳は、早いものでは少なくとも７
世紀末葉には構築され、追葬可能な地下式横穴墓の性格や出土遺物から９世紀代に至るまで使用され
ていたものと想定される（註５）。

４．台遺跡Ｃ地点周辺の改葬系区画墓
　次に台遺跡Ｃ地点を中心として、周辺の改葬系区画墓を見てみよう。ここでの改葬系区画墓とは、
本来旧表土に近い位置に小規模な埋葬施設が存在し、調査による表土剥ぎ取りの結果、埋葬施設が流
出した遺構も含めている。台遺跡Ｃ地点では４基の改葬系区画墓が検出された。この内１６号遺構を除
いた３基の改葬系区画墓からは、何の埋葬施設も検出されなかった。しかし、周辺の諏訪台古墳群では、
方台部内径５ｍ規模の終末期小型方墳など、方墳の小型化するものに木棺直葬等の内部施設が、深さ
１ｍ以上に及ぶ地山掘り込み墓壙と共に検出される傾向にある。これは、かつて指摘したとおりに、
終末期小型方墳は当初から低墳丘であるがゆえに地山掘り込み墓壙を採用する裏付けともなり、翻っ
て考えれば方台部内径が同規模で埋葬施設が検出されない方形周溝からなる遺構には、極めて旧表土
に近い位置に小規模な埋葬施設が存在した可能性がますます高くなったと言えよう（註６）。したがっ
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て台遺跡Ｃ地点検出の４基の方形周溝のうち３基は、改葬系区画墓である可能性が極めて高い。
　第１４１図・写真図版５４は諏訪台古墳群中における方形区画改葬墓例である。径１０ｍ前後の方台部の
中央やや東側に偏った位置に、内法１.２×０.６ｍ、高さ４０㎝の地下式小型横穴を配し、もはや玄室内で
の仰臥伸展葬は完全に不可能である。このことは、少なくとも玄室の構築と遺体の改葬が当初から計
画的に行われたことを物語っている。即ち、当初から遺体を荼毘には付さない目的を持ち、最終的埋
葬地とは別の場所で骨化させ、再び改装骨として葬ることを前提とした最低限の玄室構造を持つ方形
区画改葬墓であり、古墳消滅段階に火葬以外の改葬が存在することに大きな意義を持つ。ここで注目
したいのは、通常荼毘に付さないのであれば、周溝によって区画された方台部内に従来の古墳葬法で
埋葬することが極めて自然的な発想と捉えられるが、わざわざ改葬にしなければならなかった理由が
見当たらない。ともあれ、この規模の地下式小型横穴には、荼毘に付さない改装骨を納める用途と、
小田部新地遺跡４9～５１号遺構例の如く、荼毘に付した火葬骨を納める２種類の存在が考えられる。な
お、小田部新地遺跡の地下式小型横穴は諏訪台古墳群例より更に一回り小さく、最も大型で土師器蔵
骨器を検出した５１号遺構で０.７×０.４ｍ高さ０.２ｍ前後であり、最も小型の５０号遺構では、０.２５×０.３１
ｍ高さ０.３８ｍを測る。小田部新地遺跡４9号遺構はその玄室構造から木櫃等を使用した火葬骨を納める
改葬系区画墓と想定される。
　市原市武士遺跡では、埋葬施設にさまざまな形態が採用された終末期古墳から改葬系区画墓が４２基
検出された。この中には、先に紹介した仰臥伸展葬可能な終末期方墳として捉えられる０２9号方形墳
墓、理論的には仰臥伸展葬可能な地下式横穴を採用するが、実体は剥きだしの火葬骨を検出した００８
号方形墳墓、小田部新地遺跡同様、地下式小型横穴内に蔵骨器を納める００７号方形墳墓、類似する小
型横穴内からは何の遺物も検出されなかった０１０・０１７・０３０号方形墳墓などがある。この他、同遺跡
では方台部内の小土壙中に、擬灰質砂岩製石櫃内に火葬骨を埋納する方形墳墓が計８基検出されてい
る。この擬灰質砂岩製石櫃内に火葬骨を埋納する方形墳墓には、同じ方台部内に木棺直葬系の埋葬施
設と共存する０３４号方形墳墓例もあり注目される。０３４号方形墳墓には、ひとつの方台部内に４基の埋
葬施設が存在する。それらは小土壙内の擬灰質砂岩製石櫃内に火葬骨を納める第１主体部、小土壙内
に剥き出しの火葬骨を埋葬する第２主体部、木棺直葬土壙と捉えられる第３・第４主体部であるが何
れも埋葬施設も中心的な位置に存在しない。しかし報告者によって比較的中心的な位置を占める第１・
第４主体部が第２・第３主体部に先行する可能性が指摘されている（註７）。

５．台遺跡Ｃ地点における律令制墳墓の形態
　ここで先ほどふれなかった台遺跡Ｃ地点の、残り１基の改葬系区画墓、即ち「律令制墳墓」にふれ
ておきたい。先ほどの３基とは別に、１６号遺構からは、内法１.６×１.２ｍ、玄室内の高さ9０㎝前後の地
下式横穴が検出され、御林跡遺跡２号墳などの地下式横穴より方台部・玄室とも明らかに一回り小さ
い。玄門部は比較的広く幅１ｍ前後を測る。仰臥伸展葬が完全に不可能とは言わないが、木棺を縦方
向に玄門方向から入れて9０度横方向に回転させるには著しく困難な構造の地下式横穴である。あるい
は、遺体を菰等で簡単に巻き込み埋葬した可能性も考えられないこともないが、そうした簡略的な埋
葬方法であるならば、わざわざ地下式横穴という埋葬施設を採用しなければならない理由が見当たら
ない。ここで、玄室内中央部が０.５×０.６ｍ深さ２０㎝前後で意識的に一段深く掘り込まれていることに
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第１４２図　台遺跡C地点周辺の律令制墳墓２
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注目したい。地下式横穴墓の中央部が長方形に一段深く掘り込まれている例は、提示した御林跡遺跡
２号墳他、全ての墳墓共通の構造であり、かつ玄室内は仰臥伸展葬の木棺を安置するための十分な広
さを保持している。しかし本遺構のように、仰臥伸展葬の木棺を安置するには超小型木棺でなければ
不可能な例は存在しておらず、かつ、中央部のみ小型長方形に一段掘り下がる例は現在のところ存在
していない。構造的に類似する空間例を検索してみると、文武陵に比定される八角墳である中尾山古
墳の、特異な横口式石槨例に空間構造が類似している（註８）。同墳墓は9０㎝四方の玄室内中央部を６０
㎝四方に一段掘り窪める構造を呈しており、一段掘り窪められた中央部には、蔵骨器として周辺から
検出された金銅製四環壺が納められた火葬墓と想定されていることから、類似する台遺跡Ｃ地点の１６
号遺構地下式小型横穴中央部には、蔵骨器を安置した改葬系の埋葬施設と想定される。ただし、同玄
室内からは何の遺物も検出されなかったことから、木櫃等の蔵骨器が納められていたか、後世の耕作
等により蔵骨器が流出してしまった可能性が高い。出土遺物には周溝内から出土した須恵器蓋、土師
器坏等があり、その組み合わせから求められる年代観は８世紀初頭を大きく下らないものと想定され
る（註９）。なお、注目しておきたいのは重複する３５号住居一括出土の鉢型土器である。この手の鉢型
土器は、大竹遺跡群などでは蔵骨器として使用されている例があり、蔵骨器専用に制作された器であ
るという（註１０）。だとすれば、生活空間としての３５号住居に伴う可能性は低く、墳墓としての１６号遺
構に伴った専用蔵骨器の可能性が極めて高いといえよう。

６．おわりに
　台遺跡Ｃ地点の改葬系区画墓の埋葬施設の一つが、特異な形態の地下式横穴墓であり、構造的にも
仰臥伸展葬での埋葬が困難であることや、重複する３５号竪穴住居一括出土の鉢型土器が専用蔵骨器の
可能性が高いことから、本来本遺構の玄室内に納められた蔵骨器であった可能性が高い。したがって
本遺構は「律令制墳墓」の一形態と見做してよいものと思われる。また、出土遺物から、本遺構の成
立段階は８世紀初頭と想定され、畿内や遠江での純粋な「律令制墳墓」の成立段階とほぼ同時期段階
であることから、今後、上総中枢域の「律令制墳墓」の成立段階が、ほぼ同時期には成立していた上
総国府との共存関係の中で捉えていくべき課題であろう。
　８世紀初頭段階には、国府域に近い市原市内においてでさえ、なお終末期方墳は存在している。た
とえば外迎山遺跡や上原台遺跡では、８世紀初頭前後に成立した遺跡内最大方墳を中心として環状に
墳墓群が巡っている。これら墳墓群の成立段階は、確かに８世紀初頭の終末期方墳を盟主として成立
してはいるが、次段階以降は火葬を主体とする「律令制墳墓」へと移行し始めている（註１１）。
　これらのことから、国府成立段階には明確な墳墓規制が認められないものの、８世紀中葉に近い前
半代には、明らかに中央からの規制と捉えられる仰臥伸展葬の高塚墳墓ではない「律令制墳墓」に移
行し始めており、当域の墓制を含めて律令制文化が国府域から周辺地区に次第に浸透し始める様相が
捉えられよう。
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　注及び引用参考文献

註１　「方形周溝状遺構」・「方形周溝」の名称を使用する主な文献には下記がある。

後藤和民　「千葉市すすき山遺跡発掘調査概報」『貝塚博物館紀要第５号』加曽利貝塚博物館１9７４

金丸　誠　「房総における方形・円形周溝について」『研究連絡誌第１号』（財）千葉県文化財センター１9８２

「方形墳墓」・「方形区画墓」の名称を使用する主な文献には下記がある。

笹生　衛　「古代の信仰」『歴史時代（１）房総考古ライブラリー７』（財）千葉県文化財センター１99３

小澤　洋　『打越岱遺跡』（財）君津群市文化財センター１9８9

當眞嗣史　「上総・安房国の奈良・平安時代の墓制について」『東日本における奈良・平安時代の墓制－墓制を

めぐる諸問題－』東日本埋蔵文化財研究会栃木大会準備委員会１99５

田中清美　「方形区画墓等に見る時代（地域）様相－上総国養老川流域を主として－」『駒澤考古３０号』駒澤大

学考古学研究室２００５

これらの遺構全てを「古墳」として包括する主な文献には下記がある。

田中新史　「出現期古墳の理解と展望」『古代第７７号』早稲田大学考古学会１9８４

田中新史　「古墳時代終末期の地域色－東国の地下式系土壙墓を中心として－」『古代探叢Ⅱ』早稲田大学出版

部１9８５

渡辺修一　「古代国家成立後の古墳」『千葉市新久遺跡（３）』（財）千葉県文化財センター１99１

なお、同氏の方形周溝状遺構に関わる論考も列挙する。

渡辺修一　「群小区画墓の終焉期－所謂方形周溝状遺構をどう見るか－」『研究連絡誌第６号』（財）千葉県文化

財センター１9８３

渡辺修一　「群小区画墓の終焉期（２）－方形周溝状遺構における埋葬施設の新例とその検討－」『研究連絡誌

第１４号』（財）千葉県文化財センター１9８５

渡辺修一　「群小区画墓の終焉期（３）－古墳と土壙墓－」『千葉県文化財センター研究紀要１６』（財）千葉県文

化財センター１99５

註２　木對和紀　「房総における改葬系区画墓の出現期」『市原市文化財センター研究紀要１』財団法人市原市文化財

センター１9８７

木對和紀　「房総における改葬系区画墓の出現期Ⅱ」『倉田芳郎先生古希記念　生産の考古学』同正社１99７

註３　半澤幹雄ほか『市原市武士遺跡１』財団法人千葉県文化財センター１99６

木村泰彦　「第２章　長岡京跡右京第１３０次調査概要」『長岡京市埋蔵文化財調査報告書２』（財）長岡京市埋蔵

文化財センター１9８５

綿貫邦男　『鳥羽遺跡』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団１99０

浅野雅則ほか　「雉ノ台遺跡」『飯塚遺跡群発掘調査報告書』八日市場市教育委員会１9８６

註４　佐野五十三　「静岡県の奈良・平安時代の墓制について」『第５回東日本埋蔵文化財研究会　東日本における奈良・

平安時代の墓制―墓制をめぐる諸問題―』東日本埋蔵文化財研究会栃木大会準備委員会１99５

註５　半田堅三　『市原市台遺跡Ｂ地点』上総国分寺台遺跡調査報告Ⅹ　市原市教育委員会２００３

木對和紀　『市原市辺田古墳群・御林跡遺跡』上総国分寺台遺跡調査報告ⅩⅡ　財団法人市原市文化財センター・

市原市教育委員会２００４

木對和紀　『市原市御林跡遺跡Ⅱ』上総国分寺台遺跡調査報告ⅩⅧ　市原市教育委員会２００８
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田中新史　「古墳時代終末期の地域色－東国の地下式系土壙墓を中心として－」『古代探叢』早稲田大学出版部

１9８６

　ここでは結果的に地下式横穴墓を埋葬施設とする終末期方墳だけが取り上げられたが、国分寺台地区の終末

期方墳の主体は、諏訪台古墳群等における木棺直葬墳であり、稀に軟砂岩切石積横穴式石室や地下式横穴が終

末期方墳の内部主体となる。ちなみに、台遺跡周辺の整理・報告済遺跡では御林跡遺跡における終末期古墳お

よび改葬系区画墓では、埋葬施設が地下式横穴墓１基・木棺直葬２基・木棺直葬痕跡１基・方台部内無墓壙４

基の計８基が確認され、台遺跡Ｂ地点では３基の方台部内無墓壙の方墳ないしは改葬系区画墓が検出されてお

り、Ｃ地点と合わせ合計８基が検出されている。更に台遺跡Ｅ地点上層の西谷古墳群北支群からは４基の終末

期方墳が検出されており、３基の木棺直葬墳と１基の軟砂岩切石積横穴式石室が検出されている。

　なお、房総では仰臥伸展葬や追葬が可能な地下式横穴墓を埋葬施設として採用する方形周溝からなる遺構は、

供伴遺物が明らかに古墳時代終末期に属するものでも、終末期方墳から除外される傾向がある。まして出土遺

物が伴わないものや、奈良・平安時代に時期が下るものは、遺構自体が終末期方墳と識別できなくとも、歴史

時代の遺構であるとの理由から全て終末期古墳から切り離され、「方形墳墓」や「方形区画墓」などと個人的

レベルで総称されているのが実情である。これらの終末期古墳に対して今後なお「方形墳墓」や「方形区画墓」

等の名称を使用し続けるなら、古墳時代終末期の共伴遺物が伴い、明らかに横穴墓の系譜を引継ぐ地下式横穴

墓を埋葬施設として採用する方形周溝からなる遺構を、明らかに終末期方墳の範疇から除外されることを論理

で証明するしかないであろう。また、同様の理由で、仰臥伸展葬可能な木棺直葬方墳を方墳と称せず「方形墳墓」

や「方形区画墓」と総称しているが、なにを根拠に終末期方墳から除外されるのかの十分な説明が必要であろう。

註６　田川　良　『生谷』生谷遺跡発掘調査団

千田幸生ほか　「羽根戸遺跡」『吉岡遺跡群』四街道市吉岡遺跡群発掘調査会

　諏訪台古墳群は現在整理中であるため、詳細については後日を待たねばならないが、方墳の小型化したもの

に埋葬施設が伴う例として上記の遺構が存在する。事例として提示できる方墳の最小規模には、羽根戸遺跡に

おける方台部短径４.８ｍ規模の方墳が存在する。

註７　半澤幹雄ほか　『市原市武士遺跡１』財団法人千葉県文化財センター１99６

註８　網干善教ほか　『史跡中尾山古墳環境整備事業報告書』明日香村教育委員会１9７５

　同氏は、法隆寺夢殿等の八角円堂と称される八角建築が、必ずしも仏教思想に基づくものではなく、また天

皇の仏教崇拝から八角墳が成立したのではなく、天皇の御座である高御座が八角形であることや、万葉集にお

ける「八隅知之」が天下国家を治める意味があるとし、八角・八隅の語源には、国を統治する意味があるとし

ている。　

註９　木對和紀　「房総における改葬系区画墓の出現期Ⅱ」『倉田芳郎先生古希記念　生産の考古学』同正社１99７

　かつて改葬系区画墓の出現期を８世紀の中葉に近い前半代としたが、本例が正しければ８世紀初頭段階とな

り、八角墳の中尾山古墳や上円下方墳の清水柳北１号墳とほぼ同時期の所産となる。なお、超小型木棺内に改

葬骨を納めた可能性も否定できないが、諏訪台遺跡の改葬墓を含め周辺の地下式横穴墓系埋葬施設に人骨が残

る例が比較的多いことに対して、骨粉すら残らないことも本遺構が火葬系の埋葬施設を採用していた事の裏付

けとなろう。なお、１６－２は須恵器蓋として報告したが、口唇部の面取り等から可能性としては須恵器高盤な

いしは盤である可能性もあるが、何れにせよ８世紀初頭段階の遺物であることには変わりはない。

註１０　稲葉智明　『大竹遺跡群Ⅱ』（財）君津群市文化財センター１99３
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　　　稲葉智明　『大竹遺跡群Ⅳ』（財）君津群市文化財センター１99５

稲葉智明　「大竹遺跡群」『千葉県史資料編考古３奈良・平安時代』１99８

山口耕一　「専用型蔵骨器と転用型蔵骨器について」『第５回東日本埋蔵文化財研究会　東日本における奈良・

平安時代の墓制―墓制をめぐる諸問題―』東日本埋蔵文化財研究会栃木大会準備委員会１99５

　山口氏によって、３５号竪穴一括出土の鉢型土器に類似する形態の器については、専用蔵骨器として埋納され

る例から、転用蔵骨器ではなく専用蔵骨器とされている。

註１１　木對和紀　「外迎山遺跡」『外迎山遺跡・山見塚遺跡・唐沢遺跡』（財）市原市文化財センター１9８７

田中清美　『奉免上原台遺跡』（財）市原市文化財センター１99２

田中清美　「方形区画墓等に見る時代（地域）様相－上総国養老川流域を中心として－」『駒澤考古３０』駒澤大

学考古学研究室２００５

須田　勉　「古代地方豪族と造寺活動－上総国を中心として－」『古代探叢』１9８０

　７世紀末葉から８世紀にかけての房総では、郡司層レベルを中心とする古代寺院が郡単位で出現し、これに

私的寺院的な一堂規模の小規模寺院が追随し、あたかも白鳳・奈良仏教文化が房総でも盛大に開花したかの様

相を呈示している。しかし筆者は、初期の律令制開始期における古代寺院の成立の背景には、必ずしも熱心な

仏教崇拝に基づいた純粋な造寺活動とは捉えておらず、須田氏が指摘しているとおり、造寺活動を行うことに

よって間接的に得られる合法的な土地搾取もあったと見ており、このことからも房総における律令制墳墓の成

立段階における火葬や改葬の開始は、必ずしも純粋な仏教思想に基づくものではなく、間接的な土地搾取を目

論んだ地方での律令制導入に伴う受容結果の産物と捉えている。ただし、この造寺活動は積極的に律令文化の

波を吸収することに連なり、結果として仏教文化が浸透していったのであり、ここに房総における火葬や改葬

墓の定着があったと推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　

追伸　渡邊邦雄　「律令墓制」の変遷『日本考古学第２７号』日本考古学協会２００9　

　本稿脱稿後に上記文献と遭遇した。同氏は律令時代の墓制を中心として「律令墓制」を論考しているのに対し、

筆者は律令時代の墳墓の総称として「律令制墳墓」を使用しており、似て非なるものである。ただし、偶然に

も類似する名称になってしまったが、故意によるものではない。
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３
弥
生
壺
 
胴
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
波
状
文
と
平
行
沈
線
。

内
 
篦
ナ
デ
。

２
７
方
周
５－
３

４
土
師
器
甕
 
胴
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

２
８
方
周
５－
４

５
弥
生
壺
 
胴
部

西
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
沈
線
の
上
位
に
羽
状
縄
文
。

内
 
器
面
剥
離
。

２
9
方
周
５－
３

５
弥
生
甕
 
胴
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ２
／２
黒
褐
色

５Ｙ
Ｒ３
／６
暗
赤
褐
色

良
好

密
外
 
細
縄
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

北
関
東
系
土
器
。

２
１０

方
周
５－
３

２
弥
生
壺
 
胴
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

２
１１

方
周
５－
４

７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

西
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

金
雲
母
多

外
 
沈
線
文
と
縄
文
。

内
 
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２
１２

方
周
５－
２

１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

砂
粒
多

外
 
平
行
沈
線
文
と
縄
文
。

内
 
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

４
１
方
周
３－
４

２
弥
生
壺

底
部
１／
６

一
括

（
６.
８）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
器
面
剥
離
。

４
２
方
周
３－
４

１
弥
生
壺

底
部
１／
３

一
括

（
６.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
摩
耗
。

内
 
摩
耗
。

４
３
方
周
３－
４

３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

４
４
方
周
３－
３

３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

４
５
方
周
３－
２

４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

４
６
方
周
３－
３

４
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
に
細
縄
文
、
口
縁
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

４
７
方
周
３－
２

３
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

１０
Ｒ５
／６
赤
色

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
。

４
８
方
周
３－
３

１
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

４
9
方
周
３－
２

２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
平
行
沈
線
文
内
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
（
７.
５Ｒ
４／
４に
ぶ
い
赤
色
）

４
１０

方
周
３－
４

４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
平
行
沈
線
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

第
３
表
 
台
遺
跡
Ｃ
地
点
出
土
土
器
観
察
表
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

４
１１

方
周
３－
３

２
土
師
器
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

４
１２

方
周
３－
４

８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
重
四
角
文
の
左
右
に
半
載
竹
管
に
よ
る
２
連
の
連
続
刺
突
文
間
に
細
縄
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

４
１３

方
周
３－
３

５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
 
縄
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

４
１４

方
周
３－
４

５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
後
沈
線
に
よ
る
格
子
文
。

内
 
器
面
剥
離
。

４
１５

方
周
３－
４

７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
 
縄
文
。

内
 
器
面
剥
離
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

４
１６

方
周
３－
２

５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
 
角
押
文
の
連
続
押
し
引
き
。

内
 
ナ
デ
。

５
１
方
周
１－
３

３
縄
文
晩
期
壺

頸
～
胴
部
１／
８

西
側
周
溝

（
9.
０）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

砂
含
む

外
 
頸
部
～
胴
部
浮
線
網
状
文
に
よ
る
隆
帯
で
文
様
構
成
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
頸
部
剥
離
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
口
縁
部
沈
線
工
字
文
に
赤
彩
を
施
す
。
千
網
式
土
器
（
大
洞
系
）。

５
２

方
周
１

１
弥
生
壺
 
完
形

一
括

７.
9

５.
２

１４
.１

１０
Ｒ４
／６
赤
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
細
縄
文
、
口
縁
部
羽
状
縄
文
、
脚
部
縦
方
向
の
篦
ミ
ガ
キ
後
上
位
に
横
方
向
の
篦
ミ
ガ

キ
を
施
す
、
底
部
全
面
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
、
底
部
全
面
篦
ミ
ガ
キ
、。

外
面
全
面
・
内
面
口
縁
部
赤
彩
。

５
３
方
周
１－
１

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
２・
胴
部
１／
８

東
側
周
溝

１５
.６

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
一
部
ナ
デ
、
口
縁
部
ハ
ケ
、
頸
～
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
 
口
唇
部
一
部
ナ
デ
、
口
縁
部
ハ
ケ
、
頸
～
胴
部
篦
ナ
デ
。

５
４
方
周
１－
３

２
弥
生
甕

底
部
１／
２

西
側
周
溝

５.
６

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

５
５
方
周
１－
１

３
土
師
器
甕

底
部
１／
４

東
側
周
溝

（
７.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
 
篦
ナ
デ
。

内
 
器
面
剥
離
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

５
６
方
周
１－
１

４
弥
生
甕

底
部
１／
４

東
側
周
溝

（
６.
８）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

５
７
方
周
１－
３

４
縄
文
深
鉢

底
部
１／
８強

西
側
周
溝

（
１２
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

２.
５Ｙ
４／
１黄
灰
色

良
好

砂
粒
含
む

外
 
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

５
８
方
周
１－
３

１
弥
生
甕

底
部
１／
４強

西
側
周
溝

（
６.
６）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
 
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

５
9
方
周
１－
１

２
土
師
器
甕

底
部
１／
２強

東
側
周
溝

７.
８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

５
１０

方
周
１－
２

１
弥
生
甕

底
部
完
存

南
側
周
溝

６.
５

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
 
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

５
１１

方
周
１－
１

５
弥
生
甕

底
部
１／
４欠

東
側
周
溝

４.
３

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
器
面
剥
離
。

５
１２

方
周
１－
３

１５
縄
文
晩
期
鉢
 
口
縁
部

西
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
 
沈
線
と
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

唐
沢
式
土
器
。

５
１３

方
周
１－
３

１６
縄
文
晩
期
鉢
 
口
縁
部

西
側
周
溝

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
～
１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
７／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
口
縁
部
ナ
デ
、
他
沈
線
と
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

千
網
式
土
器
（
大
洞
系
）。

５
１４

方
周
１－
１

８
弥
生
壺
 
胴
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
流
水
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

５
１５

方
周
１－
３

３－
１
縄
文
晩
期
壺
 
胴
部

西
側
周
溝

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

良
好

砂
含
む

外
 
浮
線
網
状
文
に
よ
る
隆
帯
で
文
様
構
成
。

内
 
篦
ナ
デ
。

千
網
式
土
器
（
大
洞
系
）。

５
１６

方
周
１－
３

３－
３
縄
文
晩
期
壺
 
胴
部

西
側
周
溝

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

砂
含
む

外
 
浮
線
網
状
文
に
よ
る
隆
帯
で
文
様
構
成
。

内
 
篦
ナ
デ
。

千
網
式
土
器
（
大
洞
系
）。

５
１７

方
周
１－
４

４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
 
平
行
沈
線
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

５
１８

方
周
１－
４

１
縄
文
晩
期
鉢
 
胴
部

北
側
周
溝

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
 
沈
線
に
よ
る
綾
杉
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

５
１9

方
周
１－
３

３－
２
縄
文
晩
期
壺
 
胴
部

西
側
周
溝

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

砂
含
む

外
 
浮
線
網
状
文
に
よ
る
隆
帯
で
文
様
構
成
。

内
 
篦
ナ
デ
。

千
網
式
土
器
（
大
洞
系
）。

５
２０

方
周
１

主
体
部

５
弥
生
壺
 
胴
部

主
体
部
一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
後
平
行
沈
線
文
。

内
 
ナ
デ
。

５
２１

方
周
１－
４

３
弥
生
甕
 
口
縁
部

北
側
周
溝

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

５
２２

方
周
１－
４

２
弥
生
甕
 
口
縁
部

北
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

５
２３

方
周
１－
２

３
弥
生
甕
 
口
縁
部

南
側
周
溝

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
折
り
返
し
口
縁
、
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
ハ
ケ
。

５
２４

方
周
１－
１

６
弥
生
甕
 
口
縁
部

東
側
周
溝

２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

５
２５

方
周
１

主
体
部

１
弥
生
壺
口
縁
部

主
体
部
一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
～
１０
Ｒ５
／６
赤
色

１０
Ｒ５
／６
赤
色

良
好

密
外
 
口
縁
部
細
縄
文
、
頸
部
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
施
文
以
外
・
内
面
全
面
赤
彩
。

５
２６

方
周
１－
３

７
弥
生
壺
口
縁
部

西
側
周
溝

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
下
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
ハ
ケ
。

５
２７

方
周
１

主
体
部

７
弥
生
甕
口
縁
部

主
体
部
一
括

２.
５Ｙ
Ｒ２
／１
黒
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

５
２８

方
周
１

主
体
部

６
弥
生
甕
口
縁
部

主
体
部
一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

５
２9

方
周
１－
３

１０
土
師
器
壺
口
縁
部

西
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
～
１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
 
折
り
返
し
口
縁
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

５
３０

方
周
１－
１

１１
弥
生
甕
 
口
縁
部

東
側
周
溝

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

５
３１

方
周
１－
３

１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

西
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

５
３２

方
周
１－
１

１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

東
側
周
溝

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
篦
ナ
デ
。

５
３３

方
周
１－
１

１３
弥
生
壺
 
口
縁
部

東
側
周
溝

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
～
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
 
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
細
縄
文
。

内
 
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
赤
彩
。

５
３４

方
周
１－
１

１４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

砂
粒
多

外
 
折
り
返
し
口
縁
、
他
横
方
向
の
撚
糸
文
。

内
 
器
面
剥
離
。

早
期
撚
糸
文
系
土
器
。

５
３５

方
周
１

主
体
部

４
弥
生
甕
口
縁
部

主
体
部
一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

微
砂
粒
含
む
外
 
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
細
縄
文
。

５
３６

方
周
１－
１

１７
弥
生
甕
口
縁
部

東
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
後
３
条
の
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５
３７

方
周
１－
３

9
弥
生
壺
 
口
縁
部

西
側
周
溝

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５
３８

方
周
１

主
体
部

３
弥
生
甕
 
胴
部

主
体
部
一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ハ
ケ
。

５
３9

方
周
１－
３

１３
弥
生
甕
 
胴
部

西
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
～
１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５
４０

方
周
１

主
体
部

２
弥
生
甕
 
胴
部

主
体
部
一
括

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
文
。

内
　
器
面
摩
耗
。

５
４１

方
周
１－
１

７
弥
生
壺
 
胴
部

東
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
一
部
区
画
外
に
も
細
縄
文
が
施
さ
れ
る
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５
４２

方
周
１－
３

１１
弥
生
壺
 
胴
部

西
側
周
溝

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

５
４３

方
周
１－
１

１０
弥
生
甕
 
胴
部

東
側
周
溝

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
～
２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
施
文
以
外
赤
彩
。

５
４４

方
周
１－
１

9
弥
生
壺
 
胴
部

東
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５
４５

方
周
１－
２

２
弥
生
壺
 
胴
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
～
２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
と
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
施
文
以
外
赤
彩
。

５
４６

方
周
１－
２

６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
楕
円
形
区
画
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５
４７

方
周
１－
３

１４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

西
側
周
溝

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

砂
・
金
雲
母

多
く
含
む

外
　
角
押
文
に
よ
る
押
引
き
文
で
の
楕
円
形
文
、
一
部
凸
帯
に
貼
り
付
け
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

５
４８

方
周
１－
２

４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

南
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
凸
帯
部
に
指
頭
押
捺
文
、
他
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

５
４9

方
周
１－
２

５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

南
側
周
溝

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５
５０

方
周
１－
２

７
須
恵
器
甕
 
胴
部

南
側
周
溝

５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
後
回
転
カ
キ
目
。

内
　
青
海
波
の
半
磨
り
消
し
（
ナ
デ
）。

６
１
方
周
１４
－２

３
弥
生
壺

底
部
１／
４

南
側
周
溝

（
８.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６
２
方
周
１４
－２

１
弥
生
壺

底
部
１／
２

南
側
周
溝

７.
０

５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
底
部
赤
彩
。

６
３
方
周
１４
－２

２
弥
生
壺

底
部
１／
２弱

南
側
周
溝

６.
４

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
。

６
４
方
周
１４
－２

４
縄
文
深
鉢

底
部
３／
８

南
側
周
溝

（
１9
.４
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
.４
に
ぶ
い
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
ナ
デ
。

６
５
方
周
１４
－２

６
弥
生
甕
 
口
縁
部

南
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

３
ｍ
ｍ
大
の

礫
含
む

外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６
６
方
周
１４
－２

７
弥
生
甕
 
口
縁
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

６
７
方
周
１４
－２

１２
縄
文
粗
製
鉢
 
胴
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
多
量
に

含
む

外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

粗
製
鉢
形
土
器
。

６
８
方
周
１４
－１

２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

東
側
周
溝

５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
赤
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
文
。

内
　
ナ
デ
。

早
期
撚
糸
文
系
土
器
（
稲
荷
台
式
土
器
）。

６
9
方
周
１４
－２

9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

南
側
周
溝

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

６
１０
方
周
１４
－１

１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

東
側
周
溝

５Ｙ
Ｒ６
／６
明
赤
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
唇
部
と
口
縁
部
に
粘
土
紐
に
よ
る
隆
帯
貼
り
付
け
、
口
唇
部
に
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
角

押
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

６
１１
方
周
１４
－２

１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

南
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
条
痕
文
。

内
　
条
痕
文
。

早
期
撚
糸
文
系
土
器
（
茅
山
式
土
器
）。

７
１
方
周
４－
４

２
弥
生
壺

底
部
１／
４弱

北
側
周
溝

（
６.
８）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／８
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
器
面
剥
離
。

外
面
赤
彩
。

７
２
方
周
４－
４

１
弥
生
甕

底
部
１／
４

北
側
周
溝

（
７.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

７
３
方
周
４－
４

４
弥
生
甕
 
口
縁
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

７
４
方
周
４－
４

３
弥
生
壺
 
口
縁
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７
５
方
周
４－
３

１７
弥
生
壺
 
胴
部

西
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

７
６
方
周
４－
４

８
弥
生
壺
 
胴
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７
７
方
周
４－
４

５
弥
生
壺
 
胴
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
と
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

７
８
方
周
４－
４

１６
弥
生
壺
 
胴
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７
9
方
周
４－
４

１１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

北
側
周
溝

５Ｙ
Ｒ３
／６
暗
赤
褐
色

良
好

砂
粒
多

外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
押
引
き
文
。

内
　
ナ
デ
。

NＯ
－１
４と
同
一
個
体
。
阿
玉
台
式
土
器
。

７
１０

方
周
４－
３

9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

西
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
間
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

７
１１

方
周
４－
４

１３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

７
１２

方
周
４－
３

６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

西
側
周
溝

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
外
変
形
爪
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

浮
島
系
式
土
器
。

７
１３

方
周
４－
３

１５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

西
側
周
溝

２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

７
１４

方
周
４－
４

１０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

北
側
周
溝

５Ｙ
Ｒ３
／６
暗
赤
褐
色

良
好

砂
粒
多

外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
押
引
き
文
。

内
　
ナ
デ
。

NＯ
－9
と
同
一
個
　
体
。
阿
玉
台
式
土
器
。

9
１
方
周
１１
－３

１
弥
生
壺

底
部
１／
４

南
側
周
溝

（
８.
４）

１０
ＹＲ
６／
６明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

9
２
方
周
１１
－３

２
弥
生
甕

底
部
１／
４

南
側
周
溝

（
６.
８）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

9
３
方
周
１１
－３

５
土
師
器
甕

底
部
１／
２

南
側
周
溝

６.
０

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
Ｒ５
／８
赤
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

外
面
底
部
に
意
味
不
明
の
線
刻
。

9
４
方
周
１１
－３

３
土
師
器
坏
（
カ
ワ
ラ
ケ
）

底
部
完
存

南
側
周
溝

４.
9

２.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

外
面
底
部
静
止
糸
切
り
を
ナ
デ
消
す
。

9
５
方
周
１１
－３

６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

南
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
、
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

9
６
方
周
１１
－３

８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

南
側
周
溝

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

１０
１

方
周
８

主
体
部

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

主
体
部
一
括

（
１４
.４
）

２.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１０
２
方
周
８－
４

１
弥
生
壺

底
部
１／
４

南
側
周
溝

（
７.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１０
３

方
周
８

主
体
部

１
弥
生
壺

底
部
１／
３強

主
体
部
一
括

（
５.
８）

２.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
粗
い
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
４
方
周
８－
４

２
弥
生
甕
 
口
縁
部

南
側
周
溝

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

１０
５
方
周
８－
４

３
弥
生
壺
 
胴
部

南
側
周
溝

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１０
６

方
周
８

主
体
部

２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

主
体
部
一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
他
角
押
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
１
方
周
６－
４

１
弥
生
壺

底
部
３／
４

北
側
周
溝

８.
０

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

１１
２
方
周
６－
２

１
弥
生
壺

底
部
１／
４弱

南
側
周
溝

（
７.
８）

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
摩
耗
。

１１
３
方
周
６－
４

３
弥
生
壺

底
部
１／
８

北
側
周
溝

（
６.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

１０
Ｒ５
／８
赤
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１１
４
方
周
６－
４

２
手
捏
土
器

底
部
１／
３

北
側
周
溝

（
３.
６）

１０
ＹＲ
６／
４明
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
指
ナ
デ
指
整
形
。

内
　
指
ナ
デ
指
整
形
。

１１
５
方
周
６－
１

１
弥
生
甕
 
口
縁
部

東
側
周
溝

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

１１
６
方
周
６－
１

３
弥
生
壺
 
胴
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
綾
杉
文
。

内
　
ナ
デ
。

１１
７
方
周
６－
１

２
弥
生
壺
 
胴
部

東
側
周
溝

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
粗
い
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
８
方
周
６－
４

４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

北
側
周
溝

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
Ⅳ
式
土
器
。

１１
9
方
周
６－
１

５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
灰
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
粗
い
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

１１
１０

方
周
６－
１

４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
キ
ザ
ミ
目
、
円
形
竹
管
の
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

関
山
式
土
器
。

１３
１
方
周
７－
４

１
土
師
器
鉢

口
縁
１／
５弱

北
側
周
溝

（
１５
.２
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１３
２
方
周
７－
１

１
弥
生
壺

底
部
１／
４

東
側
周
溝

（
８.
８）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１３
３
方
周
７－
２

１
弥
生
壺

底
部
１／
４弱

南
側
周
溝

（
７.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

１３
４
方
周
７－
１

２
弥
生
甕

底
部
１／
４弱

東
側
周
溝

（
５.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

１３
５
方
周
７－
４

３
弥
生
壺
 
口
縁
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

１３
６
方
周
７－
１

３
弥
生
壺
 
胴
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

１３
７
方
周
７－
４

２
弥
生
壺
 
胴
部

北
側
周
溝

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
山
形
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１３
８
方
周
７－
１

４
弥
生
壺
 
胴
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
間
に
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

１３
9
方
周
７－
１

５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

東
側
周
溝

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
条
痕
文
。

内
　
ナ
デ
。

早
期
条
痕
文
系
土
器
。

１３
１０

方
周
７－
４

４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

北
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
目
、
口
唇
部
直
下
に
一
条
の
沈
線
、
沈
線
下
位
に
粘
土
紐
貼
り
付
に
よ
る
隆

帯
に
キ
ザ
ミ
目
を
施
す
、
隆
帯
下
に
は
沈
線
を
挟
ん
で
上
下
に
角
押
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１３
１１

方
周
７－
１

６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

東
側
周
溝

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
角
押
文
押
し
引
き
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

１６
１
地
下
式
１

４
須
恵
器
甕

口
縁
１／
８

一
括

（
２３
.６
）

５Ｙ
６／
３オ
リ
ー
ブ
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
外
面
自
然
釉
付
着
。

１６
２
地
下
式
１

５
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
６

一
括

（
１８
.８
）

５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
天
井
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
天
井
部
回
転
ナ
デ
。

１６
３
地
下
式
１

１
土
師
器
坏

口
縁
１／
４弱

一
括

（
１２
.２
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
の
一
部
に
黒
褐
色
の
油
煙
が
付
着
す
る
。

１６
４
地
下
式
１

３
土
師
器
甕

底
部
１／
４弱

一
括

（
9.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

砂
粒
多

外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１６
５
地
下
式
１

７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
内
外
面
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１６
６
地
下
式
１

9
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
。
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新
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構
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号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１６
７
地
下
式
１

１５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
ワ
ラ
ビ
手
文
。

内
　
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

１６
８
地
下
式
１

１２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
（
器
面
摩
耗
）。

内
　
器
面
剥
離
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

１６
9
地
下
式
１

１４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
と
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

１６
１０

地
下
式
１

１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

１６
１１

地
下
式
１

１０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
条
線
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

１６
１２

地
下
式
１

１３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

１７
１
改
葬
系

区
画
墓
１０

１
須
恵
器
平
瓶

口
縁
１／
２の
み

一
括

６.
６

５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
自
然
釉
付
着
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
自
然
釉
付
着
。

２０
１

１
２
弥
生
甕

口
縁
１／
３残

床
＋
１３

（
１５
.０
）

２.
５Ｙ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

微
砂
粒
含
む
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

２０
２

１
４
弥
生
甕

口
縁
１／
５残

床
＋
１４

（
２０
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

右
親
指
爪
痕
残
る
。

２０
３

１
１9
弥
生
甕

口
縁
１／
１６
弱
残

一
括

（
１８
.０
）

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
面
取
り
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
、
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

２０
４

１
３9
弥
生
小
壺

口
縁
１／
２強
残
・
底
部
全

欠
一
括

５.
２

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
口
縁
部
の
端
部
６
ヶ
所
に
径
２
．５
ｍ
ｍ
程
の
焼
成
前
穿
孔
突
帯
、
頸
部
篦

ナ
デ
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
篦
ナ
デ
。

内
外
面
折
り
返
し
口
縁
赤
彩
。

２０
５

１
１
弥
生
壺

口
縁
全
欠
・
胴
部
２／
３

底
部
完
存

床
直

３.
４

１０
Ｒ４
／６
赤
～
１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

１
～
２
㎜
の

礫
含
む

外
　
口
縁
部
下
端
に
キ
ザ
ミ
、
胴
部
の
沈
線
上
位
に
羽
状
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
胴
部
の
中
位
ま
で
赤
彩
、
内
面
頸
部
ま
で
赤
彩
。

２０
６

１
８
弥
生
甕

底
部
３／
４

床
＋
１３

５.
６

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
７

１
１０
弥
生
甕

底
部
完
存

一
括

６.
０

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
８

１
9
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
１０

６.
０

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
面
輪
積
み
痕
あ
り
。

２０
9

１
１１
弥
生
甕

底
部
１／
２強
残

一
括

７.
２

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
激
し
い
。

２０
１０

１
７
弥
生
壺

底
部
完
存

床
＋
１３

４.
０

２.
５Ｙ
Ｒ４
／２
暗
灰
黄
色

良
好

微
砂
粒
含
む
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
１１

１
５
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
１５

６.
４

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

２０
１２

１
６
弥
生
甕

底
部
１／
２残

床
－１
9

７.
9

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
１３

１
１３
中
世
磨
り
鉢

口
縁
１／
１６
弱
残

一
括

（
２７
.６
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
口
唇
部
面
取
り
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
一
部
指
圧
痕
あ
り
、
磨
り
鉢
の
掻
き
目
は
遺
存
し
て
い
な
い
。

２０
１６

１
２０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
１７

１
２１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
１８

１
１６
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
１9

１
１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

微
砂
粒
多

外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
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構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
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㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２０
２０

１
２9
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
＋
１３

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

２０
２１

１
１８
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
（
条
線
状
）。

内
　
条
線
状
に
よ
る
篦
ナ
デ
。

２０
２２

１
２６
弥
生
壺
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
条
線
状
に
よ
る
ハ
ケ
、
他
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
２３

１
２５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
２／
１黒
色

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
舌
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
２４

１
２３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
Ｒ４
／４
赤
褐
～
１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

外
面
施
文
以
外
赤
彩
。

２０
２５

１
２７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
、
他
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
２６

１
３０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ２
／４
灰
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
の
一
部
に
粘
土
紐
巻
き
上
げ
痕
が
残
る
、
他
櫛
描
き
文
。

内
　
器
面
摩
耗
。

加
曽
利
土
器
？

２０
２７

１
３１
縄
文
浅
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２０
２８

１
３６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／２
灰
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
キ
ザ
ミ
目
、
他
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

２０
２9

１
２２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
の
上
位
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

２０
３０

１
３８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
隆
帯
上
に
爪
形
文
。

内
　
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

２０
３１

１
３５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２０
３２

１
３２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
隆
帯
に
よ
る
渦
巻
き
文
と
楕
円
形
文
内
に
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２０
３３

１
３３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
隆
帯
と
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２０
３４

１
３４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
７／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２１
１

２Ａ
１
土
師
器
甕

口
縁
１／
３

床
－１
５・
１６

（
１４
.６
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

２１
２

２Ａ
２
土
師
器
鉢

口
縁
１／
４弱

床
直

（
9.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

２１
３

２
５
土
師
器
高
杯

１／
２弱

床
直

（
１６
.２
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
。

杯
部
内
面
黒
色
処
理
。

２１
４

２
２
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

（
9.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

２１
５

２
１
土
師
器
坏

口
縁
１／
３欠

一
括

9.
０

２.
9

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

２１
６

２
３
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１３
.８
）

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

２１
７

２
４
土
師
器
甕

底
部
完
存

一
括

７.
０

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
器
面
剥
離
。

外
面
赤
彩
。

２１
８

２
１６
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
４／
１灰
色

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
残
る
。

外
面
に
ぶ
い
銀
状
の
光
沢
。

２１
9

２
１７
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
４／
１灰
色

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
残
る
。
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号

遺
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旧
遺
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番
号

実
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出
土
位
置
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定
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（
外
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色
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焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２１
１０

２
７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
一
部
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

２１
１１

２
８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

２１
１２

２
１１
弥
生
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
上
位
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

２１
１３

２
9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
重
四
角
文
と
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２１
１４

２
１9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

黒
浜
式
土
器
。

２１
１５

２
１０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
４／
１黄
灰
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
面
輪
積
み
痕
あ
り
。

２１
１６

２
１３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
の
上
位
は
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
器
面
剥
離
。

２１
１７

２
２１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
８／
３浅
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
縁
部
下
に
一
条
の
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２１
１８

２
２２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
下
に
２
条
の
沈
線
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２１
１9

２
２０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
２
条
の
平
行
沈
線
文
と
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２１
２０

２
１５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
と
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

２１
２１

２
２３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
下
に
縄
文
と
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２１
２２

２
２４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
文
と
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

２１
２３

２
１８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

黒
浜
式
土
器
。

２３
１

８
１
弥
生
甕

底
部
１／
４

一
括

（
８.
０）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
２

８
２
土
師
器
坩

口
縁
１／
４

一
括

（
１０
.４
）

１０
ＹＲ
３／
４暗
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
。

２３
３

８
５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

２３
４

８
３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
以
下
羽
状
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
５

８
１０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

２３
６

８
４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
と
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
７

８
７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
（
金
雲
母

見
当
た
ら
な

い
）

外
　
円
形
凹
周
囲
に
幅
広
の
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
？

２３
８

８
9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。
内
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

２３
9

８
６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
１０

８
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２３
１１

８
１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

２４
１
土
坑
－２
２

３
須
恵
器
高
台
付
坏

底
部
１／
８弱

一
括

（
１１
.０
）

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

２４
２
土
坑
－２
２

４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

２４
３
土
坑
－２
２

５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２４
４
土
坑
－２
２

６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
磨
り
消
し
、
懸
垂
文
、
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２５
１

9
１
土
師
器
台
付
鉢

口
縁
一
部
欠

カ
マ
ド
内
一
括

１２
.８

８.
６

１４
.８

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
、
脚
裾
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
、
脚
裾
部
箆
ナ
デ
後
ナ
デ
。

赤
味
強
い
が
赤
彩
で
は
な
い
。

２５
２

9
２
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

カ
マ
ド
内
一
括

（
１７
.６
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

２５
３

9
４
土
師
器
坏

ほ
ぼ
完
形

カ
マ
ド
内
一
括

１２
.７

9.
５

３.
６

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

８
Ｃ
中
葉
の
土
器
。
赤
味
強
い
が
赤
彩
で
は
な
い
。

２５
４

9
５
弥
生
甕

底
部
１／
２弱

一
括

（
６.
６）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
器
面
剥
離
。

２５
５

9
３
弥
生
壺

底
部
１／
２

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
底
部
篦
ナ
デ
、
胴
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２５
６

9
７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

２５
７

9
9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

２５
８

9
８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
細
縄
文
、
口
縁
部
お
り
返
し
部
に
指
頭
押
捺
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２５
9

9
１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
に
よ
る
斜
交
子
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２５
１０

9
１１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

２５
１１

9
１０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

２５
１２

9
１３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

カ
マ
ド
内
一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

雲
母
混
入

外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
。

内
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
Ｔ
字
状
の
隆
帯
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２５
１３

9
１５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

全
雲
母
含
む
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
Ⅳ
式
土
器
。

２５
１４

9
１６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
懸
垂
文
以
外
に
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２５
１５

9
１４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
Ⅳ
式
土
器
。

２６
１

７
８
土
師
器
甕

口
縁
１／
８

床
直

（
２１
.０
）

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

２６
２

７
１
土
師
器
小
型
甕

口
縁
１／
３～
底
部
２／
３欠

床
＋
６

（
土
器
群
内
）

１５
.１

（
７.
３）

１４
.9

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

２６
３

７
３
土
師
器
鉢

口
縁
～
底
部
一
部
欠

床
直

１１
.４

５.
０

８.
４

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

２６
４

７
１３
土
師
器
坏

口
縁
１／
２強
・
底
部
全
欠

カ
マ
ド
内
一
括

１５
.７

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。
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番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２６
５

７
１２
土
師
器
坏

口
縁
１／
２

一
括

１７
.３

9.
７

５.
１

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

２６
６

７
３１
須
恵
器
高
台
付
坏

１／
２残

床
＋
１２

１４
.２

9.
８

４.
２

１０
ＹＲ
６／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
底
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
回
転
ナ
デ
。

伊
場
Ａ
類
、
８
Ｃ
第
１
後
半
～
第
２
前
。

２６
７

７
１１
土
師
器
甑

口
縁
～
胴
部
１／
３

床
＋
６

（
土
器
群
内
）

（
２２
.２
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ミ
ガ
キ
。

２６
８

７
２
土
師
器
甕

底
部
１／
２～
口
縁
全
欠

床
＋
２

６.
４

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
、
一
部
指
押
さ
え
。

指
押
さ
え
の
箇
所
は
器
壁
が
２
㎜
し
か
な
い
。

２６
9

７
２８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
原
体
押
捺
、
胴
部
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
原
体
押
捺
、
胴
部
ハ
ケ
。

２６
１０

７
２9
弥
生
甕
 
頸
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
頸
部
端
に
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２６
１２

７
２４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

金
雲
母
多
量

に
含
む

外
　
沈
線
に
よ
る
区
画
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２６
１３

７
２０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
下
の
沈
線
文
下
に
、
三
角
形
の
押
捺
文
に
よ
る
集
合
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

土
器
焼
成
か
ら
見
れ
ば
後
期
タ
イ
プ
だ
が
、
文
様
構
成
か
ら
中
期
初
頭
五
領
ヶ
台
式
系
土
器
と
考
え
ら

れ
る
。

２６
１４

７
２３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ナ
デ
。

２６
１５

７
２２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ２
／３
極
暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
に
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
突
起
、
隆
帯
に
キ
ザ
ミ
目
が
施
さ
れ
、
口
唇
部
と
口
縁
部

下
に
角
押
文
が
施
さ
れ
る
。

内
　
ナ
デ
。

２６
１６

７
２１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
下
凹
帯
に
沈
線
文
と
押
文
を
施
す
。

内
　
ナ
デ
。

２６
１７

７
２６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
に
円
形
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

２６
１８

７
２７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
下
に
半
載
竹
管
に
よ
る
爪
形
文
。

内
　
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

２６
１9

７
３０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
隆
帯
貼
り
付
け
の
上
下
に
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。
胎
土
の
金
雲
母
は
顕
著
で
な
い
。

２６
２０

７
２５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

金
雲
母
多
量

に
含
む

外
　
縄
線
に
よ
る
方
形
区
画
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２８
１

３
２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
施
文
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２9
１

４
５
土
師
器
坏
（
カ
ワ
ラ
ケ
）

１／
２弱

一
括

（
８.
６）

（
５.
０）

１.
9

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
、
底
部
静
止
糸
切
り
未
調
整
。

内
　
ロ
ク
ロ
、
底
部
静
止
糸
切
り
未
調
整
。

２9
２

４
２
土
師
器
坏
（
カ
ワ
ラ
ケ
）

口
縁
２／
３

床
＋
７

８.
１

４.
６

１.
６

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
、
底
部
回
転
糸
切
り
未
調
整
。

内
　
ロ
ク
ロ
、
底
部
回
転
糸
切
り
未
調
整
。

２9
３

４
１
土
師
器
坏
（
カ
ワ
ラ
ケ
）

底
部
完
存
～
口
縁
１／
２強

床
直

８.
８

４.
２

２.
８

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
、
底
部
回
転
糸
切
り
未
調
整
。

内
　
ロ
ク
ロ
、
底
部
回
転
糸
切
り
未
調
整
。

２9
４

４
４
土
師
器
坏
（
カ
ワ
ラ
ケ
）

底
部
完
存
～
口
縁
全
欠

一
括

４.
５

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
、
底
部
回
転
糸
切
り
未
調
整
。

内
　
ロ
ク
ロ
、
底
部
回
転
糸
切
り
未
調
整
。

底
部
外
面
に
ロ
ク
ロ
台
の
枝
の
つ
ぎ
目
の
様
な
段
が
あ
る
。

３０
１

５
３
弥
生
壺

肩
部
１／
３強

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
、
他
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
（
１０
ＹＲ
４／
６赤
色
）

３０
２

５
１
弥
生
壺

底
部
２／
３

一
括

６.
８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

３０
３

５
２
弥
生
壺

底
部
１／
３

一
括

６.
６

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３０
４

５
１５
手
捏
土
器

完
形

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
指
ナ
デ
指
整
形
。

内
　
指
ナ
デ
指
整
形
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

３０
５

５
４
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
左
手
に
よ
る
指
頭
押
捺
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

３０
６

５
７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
の
上
下
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３０
７

５
６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
施
文
後
に
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３０
８

５
５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
明
褐
色

１０
Ｒ５
／２
灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
施
文
後
に
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３０
9

５
１０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
唇
部
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
沈
線
と
縄
文
、
口
縁
部
下
に
角
押
文
押
引
き
に
よ
る

連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

３０
１０

５
１３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
折
り
返
し
に
よ
る
隆
帯
下
に
沈
線
に
よ
る
施
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

３０
１１

５
１２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
折
り
返
し
に
よ
る
隆
帯
下
に
沈
線
に
よ
る
施
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

３０
１２

５
9
縄
文
中
期
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

１
～
５
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
円
形
竹
管
に
よ
る
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

３０
１３

５
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
明
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

３１
１

１２
２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

３１
２

１２
３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

３１
３

１２
１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

３１
４

１２
４
縄
文
晩
期
鉢
形
土
器

口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
６赤
色
（
赤
彩
部
分
）

１０
ＹＲ
７／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
浮
線
網
状
文
間
に
挟
ま
れ
た
凹
部
に
赤
彩
を
施
す
。

内
　
口
唇
部
直
下
の
沈
線
内
に
赤
彩
、
他
篦
ナ
デ
。

千
網
式
土
器
。

３１
５

１２
６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
に
よ
る
舌
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３１
６

１２
１０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
と
山
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３１
７

１２
１３
縄
文
晩
期
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
浮
線
網
状
文
下
に
撚
糸
文
。

内
　
ナ
デ
。

大
洞
系
土
器
。

３１
８

１２
１４
縄
文
晩
期
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
浮
線
網
状
文
。

内
　
ナ
デ
。

大
洞
系
土
器
。

３１
9

１２
７
弥
生
公
口
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
平
行
沈
線
区
画
の
上
下
に
細
縄
文
。

内
　
ハ
ケ
。

３１
１０

１２
８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３１
１１

１２
１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
頸
部
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

３１
１２

１２
9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
頸
部
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３４
１

１１
１
土
師
器
甕

口
縁
３／
４～
胴
部
１／
３欠

床
直

（
２１
.３
）

（
７.
４）

２７
.１

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

３４
２

１１
１５
土
師
器
甑

口
縁
１／
４～
底
部
１／
２

床
直

（
２８
.４
）

１１
.０

２６
.０

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
や
や
摩
耗
。

３４
３

１１
２
土
師
器
甕

口
縁
～
胴
部
１／
２弱

床
直

（
２２
.０
）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

口
縁
部
以
外
輪
積
み
残
る
。
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号

遺
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号

旧
遺
構

番
号

実
測
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号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

３４
４

１１
３
土
師
器
甑

口
縁
１／
４

床
－３
２

（
２８
.9
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ミ
ガ
キ
。

３４
５

１１
４
土
師
器
鉢

口
縁
一
部
欠

床
直

１０
.２

８.
０

６.
１

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
一
部
指
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

３４
６

１１
５
弥
生
壺

底
部
２／
３

一
括

５.
６

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

３４
７

１１
８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
後
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

３４
８

１１
9
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

３４
9

１１
１０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
下
に
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

３４
１０

１１
１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

床
直

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
間
に
縄
文
。

内
　
摩
耗
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

３４
１１

１１
１２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
懸
垂
文
と
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

３４
１２

１１
１３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

床
直

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

３４
１３

１１
１４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

床
直

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

３５
１

１０
２
土
師
器
甕

口
縁
１／
２

床
＋
２１

１８
.４

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
ナ
デ
、
口
縁
部
ハ
ケ
、
胴
部
ハ
ケ
後
一
部
篦
ナ
デ
。

口
唇
部
面
取
り
、
口
唇
部
端
つ
ま
み
上
が
る
。

３５
２

１０
６
土
師
器
甕

底
部
１／
３

一
括

６.
０

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

３５
３

１０
４
土
師
器
坏

口
縁
１／
５欠

カ
マ
ド
の
上

１４
.６

４.
６

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

非
常
に
丁
寧
な
篦
ミ
ガ
キ
で
光
沢
が
あ
る
。

３５
４

１０
５
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１４
.４
）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

３５
５

１０
１０
弥
生
甕
 
口
縁
部

注
記
な
し

５Ｙ
Ｒ３
／２
暗
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
。

内
　
ハ
ケ
。

３５
６

１０
１１
弥
生
鉢
 
胴
部

注
記
な
し

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

３５
７

１０
9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
粗
製
土
器
。

３５
８

１０
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
同
心
円
文
と
渦
巻
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

３５
9

１０
７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

３５
１０

１０
１
土
師
器
甕

口
縁
１／
４・
底
部
１／
３欠

カ
マ
ド
内
一
括

２２
.８

７.
２

３０
.０

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
篦
ナ
デ
後
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

３５
１１

１０
３
土
師
器
深
鉢

口
縁
１／
６

一
括

（
２２
.０
）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

３６
１

２３
１
土
師
器
坏

口
縁
近
１／
８

一
括

（
１６
.０
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

３６
２

２３
２
土
師
器
坏
蓋

口
縁
部
付
近
１／
８

一
括

（
１６
.０
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。
口
唇
部
欠
く
が
器
形
的
に
蓋
以
外
考
え
ら
れ
な
い
。

３６
３

２３
３
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

３６
４

２３
４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

前
期
繊
維
式
土
器
。

３６
５

２３
５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

５４
１

６
５
弥
生
甕

口
縁
１／
５弱

一
括

（
１４
.２
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

赤
色
の
砂
粒

含
む

外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

５４
２

６
４
弥
生
台
付
甕

脚
部
１／
５弱

一
括

（
８.
０）

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
３

６
２
弥
生
甕

底
部
１／
４

一
括

（
７.
８）

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
４

６
１
弥
生
壺

底
部
２／
３

一
括

４.
５

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

１０
ＹＲ
４／
１灰
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
（
２.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色
）

５４
５

６
３
弥
生
甕

底
部
１／
４弱

一
括

（
７.
６）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
６

６
１３
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

５４
７

６
１０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

５４
８

６
１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
9

６
８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
舌
状
文
と
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
１０

６
１１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／２
暗
灰
黄
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
、
充
填
に
よ
る
舌
状
文
、
他
沈
線
の
上
下
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
一
部
に
ハ
ケ
残
る
。

５４
１１

６
１７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
褐
色

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
１２

６
１５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
、
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

５４
１３

６
9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
１４

６
１４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
縄
文
、
他
粗
い
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
１５

６
２５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

５４
１６

６
１６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
、
他
器
面
摩
耗
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
（
２.
５Ｙ
Ｒ４
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色
）

５４
１７

６
１８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
沈
線
に
よ
る
山
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５４
１８

６
２２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

勝
坂
式
土
器
？

５４
１9

６
２４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
に
よ
る
浮
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

５４
２０

６
２１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
粗
い
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

５４
２１

６
２３
縄
文
晩
期
浅
形
鉢
 
胴
部
一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
文
様
帯
。

内
　
か
な
り
丁
寧
な
篦
ナ
デ
。

沈
線
内
に
一
部
赤
彩
残
る
。

５４
２２

６
１9
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

５５
１

６Ｂ
１
弥
生
壺

胴
部
１／
６弱

床
＋
２５

（
５.
２）

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
他
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

外
面
一
部
赤
彩
（
１０
Ｙ４
／６
赤
色
）

５５
２

６Ｂ
２
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
＋
２５

２.
５Ｙ
３／
２黒
褐
色

２.
５Ｙ
４／
３オ
リ
ー
ブ
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

５５
３

６Ｂ
６
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
２５

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

０.
５～
２㎜
大

の
礫
含
む

外
　
沈
線
区
画
の
上
下
に
細
縄
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５５
４

６Ｂ
３
弥
生
甕
 
胴
部

床
＋
２５

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

５６
１

２４
６
弥
生
甕

全
体
１／
２・
胴
部
１／
２よ
り

下
部
全
欠
・
口
縁
一
部
欠
床
＋
１０

２７
.０

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
下
に
沈
線
状
の
窪
み
あ
り
、
口
縁
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
胴
部
ハ
ケ
後
篦
ミ

ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

５６
２

２４
３
弥
生
甕

口
縁
・
底
部
一
部
欠
全
体

の
８割
程
度
残

床
＋
５

１８
.５

５.
9

１８
.２

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
（
左
指
の
爪
痕
、
指
紋
一
部
残
る
）、
胴
部
篦
ナ
デ
一
部
に
条
線
状

の
ハ
ケ
残
る
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

５６
３

２４
４
弥
生
甕

口
縁
完
存
～
胴
部
３／
４

床
直

１9
.４

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
（
は
っ
き
り
と
爪
痕
残
る
）、
胴
部
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
一
部
ハ
ケ
残
る
。

５６
４

２４
２
弥
生
甕

底
部
欠

床
＋
１２

１9
.２

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

５６
５

２４
７
弥
生
壺

底
部
完
存
・
全
体
１／
２弱

床
＋
５

６.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
間
に
細
縄
文
と
棒
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
、
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５６
６

２４
５
弥
生
壺

全
体
１／
２弱
・
口
縁
全
欠

底
部
１／
４欠

床
＋
１０

７.
２

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
上
部
に
二
条
以
上
の
斜
状
の
細
縄
文
。

内
　
摩
耗
。

５６
７

２４
１
弥
生
甕

底
部
完
存
～
胴
部
１／
２

床
＋
１２

７.
５

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５６
８

２４
１２
縄
文
浅
鉢

口
縁
約
１／
9

床
直

（
２５
.８
）

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
浮
線
網
状
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

焼
成
後
外
面
か
ら
内
面
に
向
っ
て
穿
孔
さ
れ
た
径
約
７
㎜
の
穴
と
、
内
面
か
ら
外
面
に
向
っ
て
穿
孔
さ

れ
た
径
約
３
㎜
の
穴
が
あ
る
。

５６
9

２４
9
弥
生
甕

口
縁
１／
８

床
＋
１２

（
２７
.２
）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

５６
１０

２４
２７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
ハ
ケ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
ハ
ケ
。

５６
１１

２４
８
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
細
縄
文
、
他
ナ
デ
後
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５６
１２

２４
２６
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
内
外
面
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
キ
ザ
ミ
調
整
間
に
沈
線
状
の
窪
み
、
胴
部
ハ

ケ
。

内
　
胴
部
篦
ナ
デ
。

５６
１３

２４
２８
－１
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
直

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
内
外
面
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
キ
ザ
ミ
調
整
間
に
沈
線
状
の
窪
み
、
胴
部
ハ

ケ
。

内
　
胴
部
器
面
剥
離
。

５６
１４

２４
２４
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
＋
１０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
（
爪
痕
残
る
）、
胴
部
篦
ナ
デ
後
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
篦
ナ
デ
一
部
ハ
ケ
。

５６
１５

２４
２9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
棒
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
ハ
ケ
。

５６
１６

２４
２１
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
＋
５

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
下
に
沈
線
状
の
窪
み
、
他
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
。

内
　
ナ
デ
。

５６
１７

２４
２５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
櫛
描
き
文
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

５６
１８

２４
１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
櫛
描
き
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
ナ
デ
後
ハ
ケ
。

５６
１9

２１
２０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
。

内
　
口
唇
部
ナ
デ
。

５６
２０

２４
１9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
押
捺
波
状
文
。

内
　
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

５６
２１

２４
２３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
胴
部
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

５６
２２

２４
１３
縄
文
晩
期
浅
鉢
 
口
縁
部
一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
指
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

５６
２３

２４
３０
－１
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
＋
５

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
内
外
面
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
キ
ザ
ミ
調
整
間
に
沈
線
状
の
窪
み
、
胴
部
ハ

ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５６
２４

２４
１６
弥
生
壺
 
口
縁
部

床
＋
６

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
細
縄
文
、
細
縄
文
下
に
沈
線
。

内
　
ナ
デ
。

５６
２５

２４
１７
弥
生
壺
 
胴
部

床
直

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ハ
ケ
。

５６
２６

２４
１８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
ハ
ケ
。

５６
２７

２４
１５
弥
生
甕
 
胴
部

床
直

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５６
２８

２４
２２
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
後
ハ
ケ
。

５７
１

１３
１
弥
生
甕

底
部
１／
４弱

一
括

（
８.
２）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５７
２

１３
３
弥
生
壺

底
部
１／
３

一
括

（
５.
６）

７.
５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

５７
３

１３
２
弥
生
甕

底
部
１／
４強

一
括

（
６.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５７
４

１３
６
弥
生
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
面
取
り
押
捺
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

口
縁
部
径
１.
２～
０.
５㎝
程
の
焼
成
穿
孔
。

５７
５

１３
８
縄
文
晩
期
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

密
外
　
浮
線
工
字
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

大
洞
系
土
器
。

５７
６

１３
１０
縄
文
晩
期
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
浮
線
網
状
文
間
に
挟
ま
れ
た
凹
部
に
赤
彩
を
施
す
。

内
　
口
縁
部
直
下
に
一
条
の
沈
線
。

千
網
式
土
器
。

５７
７

１３
１１
縄
文
晩
期
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

（
唐
沢
遺
跡
出
土
例
に
似
て
い
る
）

５７
８

１３
9
縄
文
晩
期
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
、
口
唇
部
面
取
り
。

内
　
ナ
デ
。

大
洞
系
土
器
。

５７
9

１３
７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

５８
１

１４
１
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
１３

６.
８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５８
２

１４
８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

５８
３

１４
４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

５８
４

１４
７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

５８
５

１４
１１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。
外
面
口
唇
部
２
連
一
組
の
径
６
㎜
程
の
穿
孔
あ
り
。

５８
６

１４
５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
と
細
縄
文
施
文
以
外
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５８
７

１４
６
弥
生
壺
 
胴
部

床
－２
５

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
間
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

５８
８

１４
２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５８
9

１４
３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
下
に
細
縄
文
と
円
形
竹
管
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
施
文
以
外
赤
彩
。

５８
１０

１４
１０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

５9
１

１５
１
－
１

～
４
弥
生
壺

底
部
全
欠

床
＋
８・
１０

（
７.
８）

（
５.
８）

（
３５
.５
）
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
～
頸
部
条
線
状
の
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
３
条
の
横
方
向
の
細
縄
文
間
に
山
形
文
、

他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

接
合
は
出
来
な
い
が
図
面
上
で
実
測
。

５9
２

１５
３
－
１

～
４
弥
生
甕

口
縁
～
胴
部
１／
３残

床
＋
１２

（
２６
.２
）

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
～
７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
頸
～
胴
部
ハ
ケ
後
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

５9
３

１５
２
弥
生
壺

口
縁
～
頸
部
全
欠

胴
部
～
底
部
ほ
ぼ
完
存

床
＋
１０

７.
０

１０
ＹＲ
４／
６赤
色
７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

１
～
５
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

外
面
赤
彩
。

５9
４

１５
５
弥
生
壺

胴
部
１／
４弱
残

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
～
１０
ＹＲ
４／
４赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
沈
線
間
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
施
文
以
外
・
内
面
全
面
赤
彩
。

５9
５

１５
１５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
原
体
押
捺
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
粗
い
ハ
ケ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
ハ
ケ
。

５9
６

１５
１８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
原
体
押
捺
、
他
ハ
ケ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
ハ
ケ
。

５9
７

１５
２０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

５9
８

１５
１０
弥
生
壺
 
口
縁
部

床
＋
１２

７.
５Ｙ
Ｒ７
／４
に
ぶ
い
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
口
唇
部
２
連
一
組
の
棒
状
浮
文
貼
り
付
け
後
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
9

１５
１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

５9
１０

１５
２３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

微
砂
粒
多
含

む
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
１１

１５
２２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
１２

１５
２５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

微
砂
粒
多
含

む
外
　
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

５9
１３

１５
６
弥
生
甕
 
胴
部

床
－１
５

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

５9
１４

１５
１１
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

微
砂
粒
多
含

む
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
１５

１５
9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
～
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

微
砂
粒
多
含

む
外
　
細
縄
文
に
よ
る
舌
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
施
文
以
外
赤
彩
。

５9
１６

１５
７
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

微
砂
粒
多
含

む
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
１７

１５
２７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
と
沈
線
に
よ
る
舌
状
文
。

内
　
器
面
摩
耗
。

５9
１８

１５
２１
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
原
体
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
１9

１５
４
弥
生
甕
 
胴
部

床
＋
１０

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
２０

１５
１３
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
２１

１５
２８
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
縄
文
施
文
後
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。



︲ 2�0 ︲

新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
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５9
２２

１５
３０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

５9
２３

１５
２9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

微
砂
粒
多
含

む
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６０
１

１７
１
土
師
器
甕

胴
部
一
部
欠

床
＋
１・
床
直

１８
.８

9.
４

２７
.４

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

６０
２

１７
２
土
師
器
甕

口
縁
～
胴
部
１／
２

床
＋
１０
・
床
直

２４
.０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
一
部
ハ
ケ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

６０
３

１７
７－
１２
土
師
器
甑

口
縁
３／
４

床
＋
４

（
２６
.８
）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

口
縁
の
４
ヶ
所
に
径
７
㎜
程
の
焼
成
前
穿
孔
。

６０
４

１７
５
土
師
器
小
型
甕

口
縁
１／
４～
胴
部
１／
２弱

床
＋
４・
床
直

（
１３
.４
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

６０
５

１７
６
土
師
器
小
型
甕

胴
部
１／
２欠

床
＋
9

１５
.４

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

６０
６

１７
３
土
師
器
坏

口
縁
１／
４欠

床
直

１４
.１

５.
７

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

６０
７

１７
４
土
師
器
高
杯

脚
裾
部
一
部
欠

カ
マ
ド
内
一
括

１１
.８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

６０
８

１７
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
指
頭
押
捺
文
と
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

６１
１

１６
１
土
師
器
坏

口
縁
１／
３

床
直

（
１４
.０
）

（
８.
６）

４.
１

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

６１
２

１６
６
須
恵
器
坏
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

６１
３

１６
２
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
４／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
後
回
転
ナ
デ
。

内
　
青
海
波
磨
り
消
し
。

６１
４

１６
３
須
恵
器
甕
 
胴
部

床
＋
１

１０
Ｙ６
／１
灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６１
５

１６
４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

６１
６

１６
５
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

北
関
東
系
土
器
。

６２
１

３４
２
弥
生
壺

底
部
全
欠

床
＋
１9
.２

７.
４

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
～
口
縁
部
細
縄
文
、
頸
部
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
頸
部
上
段
綾
杉
文
以
下
流
水
文
、
胴
部
中

位
以
下
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
２

３４
３
弥
生
壺

底
部
全
欠

火
床
＋
１２

６.
３

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
頸
部
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
ハ
ケ
後
細
縄
文
な
ら
び
に
羽
状
縄
文
施
文
後

ほ
ぼ
等
間
隔
に
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
３

３４
４
弥
生
壺

口
縁
・
底
部
全
欠

火
床
＋
１１

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
頸
部
ハ
ケ
、
胴
部
縄
文
施
文
後
に
沈
線
を
施
し
沈
線
間
を
ハ
ケ
整
形
、
胴
部
中
位
付
近
細
縄
文

に
よ
る
舌
状
を
呈
す
る
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
４

３４
１
弥
生
壺

口
縁
～
頸
部
全
欠
底
部
完

存
床
＋
１２
.２

６.
７

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
胴
部
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
５

３４
７
弥
生
甕

口
縁
・
頸
部
１／
３残

火
床
＋
１２

２４
.２

１０
Ｒ４
／８
赤
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
施
文
後
棒
状
浮
文
貼
り
付
け
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

６２
６

３４
５
弥
生
甕

口
縁
１／
８

炉
内

２３
.２

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ５
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

６２
７

３４
６－
１
弥
生
甕

口
縁
１／
４

炉
内

２２
.２

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

６２
８

３４
８
弥
生
甕

胴
部
１／
６

火
床
＋
１２

５Ｙ
Ｒ３
／６
明
赤
褐
色

ＹＲ
３／
６明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。
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６２
9

３４
１２
弥
生
壺

胴
部
１／
６

一
括

５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
胴
部
中
位
に
細
縄
文
後
２
条
の
沈
線
を
入
れ
て
細
縄
文
を
磨
り
消
す
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
１０

３４
9
弥
生
壺

胴
部
１／
３

床
＋
７.
２・
＋
１３

７.
２

７.
５Ｙ
Ｒ２
／１
黒
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
上
位
に
沈
線
区
画
に
よ
る
舌
状
文
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
１１

３４
１４
弥
生
甕

底
部
１／
８

一
括

５.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／８
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
摩
耗
。

６２
１２

３４
１１
弥
生
甕

底
部
完
存

一
括

５.
０

５Ｙ
Ｒ５
／２
灰
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
器
面
剥
離
。

６２
１３

３４
１６
弥
生
甕

底
部
１／
８

火
床
＋
１２

８.
０

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

６２
１４

３４
１７
弥
生
甕

底
部
１／
２弱

一
括

６.
０

５Ｙ
Ｒ１
／６
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
１５

３４
１５
弥
生
甕

底
部
１／
２弱

一
括

６.
２

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
１６

３４
１８
弥
生
甕

底
部
３／
４弱

一
括

７.
２

７.
５Ｙ
Ｒ７
／４
に
ぶ
い
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

６２
１７

３４
１０
弥
生
甕

胴
部
１／
８

火
床
＋
１２

５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

６２
１８

３４
１３
弥
生
甕

底
部
３／
４弱

床
＋
１9
.２

１６
.８

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

６２
１9

３４
２３
弥
生
甕
 
底
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

６２
２０

３４
１9
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
８

床
＋
１9
.２

１１
.０

１０
Ｙ５
／１
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
混
線
上
の
窪
み
あ
り
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

外
面
ケ
ズ
リ
範
囲
等
不
明
。

６２
２１

３４
３７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
２２

３４
２４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

６２
２３

３４
２０
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
ハ
ケ
後
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

６２
２４

３４
２１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
ナ
デ
。

６２
２５

３４
３５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
２６

３４
４５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
一
条
の
沈
線
と
指
頭
押
捺
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
２７

３４
２６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

６２
２８

３４
３４
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
１9
.２

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
、
沈
線
に
よ
る
舌
状
文
以
外
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
２9

３４
４６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

６２
３０

３４
２７
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
１9
.２

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
２
条
の
沈
線
区
画
内
無
文
、
上
位
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
３１

３４
２８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
３２

３４
２２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
の
下
位
に
細
縄
文
と
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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遺
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番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
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器
種

出
土
位
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法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

６２
３３

３４
３２
弥
生
壺
 
胴
部

火
床
＋
１２

１０
Ｒ３
／２
暗
赤
褐
色

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
３４

３４
３０
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
１9
.２

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
施
文
以
外
赤
彩
。

６２
３５

３４
３１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／１
褐
灰
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
３６

３４
４７
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
１9
.２

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
３７

３４
４４
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
１9
.２

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
２
条
の
沈
線
区
画
外
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
３８

３４
２５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
Ｒ４
／４
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
赤
彩
。

６２
３9

３４
３３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
４０

３４
３６
弥
生
壺
 
胴
部

火
床
＋
１２

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
４１

３４
３８
－１
弥
生
壺
 
胴
部

火
床
＋
１２

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／８
赤
褐
色

良
好

密
外
　
５
条
の
平
行
沈
線
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
４２

３４
４１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
２
条
の
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

６２
４３

３４
４０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
先
端
部
指
頭
押
捺
文
、
他
角
押
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

６２
４４

３４
３9
－１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

６２
４５

３４
３9
－４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
４６

３４
３9
－２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６２
４７

３４
４３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
２
条
の
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

６３
１

３２
１
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
２８

６.
５

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
器
面
剥
離
。

６３
２

３２
３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

６３
３

３２
５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６３
４

３２
４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

６３
５

３２
７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
三
条
の
角
押
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

６３
６

３２
６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
間
を
篦
ミ
ガ
キ
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６４
１

３３
３
土
師
器
高
坏

坏
部
１／
４弱

一
括

（
１５
.０
）

１０
Ｒ５
／６
赤
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

６４
２

３３
６
土
師
器
短
頸
壺

口
縁
１／
８

一
括

（
9.
０）

５Ｙ
Ｒ４
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

６４
３

３３
１
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

（
１４
.８
）

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。



︲ 2�� ︲

新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

６４
４

３３
７
土
師
器
高
杯

裾
部
１／
８

一
括

（
１０
.８
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

６４
５

３３
４
土
師
器
高
坏

裾
部
１／
４

一
括

１０
Ｒ５
／６
赤
色

良
好

密
外
　
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

内
　
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

６４
６

３３
２２
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

１０
Ｙ３
／１
オ
リ
ー
ブ
黒
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
完
全
磨
り
消
し
。

６４
７

３３
１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

６４
８

３３
１１
弥
生
広
口
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ２
／１
黒
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
細
縄
文
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

６４
9

３３
１０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
に
よ
る
舌
状
文
間
に
細
縄
文
、
他
沈
線
文
と
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６４
１０

３３
１３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
施
文
後
条
線
状
の
篦
ナ
デ
後
横
方
向
の
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
器
面
剥
離
。

６４
１１

３３
9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
３
条
の
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

６４
１２

３３
１６
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６４
１３

３３
１７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
と
半
載
竹
管
に
よ
る
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６４
１４

３３
１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
と
櫛
描
き
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
（
器
面
や
や
摩
耗
）。

内
　
篦
ナ
デ
。

６４
１５

３３
２１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
下
に
沈
線
と
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

６５
１

３５
３５
土
師
器
甑

口
縁
１／
２強
～
底
部
一
部

欠
床
直

２４
.０

２9
.４

２４
.６

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

６５
２

３５
１－
１
土
師
器
甕

口
縁
２／
３～
底
部
全
欠

床
＋
１２

（
２０
.３
）

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

６５
３

３５
３－
１
土
師
器
甑

口
縁
１／
３

床
＋
３・
一
括

（
２６
.６
）

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
器
面
摩
耗
。

内
　
器
面
摩
耗
。

６５
４

３５
２
土
師
器
甕

口
縁
１／
２強

床
＋
３

２８
.０

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

薄
甕
。

６５
５

３５
４
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

床
＋
４

２１
.０

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

６５
６

３５
５
土
師
器
甕

口
縁
１／
４～
底
部
全
欠

カ
マ
ド
内
一
括

（
１１
.８
）

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

６５
７

３５
１１
土
師
器
壺

口
縁
ほ
ぼ
完
存

カ
マ
ド
内
一
括

9.
４

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
器
面
剥
離
。

内
　
頸
部
接
合
部
指
押
さ
え
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
器
面
摩
耗
激
し
い
が
赤
彩
の
痕
跡
残
る
。

６５
８

３５
７
土
師
器
坏

口
縁
１／
２欠

カ
マ
ド
内
一
括

１６
.9

３.
9

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

６５
9

３５
１０
土
師
器
坏

口
縁
１／
３欠

カ
マ
ド
内
一
括

１５
.４

３.
４

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

６５
１０

３５
１４
土
師
器
坏

口
縁
１／
２弱

カ
マ
ド
内
一
括

（
１５
.２
）

３.
７

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

６５
１１

３５
１７
土
師
器
坏

１／
２弱

床
直

（
１３
.４
）

６.
０

４.
０

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

６５
１２

３５
9
土
師
器
坏

口
縁
１／
４～
底
部
一
部
欠

床
＋
６

１３
.２

４.
４

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

６５
１３

３５
１３
土
師
器
坏

口
縁
１／
４弱

一
括

（
１４
.６
）

２.
５Ｙ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

６５
１４

３５
１２
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

（
１４
.０
）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

６５
１５

３５
８
土
師
器
坏

口
縁
一
部
欠

床
＋
６

１５
.０

9.
１

３.
８

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

底
部
十
字
文
の
篦
記
号
あ
り
。

６５
１６

３５
２４
須
恵
器
坏
蓋

一
括

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
回
転
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

６５
１７

３５
２５
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
５／
１黄
灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
残
る
。

６５
１８

３５
２７
弥
生
壺
 
胴
部

床
直

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
後
ナ
デ
。

６５
１9

３５
３０
弥
生
鉢
 
胴
部

注
記
な
し

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
器
面
摩
耗
。

６５
２０

３５
３１
弥
生
壺
 
胴
部

注
記
な
し

２.
５Ｙ
Ｒ３
／６
暗
赤
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６５
２１

３５
２８
弥
生
甕
 
胴
部

カ
マ
ド

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
原
体
押
捺
と
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ハ
ケ
。

６５
２２

３５
３３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

床
＋
１４

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

６５
２３

３５
３２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

床
＋
１２

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

６８
１

６9
Ｂ

２
弥
生
甕

口
縁
～
胴
部
１／
４

床
－２
・
－８
＋
３

（
２８
.０
）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

６８
２

６9
Ａ

２
弥
生
甕

口
縁
１／
４弱

床
＋
３

（
１６
.３
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

６８
３

６9
Ａ

３
弥
生
甕

口
縁
～
胴
部
１／
８

一
括

（
１３
.８
）

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

６８
４

６9
Ａ

４
弥
生
甕

口
縁
１／
５

一
括

（
１５
.２
）

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

６８
５

６9
Ａ

６
弥
生
甕

底
部
１／
３

床
＋
５

（
７.
０）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
６

６9
Ａ

８
弥
生
壺

底
部
１／
４

一
括

（
６.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
７

６9
Ｂ

４
弥
生
甕

底
部
完
存

床
－２

５.
２

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
８

６9
Ａ

７
弥
生
甕

底
部
１／
４

一
括

（
７.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
器
面
剥
離
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

６８
9

６9
Ｂ

１
土
師
器
壺

胴
部
～
底
部
１／
２

床
－８

８.
０

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
条
線
状
の
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

６８
１０

６9
Ａ

１
弥
生
ミ
ニ
チ
ュ
ア
高
杯

完
存

床
＋
３

３.
２

１.
８

３.
０

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
１１

６9
Ａ

５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

６８
１２

６9
Ｂ

9
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
－２

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

６８
１３

６9
Ａ

１５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

北
関
東
系
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

６８
１４

６9
Ａ

１６
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

北
関
東
系
土
器
。

６８
１５

６9
Ａ

１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

６８
１６

６9
Ｂ

１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
－２

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

６８
１７

６9
Ａ

１０
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
５

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
に
よ
る
舌
状
文
内
に
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
１８

６9
Ｂ

５
弥
生
壺
 
胴
部

床
－８

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
に
よ
る
舌
状
文
と
細
縄
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
１9

６9
Ａ

２３
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

北
関
東
系
土
器
。

６８
２０

６9
Ａ

１８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
激
し
い
。

６８
２１

６9
Ａ

２１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

型
式
不
明
。

６８
２２

６9
Ａ

１３
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
５

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
２３

６9
Ａ

１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
羽
状
縄
文
、
下
位
は
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
激
し
い
。

６８
２４

６9
Ａ

１１
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
５

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
後
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
２５

６9
Ａ

２０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
２６

６9
Ａ

２２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
式
土
器
。

６８
２７

６9
Ｂ

７
弥
生
壺
 
胴
部

床
－８

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
２８

６9
Ｂ

１３
弥
生
壺
 
胴
部

床
－８

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
に
よ
る
舌
状
文
と
細
縄
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
２9

６9
Ｂ

１４
弥
生
壺
 
胴
部

床
－８

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
胴
部
に
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
３０

６9
Ｂ

８
弥
生
壺
 
胴
部

床
－２

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
３１

６9
Ｂ

６
弥
生
壺
 
胴
部

床
－８

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
３２

６9
Ｂ

１０
弥
生
壺
 
胴
部

床
－８

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６８
３３

６9
Ｂ

１１
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
３

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６9
１

７０
８
弥
生
台
付
甕

底
部
完
存

一
括

３.
７

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６9
２

７０
７
弥
生
壺

口
縁
～
頸
部
の
み

一
括

３.
３

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
～
１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
粗
い
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
面
輪
積
み
痕
残
る
。

６9
３

７０
５
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
褐
橙
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
半
載
竹
管
に
よ
る
施
文
後
沈
線
区
画
上
下
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６9
４

７０
３
弥
生
甕
 
頸
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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６9
５

７０
４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６9
６

７０
６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
。

内
　
篦
ナ
デ
。

６9
７

７０
１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
施
文
後
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７０
１

２５
２
土
師
器
甑

底
部
１／
４弱

一
括

（
８.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
底
部
付
近
の
み
篦
ケ
ズ
リ
。

７０
２

２５
１
土
師
器
坏

口
縁
１／
４～
体
部
３／
４

カ
マ
ド
内
一
括
（
１３
.２
）

４.
１

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

７０
３

２５
１３
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１４
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

７０
４

２５
４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
原
体
押
捺
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ナ
デ
。

７０
５

２５
５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
口
縁
部
端
に
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
。

７０
６

２５
３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
櫛
描
き
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
後
ハ
ケ
。

７０
７

２５
６
弥
生
甕
 
口
縁
部

カ
マ
ド
内
一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

７０
８

２５
9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
系
土
器
。

７０
9

２５
７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
の
内
外
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７０
１０

２５
１０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

早
期
撚
糸
文
系
土
器
。

７０
１１

２５
１２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

カ
マ
ド
内
一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

前
期
繊
維
系
土
器
。

７０
１２

２５
１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
に
よ
る
格
子
目
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

７１
１

６６
２
土
師
器
甕

口
縁
１／
３

床
－２

（
１２
.６
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
器
面
剥
離
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

７１
２

６６
３
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

一
括

（
１５
.８
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

７１
３

６６
５
土
師
器
盤
状
坏

口
縁
１／
４

床
－２
カ
マ
ド
内

一
括

（
１9
.０
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
（
内
外
面
器
面
摩
耗
激
し
い
が
赤
彩
部
分
残
る
）。

７１
４

６６
４
土
師
器
高
杯

口
縁
１／
２弱

床
直

（
１３
.８
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
赤
彩
。

７１
５

６６
６
須
恵
器
高
台
付
坏

底
部
完
存
～
口
縁
１／
３

床
＋
１

（
１４
.６
）

１０
.８

４.
０

５Ｙ
７／
１白
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
。

杯
部
外
面
一
文
字
の
篦
記
号
。

７１
６

６６
9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
。

内
　
ナ
デ
。

内
外
面
器
面
摩
耗
激
し
い
。

７１
７

６６
１０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

カ
マ
ド
内
一
括

５Ｙ
２／
２オ
リ
ー
ブ
黒
色

良
好

金
雲
母
多
量

に
含
む

外
　
口
唇
部
下
に
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

７１
８

６６
８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
口
縁
部
下
端
に
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

７２
１

２０
２
弥
生
壺

底
部
１／
２弱

一
括

（
７.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
～
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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７２
２

２０
１
弥
生
甕

底
部
１／
２

一
括

６.
７

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７２
３

２０
３
土
師
器
高
杯

脚
部
の
み

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

７２
４

２０
８
須
恵
器
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
４／
１黄
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

７２
５

２０
６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
色

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７２
６

２０
５
弥
生
甕
 
底
部
付
近

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７３
１
土
坑
－２
9

１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

７４
１

１８
２
弥
生
壺

口
縁
１／
４

一
括

８.
０

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７４
２

１８
３
弥
生
壺

口
縁
５／
８

床
＋
７

１５
.８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
篦
ナ
デ
。

７４
３

１８
１
弥
生
甕

口
縁
全
欠
・
底
部
完
存

床
＋
１７

５.
８

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７４
４

１８
８
弥
生
壺

底
部
３／
４弱

床
＋
１７

５.
８

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

７４
５

１８
６
弥
生
甕

底
部
１／
２弱

床
＋
２１

9.
２

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

７４
６

１８
５
弥
生
甕

底
部
完
存

一
括

５.
６

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

７４
７

１８
４
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
9

４.
８

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

７４
８

１８
７
弥
生
壺

底
部
３／
４弱

床
＋
２２

７.
４

２.
５Ｙ
Ｒ２
／１
赤
黒
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
ハ
ケ
。

７４
9

１８
１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ２
／１
黒
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
ハ
ケ
。

７４
１０

１８
１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ２
／１
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７４
１１

１８
１５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７４
１２

１８
１６
－１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
波
状
文
と
櫛
描
き
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７４
１３

１８
１１
－３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
 
肩
部
に
櫛
描
き
波
状
文
と
櫛
描
き
文
。

内
 
器
面
摩
耗
。

７４
１４

１８
１６
－２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
波
状
文
と
櫛
描
き
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７４
１５

１８
１１
－２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
 
肩
部
に
櫛
描
き
波
状
文
と
櫛
描
き
文
、
下
位
に
篦
ナ
デ
。

内
 
器
面
摩
耗
。

７４
１６

１８
１１
－１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／１
褐
灰
色

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
 
肩
部
に
櫛
描
き
波
状
文
と
櫛
描
き
文
。

内
 
器
面
摩
耗
。

７４
１７

１８
１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
 
細
縄
文
間
を
ナ
デ
消
し
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７５
１

１9
１
土
師
器
甕

口
縁
１／
２

カ
マ
ド
内
一
括

２１
.０

３０
.０

１０
Ｒ４
／６
赤
色

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

粗
５
～
２
㎜

不
礫
多
量

外
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

７５
２

１9
２
土
師
器
甕

口
縁
１／
２

カ
マ
ド
内
一
括

２０
.０

２８
.１

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

粗
５
～
２
㎜

不
礫
多
量

外
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

７５
３

１9
３
土
師
器
甕

口
縁
１／
８・
胴
部
１／
２

床
＋
１２
.9
・
８.
２

床
直

（
２０
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

７５
４

１9
５
土
師
器
甕

口
縁
１／
２

一
括

（
２６
.８
）

５Ｙ
Ｒ７
／８
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ
。

７５
５

１9
６
土
師
器
甕

底
部
の
み

カ
マ
ド
内
一
括

８.
２

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
 
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７５
６

１9
４
土
師
器
坏

口
縁
１／
２

カ
マ
ド
内
一
括

１４
.４

５.
３

７.
５Ｙ
Ｒ７
／４
に
ぶ
い
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
口
唇
部
篦
ナ
デ
、
胴
部
篦
ミ
ガ
キ
。

７５
７

１9
9
土
師
器
坏

口
縁
１／
５

床
＋
１３
.9

（
１４
.４
）

２.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
 
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
篦
ミ
ガ
キ
。

７５
８

１9
７
土
師
器
甕

底
部
の
み

カ
マ
ド
内
一
括

８.
６

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
 
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７５
9

１9
８
土
師
器
甕

底
部
１／
３

一
括

9.
４

２.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７５
１０

１9
１０
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
６／
１灰
色

１０
ＹＲ
６／
１褐
灰
色

良
好

密
外
 
平
行
敲
き
。

内
 
青
海
波
磨
り
消
し
。

７５
１１

１9
１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

７５
１２

１9
１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

７５
１３

１9
２０
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７５
１４

１9
１７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
７／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
 
沈
線
区
画
内
に
羽
状
縄
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

施
文
以
外
赤
彩
。

７５
１５

１9
２１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
波
状
文
。

内
 
器
面
剥
離
。

７５
１６

１9
１６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
 
沈
線
区
画
の
上
位
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

７５
１７

１9
１５
弥
生
壺
 
頸
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
 
平
行
櫛
描
き
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
器
面
剥
離
。

７５
１８

１9
１４
弥
生
壺
 
胴
部

床
直

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
 
平
行
沈
線
に
よ
る
波
状
文
と
平
行
沈
線
文
。

内
 
器
面
剥
離
。

７５
１9

１9
１８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
縦
方
向
の
Ｓ
字
状
結
節
文
、
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７５
２０

１9
１9
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
波
状
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７５
２１

１9
１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
 
貝
殻
復
縁
文
。

内
 
器
面
摩
耗
。

７６
１

２２
１
土
師
器
鉢

口
縁
１／
２欠

床
－１
８

１５
.４

６.
４

１３
.9

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
 
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

７６
２

２２
５
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
８

一
括

（
１４
.４
）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
 
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
 
ロ
ク
ロ
整
形
。

７６
３

２２
３
土
師
器
高
杯

脚
部
完
存
～
裾
部
１／
４

床
－１
６

（
9.
８）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

内
 
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

７６
４

２２
２
土
師
器
高
杯

脚
部
完
存
～
裾
部
１／
４

床
－１
３

（
9.
８）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

内
 
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

７６
５

２２
８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

７６
６

２２
１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
－１
８

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

７６
７

２２
9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
。

内
 
ハ
ケ
。

７６
８

２２
１０
弥
生
壺
 
胴
部

床
－１
３

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７６
9

２２
１４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
４暗
褐
色

良
好

密
外
 
平
行
沈
線
文
。

内
 
器
面
剥
離
。

７６
１０

２２
１２
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
波
状
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７６
１１

２２
１１
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
波
状
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７６
１２

２２
７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
 
隆
帯
文
貼
り
付
け
後
一
部
に
角
押
文
列
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７６
１３

２２
６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
 
隆
帯
文
貼
り
付
け
後
一
部
に
角
押
文
列
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
１

２１
１０
弥
生
壺

口
縁
１／
４

一
括

１３
.０

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
口
縁
部
に
２
連
一
組
の
棒
状
浮
文
、
棒
状
浮
文
下
に
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

７７
２

２１
７
弥
生
壺

底
部
１／
３

一
括

７.
６

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
 
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
３

２１
８
弥
生
壺

底
部
１／
４

一
括

７.
２

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
篦
ナ
デ
後
粗
い
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
４

２１
9
弥
生
壺

口
縁
１／
２

一
括

８.
４

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

１
～
５
㎜
大

の
礫
多
量
に

混
入

外
 
口
唇
部
に
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
５

２１
６
弥
生
壺

底
部
１／
３弱

一
括

（
８.
０）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
 
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ミ
ガ
キ
。

７７
６

２１
１２
須
恵
器
平
瓶
又
は
横
瓶

底
部
１／
２弱

一
括

６.
２

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
色

良
好

密
外
 
ロ
ク
ロ
回
転
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
ロ
ク
ロ
整
形
、
一
部
に
自
然
釉
付
着
。

底
部
篦
記
号
。

７７
７

２１
１３
須
恵
器
甕

底
部
１／
３

一
括

８.
４

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
７／
２に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
ロ
ク
ロ
回
転
篦
ケ
ズ
リ
。
底
部
回
転
篦
切
り
。

内
 
ロ
ク
ロ
整
形
、
一
部
に
自
然
釉
付
着
。

７７
８

２１
１
土
師
器
高
杯

口
縁
２／
３

一
括

１５
.４

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

金
雲
母
混
入
外
 
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
。

７７
9

２１
２
土
師
器
坏

口
縁
１／
9

一
括

（
１３
.０
）

１０
Ｒ５
／６
赤
色
１０
Ｒ５
／８
赤
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
口
縁
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
後
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

７７
１０

２１
４
土
師
器
坏

口
縁
１／
9

一
括

（
１４
.６
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
 
口
唇
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

７７
１１

２１
１８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
他
ハ
ケ
。

内
 
ハ
ケ
。

７７
１２

２１
１9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

７７
１３

２１
２０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
と
ハ
ケ
、
他
篦
ナ
デ
。

７７
１４

２１
２８
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ７
／８
黄
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
に
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
１５

２１
１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
 
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
 
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

７７
１６

２１
２６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
多
量
に

混
入

外
 
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
１７

２１
２３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
 
沈
線
区
画
と
櫛
描
き
波
状
文
間
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
１８

２１
２２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
平
行
沈
線
文
と
櫛
描
き
波
状
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
１9

２１
２４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
 
櫛
描
き
波
状
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
２０

２１
２５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
礫
混
入

外
 
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
２１

２１
２9
土
師
器
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
 
ハ
ケ
。

内
 
篦
ナ
デ
。

７７
２２

２１
３０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
 
縄
文
。

内
 
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

７７
２３

２１
３１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
上
に
施
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７9
１

３７
１
土
師
器
甕

口
縁
１／
３欠

床
＋
４・
＋
６.
５

床
直

２２
.５

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

７9
２

３７
６
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

一
括

（
１２
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

７9
３

３７
７
弥
生
鉢

底
部
完
存

一
括

５.
１

１０
ＹＲ
４／
３褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
一
部
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

７9
４

３７
５
土
師
器
坏

全
体
１／
４

床
＋
４

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

７9
５

３７
４
土
師
器
坏

口
縁
一
部
欠

床
＋
５

１３
.9

４.
５

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

７9
６

３７
８
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

（
１１
.9
）

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
赤
彩
。

７9
７

３７
１３
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
４

床
直

（
１１
.０
）

４.
１

２.
５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
、
天
井
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
（
逆
時
計
回
転
）。

内
　
ロ
ク
ロ
、
天
井
部
ナ
デ
。

７9
８

３７
２
土
師
器
高
杯

ほ
ぼ
完
形

カ
マ
ド
内
一
括

１５
.８

１０
.４

１０
.9

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
端
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

７9
9

３７
３
土
師
器
鉢

口
縁
１／
２弱

カ
マ
ド
粘
土
密

着
（
１３
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

７9
１２

３７
１６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

７9
１３

３７
１５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

７9
１４

３７
１８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
間
に
半
載
竹
管
文
。

内
　
ナ
デ
。

７9
１５

３７
１9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
？
時
期
不
明
。

７9
１６

３７
１７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
縁
部
に
２
ヶ
所
の
突
起
。

内
　
ナ
デ
。

８２
１

７２
３
弥
生
甕

口
縁
～
胴
部
１／
４弱

床
直

（
２０
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
頸
～
胴
部
丁
寧
な
篦
ナ
デ
後
胴
部
下
端
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
～
胴
部
丁
寧
な
篦
ナ
デ
。

８２
２

７２
６
弥
生
壺

口
縁
１／
８

一
括

（
１9
.０
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
～
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
細
縄
文
、
口
縁
下
端
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
羽
状
縄
文
と

３
連
の
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
赤
彩
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

８２
３

７２
４
弥
生
甕

底
部
１／
４

一
括

（
８.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

８２
４

７２
１
弥
生
壺

底
部
ほ
ぼ
完
存

床
＋
４

７.
５

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
に
ぶ
い
橙
～
２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
後
底
部
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
一
部
赤
彩
。

８２
５

７２
８
土
師
器
甕

口
縁
１／
８強

一
括

（
１７
.６
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
。

８２
６

７２
５
弥
生
鉢

胴
部
１／
８

一
括

（
２１
.４
）

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
～
２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
ナ
デ
、
口
縁
部
細
縄
文
、
体
部
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
体
部
赤
彩
。

８２
７

７２
２
弥
生
高
杯

坏
部
・
口
縁
部
１／
２弱
欠

床
＋
４

（
１７
.４
）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
。

８２
８

７２
７
弥
生
甕

底
部
１／
８

一
括

（
５.
２）

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

８２
9

７２
１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

８４
１

３６
６
土
師
器
甕

口
縁
～
胴
部
１／
４弱

一
括

（
１２
.０
）

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
。

８４
２

３６
２
弥
生
壺

口
縁
～
頸
部
の
み

床
＋
４

9.
０

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
、
他
器
面
剥
離
激
し
い
。

８４
３

３６
１
弥
生
壺

底
部
完
存

床
＋
７.
５

６.
０

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

８４
４

３６
５
土
師
器
台
付
甕

脚
部
１／
４弱

一
括

（
１０
.６
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

径
０.
６㎜
の
穿
孔
あ
り
。

８４
５

３６
３
弥
生
壺

底
部
１／
２弱

一
括

（
７.
０）

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

８４
６

３６
７
弥
生
甕

底
部
１／
４弱

一
括

（
７.
０）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

８４
７

３６
４
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
３.
５

５.
８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

８４
８

３６
８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
キ
ザ
ミ
目
、
他
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
指
押
さ
え
に
よ
る
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

８４
9

３６
9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
、
輪
積
み
痕
残
る
。

８４
１０

３６
１０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
下
端
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

８４
１１

３６
１１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
黄
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

８４
１２

３６
１８
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
＋
３.
５

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
後
ナ
デ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
篦
ナ
デ
。

８４
１３

３６
１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
に
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
キ
ザ
ミ
目
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
に
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
キ
ザ
ミ
目
、
他
篦
ナ
デ
。

８４
１４

３６
１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ

８４
１５

３６
１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
３
段
の
輪
積
み
。

内
　
篦
ナ
デ
。

８４
１６

３６
１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

８４
１７

３６
１６
－６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
に
よ
る
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。



︲ 2�2 ︲

新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

８４
１８

３６
１６
－５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
上
位
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

８４
１9

３６
１６
－３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
～
１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
上
位
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

８４
２０

３６
１６
－１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
に
よ
る
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

８４
２１

３６
２３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
深
い
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

三
戸
式
土
器
。

８４
２２

３６
１５
土
師
器
台
付
甕

脚
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

８４
２３

３６
２１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

８４
２４

３６
１６
－２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
２
連
一
組
の
凸
帯
貼
り
付
け
、
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
に
よ
る
区
画
内
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

８４
２５

３６
２２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

８9
１
土
坑
－３
５

１
弥
生
壺

底
部
１／
４弱

一
括

（
６.
８）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

Ｓ－
６落
ち
込
み
１
～
７

８9
２
土
坑
－３
５

６
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

８9
３
土
坑
－３
５

２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
の
前
後
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

８9
４
土
坑
－３
５

５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
綾
杉
文
。

内
　
ナ
デ
。

８9
５
土
坑
－３
５

４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

８9
６
土
坑
－３
５

７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

9０
１

２9
１
土
師
器
甕

口
縁
１／
８～
胴
部
１／
８

床
－２

（
１２
.８
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

9０
２

２9
２
土
師
器
鉢

口
縁
１／
４

床
＋
２

（
１２
.６
）

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

9０
３

２9
３
土
師
器
高
杯

口
縁
１／
４

床
＋
１.
５

（
１３
.４
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
は
輪
積
み
痕
が
残
る
ほ
ど
雑
に
造
ら
れ
る
が
、
内
面
は
非
常
に
丁
寧
な
造
り
、
内
外
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
激
し
い
。

9０
４

２9
４
須
恵
器
坏
蓋

天
井
部
１／
４強

一
括

５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
天
井
部
付
近
よ
り
回
転
篦
ケ
ズ
リ
、
天
井
部
平
に
仕
上
げ
る
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
天
井
部
付
近
一
方
向
の
ナ
デ
。

湖
西
産
須
恵
器
。

9０
５

２9
５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ナ
デ
。

9０
６

２9
６
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

9０
７

２9
８
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9０
８

２9
７
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9０
9

２9
１１
弥
生
甕
 
胴
部

床
－２

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
と
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
摩
耗
。

9０
１０

２9
１４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

諸
磯
Ｂ
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

9０
１１

２9
１２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

諸
磯
Ｂ
式
土
器
。

9０
１２

２9
１３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
山
形
文
が
器
面
全
域
に
施
さ
れ
る
。

内
　
剥
離
。

諸
磯
Ｂ
式
土
器
。

9０
１３

２9
１０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
棒
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

9０
１４

２9
9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
棒
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
と
角
押
文
に
よ
る
文
様
帯
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

9１
１

２８
１
土
師
器
短
頸
壺

底
部
全
欠

床
＋
３

9.
１

１０
Ｒ４
／４
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

外
全
面
・
内
面
口
縁
部
赤
彩
。

9１
２

２８
２
土
師
器
鉢
型
土
器

口
縁
一
部
欠

床
＋
２.
５

１５
.８

４.
８

７.
１

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

9１
３

２８
４
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

カ
マ
ド
内
一
括

（
１４
.２
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

9１
４

２８
３
土
師
器
坏

口
縁
一
部
欠

床
＋
２

１４
.２

４.
６

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
に
近
い
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

9１
５

２８
５
土
師
器
坏

口
縁
１／
８弱

床
－６
.５

（
１３
.４
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

9１
６

２８
７
弥
生
甕

底
部
１／
３

一
括

（
9.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
器
面
剥
離
。

9１
７

２８
６
弥
生
甕

底
部
完
存

一
括

５.
８

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

9１
８

２８
１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ

9１
9

２８
１9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ナ
デ
。

9１
１０

２８
２１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
Ｓ
字
状
結
節
文
と
撚
糸
文
。

内
　
ナ
デ
。

9１
１１

２８
２０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

9１
１２

２８
１７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
櫛
描
き
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

9１
１３

２８
１６
弥
生
広
口
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

9１
１４

２８
２６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
と
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
ナ
デ
。

9１
１５

２８
２７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
文
。

内
　
ナ
デ
。

早
期
撚
糸
文
系
土
器
。

9１
１６

２８
１２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
文
。

内
　
ナ
デ
。

早
期
撚
糸
文
系
土
器
。

9１
１７

２８
２２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9１
１８

２８
２４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
文
。

内
　
ナ
デ
。

早
期
撚
糸
文
系
土
器
。

9１
１9

２８
２３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9１
２０

２８
２５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

9２
１

２７
２
土
師
器
甕

ほ
ぼ
完
存

カ
マ
ド
内
一
括

１５
.３

４.
４

２６
.３

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

9２
２

２７
３
土
師
器
甕

口
縁
～
胴
部
１／
２

床
＋
9

１５
.０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

9２
３

２７
１
土
師
器
甕

口
縁
完
存
～
胴
部
１／
４

カ
マ
ド
内
一
括

１２
.２

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

9２
４

２７
４
土
師
器
坏

全
体
２／
３

カ
マ
ド
内
一
括

１５
.５

５.
9

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

9２
５

２７
５
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１２
.４
）

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

9２
６

２７
７
弥
生
坩

口
縁
１／
４

カ
マ
ド
内
一
括

（
８.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
篦
ナ
デ
。

9２
７

２７
9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
後
ナ
デ
。

9２
８

２７
８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
２
段
の
細
縄
文
。

内
　
ハ
ケ
後
一
部
指
ナ
デ
。

9２
9

２７
１０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

２
㎜
大
の
礫

含
む

外
　
縄
文
施
文
後
棒
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9２
１０

２７
１３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
間
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

9２
１１

２７
１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

金
雲
母
混
入
外
　
流
帯
に
そ
っ
て
角
押
文
と
竹
管
文
の
連
続
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

9３
１

２６
１
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

カ
マ
ド
内
一
括

（
１６
.４
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
、
や
や
摩
耗
。

9３
２

２６
２
土
師
器
坏

口
縁
１／
４～
底
部
１／
４

カ
マ
ド
内
一
括
（
１５
.４
）

４.
５

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
、
や
や
摩
耗
。

9３
３

２６
３
土
師
器
坏

口
縁
１／
６

一
括

（
１３
.４
）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

9３
４

２６
５
土
師
器
坏

口
縁
１／
６

床
＋
５

（
１２
.４
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
、
一
部
摩
耗
。

9３
５

２６
８
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
２／
３

カ
マ
ド
内
一
括

１５
.３

３.
１

２.
５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
天
井
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
後
宝
珠
つ
ま
み
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

外
面
歪
む
。

9３
６

２６
9
須
恵
器
高
台
付
き
坏

口
縁
１／
３～
底
部
１／
３

床
＋
３

（
１４
.２
）

（
9.
４）

３.
８

２.
５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
天
井
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

底
部
が
高
台
よ
り
突
出
す
る
。
伊
場
Ａ
類
８
Ｃ
第
１
～
第
２
。

9３
７

２６
１１
須
恵
器
大
甕
 
胴
部

床
＋
５.
５

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
ナ
デ
（
青
海
波
磨
り
消
し
）。

9３
８

２６
１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
頸
部
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9３
9

２６
１４
弥
生
広
口
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

良
好

密
外
　
原
体
押
捺
。

内
　
篦
ナ
デ

9３
１０

２６
１７
土
師
器
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
６褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

9３
１１

２６
１9
土
師
器
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
６褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

9３
１２

２６
１６
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
原
体
押
捺
。

内
　
篦
ナ
デ
。

北
関
東
系
土
器
。

9３
１３

２６
１８
土
師
器
甕
 
胴
部

カ
マ
ド
内
一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
面
器
面
摩
耗
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

9３
１４

２６
１５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
間
に
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9３
１５

２６
２１
土
師
器
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9３
１６

２６
２２
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
明
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9３
１７

２６
２０
土
師
器
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9３
１８

２６
３０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

9３
１9

２６
３１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
縁
部
文
様
帯
の
度
合
い
が
強
く
、
お
そ
ら
く
高
い
山
形
把
手
が
つ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

9３
２０

２６
３５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
唇
部
に
粘
土
紐
貼
り
付
け
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

9３
２１

２６
２６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

胎
土
に
繊
維

含
む

外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
混
入
系
土
器
。

9３
２２

２６
２５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
隆
線
貼
り
付
け
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

9３
２３

２６
３２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
の
隆
帯
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

9３
２４

２６
３６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

9３
２５

２６
３４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

9３
２６

２６
２７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
混
入
系
土
器
。

9３
２７

２６
２9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
円
形
突
帯
の
周
囲
に
角
押
文
と
鋸
歯
状
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

勝
坂
式
土
器
。

9３
２８

２６
２８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
混
入
系
土
器
。

9３
２9

２６
２３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
浮
線
網
状
紋
風
の
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

千
網
式
土
器
。

9３
３０

２６
２４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
浮
線
網
状
紋
風
の
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

千
網
式
土
器
。

9４
１

３１
１
土
師
器
甕

口
縁
１／
３～
胴
部
１／
３

カ
マ
ド
左
袖
内
（
１７
.４
）

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

9４
２

３１
２
土
師
器
甕

口
縁
１／
３

床
直

（
１６
.０
）

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
。

9４
３

３１
５
土
師
器
高
杯

坏
部
・
裾
部
欠

床
＋
１３

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
指
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

9４
４

３１
８
土
師
器
甑
取
手
部

胴
部
完
欠

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
指
ナ
デ
指
整
形
。

取
手
部
長
５.
７㎝
幅
３.
０㎝
厚
さ
３.
０㎝
。

9４
５

３１
9
弥
生
甕

底
部
完
存

一
括

８.
０

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

9４
６

３１
６
土
師
器
甕

底
部
完
存

床
＋
２０
.５

５.
８

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
摩
耗
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9４
７

３１
７
土
師
器
甕

底
部
完
存

一
括

４.
４

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

9４
８

３１
３
土
師
器
坏

口
縁
１／
１６

一
括

（
１４
.２
）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

9４
9

３１
４
土
師
器
高
杯

裾
１／
４～
脚
部
完
存

一
括

（
１３
.７
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
、
裾
部
ナ
デ
。

内
　
指
掻
き
取
り
、
裾
部
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

9４
１０

３１
１０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
ハ
ケ
。

9４
１１

３１
１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
。

9４
１２

３１
１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

9４
１３

３１
１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
括
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
。
ハ
ケ
。

9４
１４

３１
１１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
。
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
。
篦
ナ
デ
。

9４
１５

３１
１５
弥
生
深
鉢
？
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
爪
な
い
し
は
篦
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

9４
１６

３１
１６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
９
条
以
上
の
平
行
沈
線
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9４
１７

３１
１７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

床
＋
１３

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

細
い
金
雲
母

含
む

外
　
口
唇
部
沈
線
を
挟
ん
で
両
端
に
キ
ザ
ミ
目
を
施
し
、
口
縁
部
は
３
条
の
貝
殻
復
縁
文
を
施
す
。

内
　
ナ
デ
。

9４
１８

３１
１８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

9５
１

３０
１
弥
生
壺

ほ
ぼ
完
形

一
括

（
３.
７）

５.
６

１７
.８

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

微
砂
粒
含
む
外
　
口
縁
部
器
面
摩
耗
、
頸
部
篦
ミ
ガ
キ
、
頸
部
下
端
に
原
体
押
捺
に
よ
る
羽
状
文
、
胴
部
中
央
は

沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
を
施
す
舌
状
文
、
脚
下
端
は
篦
ミ
ガ
キ
、
底
部
付
近
ハ
ケ
。

内
面
は
計
測
不
可
能
。

9５
２

３０
２
弥
生
壺

胴
部
１／
３残

床
直

１０
ＹＲ
４／
６赤
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
胴
部
ハ
ケ
後
横
方
向
の
細
縄
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9５
３

３０
４
弥
生
壺

底
部
完
存

一
括

３.
9

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9５
４

３０
３
土
師
器
甕

底
部
完
存

一
括

４.
４

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9５
５

３０
７
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
＋
１３

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
条
線
状
の
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
（
条
線
状
）。

9５
６

３０
６
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
ナ
デ
。

9５
７

３０
１１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
２黄
褐
色

良
好

微
砂
粒
含
む
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

9５
８

３０
２５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

注
記
な
し

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
貝
殻
復
縁
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

輪
積
み
痕
残
る
。

9５
9

３０
１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
櫛
描
き
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

9５
１０

３０
１２
弥
生
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

9５
１１

３０
１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

9５
１２

３０
５
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
＋
１３

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
条
線
状
の
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

右
手
親
指
爪
痕
あ
り
。

9５
１３

３０
８
弥
生
甕
 
胴
部

床
＋
１３

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

9５
１４

３０
9
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ハ
ケ
。

9５
１５

３０
１9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
と
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9５
１６

３０
１０
弥
生
甕
 
胴
部

注
記
な
し

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
器
面
摩
耗
。

9５
１７

３０
２３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
貝
殻
復
縁
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9５
１８

３０
２２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
施
文
後
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

9５
１9

３０
２０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
白
色
礫
含

む
外
　
平
行
沈
線
に
よ
る
集
合
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

9５
２０

３０
２１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

１～
３.
５㎜
大

の
礫
含
む

外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

浮
島
系
式
土
器
。

9５
２１

３０
１７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

前
期
繊
維
式
土
器
。

9５
２２

３０
２４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

注
記
な
し

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

9５
２３

３０
１８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
平
行
沈
線
に
よ
る
集
合
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

9５
２４

３０
１６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

注
記
な
し

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

浮
島
系
式
土
器
。

9５
２５

３０
１５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
施
文
後
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

9６
１

４２
１
弥
生
壺

全
体
１／
３欠

床
＋
７

１０
.9

（
７.
６）

４１
.１

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
～
底
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
篦
ナ
デ
、
他
摩
耗
激
し
く
不
明
。

9６
２

４２
７
弥
生
甕

口
縁
１／
４弱

床
＋
７

（
３３
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
篦
ナ
デ
。

9６
３

４２
４
弥
生
甕

口
縁
～
胴
部
１／
４強

床
＋
７

（
２３
.８
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

9６
４

４２
５
弥
生
甕

底
部
ほ
ぼ
完
存
胴
部
１／
５
床
＋
４.
５

８.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
、
摩
耗
激
し
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9６
５

４２
３
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
７.
５

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

５Ｙ
３／
２オ
リ
ー
ブ
黒
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9６
６

４２
9
弥
生
甕

底
部
１／
４欠

一
括

６.
５５

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

9６
７

４２
８
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
８

８.
２

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
小
石
含
む
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

9６
８

４２
１０
弥
生
甕

底
部
１／
４強

一
括

（
６.
４）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9６
9

４２
１２
弥
生
壺

口
縁
１／
４強

一
括

（
７.
８）

５Ｙ
Ｒ４
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9６
１０

４２
１３
弥
生
小
甕

一
括

（
１１
.４
）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

頸
部
に
径
０.
４㎜
の
穿
孔
あ
り
。

9６
１１

４２
２
弥
生
小
甕

口
縁
３／
４強
欠

床
＋
６

（
１４
.７
）

４.
８

１３
.０

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

9６
１２

４２
１１
弥
生
甕

底
部
完
存

一
括

４.
２

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

9６
１３

４２
６
弥
生
甕

底
部
１／
２弱

床
＋
３

9.
２

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
指
押
さ
え
の
痕
あ
り
。

9６
１４

４２
１9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
口
縁
下
端
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他

ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

9６
１５

４２
１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

9６
１６

４２
１８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
軽
い
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

9６
１７

４２
１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
２／
１黒
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

9６
１８

４２
１６
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
軽
い
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

9６
１9

４２
２０
弥
生
甕
 
胴
部

床
＋
１４

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

9６
２０

４２
２２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
に
よ
る
舌
状
文
内
に
細
縄
文
、
細
縄
文
の
下
位
に
沈
線
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9６
２１

４２
２３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
２
本
の
沈
線
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9６
２２

４２
２１
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9６
２３

４２
１５
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9６
２４

４２
２４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

床
＋
２.
５

２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

２.
５Ｙ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
と
彫
刻
文
手
法
の
三
角
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

9７
１

３８
３０
弥
生
甕

口
縁
１／
４弱

一
括

（
２７
.０
）

１０
ＹＲ
２／
１黒
色

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

9７
２

３８
２9
弥
生
鉢

口
縁
１／
８強

一
括

（
２７
.０
）

２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
～
１０
ＹＲ
４／
６褐
色

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

9７
３

３８
１
弥
生
壺

底
部
完
存
・
胴
部
１／
４

床
＋
9

５.
６

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
底
部
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

底
部
焼
成
後
０.
9～
１.
８㎝
の
穿
孔
。

9７
４

３８
２
弥
生
甕

口
縁
１／
４

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、。

9７
５

３８
３
弥
生
甕

底
部
完
存

床
＋
８

７.
２

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

２
～
５
㎜
大

の
小
石
含
む
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9７
６

３８
４
弥
生
甕

底
部
１／
４欠

床
－１
６

７.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9７
７

３８
５
弥
生
甕

底
部
１／
２強

一
括

６.
４

５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9７
８

３８
６
弥
生
壺

口
縁
１／
４

一
括

（
9.
１５
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9７
9

３８
１２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
～
７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

9７
１０

３８
１０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

9７
１１

３８
１４
－１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

9７
１２

３８
２２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。
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9７
１３

３８
１５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

9７
１４

３８
１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

9７
１５

３８
２３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

9７
１６

３８
１６
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
～
１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
～
口
縁
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
赤
彩
。

9７
１７

３８
１１
弥
生
甕
 
口
縁
部

床
－１
６

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
～
７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

9７
１８

３８
２１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
一
条
の
沈
線
を
挟
ん
で
上
下
に
綾
杉
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9７
１9

３８
１７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
以
下
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9７
２０

３８
１9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
～
１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
の
上
位
に
円
形
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

9７
２１

３８
２０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
～
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
間
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
施
文
以
外
赤
彩
。

9７
２２

３８
１８
弥
生
壺
 
胴
部

床
直

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

9８
１

７１
１
土
師
器
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ２
／３
極
暗
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
器
面
剥
離
。

9８
２

７１
２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
斜
条
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

99
１

４３
３
土
師
器
甕

口
縁
～
胴
部
一
部
欠

床
＋
５

１６
.２

７.
２

２８
.9

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ハ
ケ
後
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ハ
ケ
後
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

99
２

４３
１２
土
師
器
甑

口
縁
１／
４～
底
部
１／
３

床
＋
１３
.５

・
＋
１８

（
１７
.２
）

（
３.
８）

２２
.６

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
篦
ナ
デ
後
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

99
３

４３
５
土
師
器
甕

胴
部
一
部
欠

床
＋
５

１５
.３

５.
１

２３
.１

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
部
分
的
に
一
部
に
ミ
ガ
キ
が
入
る
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

99
４

４３
７
土
師
器
甕

口
縁
１／
２強

一
括

１６
.８

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

99
５

４３
２
土
師
器
甑

口
縁
～
胴
部
一
部
欠

床
＋
３・
＋
４

・
＋
9

２２
.４

８.
０

２６
.５

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

99
６

４３
４
土
師
器
甑

胴
部
一
部
欠

床
＋
０.
５

１７
.２

６.
０

２５
.０

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
粗
い
篦
ナ
デ
（
篦
ケ
ズ
リ
に
近
い
）
後
中
位
～
底
部
篦
ミ
ガ
キ
。

99
７

４３
６－
２
土
師
器
甕

口
縁
完
存
～
胴
部
１／
２

床
＋
５

１６
.０

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

８
と
同
一
個
体
と
思
わ
れ
た
が
実
測
の
結
果
別
個
体
。

99
８

４３
６－
１
土
師
器
甕

底
部
完
存
か
ら
胴
部
１／
２
床
＋
５

７.
０

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

７
と
同
一
個
体
と
思
わ
れ
た
が
実
測
の
結
果
別
個
体
。

99
9

４３
１
土
師
器
壺

口
縁
ほ
ぼ
完
存

床
＋
１１

１７
.４

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
篦
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
～
頸
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

99
１０

４３
８
土
師
器
甕
口
縁
１／
２弱

床
＋
１８
.０

（
１５
.２
）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
面
に
輪
積
み
痕
残
る
。

99
１１

４３
１０
－１
土
師
器
折
り
返
し
口
縁
壺

口
縁
１／
４弱

一
括

（
１７
.８
）

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

99
１２

４３
１１
土
師
器
甑

底
部
３／
４

床
＋
４・
＋
１８
カ

マ
ド
内
一
括

６.
０

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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99
１３

４３
9
土
師
器
甕

底
部
完
存

床
＋
３・
＋
４・
＋

9・
＋
１２
・
＋
１８

５.
４

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

５
㎜
大
の
礫

目
立
つ

外
　
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

99
１４

４３
１３
土
師
器
鉢

口
縁
１／
３欠

床
＋
２

１６
.２

４.
３

６.
５

１０
Ｒ４
／４
赤
褐
色

良
好

密
外
　
非
常
に
丁
寧
な
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
。

99
１５

４３
１４
土
師
器
坏

口
縁
１／
４欠

床
＋
０.
５

・
＋
１６
.５

１７
.０

６.
３

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
面
赤
彩
・
外
面
体
部
１／
２赤
彩
。

99
１６

４３
１７
土
師
器
坏

全
体
２／
３残

床
＋
２.
５・
＋
３

・
－１
.５

１５
.２

４.
８

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

99
１７

４３
１５
土
師
器
坏

口
縁
１／
２強

床
＋
１１

・
＋
１６
.５

１４
.８

５.
６

１０
Ｒ４
／６
赤
色
（
赤
彩
範
囲
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色
（
赤
彩
以
外
）

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
（
器
面
摩
耗
）。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
（
器
面
摩
耗
）。

内
面
赤
彩
・
外
面
体
部
２／
３強
赤
彩
。

99
１８

４３
１9
土
師
器
坏

口
縁
１／
３

一
括

（
１５
.６
）

１０
Ｒ３
／６
暗
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

99
１9

４３
２０
土
師
器
坏

口
縁
１／
１６
～
底
部
１／
２

床
＋
３・
＋
１３
.５
（
１４
.４
）

１０
Ｒ５
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

99
２０

４３
１８
土
師
器
坏

口
縁
１／
３

床
＋
１８

（
１５
.８
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
丁
寧
な
篦
ナ
デ
。

内
　
丁
寧
な
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

99
２１

４３
１６
土
師
器
坏

口
縁
１／
５

床
＋
１８

（
１７
.０
）

１０
Ｒ４
／６
赤
～
７.
５Ｙ
Ｒ２
／１
黒
色

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
面
赤
彩
・
外
面
２／
３赤
彩
。
底
部
に
キ
の
字
状
の
線
刻
あ
り
。

99
２２

４３
２１
土
師
器
高
杯

脚
部
の
み

一
括

１０
Ｒ５
／６
赤
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
脚
部
篦
掻
き
取
り
、
裾
部
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

99
２３

４３
２２
土
師
器
高
杯

脚
部
の
み

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
脚
部
指
掻
き
取
り
、
裾
部
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

99
２9

４３
２9
須
恵
器
甕
 
胴
部

カ
マ
ド
密
着

５Ｙ
４／
１灰
色

５Ｙ
５／
３灰
オ
リ
ー
ブ
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
磨
り
消
し
、
自
然
釉
付
着
。

99
３０

４３
３０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
縄
文
原
体
押
捺
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

99
３１

４３
３４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

床
＋
０.
５

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
下
に
平
行
沈
線
と
懸
垂
文
、
他
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

NＯ
－３
２と
同
一
個
体
（
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
）

99
３２

４３
３２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

床
＋
３

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
下
に
平
行
沈
線
と
懸
垂
文
、
他
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

NＯ
－３
１と
同
一
個
体
（
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
）

99
３３

４３
３１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
間
に
半
載
竹
管
に
よ
る
爪
形
文
。

内
　
ナ
デ
。

NＯ
－３
４と
同
一
個
体
。（
諸
磯
式
土
器
）

99
３４

４３
３３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
間
に
半
載
竹
管
に
よ
る
爪
形
文
。

内
　
ナ
デ
。

NＯ
－３
３と
同
一
個
体
。（
諸
磯
式
土
器
）

99
３５

４３
２８
土
師
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
頸
～
胴
部
へ
移
行
す
る
外
面
に
鋭
利
な
刃
物
を
と
い
だ
様
な
擦
痕
が
あ
る
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１０
０

１
４４

２
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

一
括

（
１9
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
０

２
４４

３
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

（
9.
9）

３.
５

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
０

３
４４

１
土
師
器
鉢

口
縁
１／
６～
底
部
完
存

カ
マ
ド
内
一
括
（
２１
.４
）

４.
８

9.
１

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
０

４
４４

１０
縄
文
深
鉢
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
と
ル
ー
プ
文
。

内
　
ナ
デ
。

関
山
式
土
器
。

１０
０

５
４４

１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
と
平
行
沈
線
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

NＯ
－9
・
１３
と
同
一
個
体
。

１０
０

６
４４

６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。
NＯ
－１
２・
８と
同
一
個
体
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１０
０

７
４４

１８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

１０
０

８
４４

9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
に
よ
る
山
形
文
と
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。
NＯ
－６
・
１２
同
一
個
体
。

１０
０

9
４４

８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
と
平
行
沈
線
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

NＯ
－５
・
１３
と
同
一
個
体
。

１０
０

１０
４４

７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
に
よ
る
舌
状
文
と
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１０
０

１１
４４

１６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

繊
維
目
だ
た

な
い

外
　
縄
文
と
ル
ー
プ
文
。

内
　
摩
耗
。

関
山
式
土
器
。

１０
０

１２
４４

５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。
NＯ
－６
・
８と
同
一
個
体
。

１０
０

１３
４４

１３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
と
平
行
沈
線
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

NＯ
－9
・
５と
同
一
個
体
。

１０
０

１４
４４

１１
土
師
器
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１０
０

１５
４４

１４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
間
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

浮
島
系
土
器
。

１０
０

１６
４４

１9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
貝
殻
復
縁
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

１０
０

１７
４４

１７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
隆
帯
に
キ
ザ
ミ
目
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

１０
０

１８
４４

１５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
貝
殻
復
縁
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

浮
島
系
土
器
。

１０
１

１
４１

４
土
師
器
甕

口
縁
～
胴
部
１／
２

カ
マ
ド
密
着

１３
.０

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
縦
方
向
の
篦
ケ
ズ
リ
後
横
方
向
の
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
（
篦
ケ
ズ
リ
に
近
い
篦
ナ
デ
）。

外
面
・
内
面
口
縁
部
赤
彩
。

１０
１

２
４１

１０
土
師
器
高
杯

口
縁
１／
６

カ
マ
ド
内
一
括

２０
.８

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１０
１

３
４１

５
土
師
器
壺

口
縁
部
３／
４

一
括

１６
.０

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
～
頸
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
～
頸
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
１

４
４１

9
土
師
器
高
杯

ほ
ぼ
完
形

カ
マ
ド
内
一
括

１６
.０

１０
.８

１２
.０

１０
Ｒ４
／８
赤
色
（
坏
部
）

１０
Ｒ４
／８
赤
～
２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色
（
脚
部
）

良
好

密
外
　
坏
部
篦
ナ
デ
、
脚
部
篦
ナ
デ
。

内
　
坏
部
篦
ナ
デ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
。

外
面
・
坏
部
内
面
赤
彩
。
接
合
技
法
は
ホ
ゾ
方
式
。

１０
１

５
４１

１１
土
師
器
坏

口
縁
部
１／
６弱

一
括

１５
.２

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１０
１

６
４１

８
土
師
器
坏

ほ
ぼ
完
形

カ
マ
ド
密
着

１６
.３

１.
４

６.
０

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
口
縁
～
体
部
中
位
篦
ナ
デ
、
底
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。
外
面
意
味
不
明
の
線
刻
あ
り
。

１０
１

７
４１

１２
土
師
器
高
杯

脚
部
１／
２弱

床
＋
２６
.０

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
脚
部
篦
ナ
デ
。

内
　
脚
部
指
掻
き
取
り
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

１０
１

１０
４１

２
土
師
器
甕

ほ
ぼ
完
形

床
－１
.５

１８
.７

７.
６

３１
.４

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
上
位
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
、
下
位
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
。

１０
１

１１
４１

３
土
師
器
甕

ほ
ぼ
完
形

床
－２
.５

１４
.４

５.
０

２４
.４

１０
Ｒ５
／６
赤
色

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
後
一
部
指
押
さ
え
、
胴
部
上
位
篦
ナ
デ
、
下
位
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

胴
部
中
位
に
一
部
油
煙
付
着
、
底
部
付
近
は
非
常
に
丁
寧
な
ナ
デ
（
ナ
デ
の
単
位
不
明
）。

１０
１

１２
４１

７
土
師
器
甑

ほ
ぼ
完
形

床
＋
３・
＋
１０

２２
.５

５.
７

２１
.４

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
１

１３
４１

１６
土
師
器
甕

口
縁
１／
２～
胴
部
１／
２弱
欠
床
＋
１４
.０

２０
.６

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

１０
１

１４
４１

６
土
師
器
甕

口
縁
１／
４～
胴
部
１／
２弱

床
＋
５

２５
.８

１０
Ｒ５
／８
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
後
篦
ケ
ズ
リ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１０
１

１５
４１

１
土
師
器
折
り
返
し
口
縁
壺

口
縁
～
胴
部
１／
２

床
＋
１・
＋
６

・
＋
８

１６
.０

５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
粗
い
篦
ケ
ズ
リ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
２

１
４０

１７
土
師
器
甕

口
縁
～
胴
部
１／
４

床
＋
７

（
１３
.０
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
２

２
４０

６
土
師
器
甕

底
部
完
存

床
直

５.
２

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１０
２

３
４０

１８
土
師
器
高
杯

脚
部
全
欠
・
坏
部
１／
５

床
＋
9

（
１８
.０
）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
坏
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
坏
部
篦
ナ
デ
。

１０
２

４
４０

３
土
師
器
坏

口
縁
１／
２欠

一
括

１６
.０

８.
４

５.
１

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１０
２

５
４０

１
土
師
器
坏

口
縁
１／
３欠

床
直

１１
.７

３.
７

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
２

６
４０

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
１２

一
括

（
１１
.０
）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
（
放
射
状
暗
文
）。

内
外
面
赤
彩
。

１０
２

７
４０

７
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
天
井
部
の
一
部
欠

床
＋
６

１４
.４

３.
６

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
天
井
部
付
近
回
転
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

回
転
方
向
逆
時
計
回
転
。

１０
２

８
４０

８
須
恵
器
坏

口
縁
１／
８

床
＋
６

（
１３
.１
）

２.
５Ｙ
７／
１白
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
口
唇
部
下
に
一
条
の
沈
線
。

お
そ
ら
く
高
台
付
き
。

１０
２

9
４０

２－
１
土
師
器
坏

口
縁
１／
３

カ
マ
ド
内
一
括
（
１３
.１
）

４.
３

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１０
２

１０
４０

１３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
（
Ｌ
）
と
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

１０
２

１１
４０

１４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
Ｒ４
／４
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

施
文
以
外
赤
彩
。

１０
２

１２
４０

１５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
４暗
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
変
形
羽
状
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

１０
２

１３
４０

１６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
懸
垂
文
。

内
　
ナ
デ
。

１０
３

１
３9

１
土
師
器
甕

ほ
ぼ
完
形

カ
マ
ド
内
一
括

２１
.６

６.
７

３１
.３

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
３

２
３9

２
土
師
器
甕

口
縁
１／
５

床
＋
１０

２２
.７

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
３

３
３9

３
土
師
器
鉢

口
縁
３／
５～
底
部
１／
５

床
＋
７

１０
.８

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
３

４
３9

１１
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
８

一
括

１１
.１

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
天
井
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１０
３

５
３9

８
須
恵
器
坏

口
縁
１／
３～
底
部
１／
４

土
柱（
＋
１０
）

１３
.9

9.
８

４.
１

２.
５Ｙ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
面
の
体
部
と
底
部
の
境
目
に
ロ
ク
ロ
痕
あ
り
。

１０
３

６
３9

9
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
１０

一
括

１０
.８

５Ｙ
６／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１０
３

７
３9

７
土
師
器
坏

口
縁
１／
１０

一
括

１３
.２

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

１０
３

８
３9

４
土
師
器
坏

ほ
ぼ
完
形

カ
マ
ド
内
一
括

１１
.３

３.
9

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
３

9
３9

５
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

１０
.８

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

１０
３

１０
３9

１０
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
１８

一
括

１２
.８

１０
ＹＲ
５／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
体
部
天
井
部
を
分
け
る
稜
線
は
比
較
的
鋭
い
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
口
唇
部
は
面
を
持
ち
段
を
な
さ
な
い
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１０
３

１１
３9

１８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ

１０
３

１２
３9

１７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
一
部
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１０
４

１
地
下
式
１３

３
土
師
器
高
杯

坏
部
１／
４

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１０
４

２
地
下
式
１３

１
土
師
器
高
杯

脚
部
・
裾
部
３／
４欠

一
括

（
9.
３）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

１０
４

３
地
下
式
１３

２
土
師
器
甕

底
部
ほ
ぼ
完
形

一
括

４.
２

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１０
６

１
６３

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
６

一
括

（
２０
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
６

２
６３

２
土
師
器
高
杯

脚
部
全
欠
坏
部
ほ
ぼ
完
存
カ
マ
ド
内
一
括

１２
.５

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
、
体
部
下
端
～
脚
部
粗
い
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
、
脚
部
篦
掻
き
取
り
。

１０
６

３
６３

１
土
師
器
坏

ほ
ぼ
完
形

カ
マ
ド
内
一
括

１４
.４

３.
9

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
口
縁
部
輪
積
み
痕
あ
り
。

１０
６

４
６３

４
弥
生
壺

底
部
ほ
ぼ
完
存

床
直

４.
５

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
。

１０
６

５
６３

５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

１０
６

６
６３

６
弥
生
広
口
壺
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

１０
６

７
６３

８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

１０
７

１
５３

１
土
師
器
甕

底
部
１／
３

一
括

（
８.
６）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

や
や
不
良

砂
粒
多

外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

１０
７

２
５３

２
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
～
口
縁
部
細
縄
文
と
羽
状
縄
文
、
口
縁
部
下
に
原
体
押
捺
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
。

１０
８

１
４６

７
須
恵
器
甕

口
縁
１／
１２

一
括

（
２４
.６
）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

１０
８

２
４６

１
土
師
器
蓋

口
縁
１／
３強

床
直

（
１５
.８
）

４.
０

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
天
井
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
天
井
部
篦
ナ
デ
。

１０
８

３
４６

２
土
師
器
坏

口
縁
１／
１２

一
括

（
１５
.０
）

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

１０
８

４
４６

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
３強

一
括

（
１３
.６
）

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
８

５
４６

３
土
師
器
坏

口
縁
１／
１２

一
括

（
１１
.０
）

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１０
８

６
４６

５
土
師
器
高
杯

脚
部
ほ
ぼ
完
存

床
直

１１
.８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

１０
８

７
４６

６
土
師
器
高
杯

脚
部
ほ
ぼ
完
存

一
括

9.
４

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

１０
８

８
４６

１８
弥
生
壺
 
胴
部

記
載
な
し

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

１０
８

9
４６

１７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

１０
８

１０
４６

１２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

諸
磯
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１０
８

１１
４６

１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

諸
磯
式
土
器
。

１０
８

１２
４６

１３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

諸
磯
式
土
器
。

１０
８

１３
４６

１４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

諸
磯
式
土
器
。

１０
８

１４
４６

１５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

諸
磯
式
土
器
。

１０
８

１５
４６

9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

繊
維
は
含
ま

な
い

外
　
縄
文
。

内
　
指
ナ
デ
。

前
期
黒
浜
式
土
器
。

１０
８

１６
４６

１０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
撚
糸
文
。

内
　
ナ
デ
。

早
期
撚
糸
文
系
土
器
。

１０
9

１
４７

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

一
括

（
２３
.６
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
。

１０
9

２
４７

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
３～
底
部
欠

床
＋
１０

１５
.８

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
9

３
４７

２
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

床
直

（
２１
.０
）

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１０
9

４
４７

７
土
師
器
坏

口
縁
１／
５～
体
部
１／
４

一
括

（
１４
.４
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
9

５
４７

５
土
師
器
坏

口
縁
１／
２強

一
括

１５
.０

４.
０

１０
ＹＲ
２／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
底
部
は
全
面
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
9

６
４７

６
土
師
器
坏

口
縁
１／
３欠

一
括

１３
.４

４.
８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

１０
9

７
４７

１０
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
８

一
括

（
１４
.４
）

（
３.
３）

N－
５／
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
。

内
　
ロ
ク
ロ
。

お
そ
ら
く
偏
平
紐
。

１０
9

８
４７

１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ハ
ケ
後
原
体
押
捺
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
。

１０
9

9
４７

１２
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ナ
デ
。

１０
9

１０
４７

１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

掘
ノ
内
式
土
器
。

１０
9

１１
４７

１５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
変
形
爪
形
文
。

内
　
ナ
デ
。

諸
磯
Ｂ
式
土
器
。

１０
9

１２
４７

１６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
４暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
付
近
に
横
位
の
撚
糸
文
。

内
　
ナ
デ
。

千
網
式
粗
製
土
器
。

１０
9

１３
４７

１７
縄
文
深
鉢
胴
部

注
記
な
し

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

掘
ノ
内
式
土
器
。

１０
9

１４
４７

１４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
及
び
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

浮
島
式
土
器
。

１１
１

１
４9

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

一
括

（
１６
.０
）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
１

２
４9

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
２弱

一
括

（
２０
.２
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
１

３
４9

２9
土
師
器
甕

口
縁
１／
４強

床
＋
１２
.５

７.
５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
１

４
４9
Ａ
表
採

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
２弱

一
括

（
１８
.７
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
～
胴
部
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１１
１

５
４9

２８
土
師
器
甕

口
縁
１／
２強

床
＋
１１
.８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
後
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
１

６
４9

２
土
師
器
甑

口
縁
１／
４

床
直

（
２３
.２
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
１

７
４9

１２
弥
生
広
口
壺

口
縁
１／
６

床
直

（
１２
.０
）

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

１１
１

８
４9

9
土
師
器
坩

口
縁
１／
２強

一
括

８.
４

１０
Ｒ４
／６
赤
色
１０
Ｒ４
／６
赤
～
２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

外
面
全
面
・
内
面
口
縁
部
の
み
赤
彩
。

１１
１

9
４9

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
４欠

床
＋
２

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
１

１０
４9

６
土
師
器
坏

口
縁
１／
４弱

床
＋
２

（
１７
.４
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
１

１１
４9

７
土
師
器
坏

口
縁
１／
８～
底
部

一
括

１５
.０

５.
３

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
～
７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
１

１２
４9

５
土
師
器
坏

口
縁
１／
４弱

一
括

（
１４
.４
）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
１

１３
４9

８
土
師
器
坏

口
縁
１／
４弱

一
括

（
１６
.８
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
１

１４
４9

２７
土
師
器
坏

口
縁
１／
３

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１１
１

１５
４9

１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

１１
１

１６
４9

１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

１１
１

１７
４9

１１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
１

１８
４9

２１
－３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

外
面
赤
彩
。

１１
１

１9
４9

２０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

ほ
と
ん
ど
口
縁
部
付
近
。

１１
１

２０
４9

１9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

１１
１

２１
４9

１６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

外
面
赤
彩
。

１１
１

２２
４9

１８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
１

２３
４9

１５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
に
よ
る
舌
状
文
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

１１
１

２４
４9

１７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
１

２５
４9

２１
－１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

外
面
赤
彩
。

１１
１

２６
４9

２３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

浮
島
式
土
器
。

１１
１

２７
４9

２２
弥
生
甕

底
部
１／
２

床
直

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

径
１.
３㎝
程
の
円
孔
を
焼
成
後
穿
孔
。

１１
３

１
５０

２
土
師
器
甑

口
縁
１／
３

床
＋
１

（
３１
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１１
３

２
５０

６
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

一
括

（
１７
.６
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
３

３
５０

４
土
師
器
甑

口
縁
１／
３

床
直

（
２６
.０
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
３

４
５０

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
３

床
＋
１２
.８

（
１８
.８
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
一
部
篦
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
器
面
剥
離
。

１１
３

５
５０

５
土
師
器
坏

口
縁
１／
２強

一
括

１２
.７

４.
５

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

１１
３

６
５０

9
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１２
.８
）

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１１
３

７
５０

１０
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１６
.６
）

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

２.
５Ｙ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

１１
３

８
５０

７
土
師
器
高
杯

脚
部
１／
２弱

床
＋
１３
.８

（
１２
.０
）

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
、
他
裾
部
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
、
他
裾
部
ナ
デ
。

１１
３

9
５０

１
土
師
器
高
杯

口
縁
１／
４欠

床
直

１６
.２

１０
.８

１１
.０

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
～
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

１１
３

１０
５０

１８
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
８

床
＋
２７

２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
口
唇
端
部
返
り
あ
り
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

１１
５０

２３
須
恵
器
坏
蓋

天
井
部
１／
６・
鈕
ほ
ぼ
完

存
一
括

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

１２
５０

１３
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
３

一
括

（
１５
.０
）

２.
５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

１３
５０

１７
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
８

一
括

５Ｙ
６／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
口
唇
端
部
返
り
あ
り
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

１４
５０

２０
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
８

一
括

（
１６
.４
）

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

１５
５０

１５
須
恵
器
坏
蓋

口
縁
１／
４

一
括

（
１３
.６
）

５Ｙ
８／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

１６
５０

１１
須
恵
器
高
台
付
坏

口
縁
１／
３～
底
部
２／
３

床
＋
２０
.５

（
１４
.６
）

１０
.４

３.
9

２.
５Ｙ
７／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
、
ロ
ク
ロ
回
転
時
計
廻
り
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

高
台
部
よ
り
底
部
が
突
出
す
る
。
伊
場
Ａ
類
。

１１
３

１７
５０

１２
須
恵
器
高
台
付
坏

口
縁
１／
３

床
＋
１４
.５

（
１４
.４
）
（
１０
.０
）

４.
６

２.
５Ｙ
７／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

１８
５０

１６
須
恵
器
高
台
付
坏

口
縁
１／
８

床
直

（
１３
.８
）

（
9.
9）

４.
４

５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

１9
５０

２２
須
恵
器
高
台
付
坏

口
縁
２／
３強

一
括

１０
.０

１０
Ｙ５
／１
灰
色

良
好

１
～
３
㎜
大

小
の
礫
目
立

つ
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
、
ロ
ク
ロ
回
転
逆
時
計
廻
り
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

２０
５０

２５
須
恵
器
高
台
付
坏

底
部
４／
５

一
括

（
８.
８）

２.
５Ｙ
６／
１黄
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
。

底
部
外
面
篦
記
号
。

１１
３

２１
５０

１４
須
恵
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１３
.３
）

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

２２
５０

２４
須
恵
器
高
台
付
坏

底
部
１／
２

一
括

9.
６

１０
Ｙ５
／１
灰
色

不
良

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
３

２３
５０

２9
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

１０
Ｙ５
／１
灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
残
る
。

１１
３

２４
５０

２８
－１
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
４.
２

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
に
よ
る
山
形
文
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

NＯ
－２
５と
同
一
個
体
。

１１
３

２５
５０

２８
－２
弥
生
壺
 
胴
部

床
＋
４.
２

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
に
よ
る
山
形
文
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

NＯ
－２
４と
同
一
個
体
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１１
７

１
５５

３
土
師
器
甕

底
～
胴
部
強
～
口
縁
１／
３
床
直

（
１５
.８
）

５.
２

２７
.８

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
７

２
５５

１
土
師
器
甕
ほ
ぼ
完
形

床
直

１9
.８

７.
２

２４
.9

２.
５Ｙ
Ｒ３
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

外
面
に
１０
Ｒ４
／６
赤
色
の
赤
彩
を
施
し
た
痕
跡
が
残
る
。

１１
７

３
５５

２
土
師
器
甕

口
縁
の
一
部
～
胴
部
２／
３

残
床
直

（
１５
.9
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
７

４
５５

４
土
師
器
小
型
甕

口
縁
一
部
欠

床
直

１４
.８

６.
８

１３
.０

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
面
口
縁
部
外
面
全
面
赤
彩
。
口
縁
内
面
に
煤
・
灰
が
付
着
す
る
。

１１
７

５
５５

６
土
師
器
鉢

口
縁
１／
４～
底
部
完
存

一
括

（
9.
１）

５.
４

６.
７

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
指
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１１
７

６
５５

１０
手
捏
土
器

完
形

床
直

５.
５

３.
８

２.
７

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
指
ナ
デ
。

内
　
指
ナ
デ
。

１１
７

８
５５

５
土
師
器
坏

ほ
ぼ
完
形

床
直

１２
.８

５.
６

１０
Ｒ５
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。
内
面
に
一
条
の
沈
線
廻
る
。

１１
７

9
５５

７
土
師
器
坏

口
縁
１／
４弱

床
直

（
１５
.１
）

（
６.
０）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
７

１０
５５

８
土
師
器
坏

１／
３弱

床
直

（
１３
.８
）

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
７

１１
５５

9
土
師
器
鉢

口
縁
１／
２弱

床
直

（
１４
.１
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
７

１２
５５

１３
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

１０
Ｙ３
／１
オ
リ
ー
ブ
黒
色

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
、
自
然
釉
付
着
。

内
　
青
海
波
磨
り
消
す
。

１１
７

１３
５５

１２
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
残
る
。

１１
８

１
５１

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

床
直

２２
.０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
８

２
５１

２
土
師
器
甕

口
縁
３／
４

カ
マ
ド
内
一
括

２０
.０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
８

３
５１

８
土
師
器
甕

口
縁
１／
８

一
括

（
２０
.２
）

１０
Ｒ４
／８
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
８

４
５１

５
土
師
器
甕

口
縁
１／
５

床
直

１9
.４

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
８

５
５１

１３
弥
生
壺

口
縁
１／
４

一
括

１５
.４

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
細
縄
文
と
押
捺
文
、
２
連
一
組
の
棒
状
浮
文
貼
り
付
け
。

内
　
器
面
摩
耗
。

１１
８

６
５１

６
土
師
器
甕

底
部
ほ
ぼ
完
存

床
＋
６

６.
４

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
８

７
５１

７
土
師
器
甕

底
部
１／
４

カ
マ
ド
内
一
括

9.
２

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
赤
褐
色

良
好

密
外
　
器
面
摩
耗
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
８

８
５１

１
土
師
器
甑

口
縁
１／
８～
胴
部
３／
４

床
＋
６

２５
.６

７.
４

３１
.４

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
８

9
５１

１２
－１
須
恵
器
蓋

口
縁
全
欠

一
括

５Ｙ
７／
２灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
８

１０
５１

１０
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
１０

床
＋
１０
.８

（
１６
.０
）

７.
５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
８

１１
５１

１１
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
１２

一
括

（
１６
.４
）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１１
８

１２
５１

9
土
師
器
坏

１／
１２

一
括

（
１０
.８
）

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
器
面
摩
耗
。

内
　
器
面
摩
耗
。
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胎
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特
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口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１１
８

１３
５１

４
土
師
器
坏

ほ
ぼ
完
形

カ
マ
ド
内
一
括

１３
.０

４.
０

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１１
9

１
５２
Ｂ

１
土
師
器
鉢

ほ
ぼ
完
形

床
直

１０
.１

３.
１

６.
４

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１１
9

２
５２
Ｂ

２
土
師
器
壺
？

底
部
完
存

床
直

６.
０

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
9

３
５２
Ｂ

６
土
師
器
鉢

口
縁
１／
６強

床
＋
２０
.３

（
１３
.０
）

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１１
9

４
５２
Ｂ

４
土
師
器
甕

底
部
ほ
ぼ
完
存

床
＋
３・
＋
５.
２

9.
６

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１１
9

５
５２
Ｂ

５
土
師
器
甕

底
部
１／
４弱

床
直

（
６.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

１１
9

６
５２
Ｂ

３
土
師
器
壺

底
部
１／
４

床
直

（
８.
８）

５Ｙ
Ｒ４
／８
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

１２
０

１
５２

１
土
師
器
高
杯

坏
部
１／
４

一
括

（
１9
.６
）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

１２
０

２
５２

２
土
師
器
高
杯

脚
部
・
裾
部
欠

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
０

３
５２

３
弥
生
壺
 
頸
部
付
近

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
と
Ｓ
字
状
結
節
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
赤
彩
。

１２
０

４
５２

５
土
師
器
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
１

１
５４

２
弥
生
壺

口
縁
・
頸
部
完
存

床
直

１５
.６

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
下
に
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
頸
部
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺

突
文
、
２
条
の
Ｓ
字
状
結
節
文
間
に
羽
状
縄
文
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
頸
部
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
面
頸
部
ま
で
赤
彩
（
７.
５Ｒ
４／
４に
ぶ
い
赤
色
）
NＯ
－６
と
同
一
個
体
。

１２
１

２
５４

１
弥
生
鉢

口
縁
１／
５欠

床
＋
７

１８
.9

６.
３

１０
.３

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
上
に
縄
文
、
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
胴
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
（
２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色
）

１２
１

３
５４

３
弥
生
高
杯

脚
底
部
１／
３

一
括

（
１５
.８
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
１

４
５４

１１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

１２
１

５
５４

１０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
１

６
５４

５
弥
生
鉢
 
胴
部

床
直

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
２
条
の
Ｓ
字
状
結
節
文
間
に
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

NＯ
－１
と
同
一
個
体
。

１２
１

７
５４

４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
灰
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
下
に
平
行
沈
線
よ
る
波
状
文
間
内
に
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

１２
１

８
５４

１３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
に
よ
る
波
状
文
下
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

１２
１

9
５４

１５
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
１

１０
５４

１８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

繊
維
混
入

外
　
粗
い
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

黒
浜
式
土
器
？

１２
１

１１
５４

１9
須
恵
器
大
甕
 
胴
部

床
直

２.
５Ｙ
３／
２黒
褐
色

５Ｙ
５／
２灰
オ
リ
ー
ブ

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
後
ナ
デ
。

内
　
青
海
波
。

１２
２

１
６０

２
土
師
器
甕

口
縁
完
存
～
底
部
全
欠

床
直

１８
.６

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１２
２

２
６０

７
土
師
器
甕

口
縁
１／
３

一
括

（
１４
.４
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。
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出
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（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１２
２

３
６０

６
土
師
器
甕

口
縁
１／
８

一
括

（
１６
.４
）

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

１２
２

４
６０

８
土
師
器
坏

口
縁
１／
３強
～
体
部
完
存

床
＋
７.
３

（
１４
.８
）

６.
１

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色
（
底
部
以
外
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
全
面
赤
彩
。

１２
２

５
６０

４
土
師
器
高
杯

脚
部
全
欠

床
直

２０
.３

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１２
２

６
６０

１１
土
師
器
高
杯

脚
裾
部
１／
４欠

カ
マ
ド
内
一
括

１２
.４

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

脚
外
面
・
坏
部
内
面
赤
彩
。

１２
２

７
６０

１０
土
師
器
高
杯

口
縁
１／
３

一
括

（
１７
.７
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１２
２

８
６０

３
土
師
器
甕

底
部
完
存

床
直

７.
１

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
底
部
付
近
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
２

9
６０

１
土
師
器
甕

底
部
全
欠

床
＋
７.
３

１７
.６

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１２
２

１０
６０

５
土
師
器
壺

底
部
完
存
～
胴
部
１／
１０

床
直

８.
８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
胴
部
篦
ナ
デ
、
底
部
付
近
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
（
器
面
剥
離
激
し
い
）。

１２
２

１１
６０

１４
土
師
器
Ｓ
字
台
付
き
甕

胴
部

注
記
な
し

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

１２
２

１２
６０

１３
土
師
器
Ｓ
字
台
付
き
甕

胴
部

注
記
な
し

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

１２
２

１３
６０

１５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

１２
２

１４
６０

１２
土
師
器
坏
 
底
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
Ｒ３
／６
暗
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
（
剥
離
激
し
い
）。

底
部
外
面
に
十
文
字
の
線
刻
有
り
。

１２
３

１
６１

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
４～
底
部
全
欠

床
直

１３
.9

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ナ
デ
、
口
縁
部
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
。

１２
３

２
６１

２
土
師
器
坩

口
縁
１／
３～
底
部
完
存

床
＋
２・
ｐｉ
ｔ内

－１
３

（
１４
.６
）

４.
０

１０
.７

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ナ
デ
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
唇
部
ナ
デ
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
。
内
外
面
口
縁
部
や
や
摩
耗
激
し
い
。

１２
３

３
６１

３
土
師
器
有
段
口
縁
鉢

口
縁
１／
３欠

床
直

１８
.０

３.
５

５.
６

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
１／
２～
内
面
赤
彩
。

１２
５

１
５６

５
土
師
器
甕

口
縁
１／
８

一
括

（
１６
.８
）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１２
５

２
５６

２
土
師
器
甕

口
縁
１／
３

一
括

・
床
＋
１０
.５

（
１６
.６
）

２.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１２
５

３
５６

４
土
師
器
甕

口
縁
１／
６

床
直

（
１８
.２
）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１２
５

４
５６

６
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

一
括

（
１０
.８
）

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
５

５
５６

２１
土
師
器
甕

底
部
１／
２

床
直

８.
８

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
５

６
５６

８
土
師
器
甕

底
部
１／
４

一
括

（
７.
２）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
５

７
５６

２２
土
師
器
甕

底
部
１／
３

一
括

（
７.
６）

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
５

８
５６

７
土
師
器
甕

底
部
１／
２

一
括

（
７.
０）

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
５

9
５６

１０
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１５
.４
）

１０
Ｒ５
／６
赤
色

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。



︲ ��0 ︲

新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種
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（
外
）
色
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焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１２
５

１０
５６

１１
土
師
器
坏

口
縁
１／
６

一
括

（
１６
.４
）

１０
Ｒ４
／８
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

１２
５

１１
５６

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

床
直

（
１9
.０
）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１２
５

１２
５６

１
土
師
器
甕

胴
部
１／
２

カ
マ
ド
内
一
括

１８
.１

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
５

１３
５６

１２
土
師
器
高
杯

口
縁
１／
５

一
括

（
１9
.６
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１２
５

１４
５６

１４
土
師
器
高
杯

坏
部
１／
２・
脚
部
全
欠

一
括

（
１８
.２
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１２
５

１５
５６

１５
土
師
器
高
杯

脚
部
１／
２・
坏
部
欠

床
直

（
１０
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

１２
５

１６
５６

１７
須
恵
器
蓋

１／
４強

一
括

（
１５
.２
）

４.
２

２.
５Ｙ
７／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１２
５

１７
５６

１６
土
師
器
高
杯

脚
部
・
坏
部
・
裾
部
欠

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
。

１２
５

１８
５６

9
土
師
器
坏

口
縁
１／
１０
～
体
部
１／
２

一
括

（
１４
.０
）

５.
０

５.
１

５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１２
５

１9
５６

１３
土
師
器
高
杯

坏
部
・
脚
部
完
存

床
－１
６

（
１５
.０
）

１１
.６

１１
.７

５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ７
／８
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
～
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

１２
６

１
５７

１
土
師
器
甕

口
縁
一
部
・
底
部
全
欠

床
＋
４・
カ
マ
ド

内
一
括

１７
.9

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

接
合
状
態
が
不
良
で
歪
な
土
器
、
２
次
加
熱
を
受
け
る
。

１２
６

２
５７

２
土
師
器
甑

口
縁
１／
５

一
括

（
２０
.８
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ミ
ガ
キ
。

１２
６

３
５７

１２
須
恵
器
蓋

天
井
部
１／
４・
口
縁
全
欠

一
括

（
9.
０）

（
３.
４）

５Ｙ
７／
２灰
白
色

良
好

密
外
　
天
井
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
、
他
回
転
ナ
デ
。

内
　
回
転
ナ
デ
。

湖
西
産
。

１２
６

４
５７

６
土
師
器
坏

口
縁
１／
６

一
括

（
１０
.４
）

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
に
よ
る
放
射
状
暗
文
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

１２
６

５
５７

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
６

一
括

（
１５
.０
）

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

１２
６

６
５７

５
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

（
１６
.２
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

１２
６

７
５７

３
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

（
１１
.４
）

５.
２

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

１２
６

８
５７

9
土
師
器
埦

口
縁
一
部
欠

カ
マ
ド
内
一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
～
１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

１２
６

9
５７

１０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

１２
６

１０
５７

１１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

１２
７

１
５８

２
土
師
器
坏

口
縁
全
欠
・
底
部
～
胴
部

１／
２強

カ
マ
ド
内
一
括
（
２７
.８
）

６.
７

（
１４
.７
）
７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

口
縁
部
付
近
で
大
き
く
開
く
こ
と
か
ら
鉢
と
し
て
実
測
。

１２
７

２
５８

１
土
師
器
甕

底
部
完
存
～
胴
部
１／
２

カ
マ
ド
内
一
括

７.
０

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
器
面
剥
離
激
し
い
。

１２
７

３
５８

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
４弱
～
胴
部
１／
２弱

床
直

（
１５
.４
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
外
面
口
縁
部
器
面
剥
離
激
し
い
。

１２
７

４
５８

４
土
師
器
甕

底
部
完
存

カ
マ
ド
内
一
括

７.
８

５Ｙ
Ｒ５
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
器
面
剥
離
激
し
い
。



︲ ��� ︲

新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
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法
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）
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（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
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遺
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度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１２
７

５
５８

７
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１４
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

１２
７

６
５８

８
土
師
器
坏

口
縁
１／
１６

一
括

（
１２
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

１２
７

８
５８

５
土
師
器
高
杯

ほ
ぼ
完
形

床
＋
４.
５

１４
.６

9.
８

１０
.７

７.
５Ｙ
Ｒ３
／６
黒
褐
色

良
好

密
外
　
坏
～
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ミ
ガ
キ
、
裾
部
篦
ナ
デ
。

内
　
坏
部
篦
ミ
ガ
キ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
。

脚
内
面
以
外
黒
色
処
理
。

１２
７

9
５８

１３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
下
に
凸
帯
と
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

１２
７

１０
５８

１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
菱
形
文
と
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

菱
形
文
内
は
赤
彩
。

１２
9

１
５9

9
須
恵
器
高
台
付
き
坏

口
縁
１／
６～
底
部
１／
２弱

床
直

（
１４
.４
）

（
9.
４）

４.
７

２.
５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
底
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
後
高
台
部
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１２
9

２
５9

１０
須
恵
器
高
台
付
き
坏
口
縁

１／
４～
底
部
１／
２弱

一
括

（
１４
.４
）

（
9.
０）

（
４.
０）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
底
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
後
高
台
部
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１２
9

３
５9

１２
須
恵
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１０
.０
）

５Ｙ
６／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１２
9

４
５9

５
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１４
.０
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

１２
9

５
５9

１
土
師
器
高
杯

口
縁
１／
２弱
～
脚
部
完
存

床
直

（
１３
.８
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
～
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

内
　
体
部
篦
ミ
ガ
キ
、
脚
部
篦
ケ
ズ
リ
、
裾
部
ナ
デ
。

１２
9

６
５9

８
弥
生
甕
 
底
部
完
存

一
括

７.
４

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
粗
い
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

１２
9

７
５9

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
６

一
括

（
１１
.６
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
口
縁
部
輪
積
み
痕
あ
り
。

１２
9

８
５9

１５
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
後
回
転
ナ
デ
。

内
　
青
海
波
は
認
め
ら
れ
な
い
（
篦
ナ
デ
状
の
痕
跡
残
る
）。

NＯ
－１
０と
同
一
個
体
。

１２
9

9
５9

１４
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
は
認
め
ら
れ
な
い
、
一
部
に
篦
ケ
ズ
リ
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

１２
9

１０
５9

１６
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
後
回
転
ナ
デ
。

内
　
青
海
波
は
認
め
ら
れ
な
い
（
篦
ナ
デ
状
の
痕
跡
残
る
）。

NＯ
－８
と
同
一
個
体
。

１２
9

１１
５9

１9
弥
生
甕
 
口
縁
部

カ
マ
ド
内
一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
押
捺
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１２
9

１２
５9

２０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１３
１

１
７４

１
土
師
器
甕

底
部
１／
４弱

床
直

（
9.
０）

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
器
面
剥
離
。

内
　
器
面
剥
離
。

１３
１

２
７４

２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
原
体
押
捺
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１３
４

１
４５

２
土
師
器
甕

一
括

（
１７
.６
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

２
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
口
縁
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１３
４

２
４５

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
４

一
括

（
１２
.６
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
赤
褐
色

良
好

３
～
５
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１３
４

３
４５

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
３

一
括

（
１５
.８
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
小
石
含
む
外
　
口
縁
部
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
。

外
面
全
面
・
内
面
口
縁
部
赤
彩
。

１３
４

４
４５

9
弥
生
甕

口
縁
１／
３弱

一
括

（
１７
.４
）

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
胴
部
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

１３
４

５
４５

５－
１
土
師
器
甕

底
部
１／
８

一
括

（
9.
２）

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

２
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

１３
４

６
４５

６
土
師
器
甕

底
部
１／
８

一
括

（
9.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

１
～
５
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１３
４

７
４５

４－
１
土
師
器
高
坏

底
部
１／
５

一
括

（
１１
.４
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
、
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

１３
４

８
４５

８
須
恵
器
坏
蓋

蓋
１／
６

一
括

（
１２
.６
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／３
黄
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

１３
４

１２
４５

１４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
内
に
半
載
竹
管
に
よ
る
圧
痕
文
。

内
　
ナ
デ
。

１３
４

１３
４５

１３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
間
に
変
形
爪
形
文
、
棒
状
工
具
に
よ
る
圧
痕
文
。

内
　
ナ
デ
。

１６
５

１
土
坑
－７
６

１
土
師
器
甕

底
部
完
存

一
括

３.
9

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１６
５

２
土
坑
－７
６

４
須
恵
器
甕
 
口
縁
部
付
近
一
括

２.
５Ｙ
５／
１黄
灰
色

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
２
条
の
沈
線
の
上
下
に
烈
点
文
。

内
　
ナ
デ
。

１６
9

１
土
坑
－１
０9

１
土
師
器
甕

底
部
１／
４

一
括

（
７.
２）

２.
５Ｙ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

１７
２

１
６２

１
土
師
器
甕

口
縁
３／
４

床
＋
８

２２
.０

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
器
面
摩
耗
。

１７
２

２
６２

３
土
師
器
甕

底
部
完
存

床
＋
３

７.
６

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

１７
２

３
６２

２
土
師
器
甕

口
縁
１／
４～
胴
部
１／
２

床
＋
４

（
１４
.７
）

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

１７
２

４
６２

４
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
磨
り
消
し
。

２１
７

１
６４

２
土
師
器
甕

口
縁
１／
４弱

カ
マ
ド
内
一
括

２５
.２

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

２１
７

２
６４

１
土
師
器
坏

口
縁
一
部
欠

一
括

１４
.０

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

２１
７

３
６４

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
１２

一
括

（
１０
.２
）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

２１
７

４
６４

３
土
師
器
坏

口
縁
１／
１２

一
括

（
１２
.０
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

２１
７

５
６４

７
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
１２

一
括

（
１３
.２
）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

２１
７

６
６４

５
須
恵
器
高
台
付
き
坏

底
部
完
存

床
直

9.
9

７.
５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
後
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
。

底
部
回
転
方
向
逆
時
計
回
転
。

２１
７

７
６４

６
須
恵
器
坏

口
縁
１／
１２

一
括

（
１３
.9
）

５Ｙ
６／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

２１
７

８
６４

9
須
恵
器
甕
 
胴
部

床
直

７.
５Ｙ
４／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

５Ｙ
６／
１灰
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
ナ
デ
磨
り
消
し
。

外
面
自
然
釉
薄
く
付
着
。

２１
７

9
６４

８
須
恵
器
甕
 
胴
部

床
直

７.
５Ｙ
５／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
ナ
デ
磨
り
消
し
。

外
面
の
一
部
、
内
面
底
部
付
近
自
然
釉
付
着
。

２１
８

１
６５

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
４強

カ
マ
ド
内
一
括
（
２１
.８
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

２１
８

２
６５

６
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

２１
８

３
６５

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

（
9.
６）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２１
８

４
６５

７
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
８

一
括

５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
調
整
。

内
　
ロ
ク
ロ
調
整
。

２１
８

５
６５

２
土
師
器
台
付
き
甕

底
部
完
存

一
括

9.
５

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２２
０

１
６８

１
土
師
器
甕

口
縁
２／
３欠

床
－６
０.
P５

（
１9
.４
）

６.
８

３０
.０

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

外
面
全
面
・
内
面
口
縁
部
赤
彩
。

２２
０

２
６８

２
土
師
器
甑

口
縁
２／
３欠

カ
マ
ド
内
一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
彩
（
赤
彩
部
分
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

２
次
加
熱
に
よ
っ
て
赤
彩
が
飛
ぶ
が
、
内
外
面
の
い
た
る
所
に
部
分
的
に
赤
彩
が
残
っ
て
い
る
。

２２
０

３
６８

３
土
師
器
甕

口
縁
１／
３

一
括

（
１５
.２
）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
粗
い
篦
ナ
デ
（
篦
ケ
ズ
リ
に
近
い
）。

２２
０

４
６８

４
土
師
器
坏

口
縁
１／
１２

一
括

（
１６
.８
）

１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

２２
０

５
６８

６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

床
－６
０.
P５

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
間
に
半
載
竹
管
文
。

内
　
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

２２
０

６
６８

７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

カ
マ
ド
内
一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
懸
垂
文
と
縄
文
。

内
　
剥
離
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２２
０

７
６８

５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
貝
殻
復
縁
文
。

内
　
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

２３
４

１
溝
－２

１
土
師
器
鉢

口
縁
１／
８

一
括

（
１５
.０
）

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
器
面
剥
離
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

２３
４

２
溝
－２

２
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１１
.１
）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
器
面
摩
耗
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

２３
４

３
溝
－２

３
土
師
器
坏

口
縁
１／
１６

一
括

（
１０
.８
）

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

２３
４

４
溝
－８

２
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
9.
０）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

２３
４

５
溝
－８

１
土
師
器
坏

底
部
約
１／
２

一
括

６.
４

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
面
黒
色
処
理
。

２３
４

６
溝
－８

３
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
８

一
括

（
１9
.２
）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

２３
４

７
溝
－２

６
弥
生
甕

底
部
２／
３

一
括

（
７.
０）

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

２３
４

８
溝
－２

７
弥
生
甕

底
部
１／
４

一
括

（
６.
８）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

２３
４

9
溝
－２

５
弥
生
甕

底
部
１／
３強

一
括

（
７.
８）

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ７
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
４

１０
溝
－８

9
中
世
擂
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
掻
き
目
。

２３
４

１１
溝
－８

７
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
４／
１灰
色

５Ｙ
５／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

良
好

密
外
　
平
行
敲
き
。

内
　
青
海
波
。

２３
４

１２
溝
－８

４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
Ｒ５
／６
赤
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
～
口
縁
部
上
に
縄
文
、
他
器
面
摩
耗
。

内
　
器
面
摩
耗
。

２３
４

１３
溝
－２

１６
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

２３
４

１４
溝
－２

１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

２３
４

１５
溝
－２

２３
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２３
４

１６
溝
－２

１9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
赤
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
に
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
。

内
　
ナ
デ
。

２３
４

１７
溝
－２

２２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
流
水
文
間
に
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

２３
４

１８
溝
－２

１３
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

２３
４

１9
溝
－２

１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
Ｒ４
／３
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／１
灰
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
の
上
位
に
細
縄
文
、
下
位
に
舌
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

施
文
以
外
外
面
赤
彩
。

２３
４

２０
溝
－２

１０
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
後
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
ナ
デ
。

２３
４

２１
溝
－２

１８
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
４

２２
溝
－２

１１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
４

２３
溝
－２

１５
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

良
好

密
外
　
撚
り
の
ほ
ぐ
れ
た
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
４

２４
溝
－２

１４
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
４

２５
溝
－２

５６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
条
痕
文
。

内
　
ナ
デ
。

茅
山
式
土
器
。

２３
４

２６
溝
－２

５７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
条
痕
文
。

内
　
ナ
デ
。

茅
山
式
土
器
。

２３
４

２７
溝
－２

５５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
条
痕
文
。

内
　
ナ
デ
。

茅
山
式
土
器
。

２３
４

２８
溝
－２

４８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
条
痕
文
。

内
　
ナ
デ
。

茅
山
式
土
器
。

２３
４

２9
溝
－２

４４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
円
形
竹
管
に
よ
る
刺
突
文
、
他
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

関
山
式
土
器
。

２３
４

３０
溝
－２

３２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
押
引
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

関
山
式
土
器
。

２３
４

３１
溝
－２

４７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
６／
６い
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

黒
浜
式
土
器
。

２３
４

３２
溝
－２

２１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
下
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

２３
４

３３
溝
－２

４３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

０.
２～
４㎜
大

の
礫
含
む

外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
集
合
沈
線
。

内
　
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

２３
４

３４
溝
－２

３9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
原
体
押
捺
。

内
　
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

２３
４

３５
溝
－２

２４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
キ
ザ
ミ
、
棒
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

２３
４

３６
溝
－２

２６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

０.
５～
４㎜
大

の
礫
含
む

外
　
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
。

内
　
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

２３
４

３７
溝
－２

２５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

０.
５～
４㎜
大

の
礫
含
む

外
　
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
。

内
　
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

２３
４

３８
溝
－２

２７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

０.
５～
４㎜
大

の
礫
含
む

外
　
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

２３
４

３9
溝
－２

４５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
下
に
竹
管
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２３
４

４０
溝
－２

４０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
文
と
帯
状
の
キ
ザ
ミ
目
。

内
　
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

２３
４

４１
溝
－２

４１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
キ
ザ
ミ
目
、
幅
広
爪
形
文
が
方
形
に
め
ぐ
る
。

内
　
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

２３
４

４２
溝
－２

４６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
竹
管
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

２３
４

４３
溝
－８

５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
円
形
隆
帯
。

内
　
ナ
デ
。

勝
坂
式
土
器
。

２３
４

４４
溝
－２

２８
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
沈
線
に
よ
る
山
形
文
、
他
角
押
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
４

４５
溝
－２

３８
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
赤
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
と
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
４

４６
溝
－２

３３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
角
押
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
４

４７
溝
－２

３０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
他
角
押
文
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
４

４８
溝
－２

２9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
他
粘
土
紐
に
よ
る
貼
り
付
け
と
角
押
文
に
よ
る
押
引
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
４

４9
溝
－２

３６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
と
キ
ザ
ミ
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
４

５０
溝
－２

５０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
４

５１
溝
－２

３１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
下
位
に
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２３
４

５２
溝
－２

３７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２３
４

５３
溝
－２

４9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２３
４

５４
溝
－２

５２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
棒
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

２３
４

５５
溝
－２

３４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
下
に
一
条
の
沈
線
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２３
４

５６
溝
－２

４２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

０.
５～
３㎜
大

の
礫
含
む

外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
４

５７
溝
－２

３５
縄
文
深
鉢
 
不
明

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ７
／８
黄
橙
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
、
他
突
帯
部
指
頭
押
捺
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
４

５８
溝
－２

５１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
、
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
４

５9
溝
－８

６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

２３
４

６０
溝
－２

５８
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
浮
線
工
字
文
。

内
　
ナ
デ
。

晩
期
大
洞
系
土
器
。

２３
４

６１
溝
－２

５４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

晩
期
大
洞
系
土
器
。

２３
５

１
溝
－１

６
弥
生
甕

口
縁
１／
８

一
括

（
１２
.０
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
上
位
ナ
デ
、
下
位
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
上
位
ナ
デ
、
下
位
篦
ナ
デ
。

焼
成
後
０.
３㎝
の
穿
孔
、
内
側
に
も
う
１
つ
の
焼
成
後
穿
孔
途
中
の
痕
跡
あ
り
。

２３
５

２
溝
－１

２
土
師
器
坏

底
部
１／
８強

一
括

（
9.
２）

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
器
面
摩
耗
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２３
５

３
溝
－１

１
土
師
器
甑

底
部
１／
８

一
括

（
７.
２）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

２３
５

４
溝
－１

７
須
恵
器
壺

底
部
１／
４弱

一
括

（
9.
２）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
回
転
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
ロ
ク
ロ
回
転
ナ
デ
。

２３
５

５
溝
－１

８
須
恵
器
高
台
付
坏

底
部
１／
４強

一
括

（
３.
9）

２.
５Ｙ
５／
１黄
灰
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

２３
５

６
溝
－１

３
弥
生
甕

底
部
１／
２弱

一
括

（
６.
４）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

２３
５

７
溝
－１

４
弥
生
甕

底
部
１／
４

一
括

（
５.
８）

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
～
１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

２３
５

８
溝
－１

５
弥
生
甕

底
部
１／
８強

一
括

（
６.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

２３
５

9
溝
－１

１４
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
面
輪
積
み
痕
あ
り
。

２３
５

１０
溝
－１

１３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

２３
５

１１
溝
－１

１５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

２３
５

１２
溝
－１

１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

２３
５

１３
溝
－１

１２
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
～
口
縁
部
細
縄
文
、
口
縁
部
棒
状
浮
文
貼
り
付
け
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
。

２３
５

１４
溝
－１

１６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
ハ
ケ
。

２３
５

１５
溝
－１

１０
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
６褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

２３
５

１６
溝
－１

１８
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
５

１７
溝
－１

２２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
２
条
の
平
行
沈
線
区
画
内
に
櫛
描
き
文
、
区
画
外
に
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

２３
５

１８
溝
－１

２０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
３／
１オ
リ
ー
ブ
黒
色

良
好

金
雲
母
と
砂

粒
含
む

外
　
凸
帯
部
左
右
に
２
本
の
平
行
沈
線
、
他
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

２３
６

１
溝
－３

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
８

一
括

（
１9
.８
）

２.
５Ｙ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

２３
６

２
溝
－５

１
土
師
器
甕

口
縁
２／
３残

一
括

１３
.9

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
輪
積
み
痕
あ
り
？

２３
６

３
溝
－５

２
土
師
器
坏

口
縁
全
欠
・
体
部
１／
１６
残
一
括

（
１１
.８
）

（
５.
４）

１０
Ｒ５
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

２３
６

４
溝
－５

１３
須
恵
器
甕

口
縁
１／
１６
残

一
括

（
２４
.０
）

５Ｙ
５／
１灰
色

２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
２
条
の
沈
線
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

２３
６

５
溝
－５

１２
須
恵
器
甕

口
縁
１／
１６
残

一
括

（
２３
.０
）

５Ｙ
４／
１灰
色

２.
５Ｙ
６／
１黄
灰
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
２
条
の
沈
線
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

外
面
自
然
釉
付
着
。

２３
６

６
溝
－５

１４
須
恵
器
坏

口
縁
１／
１０
残

一
括

（
１６
.４
）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

２３
６

７
溝
－５

６
土
師
器
坏

口
縁
１／
８残

一
括

（
１４
.５
）

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

２３
６

８
溝
－５

８
土
師
器
坏

口
縁
１／
１６
残

一
括

（
9.
２）

N２
／０
黒
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
黒
色
処
理
。
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号
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号
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遺
構

番
号

実
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号

器
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出
土
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（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２３
６

9
溝
－５

9
土
師
器
坏

口
縁
１／
１６
弱
残

一
括

（
１２
.２
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

２３
６

１０
溝
－５

５
土
師
器
坏

口
縁
全
欠
・
坏
部
１／
８残

一
括

（
１１
.６
）

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

２３
６

１１
溝
－５

４
土
師
器
器
台

坏
部
１／
５残

一
括

（
１０
.８
）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

２３
６

１２
溝
－５

３
土
師
器
高
杯

口
縁
～
坏
部
１／
６残

一
括

（
１３
.４
）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ケ
ズ
リ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ミ
ガ
キ
。

２３
６

１３
溝
－５

１０
土
師
器
高
杯

脚
部
の
み
・
裾
部
１／
５残

一
括

（
１０
.０
）

１０
Ｒ５
／４
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ケ
ズ
リ
。

外
面
赤
彩
。

２３
６

１４
溝
－３

２
弥
生
甕

底
部
１／
４

一
括

（
８.
２）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
６

１５
溝
－５

１１
弥
生
甕

底
部
１／
２残

一
括

７.
２

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

２３
６

１６
溝
－３

３
弥
生
甕

底
部
１／
２

一
括

５.
６

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
６

１７
溝
－３

9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
他
ハ
ケ
。

２３
６

１８
溝
－３

１０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

２３
６

１9
溝
－５

１７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

２３
６

２０
溝
－５

２２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
原
体
押
捺
？
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
６

２１
溝
－５

２３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
摘
み
上
げ
、
外
面
端
部
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
原
体
押
捺
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
６

２２
溝
－５

２６
弥
生
鉢
 
口
縁
部

一
括

２Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
細
縄
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

２３
６

２３
溝
－３

１１
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
胴
部
キ
ザ
ミ
目
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
６

２４
溝
－３

１２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
縄
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

２３
６

２５
溝
－５

１9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
２／
１黒
色

２.
５Ｙ
５／
２黄
灰
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
６

２６
溝
－５

１８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
、
他
細
縄
文
。

内
　
器
面
剥
離
。

２３
６

２７
溝
－５

２０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
波
状
に
よ
る
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

２３
６

２８
溝
－５

１６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
櫛
描
き
文
。

２３
６

２9
溝
－５

１５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
と
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
６

３０
溝
－５

２７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
波
状
に
よ
る
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。

２３
６

３１
溝
－３

３０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。

２３
６

３２
溝
－３

３６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２３
６

３３
溝
－３

２１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。

２３
６

３４
溝
－３

２３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
羽
状
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。

２３
６

３５
溝
－３

２４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。

２３
６

３６
溝
－３

３７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。
底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

２３
６

３７
溝
－３

２２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。

２３
６

３８
溝
－３

２9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
・
口
縁
部
に
棒
状
工
具
に
よ
る
２
連
の
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
６

３9
溝
－３

２５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
胴
部
櫛
描
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
６

４０
溝
－３

２６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
竹
管
の
押
引
き
に
よ
る
沈
線
と
結
節
文
が
斜
位
に
施
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
６

４１
溝
－３

３５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
隆
帯
下
に
竹
管
の
押
引
き
に
よ
る
沈
線
が
２
本
施
さ
れ
る
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
６

４２
溝
－３

３３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
隆
帯
区
画
に
角
押
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
６

４３
溝
－３

３２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
隆
帯
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

２３
６

４４
溝
－５

２9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

微
砂
粒
多

外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２３
６

４５
溝
－５

３１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

２３
６

４６
溝
－３

３４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
隆
帯
と
沈
線
。

内
　
篦
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

２３
６

４７
溝
－３

２０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
～
２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
と
棒
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

２３
６

４８
溝
－５

３０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

微
砂
粒
多

外
　
隆
帯
上
に
半
載
竹
管
に
よ
る
爪
形
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

２３
６

４9
溝
－３

３１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
沈
線
下
に
沈
線
に
よ
る
山
形
文
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
篦
ナ
デ
。

２３
６

５０
溝
－５

２１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

微
砂
粒
多

外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
ナ
デ
。

２３
６

５１
溝
－５

２８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

微
砂
粒
多

外
　
平
行
沈
線
と
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
上
に
格
子
目
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
６

５２
溝
－５

３２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

微
砂
粒
多

外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
ナ
デ
。

２３
８

１
溝
－６

１
弥
生
甕

底
部
１／
５

一
括

（
８.
２）

５Ｙ
Ｒ４
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

２３
８

２
溝
－６

２
弥
生
甕

底
部
１／
５

一
括

（
５.
４）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

２３
８

３
溝
－６

７
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
下
に
沈
線
、
沈
線
下
に
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

２３
８

４
溝
－６

８
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
施
文
後
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

２４
４

１
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

１
弥
生
壺

口
縁
１／
４・
頸
部
完
存

一
括

８.
８

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ナ
デ
、
頸
部
篦
ミ
ガ
キ
、
胴
部
上
位
に
２
条
の
細
縄
文
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
器
面
剥
離
。

赤
彩
？

２４
４

２
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

２
弥
生
壺

底
部
完
存

一
括

４.
６

２.
５Ｙ
Ｒ４
／８
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
舌
状
区
画
内
に
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
、
一
部
器
面
剥
離
。

外
面
施
文
以
外
・
内
面
全
面
赤
彩
。
NＯ
１０
と
同
一
個
体
の
可
能
性
あ
り
。

２４
４

３
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

３
弥
生
小
鉢
？

２／
３・
底
部
完
存

一
括

１１
.４

２.
４

６.
６

１０
Ｒ４
／４
赤
褐
色

１０
Ｒ３
／４
暗
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
外
面
赤
彩
。

２４
４

４
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

５
弥
生
壺

底
部
１／
４

一
括

（
７.
６）

１０
Ｒ５
／６
赤
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／３
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
？
剥
離
激
し
く
不
明
。

内
　
剥
離
。

外
面
赤
彩
。

２４
４

５
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

６
弥
生
壺

底
部
１／
２弱

一
括

（
７.
４）

５Ｙ
Ｒ４
／８
赤
褐
色

１０
ＹＲ
４／
４褐
色

良
好

１
～
５
㎜
大

の
礫
混
入

外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

２４
４

６
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

４
弥
生
壺

底
部
完
存

一
括

５.
３

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

１０
ＹＲ
４／
１灰
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
器
面
剥
離
。

外
面
赤
彩
。

２４
４

７
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

８
縄
文
深
鉢

口
縁
１／
１０

一
括

（
２４
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

２４
４

８
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
面
取
り
、
他
ハ
ケ
。

内
　
ハ
ケ
。

２４
４

9
Ｖ
字
溝
サ

イ
ロ

１１
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

１０
Ｒ４
／４
赤
色

１０
Ｒ４
／３
に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
棒
状
浮
文
貼
り
付
け
。

内
　
口
縁
部
指
ナ
デ
、
頸
部
篦
ナ
デ
。

２４
４

１０
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

１３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
Ｒ５
／６
赤
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
で
区
画
さ
れ
た
舌
状
文
内
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。
NＯ
－２
と
同
一
個
体
の
可
能
性
あ
り
。

２４
４

１１
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

１０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

良
好

繊
維
混
入

外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

関
山
式
土
器
。

２４
４

１２
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

１７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

繊
維
混
入

外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

関
山
式
土
器
。

２４
４

１３
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

１9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
平
行
沈
線
文
、
細
い
粘
土
紐
貼
り
付
け
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
Ｂ
式
土
器
。

２４
４

１４
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

１８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ８
／８
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
に
よ
る
肋
骨
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
Ａ
式
土
器
。

２４
４

１５
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

２０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

金
雲
母
混
入
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
（
Ⅳ
）
式
土
器
。

２４
４

１６
Ｖ
字
溝

サ
イ
ロ

１６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

０.
５～
６㎜
大

の
礫
・
金
雲

母
混
入

外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
（
Ⅳ
）
式
土
器
。

一
括

１
南
墓
址
群

１
土
師
器
甕

口
縁
１／
４・
胴
部
１／
８強

一
括

（
１５
.０
）

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
～
７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
篦
ナ
デ
。

一
括

２
南
墓
址
群

３
土
師
器
甕

底
部
１／
４弱

一
括

１０
.２

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

３
南
墓
址
群

２
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

（
１６
.４
）

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

一
括

４
南
墓
址
群

9
須
恵
器
壺

口
縁
１／
８弱

一
括

（
１６
.８
）

２.
５Ｙ
７／
２灰
黄
色

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

５
南
墓
址
群

８
須
恵
器
短
頸
壺

高
台
１／
８

一
括

（
１５
.６
）

２.
５Ｙ
５／
１黄
灰
～
２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色
（
脚
部
）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
（
脚
部
内
・
外
）。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

６
南
墓
址
群

５
土
師
器
甕

口
縁
１／
８

一
括

（
２３
.０
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

外
面
赤
彩
。

一
括

７
南
墓
址
群

６
弥
生
甕

底
部
完
存

一
括

６.
３

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

一
括

８
南
墓
址
群

７
弥
生
鉢

底
部
１／
８

一
括

（
１０
.２
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
Ｕ
字
形
の
抉
り
を
持
つ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

一
括

9
南
墓
址
群

４
弥
生
甕

底
部
１／
４弱

一
括

（
７.
０）

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
～
１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１０
南
墓
址
群

１４
縄
文
深
鉢

底
部
１／
４

一
括

（
６.
０）

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
懸
垂
文
間
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１１
南
墓
址
群

１５
縄
文
深
鉢

底
部
１／
４

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

１２
南
墓
址
群

１３
縄
文
深
鉢

底
部
１／
４弱

一
括

（
１１
.６
）

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

１３
南
墓
址
群

１８
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１４
南
墓
址
群

１9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
～
１０
ＹＲ
７／
３に
ぶ
い
黄
橙
色
　

１０
ＹＲ
７／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１５
南
墓
址
群

２５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

砂
含
む

外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
の
上
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１６
南
墓
址
群

２9
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

北
関
東
系
土
器
。

一
括

１７
南
墓
址
群

２１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
・
胴
部
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１８
南
墓
址
群

２２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
・
胴
部
に
爪
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１9
南
墓
址
群

３５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

一
括

２０
南
墓
址
群

２３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
角
押
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

２１
南
墓
址
群

２８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

一
括

２２
南
墓
址
群

３２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

密
外
　
懸
垂
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

一
括

２３
南
墓
址
群

３１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

１
～
５
㎜
大

の
礫
少
し
含

む
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
胴
部
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

一
括

２４
南
墓
址
群

２６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
沈
線
上
に
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

２５
南
墓
址
群

３０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
～
７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
沈
線
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

２６
南
墓
址
群

２４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
赤
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

２７
南
墓
址
群

１１
中
世
擂
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
櫛
描
き
文
。

一
括

３０
墓
此
群

１
土
師
器
坏

口
縁
１／
５

一
括

（
１４
.８
）

１０
ＹＲ
４／
４赤
褐
色

１０
ＹＲ
４／
６赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
丁
寧
な
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
体
部
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

一
括

３１
墓
此
群

３
カ
ワ
ラ
ケ

底
部
１／
４

一
括

（
５.
１）

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
切
り
後
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

３２
墓
此
群

２
カ
ワ
ラ
ケ

底
部
完
存

一
括

４.
０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
切
り
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

３３
墓
此
群

５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
平
行
沈
線
文
と
刺
突
文
。

内
　
ナ
デ
。

黒
浜
式
土
器
。

一
括

３４
墓
此
群

６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

一
括

３５
墓
此
群

４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

３８
西
墓
址

５
土
師
器
甕

底
部
２／
３残

一
括

（
７.
０）

５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

３9
西
墓
址

１
土
師
器
甕

底
部
１／
３残

一
括

（
７.
４）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

５Ｙ
５／
４に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

微
砂
粒
含
む
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
一
部
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

４０
西
墓
址

３
須
恵
器
長
頸
壺

底
部
１／
３残

一
括

５Ｙ
灰
色

２.
５Ｙ
７／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

一
括

４１
西
墓
址

４
須
恵
器
高
台
付
坏

底
部
１／
８強
残

一
括

（
１０
.８
）

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

一
括

４２
西
墓
址

9
中
世
陶
器
捏
ね
鉢

一
括

（
３２
.２
）

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

２.
５Ｙ
５／
１黄
灰
色

良
好

１
㎜
大
白
色

粒
多
含
む

外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

Ⅱ
類
９
型
式
。

一
括

４３
西
墓
址

１１
中
世
陶
器（
青
磁
碗
龍
泉
）

底
部
１／
８残

一
括

（
６.
０）

１０
Ｙ７
／２
灰
白
色

良
好

密
外
　
　
　
―

内
　
　
　
―

一
括

４４
西
墓
址

１０
中
世
陶
器（
白
磁
皿
Ｄ
群
）

底
部
３／
４残

一
括

４.
０

５Ｙ
８／
１灰
白
色

良
好

密
外
　
　
　
―

内
　
　
　
―
　

一
括

４５
西
墓
址

７
カ
ワ
ラ
ケ

全
体
１／
３残

一
括

（
７.
２）

１.
３５

（
４.
８）

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り
。

一
括

４６
西
墓
址

８
カ
ワ
ラ
ケ

底
部
１／
４残

一
括

（
５.
０）

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

一
括

４７
西
墓
址

６
カ
ワ
ラ
ケ

底
部
１／
３残

一
括

（
５.
9）

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
指
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

４８
西
墓
址

２３
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

３
㎜
大
の
礫

含
む

外
　
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

４9
西
墓
址

２０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

１
～
３
㎜
大

白
色
粒
多
含

む
外
　
Ｓ
字
状
結
節
文
と
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。

一
括

５０
西
墓
址

２４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

前
期
繊
維
土
器
。

一
括

５１
西
墓
址

２１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
間
に
爪
形
文
。

内
　
ナ
デ
。

黒
浜
式
土
器
。

一
括

５２
西
墓
址

１８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

５３
西
墓
址

２２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

５４
西
墓
址

１9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
６／
１黄
灰
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

微
砂
粒
多

外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

６３
円
形

土
坑
群

表
採

１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

一
括

６４
円
形

土
坑
群

表
採

２
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
文
。

内
　
器
面
摩
耗
。

一
括

６５
表
採

２２
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
４

一
括

（
１５
.２
）

（
４.
２）

２.
５Ｙ
Ｒ５
／３
黄
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

良
好

密
外
　
天
井
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
、
自
然
釉
付
着
、
宝
珠
摘
み
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

６６
表
採

２３
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
４

一
括

１４
.８

３.
６

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

１０
ＹＲ
６／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
自
然
釉
が
厚
く
か
か
り
ケ
ズ
リ
範
囲
不
明
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

６７
表
採

１７
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
１６
強

一
括

１６
.８

２.
５Ｙ
Ｒ５
／１
黄
灰
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／２
暗
灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
口
唇
部
沈
線
状
の
く
ぼ
み
、
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

６８
表
採

１４
須
恵
器
蓋

口
縁
１／
４強

一
括

9.
２

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

２.
５Ｙ
Ｒ
に
ぶ
い
黄
色

良
好

密
外
　
天
井
部
粘
土
盤
に
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
整
形
、
手
持
ち
篦
ケ
ズ
リ
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
自
然
釉
付
着
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

一
括

６9
表
採

１３
須
恵
器
坏
身

口
縁
１／
４

一
括

１０
.０

２.
５Ｙ
Ｒ５
／１
黄
灰
色

２.
５Ｙ
Ｒ７
／１
灰
白
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

７０
表
採

１８
須
恵
器
坏
身
（
高
台
付
）

底
部
１／
８

一
括

８.
４

２.
５Ｙ
Ｒ５
／１
黄
灰
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
底
部
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

７１
表
採

１２
須
恵
器
坏

口
縁
１／
４

一
括

１４
.２

１０
.４

３.
9

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

７２
表
採

２０
須
恵
器
坏
身
（
高
台
付
）

底
部
３／
８

一
括

9.
６

２.
５Ｙ
Ｒ７
／３
浅
黄
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／３
に
ぶ
い
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
底
部
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

７３
表
採

２１
須
恵
器
坏
身
（
高
台
付
）

底
部
１／
２

一
括

9.
２

２.
５Ｙ
Ｒ７
／２
灰
白
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
底
部
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

７４
表
採

１9
須
恵
器
坏
身
（
高
台
付
）

底
部
１／
４

一
括

７.
７

２.
５Ｙ
Ｒ７
／１
灰
白
色

２.
５Ｙ
Ｒ７
／２
灰
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
、
底
部
高
台
貼
り
付
け
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

一
括

７５
表
採

１５
須
恵
器
甕

口
縁
１／
８

一
括

１７
.２

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
ナ
デ
？
。

内
　
口
唇
部
摘
み
上
げ
、
指
ナ
デ
？
。

一
括

７６
表
採

２４
須
恵
器
壺

頸
部
１／
２

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／３
に
ぶ
い
黄
色

良
好

密
外
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

内
　
ロ
ク
ロ
整
形
。

頸
部
と
胴
部
別
々
に
作
成
し
て
指
で
接
合
。

一
括

７７
表
採

１６
須
恵
器
壺

底
部
１／
４

一
括

１３
.４

２.
５Ｙ
Ｒ６
／１
黄
灰
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／１
黄
灰
色

良
好

密
外
　
自
然
釉
付
着
。

内
　
胴
部
回
転
篦
ケ
ズ
リ
、
ロ
ク
ロ
整
形
、
底
部
付
近
回
転
篦
ケ
ズ
リ
、
自
然
釉
付
着
。

一
括

７８
表
採

６
土
師
器
高
杯
坏
部

口
縁
１／
４

一
括

１５
.６

１２
.０

３.
３

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
斜
格
子
状
暗
文
。

一
括

７9
表
採

４
土
師
器
高
杯

口
縁
１／
８

一
括

１８
.０

２.
５Ｙ
Ｒ６
／８
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

一
括

８０
表
採

２－
１
土
師
器
高
杯
坏
部

口
縁
２／
３欠

一
括

１７
.８

１０
Ｒ５
／８
赤
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

一
括

８１
表
採

２－
２
土
師
器
高
杯

脚
裾
部
全
欠

一
括

１０
Ｒ５
／６
赤
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

一
括

８２
表
採

５
土
師
器
高
杯

坏
部
口
縁
１／
１６

一
括

１８
.１

１０
.６

２.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

内
外
面
赤
彩
。

一
括

８３
表
採

３
土
師
器
高
杯

脚
裾
部
１／
４

一
括

１１
.６

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

一
括

８４
表
採

１０
土
師
器
鉢

口
縁
１／
８

一
括

２０
.８

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

一
括

８５
表
採

７
土
師
器
坏

口
縁
１／
８

一
括

１４
.５

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
漆
仕
上
げ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

漆
仕
上
げ
・
内
外
面
黒
色
処
理
。

一
括

８６
表
採

9
土
師
器
坏

口
縁
１／
１６

一
括

１０
.６

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
に
よ
る
放
射
状
の
暗
文
。

内
外
面
黒
色
処
理
。

一
括

８７
表
採

１１
土
師
器
鉢

口
縁
１／
８・
底
部
１／
８

一
括

１０
.８

５.
８

５.
６

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
、
一
部
に
圧
痕
残
る
。

一
括

８８
表
採

８
土
師
器
台
付
き
甕

脚
部
１／
４

一
括

１１
.５

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
後
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

８9
表
採

６８
縄
文
浅
鉢

口
縁
１／
２強

一
括

（
３２
.２
）

７.
５Ｙ
Ｒ３
／３
暗
褐
色

良
好

金
雲
母
多
量

に
含
む

外
　
口
縁
部
文
様
帯
に
隆
線
や
沈
線
に
よ
る
渦
巻
文
、
ク
ラ
ン
ク
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

9０
表
採

６9
縄
文
深
鉢

底
部
１／
４

一
括

（
１５
.６
）

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
４／
１褐
色
灰
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
細
縄
文
に
よ
る
原
体
圧
痕
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

9１
表
採

２５
縄
文
深
鉢

口
縁
３／
８

一
括

１７
.８

２.
５Ｙ
Ｒ５
／８
明
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
と
沈
線
工
字
文
。

内
　
指
ナ
デ
一
部
篦
ナ
デ
。

大
洞
式
土
器
（
晩
期
）。
輪
積
み
痕
明
瞭
に
残
る
。

一
括

9２
表
採

１
弥
生
甕

底
部
１／
４

一
括

１２
.６

６.
４

１７
.６

５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

一
括

9３
表
採

１６
２
弥
生
壺

口
縁
１／
８

一
括

（
１１
.６
）

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
重
四
角
文
と
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

重
四
角
文
系
土
器
。

一
括

9４
表
採

１０
２
弥
生
甕

底
部
１／
５

一
括

9.
４

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

一
括

9５
表
採

１６
１
弥
生
甕

底
部
１／
２

一
括

9.
４

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

一
括

9６
表
採

１０
３
弥
生
甕

底
部
１／
８

一
括

６.
４

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

底
部
外
面
木
葉
痕
あ
り
。

一
括

9７
表
採

１０
１
弥
生
壺
？

底
部
完
存

一
括

６.
１

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

一
括

9８
表
採

１８
６
中
世
白
磁
埦

口
縁
１／
１６

一
括

１８
.２

２.
５Ｙ
７／
３浅
黄
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

一
括

99
表
採

２9
カ
ワ
ラ
ケ

底
部
完
存

一
括

４.
２

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
底
部
外
面
回
転
糸
切
り
後
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

１０
０

表
採

３０
カ
ワ
ラ
ケ

底
部
１／
４

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
底
部
外
面
回
転
糸
切
り
後
ナ
デ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

一
括

１０
１

表
採

３１
カ
ワ
ラ
ケ

底
部
１／
６

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
底
部
外
面
回
転
糸
切
り
後
ナ
デ
。

内
　
器
面
摩
耗
。

一
括

１０
２

表
採

１８
７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
微
隆
起
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

田
戸
上
層
式
土
器
。

一
括

１０
３

表
採

１０
４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
貝
殻
復
縁
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

早
期
田
戸
下
層
式
土
器
。

一
括

１０
４

表
採

１７
６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
と
竹
管
の
押
捺
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

鵜
ヶ
島
式
土
器
。

一
括

１０
５

表
採

１８
８
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

田
戸
上
層
～
子
母
口
。

一
括

１０
６

表
採

１０
５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

繊
維
含
む

外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
内
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
繊
維
式
土
器
。

一
括

１０
７

表
採

１１
６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
区
画
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１０
８

表
採

１０
６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
～
１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
区
画
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１０
9

表
採

１０
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
区
画
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１１
０

表
採

１１
０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
区
画
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１１
１

表
採

１０
７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
区
画
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１１
２

表
採

１０
9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
区
画
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１１
３

表
採

１１
１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

０.
１～
０.
２㎜

大
の
礫
含
む
外
　
平
行
沈
線
に
よ
る
文
様
内
に
爪
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１１
４

表
採

１１
５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
区
画
に
半
載
竹
管
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

諸
磯
式
土
器
。

一
括

１１
５

表
採

１１
８
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
下
に
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。

一
括

１１
６

表
採

１１
７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
篦
ナ
デ
後
変
形
爪
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

浮
島
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

一
括

１１
７

表
採

１８
9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
唇
部
上
か
ら
の
指
頭
押
捺
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
末
葉
。

一
括

１１
８

表
採

１9
１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
下
部
に
波
状
貝
殻
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
末
葉
。

一
括

１１
9

表
採

１9
０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

砂
含
む

外
　
折
り
返
し
口
縁
、
粘
土
紐
巻
き
上
げ
痕
、
意
識
的
に
多
段
に
残
し
原
体
押
捺
。

内
　
篦
ナ
デ
。

前
期
末
葉
。

一
括

１２
０

表
採

１２
０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

一
括

１２
１

表
採

１１
9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
結
節
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

五
領
ヶ
台
式
土
器
。

一
括

１２
２

表
採

１２
２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
小
石
含
む
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
棒
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
、
胴
部
棒
状
工
具
に
よ
る
山
形
文
、
粘

土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１２
３

表
採

１４
２
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

１
㎜
大
の

礫
・
金
雲
母

少
し
含
む

外
　
無
文
。

内
　
折
り
返
し
の
段
あ
り
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１２
４

表
採

１２
３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
端
に
沈
線
、
平
行
沈
線
に
よ
る
山
形
文
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
摩
耗
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１２
５

表
採

１４
３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
礫
・
金
雲

母
含
む

外
　
無
文
、
口
唇
部
折
り
返
し
の
段
あ
り
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１２
６

表
採

１３
５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ３
／２
暗
赤
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
施
文
後
口
唇
・
口
縁
部
棒
状
工
具
に
よ
る
沈
線
、
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１２
７

表
採

１３
７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

１
㎜
大
の
礫

含
む

外
　
口
唇
部
指
頭
押
捺
文
、
口
縁
部
指
ナ
デ
に
よ
る
凹
帯
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１２
８

表
採

１３
３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
横
方
向
の
沈
線
下
に
斜
め
方
向
の
沈
線
文
、
下
に
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１２
9

表
採

１３
４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

１
㎜
大
の
礫

含
む

外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
キ
ザ
ミ
目
、
口
縁
部
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
棒
状
工
具
に

よ
る
キ
ザ
ミ
目
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
０

表
採

１４
６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
押
捺
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
口
唇
部
棒
状
工
具
に
よ
る
押
捺
文
、
他
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
１

表
採

１５
１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／４
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
口
唇
部
と
胴
部
に
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
に
よ
る
文
様
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
２

表
採

１２
１
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
隆
帯
に
キ
ザ
ミ
目
、
櫛
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
と
山
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
３

表
採

１４
４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／２
灰
褐
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
礫
・
金
雲

母
含
む

外
　
角
押
文
に
よ
る
押
引
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
４

表
採

１３
６
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
礫
・
金
雲

母
含
む

外
　
口
唇
部
縄
文
帯
以
下
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
５

表
採

１４
０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

良
好

金
雲
母
含
む
外
　
角
押
文
に
よ
る
押
引
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
６

表
採

１２
５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
櫛
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
７

表
採

１２
４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
縄
文
、
他
沈
線
と
角
押
文
。

内
　
口
唇
部
沈
線
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
８

表
採

１３
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
白
色
礫
・

金
雲
母
含
む
外
　
櫛
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
と
沈
線
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１３
9

表
採

１５
４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
キ
ザ
ミ
目
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
０

表
採

１３
9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

金
雲
母
少
し

含
む

外
　
渦
巻
き
文
。

内
　
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

一
括

１４
１

表
採

１４
７
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
横
方
向
の
沈
線
施
文
後
縦
方
向
の
押
引
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
２

表
採

１４
５
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
角
押
文
に
よ
る
押
引
き
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
３

表
採

１４
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

砂
多
く
含
む
外
　
角
押
文
に
よ
る
押
引
き
文
。

内
　
摩
耗
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
４

表
採

１２
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
に
よ
る
縄
文
、
沈
線
、
角
押
文
の
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
５

表
採

１５
３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ５
／３
黄
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
角
押
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
６

表
採

１２
６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
状
の
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
７

表
採

１５
２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

砂
含
む

外
　
棒
状
工
具
に
よ
る
角
押
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
８

表
採

１３
１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
～
２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

良
好

１
㎜
大
の
礫

含
む

外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
沈
線
文
、
平
行
沈
線
に
よ
る
山
形
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１４
9

表
採

１４
１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

１
～
２
㎜
大

の
小
石
・
金

雲
母
含
む

外
　
角
押
文
に
よ
る
押
引
き
と
隆
帯
に
よ
る
文
様
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１５
０

表
採

１４
9
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

砂
・
金
雲
母

含
む

外
　
押
引
き
文
と
隆
帯
に
よ
る
文
様
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１５
１

表
採

１５
０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／６
褐
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
よ
る
文
様
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１５
２

表
採

１２
７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
褐
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
・
金
雲

母
含
む

外
　
櫛
状
工
具
に
よ
る
平
行
沈
線
文
、
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
角
押
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

阿
玉
台
式
土
器
。

一
括

１５
３

表
採

１６
０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
～
１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
隆
帯
に
よ
る
文
様
。

内
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

一
括

１５
４

表
採

１５
9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
隆
帯
に
よ
る
文
様
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

一
括

１５
５

表
採

１５
８
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
ナ
デ
、
他
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
。

一
括

１５
６

表
採

１６
３
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
～
１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
に
２
条
の
隆
帯
。

内
　
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

一
括

１５
７

表
採

１６
４
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
丸
形
の
貼
り
付
け
文
、
他
沈
線
で
文
様
。

内
　
渦
巻
き
文
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

一
括

１５
８

表
採

１６
８
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
縄
文
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

一
括

１５
9

表
採

１６
７
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

１
～
４
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
押
角
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

一
括

１６
０

表
採

１６
５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
爪
形
文
、
他
下
に
縄
文
。

内
　
摩
耗
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

一
括

１６
１

表
採

１６
６
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
爪
形
文
、
他
下
に
縄
文
。

内
　
摩
耗
。

堀
ノ
内
式
土
器
。

一
括

１６
２

表
採

１６
9
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
～
１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

１６
３

表
採

１７
０
縄
文
深
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

１０
ＹＲ
４／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
粘
土
紐
貼
り
付
け
に
よ
る
隆
帯
に
指
頭
押
捺
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

１６
４

表
採

１７
２
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
指
頭
押
捺
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

一
括

１６
５

表
採

１７
４
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

２.
５Ｙ
Ｒ３
／２
黒
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
と
指
頭
押
捺
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

１６
６

表
採

１７
５
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
文
と
縄
文
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

１６
７

表
採

１７
１
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

１６
８

表
採

１７
３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
と
押
し
引
き
に
よ
る
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
。

一
括

１６
9

表
採

１７
７
縄
文
浅
鉢
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
～
１０
Ｒ４
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
下
に
沈
線
工
字
文
、
他
沈
線
間
に
赤
彩
残
る
。

内
　
沈
線
、
他
篦
ナ
デ
。

縄
文
晩
期
。

一
括

１７
０

表
採

１７
9
縄
文
浅
鉢
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
赤
褐
～
１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
～
１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

良
好

１
～
３
㎜
大

の
礫
含
む

外
　
平
行
沈
線
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

縄
文
晩
期
。

一
括

１７
１

表
採

１７
８
縄
文
浅
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

２.
５Ｙ
４／
１黄
灰
色

良
好

密
外
　
沈
線
。

内
　
篦
ミ
ガ
キ
。

縄
文
晩
期
。

一
括

１７
２

表
採

１１
３
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

縄
文
晩
期
。

一
括

１７
３

表
採

１８
０
縄
文
深
鉢
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

縄
文
晩
期
。

一
括

１７
４

表
採

８２
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
Ｒ５
／６
赤
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

一
括

１７
５

表
採

８８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
文
、
他
櫛
描
き
文
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
他
篦
ナ
デ
。

一
括

１７
６

表
採

７７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

一
括

１７
７

表
採

８７
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

一
括

１７
８

表
採

７８
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
条
線
状
の
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
篦
ナ
デ
。

一
括

１７
9

表
採

８１
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
３暗
褐
色

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

一
括

１８
０

表
採

99
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
ハ
ケ
、
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
条
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
条
文
、
他
ハ
ケ
。

一
括

１８
１

表
採

８３
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／１
褐
灰
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

一
括

１８
２

表
採

７６
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ハ
ケ
後
篦
ナ
デ
。

一
括

１８
３

表
採

７9
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
口
縁
部
指
頭
押
捺
波
状
文
、
他
ナ
デ
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

１８
４

表
採

７５
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
縄
文
施
文
後
Ｓ
字
状
結
節
文
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

１８
５

表
採

８６
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
細
縄
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
口
唇
部
に
小
さ
く
折
り
曲
げ
る
、
他
ハ
ケ
。

一
括

１８
６

表
採

８４
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
細
縄
文
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１８
７

表
採

８０
弥
生
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
折
り
返
し
口
縁
、
口
縁
部
に
縄
文
、
縄
文
下
に
キ
ザ
ミ
目
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１８
８

表
採

８５
弥
生
壺
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
Ｒ５
／６
明
赤
褐
色

良
好

密
外
　
口
唇
部
に
細
縄
文
、
口
唇
部
下
に
沈
線
、
他
篦
ナ
デ
。

内
　
篦
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

器
種

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

遺
存
度

口
径

底
径

器
高

（
内
）
色
調

一
括

１８
9

表
採

9０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

１０
ＹＲ
６／
６明
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
下
に
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
、
他
ハ
ケ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１9
０

表
採

9１
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
Ｒ４
／８
赤
色

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
疑
似
流
水
文
。

内
　
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

一
括

１9
１

表
採

１０
０
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
外
　
半
載
竹
管
に
よ
る
櫛
描
き
波
状
文
、
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１9
２

表
採

9８
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
に
よ
る
舌
状
文
の
文
様
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

一
括

１9
３

表
採

８9
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
充
填
に
よ
る
結
紐
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１9
４

表
採

9２
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

良
好

密
外
　
沈
線
区
画
内
に
細
縄
文
充
填
に
よ
る
結
紐
文
、
他
篦
ミ
ガ
キ
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１9
５

表
採

9６
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ４
／６
赤
褐
色

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
文
と
山
形
文
、
棒
状
工
具
に
よ
る
連
続
刺
突
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

外
面
赤
彩
。

一
括

１9
６

表
採

１３
０
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
状
の
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１9
７

表
採

１２
9
弥
生
甕
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
外
　
撚
糸
状
の
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１9
８

表
採

9５
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
帯
を
挟
み
上
位
に
波
状
文
、
下
位
に
山
形
文
状
の
沈
線
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

１9
9

表
採

9３
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
７／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

２０
０

表
採

9４
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

１０
ＹＲ
３／
１黒
褐
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

２０
１

表
採

9７
弥
生
壺
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
Ｒ３
／１
黒
褐
色

良
好

密
外
　
ハ
ケ
の
上
下
に
細
縄
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

一
括

２０
２

表
採

７０
須
恵
器
甕
 
口
縁
部

一
括

５Ｙ
３／
１オ
リ
ー
ブ
黒
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

２０
３

表
採

７２
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

５Ｙ
４／
１灰
色

良
好

密
外
　
頸
部
沈
線
上
位
に
櫛
描
き
文
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

２０
４

表
採

７３
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

良
好

密
外
　
頸
部
断
面
三
角
形
の
に
ぶ
い
凸
帯
２
条
間
に
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ロ
ク
ロ
ナ
デ
。

一
括

２０
５

表
採

７４
須
恵
器
甕
 
胴
部

一
括

２.
５Ｙ
３／
１黒
褐
色

２.
５Ｙ
４／
１黄
灰
色

良
好

密
外
　
頸
部
外
面
に
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
ナ
デ
。

一
括

２０
６

表
採

７１
須
恵
器
樽
型
𤭯

胴
部

一
括

２.
５Ｙ
３／
１黒
褐
色

２.
５Ｙ
５／
２暗
灰
黄
色

良
好

密
外
　
櫛
描
き
波
状
文
。

内
　
指
ナ
デ
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

種
別
・
依
存
度

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝
／ｇ

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

径
（
幅
）
孔（
厚
さ
）
高
さ（
長
）

重
量

（
内
）
色
調

２０
１４

１
１４
パ
ン
状
土
製
品

３／
４弱
残

床
－
１9

８.
５

－
－

１７
０.
０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
手
捏
土
器
。
指
ナ
デ
指
整
形

２０
１５

１
１２
有
孔
円
盤

１／
８欠

一
括

－
１.
８～
１.
１

０.
9～
１.
１

６.
７０

５０
.０
０

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
外
　
細
縄
文
施
文
。

内
　
篦
ナ
デ
。

土
器
片
利
用
の
有
孔
円
盤
。

３０
１４

５
１１
土
器
片
錘
 
－

一
括

－
－

－
9.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ５
／３
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
　
縄
文
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｅ
式
土
器
片
を
２
次
利
用
し
た
土
器
片
錘
。

３４
１４

１１
７
泥
め
ん
こ

完
形

一
括

２.
１

０.
9５

２.
６５

４.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密

５４
２３

６Ａ
２０
土
器
片
錘
 
－

一
括

－
－

－
４４
.０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
外
　
平
行
沈
線
。

内
　
ナ
デ
。

加
曽
利
Ｂ
式
土
器
片
を
２
次
利
用
し
た
土
器
片
錘
。

７２
７

２０
４
平
瓦
 
－

一
括

１０
.２

２.
４

６.
9

１７
４.
０

１０
ＹＲ
４／
１褐
灰
色

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密
凹
面
布
目
、
凸
面
敲
き
。

７７
２４

２１
３２
布
目
瓦
極
一
部

一
括

－
－

－
６３
.０

５Ｙ
Ｒ６
／８
橙
色

良
好

密
凹
面
布
の
と
じ
し
ろ
痕
あ
り
、
凸
面
縄
文
。

１０
３

１３
３9

１６
支
脚
下
端
部
一
部
欠

注
記
な
し

８.
４

－
１２
.６

７６
２.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
指
ナ
デ
指
整
形
。

１１
１

２８
４9

２４
土
玉
　
一
部
欠

一
括

３.
０

０.
５

３.
１

１６
.０

５Ｙ
Ｒ４
／４
に
ぶ
い
赤
褐
色

良
好

密
指
ナ
デ
指
整
形
。

１１
７

７
５５

１１
支
脚
　
１／
２強

床
直

先
端
５.
9

－
長
残
８.
４

１３
１.
０

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

良
好

密
篦
ケ
ズ
リ
後
指
押
さ
え
。

１２
２

１６
６０

１６
土
玉
　
１／
４欠

一
括

－
－

－
２０
.４

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

良
好

密
指
ナ
デ
指
整
形
。

１２
７

７
５８

１０
支
脚
 
－

カ
マ
ド
内
一
括

最
大
７.
０

－
残
長
１２
.５

３８
０.
０

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

不
良

砂
粒
多

指
ナ
デ
指
整
形
。

脆
く
壊
れ
や
す
い
。

１３
４

9
４５

１２
支
脚
　
全
体
１／
9

一
括

８.
１

（
４.
５）

（
７.
５）

２０
８.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

３
～
１３
㎜
大

の
礫
含
む

指
ナ
デ
指
整
形
。

法
量
は
残
存
値
。

１３
４

１０
４５

１１
支
脚
　
全
体
１／
５

一
括

（
５.
４）

（
５.
３）

（
８.
８）

１５
０.
０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密
指
ナ
デ
指
整
形
。

法
量
は
残
存
値
。

１３
４

１１
４５

１０
管
状
土
錘

ほ
ぼ
完
形

一
括

２.
０

０.
６

５.
１

１８
.０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
指
ナ
デ
指
整
形
。

１６
５

３
土
坑
－
７６

２
管
状
土
錘

一
部
欠

一
括

１.
9

０.
８

４.
9

１６
.０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
指
ナ
デ
指
整
形
。

２３
３

１
溝
－
４

１
土
玉
　
完
形

一
括

３.
８

０.
9～
０.
５

３.
３

４５
.０

２.
５Ｙ
４／
１黄
灰
色

良
好

密
指
ナ
デ
指
整
形
。

２３
６

５５
溝
－
３

４
弥
生
土
器
片
錘

一
括

－
－

－
３０
.０

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

良
好

密
上
下
２
～
３
㎜
切
り
込
ま
れ
る
。

土
器
片
を
利
用
し
た
も
の
。

一
括

２9
南
墓
址

３７
平
瓦
 
－

注
記
な
し

７.
３

２.
４

５.
５

9２
.０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

良
好

密
外
縄
文
。
内
布
目
。

一
括

３６
墓
此
群

７
瓦
（
玉
縁
付
男
瓦
）

一
括

－
－

－
１9
０.
０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／６
橙
色

良
好

密
玉
縁
の
一
部
が
残
る
、
凹
面
布
目
痕
。

一
括

６０
西
墓
址

２５
平
瓦
　
１／
６残
弱

一
括

１３
.７

２.
２～
２.
６

１３
.３

３７
０.
０

５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
凹
面
布
目
、
凸
面
縄
文
。

凹
面
に
指
に
よ
る
圧
痕
あ
り
。

一
括

６１
西
墓
址

２６
平
瓦
 
－

一
括

１１
.9

２.
６～
２.
9

１３
.２

３５
０.
０

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

２.
５Ｙ
Ｒ６
／２
灰
黄
色

良
好

密
凹
面
布
目
、
凸
面
縄
文
。

一
括

６２
西
墓
址

２７
平
瓦
 
－

一
括

６.
５

２.
４～
２.
７

８.
9

１３
５.
０

５Ｙ
５／
１灰
色

良
好

密
凹
面
布
目
、
凸
面
縄
文
。

一
括

２０
７

表
採

２６
土
器
片
錘
 
－

一
括

－
－

－
３６
.０

７.
５Ｙ
Ｒ５
／４
に
ぶ
い
褐
色

７.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
橙
色

良
好

密
縄
文
土
器
加
曽
利
Ｅ
の
土
器
片
転
用
土
錘
。

第
４
表
 
台
遺
跡
Ｃ
地
点
出
土
土
製
品
観
察
表
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

種
別
・
依
存
度

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝
／ｇ

（
外
）
色
調

焼
成

胎
土

特
徴

備
考

径
（
幅
）
孔（
厚
さ
）
高
さ（
長
）

重
量

（
内
）
色
調

一
括

２０
８

表
採

２７
管
状
土
錘

完
形

一
括

１.
８

０.
３～
０.
４

４.
３

１１
.２

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

良
好

密

一
括

２０
9

表
採

２８
管
状
土
錘

両
端
部
欠

一
括

１.
５

０.
５～
０.
６

－
７.
７

７.
５Ｙ
Ｒ５
／６
明
褐
色

良
好

密

一
括

２１
５

表
採

１８
１
平
瓦

一
括

9.
７

２.
２

６.
８

１８
０.
０

２.
５Ｙ
３／
２黒
褐
～
２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

良
好

密
凹
面
布
目
、
凸
面
縄
文
。

第
５
表
 
台
遺
跡
Ｃ
地
点
出
土
金
属
器
等
観
察
表

新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

種
別
・
依
存
度

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝
／ｇ

備
考

長
さ

幅
厚
さ（
高
さ
）

重
量

２６
１１

７
１9
フ
ッ
ク
状
鉄
製
品

カ
マ
ド
内
一
括

残
長
７.
４

幅
４～
２㎜

厚
４～
２ｍ
ｍ

３.
２０

釘
を
曲
げ
て
造
っ
た
か
？
あ
る
い
は
釘
が
自
然
に
曲
が
っ
た
も
の
か
？

６１
７

１６
７
鉄
鎌
 
－

床
＋
７

残
長
７.
１

幅
２.
８～
４.
１

残
厚
０.
４

３４
.１
０

＊
校
正
段
階
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
第
１３
１図
に
掲
載
。

６５
２６

３５
３６
用
途
不
明
鉄
器

床
直

残
長
６.
４

残
幅
２.
２

残
厚
最
大

０.
２

５.
３０

＊
校
正
段
階
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
第
１３
１図
に
掲
載
。

７１
１１

６６
１２
刀
子
 
－

一
括

刃
部
残
長

０.
８

刃
部
幅
１.
２
刃
部
厚
０.
４

５.
４０

残
長
５.
２㎝
。
＊
校
正
段
階
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
第
１３
１図
に
掲
載
。

７9
１１

３７
２１
鉄
釘
 
－

一
括

杢
長
５.
４

幅
３～
２.
５

２.
２０

99
２８

４３
２６
槍
鉋
完
形

床
＋
１０

残
長
１４
.３

茎
幅
０.
9

茎
厚
０.
５

２５
.５
０

刃
部
長
１.
８㎝
刃
部
幅
１.
０５
㎝
刀
部
原
０.
２５
㎝
茎
部
長
１２
.５
㎝
。
地
金
の
遺
存
比
較
的
良
好
。

１２
５

２０
５６

１８
刀
子
鉄
器
 
－

床
直

残
長
５.
３

茎
幅
０.
７㎝

茎
厚
０.
２

４.
４０

刃
部
長
２.
０㎝
茎
長
３.
３㎝

１２
７

１１
５８

１４
鉄
製
刀
子
茎
部

刃
部
全
欠

カ
マ
ド
内
一
括

茎
長
５.
４

茎
幅
最
大

０.
9

茎
厚
０.
３

５.
３０

つ
ば
止
め
状
の
リ
ン
ク
付
く
。
＊
校
正
段
階
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
第
１３
１図
に
掲
載
。

１２
７

１２
２８
Ｂ

１５
鉄
釘
残
欠
 
－

床
＋
１３
.８

残
長
８.
１

残
幅
最
大

０.
８

残
厚
最
大

０.
６

9.
３０

両
端
欠
。
＊
校
正
段
階
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
第
１３
１図
に
掲
載
。

２３
４

６４
溝
－２

６０
鉄
釘
 
－

覆
土

残
長
４.
６

残
幅
最
大

０.
9

残
厚
最
大

０.
６

８.
２０

先
端
部
欠
。
＊
校
正
段
階
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
た
め
、
第
１３
１図
に
掲
載
。

一
括

２８
南
墓
址

３８
寛
永
通
宝
　
半
分
欠

注
記
な
し

２.
３

２.
３

０.
１

１.
２０

孔
は
方
形
で
７.
０㎜
。

一
括

２１
２

表
採

６５
皇
宋
通
宝

注
記
な
し

２.
３８

２.
３４

０.
１～
０.
２

４.
００

１０
３9
年
。
孔
は
方
形
で
５.
８㎜
。

一
括

２１
３

表
採

６６
寛
永
通
宝

注
記
な
し

２.
３７

２.
３9

０.
9～
１.
２

５.
００

孔
は
方
形
で
６.
０㎜
。

一
括

２１
４

表
採

６７
文
久
永
宝

注
記
な
し

２.
６４

２.
６６

０.
７～
１.
１

４.
００

孔
は
方
形
で
６.
５～
６.
８㎜
。
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

種
別
・
依
存
度

色
調

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝
／ｇ

備
考

長
さ
（
径
）

幅
孔

厚
さ（
高
さ
）

重
量

７１
9

６６
１１
有
孔
円
盤
　
１／
５欠

２.
５Ｇ
Ｙ６
／１
緑
灰
色

一
括

２３
.５
０

２７
.０
０

０.
４３
～
０.
５２

０.
３４
～
０.
４６
３.
５０

３.
５０

滑
石

99
２４

４３
３５
臼
玉
　
完
形

５Ｙ
５／
１灰
色

床
直

５.
００

５.
００

０.
３４
～
０.
４１
３.
５０

０.
４０

滑
石

99
２５

４３
３７
臼
玉
　
一
部
欠

７.
５Ｙ
５／
１灰
色

床
直

４.
５０

５.
００

０.
２５
～
０.
３４
２.
５０

０.
１０

滑
石

99
２６

４３
３８
臼
玉
　
完
形

１０
Ｙ５
／１
灰
色

床
直

３.
５０

３.
５０

０.
２４
～
０.
３５
３.
００

０.
１０

滑
石

99
２７

４３
３６
臼
玉
　
完
形

７.
５Ｙ
５／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

床
直

５.
００

５.
００

０.
３５
～
０.
４５
３.
５０

０.
４０

滑
石

99
３７

４３
２４
有
孔
円
盤
　
一
部
欠

２.
５Ｇ
Ｙ７
／１
明
オ
リ
ー
ブ
灰
色

床
＋
５

２５
.０
０

２７
.０
０

０.
３１
～
０.
４０

０.
３５
～
０.
３５
４.
００

５.
２０

滑
石

99
３８

４３
２５
有
孔
円
盤
　
１／
５欠

５Ｂ
Ｇ５
／１
青
灰
色

一
括

２７
.０
０

２８
.０
０

０.
３６
～
０.
５６

０.
４０
～
０.
５６
４.
００

５.
５０

滑
石

１０
１

８
４１

１３
有
孔
円
盤
　
一
部
欠

５Ｙ
５／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

カ
マ
ド
内
一
括
２５
.０
０

２４
.０
０

０.
３５
～
０.
７６

０.
４０
～
０.
６9
３.
２０

３.
２０

滑
石

１０
２

１４
４０

１２
有
孔
円
盤
　
１／
４欠

１０
Ｙ７
／１
灰
白

一
括

２６
.５
０

２６
.０
０

０.
３２
～
０.
４9

０.
４３
～
０.
５０
４.
５０

４.
７０

滑
石

１０
２

１５
４０

１１
有
孔
円
盤
　
１／
６欠

２.
５Ｙ
７／
３浅
黄
色

床
直

２.
３５

３.
２０

０.
４３
～
０.
５０
５.
００

７.
００

滑
石

１０
２

１６
４０

１０
偏
平
勾
玉
　
完
形

５Ｙ
４／
１灰
色

カ
マ
ド
内
一
括
４０
.０
０

１８
.０
０

０.
２６
～
０.
４５
４.
５０

１１
.５
０

滑
石

１０
３

１４
３9

１３
有
孔
円
盤
　
一
部
欠

７.
５Ｙ
７／
１灰
白
色

カ
マ
ド
内
一
括
２２
.０
０

２４
.５
０

０.
３9
～
１.
１２

０.
４０
～
０.
７２
４.
２５

３.
４０

滑
石

１０
３

１５
３9

１２
有
孔
円
盤
　
一
部
欠

５Ｂ
Ｇ５
／１
青
灰
色

カ
マ
ド
内
一
括
２８
.５
０

３３
.０
０

０.
６２
～
０.
８３

０.
４６
～
０.
５５
５.
００

７.
７０

滑
石

１１
１

３０
４9
Ａ

２５
有
孔
円
盤
　
一
部
欠

５Ｂ
Ｇ４
／１
暗
青
灰
色

内
溝

２５
.５
０

２５
.５
０

０.
２１
～
０.
２9

０.
２３
～
０.
３６
４.
００

３.
７０

滑
石

１２
６

１１
５７

１３
有
孔
円
盤
　
一
部
欠

５Ｇ
Ｙ４
／１
暗
オ
リ
ー
ブ
灰
色

床
＋
７.
５

３４
.５
０

３４
.０
０

０.
４9
～
０.
５１

０.
３３
～
０.
４５
３.
５０

８.
２０

滑
石

２２
４

１
土
坑
１１
４

１
管
玉
　
完
形

１０
Ｙ４
／２
灰
オ
リ
ー
ブ
色

一
括

２０
.５
０

４.
００

０.
２８
～
０.
３9
４.
００

０.
６０

碧
玉

２３
４

６３
溝
－
８

８
臼
玉
　
完
形

７.
５Ｙ
６／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

一
括

５.
５０

５.
２５

０.
１８
～
０.
３６
３.
５０

０.
１０

滑
石

一
括

２１
０

表
採

４８
有
孔
円
盤

ほ
ぼ
完
形

１０
Ｇ５
／１
緑
灰
色

一
括

２１
.５
０

４５
.０
０

０.
２9
～
０.
６３

０.
４０
～
０.
５７
５.
００

１６
.３
０

滑
石

一
括

２１
１

表
採

４9
玉
　
１／
２欠

７.
５Ｇ
Ｙ５
／１
緑
灰
色

一
括

６.
００

１１
.０
０

０.
７３
～
０.
9７
３.
５０

０.
５０

滑
石

第
６
表
 
台
遺
跡
Ｃ
地
点
出
土
玉
類
観
察
表
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

種
別
・
依
存
度

色
調

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝
／ｇ

備
考

長
さ
（
径
）

幅
（
孔
）

厚
さ
（
高
さ
）

重
量

２
１３

方
周
５－
４

４
砥
石
　
２／
３

１０
ＹＲ
５／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

西
側
周
溝

６.
７０

３.
７０

３.
６５

１２
５.
００

砂
岩

４
１７

方
周
３－
２

１
敲
き
石
　
完
形

２.
５Ｙ
４／
４オ
リ
ー
ブ
褐
色

一
括

１０
.５
０

６.
２０

３.
３０

３３
０.
００

砂
岩

５
５１

方
周
１－
３

５
磨
石
　
下
端
部
欠

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

西
側
周
溝

１０
.３
０

７.
１０

６.
３０

７４
０.
００

砂
質
頁
岩

６
１２

方
周
１４
－
４

１
石
鏃
 
－

N２
／
黒
色

北
側
周
溝

２.
８５

１.
５０

０.
9２

２.
８０

黒
曜
石

１０
７

方
周
８

主
体
部

３
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
５／
４黄
褐
色

主
体
部
一
括

３.
６０

３.
9０

１.
２０

３０
.０
０

輝
石
安
山
岩

１３
１２

方
周
７－
４

５
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

北
側
周
溝

６.
１０

２.
７５

２.
５０

６７
.０
０

砂
岩

１６
１３

地
下
式
－
１

６
石
櫃
？
蓋
？
　
１／
４

７.
５Ｙ
５／
１灰
色

一
括

9.
６０

１２
.５
０

５.
４０

５８
０.
００

輝
石
安
山
岩
（
第
４期
）

２０
３５

１
１５
石
鏃
 
－

N２
／
黒
色

一
括

１.
５０

２.
００

０.
３9

０.
9０

黒
曜
石

２５
１６

9
６
磨
石
・
凹
石
　
１／
２

１０
ＹＲ
４／
２灰
黄
褐
色

一
括

７.
２０

５.
５０

３.
9５

２１
０.
００

砂
岩

２６
２１

７
１８
磨
石
　
２／
３

２.
５Ｙ
６／
１黄
灰
色

床
直

１５
.３
０

１０
.７
０

１０
.０
０

２２
５０
.０
０

無
斑
晶
質
安
山
岩

３１
１３

１２
１６
磨
石
　
２／
３

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

一
括

１０
.７
０

４.
５０

２.
３０

１８
５.
００

緻
密
質
安
山
岩

５４
２４

６Ａ
７
磨
製
石
斧
　
完
形

７.
５Ｙ
４／
１灰
色

注
記
な
し

４.
８５

２.
６５

9.
００

２５
.０
０

砂
岩

５４
２５

６Ａ
６
磨
石
・
敲
き
石
　
完
形

７.
５Ｙ
４／
１灰
色

床
＋
５

１０
.０
０

５.
５５

３.
７５

３３
５.
００

砂
岩

５５
５

６Ｂ
５
磨
石
　
－

２.
５Ｙ
７／
４浅
黄
色

床
＋
５

２.
9０

２.
２０

２.
００

０.
５０

軽
石

５５
６

６Ｂ
４
磨
石
　
－

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

床
＋
５

４.
００

４.
２０

２.
００

３.
１０

軽
石

５６
２9

２４
３１
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
Ｒ６
／４
に
ぶ
い
黄
色

P１
１底
面
＋
４

７.
６０

６.
５５

４.
３０

３２
１.
００

砂
岩

５７
１０

１３
５
敲
き
石
　
完
形

１０
Ｙ２
／１
黒
色

一
括

６.
２０

３.
１０

２.
６０

9５
.０
０

チ
ャ
ー
ト

５9
２４

１５
３１
磨
石
　
１／
２強

７.
５Ｙ
Ｒ４
／３
褐
色

一
括

１０
.８
０

５.
８０

３.
７０

３７
４.
００

砂
岩

５9
２５

１５
３３
砥
石
　
－

２.
５Ｙ
７／
４浅
黄
色

一
括

７.
００

１.
２５

３.
００

４４
.０
０

流
紋
岩

５9
２６

１５
３２
石
剣
　
－

２.
５Ｙ
３／
３暗
オ
リ
ー
ブ
褐
色

一
括

５.
３０

４.
８０

１.
２０

７７
.０
０

砂
岩

６５
２４

３５
２１
凹
石
１／
２

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

一
括

１３
.７
０

６.
４０

５.
７０

６０
５.
００

砂
岩

６５
２５

３５
２２
石
鏃

１０
Ｙ２
／１
黒
色

一
括

２.
４０

（
２.
３０
）

０.
７２

３.
６０

黒
曜
石

６８
３４

６9
Ａ

9
石
斧
　
完
形

７.
５Ｙ
５／
１灰
色

西
側
よ
り

５.
４０

１.
８５

１.
３０

２３
.０
０

ド
レ
ラ
イ
ト

７０
１３

２５
８
石
皿
　
完
形

７．
ＹＲ
６／
６橙
色

床
直

１７
.４
０

１３
.８
０

５.
５０

１３
１５
.０
０

砂
岩

第
７
表
 
台
遺
跡
Ｃ
地
点
出
土
石
器
等
観
察
表



︲ ��2 ︲

新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

種
別
・
依
存
度

色
調

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝
／ｇ

備
考

長
さ
（
径
）

幅
（
孔
）

厚
さ
（
高
さ
）

重
量

７１
１０

６６
７
砥
石
　
－

２.
５Ｙ
７／
６明
黄
褐
色

一
括

9.
１５

２.
７５

２.
１０

７５
.０
０

流
紋
岩

７４
１８

１８
9
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

一
括

８.
００

３.
６０

２.
００

9５
.０
０

砂
岩

７４
１9

１８
１０
石
剣
　
－

２.
５Ｙ
７／
４浅
黄
色

床
＋
１０

１４
.３
０

６.
８５

１.
６０

２０
１.
００

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

７７
２５

２１
１６
石
皿
　
１／
４

５Ｙ
５／
３灰
オ
リ
ー
ブ
色

床
直

１８
.８
０

１２
.２
０

３.
７０

１３
００
.０
０

石
英
閃
緑
岩

７７
２６

２１
１５
凹
石
　
完
形

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

床
直

9.
３０

５.
５０

３.
２５

２７
８.
００

砂
岩

７７
２７

２１
１４
紡
錘
車
　
一
部
欠

５Ｙ
４／
１灰
色

一
括

３.
３０

３.
３０

２.
４５

４３
.５
０

滑
石

７9
１０

３７
２０
紡
錘
車
　
ほ
ぼ
完
形

５Ｙ
３／
１オ
リ
ー
ブ
黒
色

一
括

４.
２５

４.
１０

２.
１０

６１
.２
０

滑
石

８２
１０

７２
9
砥
石
　
完
形

２.
５Ｙ
５／
４黄
褐
色

一
括

２.
４５

２.
５０

１.
４０

１１
.０
０

砂
岩

８２
１１

７２
１０
磨
石
完
形

１０
Ｙ５
／２
オ
リ
ー
ブ
灰
色

一
括

５.
８０

５.
１０

３.
７５

１６
２.
００

砂
岩

9１
２１

２８
１１
磨
石
　
１／
２

２.
５Ｙ
Ｒ６
／３
に
ぶ
い
黄
色

一
括

４.
9０

４.
８０

３.
５０

１３
５.
００

輝
石
安
山
岩

9１
２２

２８
１０
磨
石
・
敲
き
石
　
２／
３

１０
ＹＲ
６／
３に
ぶ
い
黄
褐
色

床
＋
２.
５

７.
７０

６.
２５

３.
５０

２７
５.
００

花
崗
斑
岩

9１
２３

２８
9
尖
頭
器
　
－

１０
ＹＲ
５／
２灰
黄
褐
色

一
括

５.
０２

１.
３０

０.
５６

３.
７０

頁
石

9３
３１

２６
３７
砥
石
（
下
げ
と
）　
完
形

２.
５Ｙ
７／
２灰
黄
色

カ
マ
ド
内
一
括

１０
.５
０

２.
５５

１.
８５

9５
.０
０

砂
質
頁
岩

9３
３２

２６
１０
石
皿
　
１／
３欠

２.
５Ｙ
６／
１黄
灰
色

床
＋
０.
５

１４
.２
０

１１
.9
０

５.
８５

１４
００
.０
０

無
斑
晶
質
安
山
岩

9６
２５

４２
２５
磨
石
　
完
形

５Ｙ
６／
２灰
オ
リ
ー
ブ
色

一
括

５.
9５

５.
０５

３.
５５

１６
６.
００

輝
石
安
山
岩

9７
２３

３８
２８
磨
石
　
３／
４弱

１０
ＹＲ
５／
６黄
褐
色

一
括

８.
８５

６.
００

３.
６５

１８
２.
００

砂
岩

9７
２４

３８
9
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
７／
４浅
黄
色

P７
内

１６
.７
０

１７
.５
０

１１
.０
０

３０
０.
００

軽
石

9７
２５

３８
７
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
７／
３浅
黄
色

床
－
３

9.
６０

３.
７０

２.
７０

５６
.０
０

砂
岩

9７
２６

３８
２７
磨
石
　
－

１０
ＹＲ
６／
４に
ぶ
い
黄
橙
色

P７
内

７.
５０

５.
１０

２.
７０

9.
８０

軽
石

9７
２７

３８
８
磨
石
・
敲
き
石
　
完
形

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

床
＋
１４

８.
9０

３.
２０

１.
9５

８６
.０
０

砂
岩

9７
２８

３８
２４
磨
石
　
－

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

一
括

７.
9０

７.
８０

４.
４０

３１
.４
０

軽
石

99
３６

４３
２３
石
皿
転
用
敲
き
石

２.
５Ｙ
４／
３オ
リ
ー
ブ
褐
色

床
＋
５

６.
１５

６.
００

４.
８０

２７
０.
００

石
英
斑
岩

１０
１

9
４１

１４
有
孔
円
盤
　
ほ
ぼ
完
形

２.
５Ｙ
６／
１黄
灰
色

床
直

３.
３５

２.
８５

０.
４７
～
０.
７３

（
０.
４０
～
０.
４７
）

３.
７０

滑
石
（
有
孔
円
盤
か
ら
剣
型
製
品
に
再
利
用
）

１０
３

１６
３9

１４
紡
錘
車
　
一
部
欠

５Ｙ
６／
１灰
色

測
定
値
な
し

３.
４５

３.
６５

１.
６０

３３
.０
０

滑
石

１１
１

２9
４9
Ａ

２６
砥
石
　
下
端
欠

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
色

一
括

４.
５０

２.
００

２.
００

４２
.０
０

砂
岩
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新
遺
構

番
号

遺
物
番
号

旧
遺
構

番
号

実
測
番
号

種
別
・
依
存
度

色
調

出
土
位
置

法
量
（
推
定
）
㎝
／ｇ

備
考

長
さ
（
径
）

幅
（
孔
）

厚
さ
（
高
さ
）

重
量

１１
４

１
４８

１
磨
石
　
両
端
部
欠

１０
ＹＲ
３／
２黒
褐
色

床
直

１１
.６
０

８.
７５

７.
１０

８9
５.
００

砂
岩

１２
２

１５
６０

１７
石
皿
転
用
敲
き
石

２.
５Ｙ
６／
１黄
灰
色

一
括

６.
７０

７.
２０

４.
２５

２9
７.
００

輝
石
安
山
岩

１２
9

１３
５9

２１
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
５／
３黄
褐
色

一
括

６.
５０

３.
５０

２.
１０

７０
.０
０

砂
岩

１６
５

４
土
坑
－
７６

３
磨
石
　
１／
２

２.
５Ｙ
４／
４オ
リ
ー
ブ
褐
色

一
括

６.
８５

７.
８５

２.
６０

１9
１.
００

頁
岩

１７
２

５
６２

５
石
皿
転
用
凹
石

２.
５Ｙ
４／
４オ
リ
ー
ブ
褐
色

一
括

５.
７０

６.
３０

３.
２０

9５
.０
０

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

２１
７

１０
６４

１０
磨
石
　
２／
３前
後

２.
５Ｙ
７／
３浅
黄
色

一
括

４.
００

４.
００

３.
５０

１３
.０
０

軽
石

２１
８

６
６５

８
砥
石
　
完
形

２.
５Ｙ
７／
２灰
黄
色

一
括

２.
７０

２.
２０

１.
３０

１３
.０
０

流
紋
岩

２２
０

８
６８

８
砥
石
　
一
部
欠

２.
５Ｙ
６／
３に
ぶ
い
黄
色

一
括

５.
１５

２.
４０

１.
１０

２１
.9
０

流
紋
岩

２３
４

６２
溝
－
２

9
砥
石
　
完
形

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

一
括

9.
２５

４.
9５

５.
２５

３１
４.
００

流
紋
岩

２３
６

５３
溝
－
３

５
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
４／
２暗
灰
黄
色

一
括

６.
9０

５.
００

１.
８０

9７
.０
０

砂
岩

２３
６

５４
溝
－
３

７
砥
石
　
－

７.
５Ｙ
Ｒ３
／４
暗
褐
色

一
括

４.
２０

２.
４０

１.
３５

１７
.０
０

流
紋
岩

２３
６

５６
溝
－
３

８
磨
石
　
完
形

２.
５Ｙ
６／
２灰
黄
色

一
括

５.
４０

４.
７０

２.
５０

２２
.０
０

軽
石

２３
８

５
溝
－
６

３
磨
石
・
敲
き
石
　
一
部
欠
１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

一
括

８.
００

４.
４０

２.
２５

１３
０.
００

石
英
斑
岩
（
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
）

２３
８

６
溝
－
６

４
砥
石
　
－

５Ｙ
７／
２灰
白
色

一
括

４.
８５

３.
１０

３.
００

５9
.０
０

流
紋
岩

２３
８

７
溝
－
６

６
砥
石
　
－

５Ｙ
７／
２灰
白
色

一
括

３.
７０

２.
５５

１.
８０

２１
.０
０

流
紋
岩

２３
８

８
溝
－
６

５
砥
石
　
－

２.
５Ｙ
７／
２灰
黄
色

一
括

４.
４０

２.
５０

２.
１０

２６
.０
０

流
紋
岩

一
括

３７
墓
址
群

８
砥
石
　
－

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

一
括

５.
０５

２.
６０

１.
9０

４４
.０
０

流
紋
岩

一
括

５５
西
墓
址

１６
砥
石
　
－

１０
ＹＲ
５／
４に
ぶ
い
黄
褐
色

一
括

５.
００

４.
００

２.
１０

６9
.０
０

流
紋
岩

一
括

５６
西
墓
址

１７
石
剣
片
　
－

２.
５Ｙ
６／
４に
ぶ
い
黄
色

一
括

４.
７５

５.
００

１.
２０

４６
.０
０

流
紋
岩

一
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図版�

台遺跡調査前風景１ （南よりＢ地点方面を望む） 同２ （南より１号線方面を望む）

台遺跡Ｃ地点同３ （南より） 御林跡遺跡埋め戻し後、台遺跡Ｂ地点方面を望む

御林跡遺跡より台遺跡Ｃ地点を望む（北西より）御林跡遺跡埋め戻し中に台遺跡Ｃ地点を望む

１号方形周溝墓周辺　（北より） １号主体部調査状況　（南より）



図版�

１号西側周溝内土壙全景　（北西より） ２号方形周溝墓全景　（手前は３４号住居跡　南西より）

３号方形周溝墓全景　（北西より） ４号方形周溝墓全景　（手前は土坑群　北東より）

５号方形周溝墓全景　（南東より）４号周溝内土壙全景　（東より）

５号主体部調査状況　（南より）５号東側周溝



図版�

５号主体部完掘調査状況　（東より） ６号方形周溝墓全景　（東より）

７号方形周溝墓全景　（南東より） ７号全景　（北西より）

７号主体部完掘状況　（西より） ８号方形周溝墓周辺　（手前は８４号住居跡　南より )

８号南側周溝 ８号西側周溝　（南より）



図版�

９号方形周溝墓全景　（手前は７９号住居跡　南東より） ９号主体部完掘状況　（中央左は７８号土坑　東より）

１０号方形周溝墓全景　（南東より） １１号方形周溝墓全景　（左手前は８９号土坑　北西より）

１２号方形周溝墓全景　（手前は９８号住居跡　南東より） １３号方形周溝墓全景　（南より）

１３号主体部調査状況　（南西より） １４号方形周溝墓全景１　（南西より）



図版�

１４号全景２　（南西より） １４号主体部　（手前Ａ　奥Ｂ　南東より）

１４号主体部　（右Ａ　左Ｂ　西より） １５号方墳・地下式横穴墓周辺　（南西より）

１５号羨道部調査状況　（南西より） １５号羨道部完掘状況　（南西より）

１５号玄門構造 １５号玄門越しの玄室内状況



図版�

１５号天井部から見た玄室内人骨状況　（拡大）

１５号玄門方向から見た玄室内人骨状況　（拡大）



図版�

１５号玄室内人骨状況　（手前が玄門方向・拡大）

１５号玄室内人骨状況　（左が玄門方向・拡大）



図版�

１５号天井部から見た玄室内人骨状況　（手前が玄門方向） １５号玄室内人骨出土状況　（左が玄門方向）

１６号方形区画改葬墓全景　（南より） １６号地下式小型横穴全景　（南より）

１６号玄室部拡大　（南東より） １６号玄室内　（天井部より）

１７号改葬系区画墓全景　（中央は６８号住居跡　南より） １８号改葬系区画墓全景　（南東より）



図版�

１９号改葬系区画墓全景　（中央は２４０号溝　北より） ２０号住居跡全景　（南東より）

２１号住居跡調査区内完掘状況１　（南西より） ２１号調査区内完掘状況２　（南東より）

２２号土坑全景　（南西より） ２１号住居跡周辺　（北西より）

２３号住居跡全景　（南東より） ２４号土坑全景　（南東より）



図版�0

２５号住居跡完掘状況　（南東より） ２５号カマド調査状況１　（南東より）

２５号カマド調査状況２　（南東より） ２６号住居跡土層断面　（南東より）

２６号完掘状況　（南東より） ２６号北コーナー遺物出土状況

２６号遺物出土状況　（南より） ２６号カマド調査状況　（南東より）



図版��

２７号土坑全景　（南東より） （奥から）２８号・２９号住居跡　（南東より）

３０号住居跡土層断面　（南より） ３０号完掘状況　（南東より）

３１号住居跡完掘状況１　（南東より） ３１号完掘状況２　（北西より）

３２号土坑全景　（西より） ３３号住居跡全景（右は３４号住居跡　南東より）



図版��

３３号炉内遺物出土状況　（北より） ３４号住居跡全景　（南東より）

３４号遺物出土状況１　（南東より） ３４号遺物出土状況２　（南東より）

３４号カマド左脇遺物出土状況　（東より） ３４号周辺　（北西より）

３５号住居跡全景　（南東より） ３５号カマド　（南より）



図版��

３６号住居跡（中央）全景・３７号溝（中央左）　（南東より） ３８号土坑全景　（北東より）

３９号土坑全景　（東より） ４０号土坑全景　（南より）

４１号（中央）・４２号（右）土坑全景　（南西より） ４２号（中央）・４３号（右上）・４４号（左）土坑　（西より）

４５号土坑全景　（西より） ４６号（右）・４７号（左）土坑全景　（南東より）



図版��

４８号土坑全景　（北より） ４９号土坑全景　（南西より）

５０号土坑全景　（南より） ５１号土坑全景　（東より）

５２号土坑全景　（北西より） ５４号・５５号住居跡土層断面　（南東より）

５４号・５５号住居跡全景　（南東より） ５３号周辺　（北西より）



図版��

５６号住居跡完掘状況　（南東より） ５６号（手前）・５７号住居跡付近　（南より）

５７号完掘状況　（南西より） ５８号住居跡全景　（南より）

５８号付近　（中央は５号方形周溝墓主体部　南より） ５８号遺物出土状況　（南より）

５９号住居跡全景 （左は５号方形周溝墓東側周溝　南東より） ５９号遺物出土状況１　（北より）



図版��

５９号遺物出土状況２　（西より） ５９号Ｐ６付近遺物出土状況　（南より）

６０号住居跡全景　（南東より） ６０号遺物出土状況１　（南東より）

６０号遺物出土状況２　（南東より） ６０号カマド　（東より）

６１号住居跡全景　（南より） ６１号遺物出土状況　（北より）



図版��

６１号カマド　（東より） ６２号住居跡全景　（中央は７号方形周溝墓主体部　南より）

６２号遺物出土状況１　（北より） ６２号遺物出土状況２　（北東より）

６２号遺物出土状況３　（南東より） ６２号南壁遺物出土状況１

６２号南壁遺物出土状況２ ６３号（右）・６４号（左）住居跡　（北西より）



図版��

６５号住居跡完掘状況　（南より） ６５号カマド　（北東より）

６６号土坑全景　（南より） ６７号土坑全景　（南東より）

６８号住居跡付近調査風景　（手前は１７号改葬系区画墓） ６８号全景　（南より）

６９号住居跡全景　（北東より） ６９号付近　（中央は２３４号溝　北西より）
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６９号カマド　（南東より） ７０号住居跡全景　（南より）

７０号カマド　（南東より） ７０号カマド調査状況　（南より）

７１号住居跡全景　（南より） ７１号Ｐ３・Ｐ４付近遺物出土状況　（東より）

７１号完掘状況　（南より） ７２号住居跡全景　（南東より）



図版�0

７２号周辺　（南西より） ７３号土坑（中央上）・７４号住居跡全景　（北西より）

７４号炉付近遺物出土状況　（東より） ７４号遺物出土状況　（東より）

７５号住居跡全景　（南東より） ７５号カマド遺物出土状況１　（南東より）

７５号カマド遺物出土状況２　（南東より） ７６号住居跡全景　（南東より）



図版��

７７号住居跡全景　（南東より） ７７号周辺　（北東より）

７９号住居跡全景　（南東より） ７９号遺物出土状況　（南東より）

７９号カマド付近遺物出土状況　（東より） ７９号周辺　（南東より）

８０号（右）・８１号（左）土坑全景（南東より） ８２号住居跡全景　（東より）



図版��

８２号床面　（手前に８３号土坑のプランが見える　東より） ８２号遺物出土状況２　（北より）

８２号住居跡・８３号土坑全景　（南東より） ８２号周辺　（南東より）

８４号住居跡全景　（南より） ８４号Ｐ３付近遺物出土状況　（東より）

８４号遺物出土状況　（東より） ８４号（手前）周辺　（北東より）



図版��

８５号土坑全景　（北東より） ８６号土坑全景　（南東より）

８７号土坑全景　（南東より） ８８号土坑断面　（南西より）

８９号土坑全景　（北より） ９０号住居跡全景　（南より）

９１号住居跡全景１　（南より） ９１号全景２　（手前は２３４号溝　西より）



図版��

９１号Ｐ２付近遺物出土状況１　（北より） ９１号Ｐ２付近遺物出土状況２　（南東より）

９１号遺物出土状況　（東より） （手前から）９１号・９２号・９３号住居跡　（西より）

９２号住居跡全景　（南より） ９２号カマド　（南より）

９２号カマド調査状況　（南より） ９２号カマド遺物出土状況　（南より）



図版��

９３号住居跡全景　（南より） ９３号カマド　（南東より）

９４号住居跡全景　（西より） ９５号住居跡全景　（南より）

９５号遺物出土状況　（南より） ９６号住居跡全景　（南東より）

９６号遺物出土状況　（南より） ９７号住居跡全景　（西より）



図版��

９７号（手前）周辺　（北東より） ９８号住居跡全景　（南東より）

９８号カマド遺存状況　（南東より） ９９号住居跡周辺　（北東より）

９９号住居跡全景　（南西より） ９９号遺物出土状況１　（南西より）

９９号遺物出土状況２　（西より） ９９号遺物出土状況３　（南西より）



図版��

９９号南西コーナー遺物出土状況　（左は２３４号溝） ９９号北東コーナー遺物出土状況

９９号完掘状況　（南東より） ９９号カマド調査状況１　（南東より）

９９号カマド調査状況２　（南西より） １００号住居跡周辺　（中央は２４５号溝　南東より）

１００号全景　（南東より） １００号カマド　（南東より）



図版��

１０１号住居跡周辺　（南より） １０１号全景　（南西より）

１０１号遺物出土状況１　（南東より） １０１号遺物出土状況２　（南より）

１０１号Ｐ４付近遺物出土状況　（南より） １０１号完掘状況　（南より）

１０１号カマド　（南より） １０１号住居跡カマド調査状況　（西より）



図版��

１０２号住居跡全景　（南より） １０２号カマド　（西より）

１０２号カマド調査状況　（南より） １０３号住居跡全景　（南より）

１０３号遺物出土状況　（南より） １０３号Ｐ２付近遺物出土状況　（北西より）

１０３号遺物出土状況　（北より） １０３号カマド　（南より）



図版�0

１０４号横溝木棺墓全景　（北西より） １０６号住居跡周辺　２４１号溝（中央）・２３４号溝（右）（南東より）

１０６号全景　（東より） １０６号カマド　（南より）

１０７号住居跡完掘状況　（東より） １０８号住居跡周辺　（中央は２４６号溝　南東より）

１０８号（奥）・１０９号（手前）住居跡全景　（南東より） １０８号カマド　（南西より）
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１０９号住居跡全景　（南より） １０９号カマド　（南より）

１０９号カマド調査状況　（南より） １１０号（奥）土坑全景　（南より）

１１１号～１１５号住居跡全景１　（東より） １１１号～１１５号住居跡全景２　（南より）

１１２号土坑（中央）・１１５号住居跡全景　（中央奧は２４０号溝） １１３号住居跡全景　（南西より）



図版��

１１３号遺物出土状況１　（中央は２３４号溝　北東より） １１３号遺物出土状況２　（北東より）

１１３号完掘状況　（北東より） １４号方周内１１６号土坑を望む　（北東より）

１１６号土坑全景　（東より） １１７号住居跡全景　（南より）

１１７号遺物出土状況１　（北西より） １１７号遺物出土状況２　（南東より）



図版��

１１８号～１２０号住居跡全景　（南西より） １１８号遺物出土状況　（南より）

１１８号カマド　（北西より） １１８号カマド調査状況　（北西より）

１１９号（左）・１２０号（右）住居跡全景　（南東より） １１９号遺物出土状況１　（南より）

１１９号遺物出土状況２　（東より） １２１号住居跡全景　（左に２４２号溝　南西より）
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１２１号南コーナー遺物出土状況 １２２号住居跡全景　（南東より）

１２２号Ｐ８内遺物出土状況　（北より） １２２号Ｐ９内遺物出土状況　（南東より）

１２２号カマド　（南東より） １２３号住居跡全景　（南東より）

１２３号Ｐ２付近遺物出土状況　（南東より） １２４号土坑土層断面　（北より）



図版��

１２５号住居跡全景　（南西より） １２５号カマド付近遺物出土状況　（南より）

１２５号Ｐ８内遺物出土状況１　（北西より） １２５号Ｐ８内遺物出土状況２　（南より）

１２５号住居跡カマド　（南西より） １２５号カマド調査状況　（南西より）

（奧から）１２６号・１２７号・１２８号住居跡全景　（南より） １２６号（右）・１２７号（左）カマド　（東より）
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（奥から）１２６号・１２７号カマド　（南より） １２７号遺物出土状況　（東より）

１２７号全景　（南東より） １２９号住居跡全景　（南西より）

１２９号カマド調査状況　（南西より） １３０号土坑全景　（北より）

１３１号住居跡・１３２号地下式土壙全景　（南東より） １３２号全景　（北東より）
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１３３号土坑全景　（北東より） １３４号住居跡全景（左）　（中央に１３９号溝　北東より）

１３４号カマド　（東より） １３５号（奥）・１３６号（手前）土坑全景　（北西より）

１３５号（手前）・１３６号（奥）土坑全景　（南東より） １３７号（奥）・１３８号（手前）土坑全景　（北より）

１３７号（手前）・１３８号（奥）土坑全景　（南より） １４０号土坑全景　（北より）



図版��

１４１号（左）・１４３号（中央）土坑周辺　（西より） １４６号側壁抉り込み土坑　（南より）

１４６号（左）・１４７号（中央）土坑周辺　（西より） １４８号土坑全景　（東より）

１４９号土坑全景　（南東より） （手前から）１５１号・１５０号・１５２号土坑全景　（東より）

１５３号土坑全景　（北東より） １５４号（中央）土坑全景　（南東より）



図版��

１５５号（中央）・１５６号（手前）土坑全景　（南東より） １５５号（手前）・１５６号（奥）全景　（北西より）

１５６号土坑全景　（南東より） １５６号（奥）・１５７号（手前）土坑全景　（北東より）

１５７号全景　（南東より） １５８号土坑全景　（北より）

１５９号土坑全景　（北より） １６０号土坑全景　（西より）



図版�0

１６１号土坑全景　（南西より） １６２号土坑全景　（東より）

１６３号土坑全景　（南西より） １６４号（右）・１６５号（左）土坑全景　（南東より）

１６５号（中央）・１６４号（奥）全景　（南より） １６５号周辺　２４５号溝（左）・２３４号溝（右）　（南東より）

１６６号土坑全景　（北西より） 土坑群　右側の深い土坑が１６７号　（東より）
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１６７号土坑全景１　（北西より） １６７号全景２　（南東より）

１６８号土坑全景　（南東より） １６９号側壁抉り込み土坑全景　（南東より）

１６９号周辺　（南より） １６９号全景　（北西より）

１６９号全景　（北東より） １７０号土坑全景　（北西より）
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１７０号（手前）・１７１号（中央）　土坑全景　（南東より） 土坑群　（手前から）　１７０号・１７１号　（南東より）

１７２号住居跡全景　（南東より） １７２号完掘状況　（南東より）

１７２号カマド　（南東より） 土坑群　左は１７２号　（北東より）

１７３号竪穴状土坑全景　（北東より） １７４号土坑全景　（北西より）
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１７５号土坑全景　（西より） 土坑群　１７５号周辺　（北より）

１７８号土坑全景　（北西より） １７９号土坑全景　（北西より）

土坑群　１７９号（中央左）周辺　（北東より） １８０号土坑（中央）全景　（北西より）

１８１～１８４号土坑全景　（南東より） １８５（中央）・１８６号（右）土坑周辺　（南西より）
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１８５号全景　（東より） １８７号・１８８号（中央奥）周辺　（北より）

１９０号土坑全景　（北東より） １９２号土坑全景　（東より）

１９３号土坑全景　（北西より） １９４号（右上）・１９５号（中央）土坑全景　（東より）

１９６号（中央）１９１号（手前）１９５号（右）１９７号（上）土坑全景（北西より） １９７号地下式土壙全景１　（北西より）
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１９７号全景２　（北西より） １９８号土坑全景　（北西より）

１９９号土坑（中央）全景　（南西より） ２００号土坑（中央）周辺　（西より）

２０１号土坑（中央）全景　（奥は２０３号土坑　西より） ２０２号土坑（中央）全景　（南より）

土坑群　２０２号（手前左）周辺　（南東より） ２０３号全景　（南西より）
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２０４号（中央）２０５号（右上）２０６号（右下）土坑全景　（西より） 土坑群　２０７号（中央）周辺　（南東より）

２０７号土坑全景　（南東より） ２０８号土坑全景　（右上は２０６号　南東より）

２０９号土坑全景　（北西より） ２１０号土坑全景　（西より）

２１１号（右上）・２１２号（右下）土坑全景　（南より） ２１３号土坑全景　（東より）
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２１４号土坑全景　（南東より） ２１７号住居跡全景　（南東より）

２１７号カマド　（南東より） ２１７号・２１８号住居跡全景　（南東より）

２１９号住居跡全景　（南東より） ２１９号カマド　（南東より）

２２０号住居跡全景　（南西より） ２２０号カマド　（南西より）
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２２０号カマド周辺遺物出土状況　（南東より） ２２１号土坑全景　（南西より）

遺跡南側遺構検出状況１　（南東より） 遺跡南側遺構検出状況２　（南より）

遺跡南側遺構調査状況１　（南東より） 遺跡南側遺構調査状況２　（東より）

２２４号土坑全景１　（南より） ２２４号全景２　（南東より）
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  ２２６号溝（中央）　（北西より） ２２７号土坑全景　（北東より）

２２８号土坑全景　（南東より） ２２９号土坑全景　（北東より）

調査区南西端２２９号周辺 ２３３号溝（右）・２４４号溝（左）　（南西より）

２３４号溝　（南西より） ２３４号溝　（左は２４４号溝　南西より）
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２３４号溝（中央）　（南西より） ２３５号溝（右）　（南東より）

２３５号（右）・２３６号溝（左）　（南東より） ２３５号溝（中央）　（北西より）

２３５号溝土層断面　（北西より） ２３５号溝西側起点付近土層断面　（北西より）

２３６号溝（中央）　（右手前は１０３号住居跡　南東より） ２３６号溝　（中央左は１０３号住居跡　東より）
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２３６号溝　右上は１０３号住居跡　（南西より） ２３６・２４０号溝の交差付近遺物出土状況　（北西より）

２３６号溝　遺物出土状況１　（北東より） ２３６号溝　遺物出土状況２　（北西より）

２３６号溝　遺物出土状況３　（北東より） ２３７号溝　（右手前は７９号住居跡　南東より）

２３８号溝　（左は８４号住居跡　北東より） ２３８号溝　（手前は８４号住居跡　北東より）
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２３６号溝（奥）・２３９号・２４０号溝　（南より） ２４０号溝　（中央は１９号改葬系区画墓　北より）

２３４号溝（中央）・２４１号溝（右）　（北東より） ２４４号溝（左）・２３３号溝（中央）　（南より）

２４４号溝（Ｖ字溝）周辺１　（東より） ２４４号溝（Ｖ字溝）周辺２　（西より）

２４４号溝東側起点 ２４４号溝土層断面
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２５１号溝検出状況　（南東より） ２５０号（左）・２５１号（右）溝土層断面　（西より）

２５２号溝（右）・２５３号溝（左）付近　（東より） ２２５号溝（中央）周辺　（東より）

５６号住居跡周辺調査風景　（南より） ３５号住居跡付近作業風景　（北西より）

５８号住居跡周辺調査風景　（北西より） ９７号住居跡周辺調査風景　（北より）
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整理

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

台遺跡 集落
墳墓

縄文時代
弥生中期

弥生後期

古墳前期
古墳中期
古墳後期

古墳終末期

奈良時代

古代末
時期不詳

土坑            １基
竪穴住居跡      １４軒
方形周溝墓      ８基
竪穴住居跡      １2軒
方形周溝墓      ２基
環濠            １条
竪穴住居跡      ４軒
竪穴住居跡      ５軒
竪穴住居跡      ６軒
土壙墓          １基
竪穴住居跡      １７軒
古墳            １基
土壙墓          １基
竪穴住居跡      １８軒
方形区画改葬墓  １基
改葬系区画墓    ４基
溝              ６条
竪穴住居跡      １軒
竪穴住居跡      ２軒
土坑            １2５基
溝              2０条

縄文土器（早期～
前期・中期・後期）
弥生土器（中期～
後期）
土師器・須恵器（古
墳）
石器（縄文・弥生）
石製品（紡錘車・
砥石・滑石製模造
品など）
土製品（土製支脚・
管状土錘・土玉な
ど）
鉄製品（鉇など）

終末期古墳主体部
からは３体の人骨
が検出さている。

要約 　弥生時代から奈良時代まで続く古墳・集落跡の一部で、弥生時代から奈良時代の一
部の遺構については、台遺跡Ｂ地点として既に報告書も刊行されている。今回報告す
る範囲は、Ｂ地点の東側に隣接する範囲で、前回同様の遺構が検出されている。
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